
99

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その九）　鈴木　滿　訳・注

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
九
）

鈴

木
　

滿　

訳
・
注

＊
凡
例

１
．
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）（
略
称
を
Ｄ
Ｓ
Ｂ
と
す
る
）
の
訳
・
注
で
あ
る
本
稿
の
底
本
に
は
次
の
版
を

使
用
。

D
eutsches Sagenbuch von Ludw

ig Bechstein. M
it sechzehn H

olzschnitten nach Zeichnungen von A
. Ehrhardt. Leipzig, V

erlag von 
Georg W

igand. 1853. ; Reprint. N
abu Press. 

初
版
リ
プ
リ
ン
ト
。
因
み
に
一
〇
〇
〇
篇
の
伝
説
を
所
収
。

２
．
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
伝
説
の
番
号
・
邦
訳
題
名
・
原
題
は
分
載
試
訳
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
記
す
。

３
．
ヤ
ー
コ
プ
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
グ
リ
ム
兄
弟
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
略
称
を
Ｄ
Ｓ
と
す
る
）
を
参
照
し
た
場
合
、
次
の
版
を
使
用
。

D
eutsche Sagen herausgegeben von Brüdern G

rim
m

. Zw
ei Bände in einem

 Band. M
ünchen, W

inkler V
erlag. 1981. V

ollständige 
A

usgabe, nach dem
 T

ext der dritten A
uflage von 1891. 

因
み
に
五
八
五
篇
の
伝
説
を
所
収
。

　

な
お
稀
に
で
は
あ
る
が
、
Ｄ
Ｓ
の
英
語
訳
で
あ
る
次
の
版
（
略
称
を
Ｇ
Ｌ
と
す
る
）
も
参
照
し
た
。

T
he G

erm
an Legends of the Brothers G

rim
m

. V
ol. 1/2. Edited and translated by D

onald W
ard. Institute for the Study of H

um
an 
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４
．
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
伝
説
と
Ｄ
Ｓ
所
載
伝
説
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
分
載
試
訳
冒
頭
に
記
す
Ｄ
Ｓ
Ｂ
の
番
号
・
邦
訳
題
名
・
原
題
の
下
に
、
ほ
ぼ
該
当
す
る

Ｄ
Ｓ
の
番
号
・
原
題
を
記
す
。
た
だ
し
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
記
事
の
僅
か
な
部
分
が
Ｄ
Ｓ
所
載
伝
説
に
該
当
す
る
場
合
は
こ
こ
に
は
記
さ
ず
、
本
文
に
注
番
号
を
附

し
、「
Ｄ
Ｓ
＊
＊
＊
に
詳
し
い
」
と
注
記
す
る
に
留
め
る
。

５
．
地
名
、
人
名
の
注
は
文
脈
理
解
を
目
的
と
し
て
記
し
た
。
史
実
の
地
名
、
人
名
と
の
食
い
違
い
が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
殊
更
言
及
し
な

い
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
注
で
こ
れ
が
明
白
に
な
る
分
は
い
た
し
か
た
な
い
。

６
．
語
ら
れ
て
い
る
事
項
を
、
日
本
に
生
き
る
現
代
人
が
理
解
す
る
一
助
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
、
訳
者
が
判
断
し
た
場
合
に
は
、
些
細
に
亘
り
過
ぎ
る

弊
が
あ
ろ
う
と
も
、
あ
え
て
注
に
記
し
た
。
こ
う
し
た
注
記
に
お
け
る
訳
者
の
誤
謬
へ
の
ご
指
摘
、
お
よ
び
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
注
記
が
必
要
、
と
い
っ

た
ご
高
教
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ま
こ
と
に
幸
い
で
あ
る
。

７
．
伝
説
タ
イ
ト
ル
の
ド
イ
ツ
語
綴
り
は
原
文
の
ま
ま
。

８
．
本
文
お
よ
び
注
に
お
け
る
〔　
　
　

〕
内
は
訳
者
の
補
足
で
あ
る
。

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
一
）　　
　

一

─　
　

六
〇　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
四
巻
第
一
・
二
号
一
一
七
〜
二

三
五
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
二
）　　

六
一

─　
　

九
〇　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
四
巻
第
三
号
四
六
三
〜
五
三
〇

ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
五
年
二
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
三
）　　

九
一

─　
一
三
四　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
四
巻
第
四
号
七
五
〜
一
七
六
ペ 

ー
ジ
、
平
成
二
十
五
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
四
）　

一
三
五

─　
一
八
四　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
五
巻
第
一
・
二
号
一
五
七
〜
二

八
五
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
五
）　

一
八
五

─　
二
二
五　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
五
巻
第
三
・
四
号
九
五
〜
一
八

〇
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
六
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
六
）　

二
二
六

─　
二
八
八　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
六
巻
第
一
号
二
〇
九
〜
三
三
〇

ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
六
年
十
月
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『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
七
）　

二
八
九

─　
三
三
九　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
六
巻
第
二
号
一
五
一
〜
二
四
六

ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
六
年
十
二
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
八
）　

三
四
〇

─　
三
九
四　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
六
巻
第
三
・
四
号
（
本
誌
）

＊
本
分
載
試
訳
（
そ
の
九
）
の
伝
説

　

三
九
五　

ヴ
ァ
ル
ケ
ン
リ
ー
ト
修
道
院
の
話V

om
 K

loster W
alkenried.

　

三
九
六　

魔
法
の
広
間
と
ル
タ
ー
の
陥か

ん
せ
い穽Zaubersaal und Lutherfalle.

　

三
九
七　

最
後
の
ク
レ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
伯D
er letzte Graf von K

lettenberg. 　
　
　

*D
S35 D

ie vier H
ufeisen.

　

三
九
八　

ケ
レD

ie K
elle.

　

三
九
九　

救
難
の
マ
リ
アM

aria im
 Elende.

　

四
〇
〇　

乙ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ女

イ
ル
ゼJungfrau Ilse. 　
　
　

*D
S317 Jungfrau Ilse.

　

四
〇
一　

レ
ー
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
の
井
戸
の
亡
霊D

er Brunnengeist auf Regenstein.

　

四
〇
二　

悪ト
イ
フ
ェ
ル
ス
マ
ウ
ア
ー

魔
の
壁D

ie T
eufelsm

auern. 　
　
　

*D
S189 D

ie T
eufelsm

auer. / *D
S190 D

es T
eufels T

anzplatz.

　

四
〇
三　

馬ロ
ス
ト
ラ
ッ
ペ

の
足
跡
と
クク

レ
ー
ト
プ
フ
ー
ル

レ
ー
ト
の
淵Roßtrappe und Cretpfuhl. 　
　
　

*D
S319 D

er Roßtrapp und K
reetpfuhl. 

　

四
〇
四　

湧
き
出
る
銀
貨D

as quellende Silber.　
　
　

*D
S161 D

as quellende Silber.

　

四
〇
五　

娘メ
ー
ク
デ
シ
ュ
プ
ル
ン
グ

た
ち
の
跳
躍D

er M
ägdesprung. 　

　
　

*D
S320 D

er M
ägdesprung.

　

四
〇
六　

フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
テ
ィ
ー
デ
ィ
ア
ンFalkenstein und T

idian.

　

四
〇
七　

櫃ひ
つ

の
中
の
神D

er Gott im
 K

asten.

　

四
〇
八　

死ト
ー
テ
ン
ヴ
ェ
ー
ク

人
の
道D

er T
odtenw

eg.
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四
〇
九　

踊タ
ン
ツ
タ
イ
ヒ

り
の
池D

er T
anzteich.

　

四
一
〇　

花ク
ヴ
ェ
ー
ス
テ

冠D
ie Q

uäste.
　

四
一
一　

発シ
ュ
タ
ム
シ
ュ
ロ
ス

祥
の
城
ア
ン
ハ
ル
トStam

m
schloß A

nhalt.

　

四
一
二　

ア
ン
ハ
ル
ト
城
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士D

octor Faust auf A
nhalt.

　

四
一
三　
「
こ
れ
ぞ
かデ

ス
・
マ
ン
ス
・
フ
ェ
ル
ト

の
男
の
地
所
な
る
」„Das ist des M
anns Feld. ,,　
　
　

*D
S575 U

rsprung des Grafen von M
ansfeld.

　

四
一
四　

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
城Schloß M

ansfeld.

　

四
一
五　

ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ス
森ホ

ル
ツ

の
石
と
会
戦Stein und Schlacht am

 W
elphesholz. 　

　
　

*D
S492 Graf H

oyer von M
ansfeld. 

　

四
一
六　

ア
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
亡
霊
た
ちD

ie Geister auf A
rnstein.

　

四
一
七　

一
度
に
九
人
の
子
ど
も
た
ちN

eun K
inder auf einm

al.　
　
　

*D
S521 U

rsprung der W
elfen. / *D

S577 D
ie 

acht Brunos.

　

四
一
八　

聖
ザ
ン
ク
ト

ブ
ル
ー
ノ
と
驢エ

ー
ゼ
ル
ス
ヴ
ィ
ー
ゼ

馬
ヶ
原Sankt Bruno und die Eselsw

iese. 　
　
　

*D
S578 D

ie Eselsw
iese.

　

四
一
九　

ゲ
ホ
ー
フ
ェ
ン
に
出
現
し
た
修
道
女
の
亡
霊D

er N
onnengeist zu Gehofen.

　

四
二
〇　

生
き
続
け
る
鴉か

ら
すD

er im
m

erlebende Rabe.

　

四
二
一　

司
教
の
猫D

es Bischofs K
atze.

　

四
二
二　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
族
と
ザ
ク
セ
ン
族
の
由
来
と
争
いD

er T
hüringer und Sachsen H

erkunft und Streiten.　
　
　

*D
S415 H

erkunft der Sachsen. /  *D
S416 D

ie Sachsen und die T
hüringer. / *D

S424 D
ie M

erovinger. / *D
S425 

Childerich und Basina. / *D
S550 A

m
alaberga von T

hüringen. / *D
S551 Sage von Irm

enfried, Iring und D
ieterich.

　

四
二
三　

ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
の
プ
フ
エ
ニ
ヒD

ie Bonifaciuspfennig.
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四
二
四　

髭ひ
げ

も
じ
ゃ
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
そ
の
子
孫Ludw

ig m
it dem

 Barte und sein Stam
m

.
　

四
二
五　

ヴ
ァ
イ
セ
ン
ブ
ル
ク
の
奥
方D

ie Frau von W
eißenburg. 　

　
　

*D
S552 D

as Jagen im
 fem

den W
alde.

　

四
二
六　

ギ
ー
ビ
ヒ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
か
ら
の
跳
躍D

er Sprung vom
 Giebichenstein. 　

　
　

*D
S556 Ludw

ig der Springer.

　

四
二
七　

聖
ザ
ン
ク
ト

ウ
ル
リ
ヒ
の
教
会Sankt U

lrichs K
irche.

　

四
二
八　

皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒK

aiser Friedrich. 　
　
　

*D
S494 D

er verlorene K
aiser Friedrich.

　

四
二
九　

皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
贈
り
物K

aiser Friedrichs Gaben. 　
　
　

*D
S23 Friedrich Rotbart auf dem

 K
yffhäuser. 

/ *D
S297 D

er H
irt auf dem

 K
yffhäuser. / *D

S304 D
er Zw

erg und die W
underblum

e.

　

四
三
〇　

山
の
惑
わ
しBergentrückung.

　

四
三
一　

皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
宮
廷
の
人
人K

aiser Friedrichs H
ofgesinde.

　

四
三
二　

殻か
ら
ざ
お棹

使
いD

ie Flegler.

　

四
三
三　

懺ざ
ん
げ悔

の
事
業W
erke der Buße.

　

四
三
四　

啼な

き
叫
びGeheul und Geschrei.

　

四
三
五　

ゲ
リ
ン
ゲ
ン
の
ギ
ュ
ン
タ
ー
聖
者D

er heilige Günther in Göllingen.

　

四
三
六　

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
爵
家
の
起
源U

rsprung der Grafen von Schw
arzburg.

　

四
三
七　

聖
女
が
た
の
お
引
っ
越
しD

ie A
usw

anderung der H
eiligen.

　

四
三
八　

茶デ
ア
・
ブ
ラ
ウ
ネ
・
ビ
ュ
ー
エ
ル

色
の
丘D

er braune Bühel.

　

四
三
九　

ごデ
ィ
ー
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
キ
ル
ヒ
ェ

つ
ご
つ
教
会D

ie w
ilde K

irche.

　

四
四
〇　

病
癒
え
た
る
ダ
ゴ
バ
ー
ト
王K

önig D
agobert heil.
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四
四
一　

悪デ
ス
・
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
・
カ
ン
ツ
ェ
ル

魔
の
説
教
壇D

es T
eufels K

anzel.
　

四
四
二　

ち
び
っ
こ
の
仕
立
て
屋
さ
んD

er kleine Schneider. 
　

四
四
三　

ラ
イ
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
修
道
士D

er M
önch von Reifenstein.

　

四
四
四　

王
の
偉
業D

es K
önigs A

benteuer.
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三
九
五　

ヴ
ァ
ル
ケ
ン
リ
ー
ト
修
道
院
の
話

　

今
は
昔
、
ロ
ー
レ
の
う
ら
若
き
女
伯
ア
ル
ハ
イ
デ
ィ
ス

─
ロ
ー
レ
の
殿
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
息
女

─
は
、
か
の
ク
ニ
グ
ン
デ
・
フ
ォ

ン
・
キ
ュ
ナ
ス
ト
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
三
七
）
と
全
く
同
じ
こ
と
を
し
た
。
す
な
わ
ち
求
婚
す
る
者
が
あ
る
と
、
居
城
の
城
壁
の
周
り
を
三
度

騎
馬
で
廻
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
彼
女
は
死
ぬ
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
少
な
か
ら
ぬ
男
た
ち
が
命
を
落
と
し
た
。
や
が
て
ク
レ
ッ

テ
ン
ベ
ル
ク
伯
フ
ォ
ル
ク
マ
ー
ル
殿
が
こ
の
冒
険
を
雄
雄
し
く
達
成
、
女
伯
は
彼
と
結
婚
し
、
自
ら
の
非
道
罪
業
を
後
悔
、
修
道
院
を

建
立
し
よ
う
夫
君
と
心
を
一
つ
に
し
た
。
夫
妻
は
ラ
イ
ン
河
畔
の
ケ
ル
ン
や
ト
リ
ー
ア
に
は
る
ば
る
足
を
運
ん
で
聖
な
る
殉
教
者
が
た

の
墓
に
詣
で
、
カ
ン
ペ
ン
修
道
院
か
ら
十
七
人
の
修
道
士
を
所
領
の
ヴ
ァ
ル
ケ
ン
リ
ー
ト
に
連
れ
て
来
た
。
一
一
二
七
年
こ
の
地
に

聖
ザ
ン
ク
ト

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
の
戒
律
に
依
拠
す
る
壮
麗
な
修
道
院
が
着
工
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
後
に
シ
ト
ー
会
派
の
修
道
院
に
変
わ
っ
た

が
…
…
…
。
二
千
人
の
労
働
者
が
脇
目
も
振
ら
ず
工
事
に
邁ま

い
し
ん進

し
た
。
た
だ
し
竣し

ゅ
ん
こ
う工

ま
で
三
十
年
も
掛
か
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

ヘ
ル
ツ
ベ
ル
ク
伯
と
ラ
ウ
タ
ー
ベ
ル
ク
伯
も
修
道
院
建
設
に
喜
捨
し
、
両
者
は
百
万
個
も
の
石
を
運
搬
さ
せ
た
由
。
と
り
わ
け
極
め
て

熱
心
だ
っ
た
の
は
女
性
創
建
者
の
ア
ル
ハ
イ
デ
ィ
ス
で
、
彼
女
は
自
ら
の
装
身
具
さ
え
も
修
道
院
建
設
に
捧
げ
、
祝
福
に
つ
け
呪じ

ゅ
そ詛

に

つ
け
修
道
院
が
中
心
だ
っ
た
。
呪
詛
は
、
建
設
の
邪
魔
を
し
た
り
修
道
院
か
ら
盗
み
を
働
く
よ
う
な
輩や

か
ら

に
対
す
る
も
の
。
こ
の
よ
う

に
不
信
心
な
盗
っ
人
ど
も
へ
の
呪
い
は
こ
ん
な
具
合
で
肌
に
粟あ

わ

を
生
ず
る
ば
か
り
の
恐
ろ
し
さ
だ
っ
た
。
い
わ
く
「
か
や
つ
の
所
業
は

悉
こ
と
ご
と

く
呪
わ
れ
よ
。
そ
の
終
わ
り
も
そ
の
初
め
も
呪
わ
れ
よ
。
そ
の
生
も
そ
の
死
も
呪
わ
れ
よ
。
か
や
つ
の
死
は
犬
の
死
の
ご
と
く
で

あ
れ
。
か
や
つ
を
埋
葬
す
る
者
は
抹
殺
さ
れ
よ
。
埋
葬
さ
れ
る
土
地
は
呪
わ
れ
よ
。
か
の
盗
人
が
悔
い
改
め
ね
ば
、
悪
魔
と
悪
魔
の
使

い
ど
も
の
許も

と

で
永
劫
の
火
に
焼
か
れ
続
け
る
が
よ
い
」。

　

か
く
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
ら
し
く
祈
念
を
凝
ら
し
、
併
せ
て
施
設
の
建
築
と
装
飾
に
は
善
美
を
尽
く
し
、
惜
し
げ
も
な
く
費
用
を
使
っ

（　

）
 1

（　

）
 2
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）
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た
の
で
、
修
道
院
の
回
廊
に
囲
ま
れ
た
中
庭
は
天パ

ラ
デ
ィ
ー
ス国

と
呼
ば
れ
た
。
従
っ
て
当
然
悪
魔
も
そ
こ
に
ち
ょ
っ
か
い
を
出
し
た
。
悪
魔
は

修
道
院
で
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
所
業
を
行
っ
た
が
、
と
り
わ
け
悪わ

る
さ戯

を
恣

ほ
し
い
ま
ま

に
し
た
の
は
農バ

ウ
エ
ル
ン
ク
リ
ー
ク

民
戦
争
中
。
こ
の
折
は
こ
の
上
も
な
く
壮

麗
な
修
道
院
附
属
教
会
と
素
晴
ら
し
い
修
道
院
の
建
物
を
た
だ
た
だ
冒ぼ

う
と
く瀆

行
為
を
働
き
た
い
一
心
で
ほ
と
ん
ど
完
全
に
打
ち
壊
し
、

快か
い
さ
い哉

を
叫
ん
だ
。
そ
の
結
果
ヴ
ァ
ル
ケ
ン
リ
ー
ト
修
道
院
は
鳥
や
狐
の
棲す

み
か処

に
成
り
果
て
た
。
農
民
た
ち
は
当
時
武
器
を
携
え
て
強
大

な
軍
隊
と
化
し
、
だ
れ
か
れ
と
な
く
同
志
に
し
よ
う
と
し
た
。
ヴ
ァ
ル
ケ
ン
リ
ー
ト
を
占
拠
し
た
農
民
軍
に
バ
ル
テ
フ
ェ
ル
ト
出
の
羊

飼
い
で
向
こ
う
見
ず
な
ハ
ン
ス
・
ア
ー
ノ
ル
ト
な
る
男
が
い
て
、
こ
れ
が
隊
長
だ
っ
た
が
、
鍔つ

ば
ひ
ろ
ぼ
う

広
帽
に
雄お

ん
ど
り鶏

の
尾
羽
根
を
飾
り
、
踏
ん

反
り
か
え
っ
て
ロ
ー
レ
伯
と
ク
レ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
の
前
へ
歩
み
出
た
。
二
人
の
伯
爵
は
こ
よ
な
く
尊
い
農
民
友
愛
同
盟
に
参
加
を
強

制
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
豪
傑
は
片
脚
を
軸
に
ぐ
る
り
と
回
転
、
槍
を
振
っ
て
、
こ
う
叫
ん
だ
。「
な
あ
、
兄き

ょ
う
で
え弟

エ
ル
ン
ス

ト
、
分
か
っ
た
か
よ
、
わ
っ
ち
に
戦い

く
さ

が
で
き
る
、
指
揮
が
執
れ
る
ち
ゅ
う
こ
と
が
。
あ
ん
た
に
ゃ
い
っ
て
え
何
が
で
き
る
だ
な
、
ヘ
ッ

ヘ
ッ
ヘ
」。
ク
レ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
エ
ル
ン
ス
ト
は
素
っ
気
な
い
口
調
で
こ
う
答
え
た
。「
ま
あ
や
ら
な
き
ゃ
な
ら
ん
こ
と
く
ら
い
は
で

き
よ
う
て
、ハヘ

ン

ゼ

ル

ン
ス
く
ん
。
な
る
ほ
ど
麦ビ

ー
ル酒

は
目
下
ぶ
く
ぶ
く
醱は

っ
こ
う酵

し
て
お
る
。
し
か
し
時
至
れ
ば
し
か
る
べ
き
樽た

る

に
収
ま
る
も
の
よ
」。

こ
れ
は
棘と

げ

の
あ
る
言
葉
で
、
農
民
諸
氏
は
そ
う
言
わ
れ
て
大
い
に
憤
慨
し
、
す
ん
で
の
と
こ
ろ
伯
爵
を
ぶ
ん
殴
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
し

か
し
伯
爵
は
正
し
か
っ
た
。
形
勢
が
一
変
す
る
と
、
麦ビ

ー
ル酒

は
澱お

り

も
ろ
と
も
し
か
る
べ
き
樽
に
収
ま
り
、
槍
は
逆
方
向
に
、
つ
ま
り
向
こ

う
見
ず
な
農
民
ど
も
の
胴
中
に
突
っ
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

三
九
六　

魔
法
の
広
間
と
ル
タ
ー
の
陥か

ん
せ
い穽

　

ヴ
ァ
ル
ケ
ン
リ
ー
ト
修
道
院
で
は
、
以
前
は
広
間
だ
っ
た
、
と
い
う
昔
の
荒
れ
果
て
た
敷
地
を
示
さ
れ
る
。
宗
教
改
革
後
ブ
ラ
ウ
ン
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シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
公
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
、
他
の
善
意
の
諸
侯
が
プ
フ
オ
ル
テ
、
マ
イ
セ
ン
、
シ
ュ
ロ
イ
ジ
ン
ゲ
ン
、

ロ
ス
レ
ー
ベ
ン
等
等
で
行
っ
た
の
と
同
様
、
ヴ
ァ
ル
ケ
ン
リ
ー
ト
に
立
派
な
ラ
テ
ン
語
学
校
を
設
立
さ
せ
、
ヴ
ァ
ル
ケ
ン
リ
ー
ト
修
道

院
の
こ
れ
ま
で
の
全
収
入
を
そ
の
費
用
に
充あ

て
さ
せ
、
宗
教
施
設
の
資
産
か
ら
は
一
文
た
り
と
も
私

わ
た
く
し

す
る
つ
も
り
は
な
い
、
と
宣
言

し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
て
あ
る
時
、
右
に
述
べ
た
広
間
で
生
徒
た
ち
が
目
印
を
置
い
て
、
自
分
た
ち
の
内
で
だ
れ
が
そ
れ
を
越
え
て
一

番
遠
く
ま
で
跳
べ
る
か
、
と
い
う
遊
び
を
し
て
い
た
。
そ
の
仲
間
の
中
に
近
く
の
小
さ
な
町
エ
ル
リ
ヒ
の
出
身
で
名
を
ダ
ミ
ウ
ス
と
い

う
少
年
（
後
に
有
名
な
教
区
監
督
と
な
っ
た
）
が
い
た
が
、
突
然
あ
る
場
所

─
跳
ん
だ
先

─
で
呪
縛
さ
れ
た
よ
う
に
動
け
な
く
な

り
、
ど
う
や
っ
て
も
引
き
離
せ
な
く
な
っ
た
。
校
長
が
呼
ん
で
来
ら
れ
た
が
、
こ
の
人
に
も
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
校
長

は
、
こ
れ
に
は
秘
密
の
魔
法
が
介
在
し
て
い
る
に
違
い
な
い
、
と
考
え
、
そ
の
生
徒
に
、
何
か
徴し

る
し

か
文
字
が
な
い
か
、
周
り
を
見
回

し
て
ご
ら
ん
、
と
言
っ
た
。
少
年
が
そ
う
し
て
み
る
と
、
頭
上
に
円
が
描
か
れ
て
お
り
、
東
の
壁
に
は
ギ
リ
シ
ア
文
字
が
一
字
、
南
の

方
に
は
ま
た
幾
つ
か
符
号
が
記
さ
れ
て
い
る
の
に
気
付
い
た
。
そ
れ
ら
を
描
き
、
そ
の
字
を
唱
え
る
と
、
少
年
は
ま
た
動
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
校
長
は
こ
の
こ
と
を
報
告
し
た
。
や
が
て
広
間
西
方
の
壁
の
窓
辺
に
あ
る
壁へ

き
が
ん龕

の
中
に
石
製
の
壺
一
杯
の
薄ブ

ラ
ク
テ
ア
ー
ト

型
貨
幣

─
ど

れ
も
オ
ル
ツ
タ
ー
ラ
ー
銀
貨
大
（
三
分
の
一
タ
ー
ラ
ー
な
い
し
二
分
の
一
グ
ル
デ
ン
銀
貨
大
）

─
が
見
つ
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
後
に
ま
た
他
の
者
が
魔
法
の
呪
文
と
占ヴ

ュ
ン
シ
ェ
ル
ル
ー
テ

い
棒
を
用
い
て
探
し
た
こ
と
が
あ
る
。
占ヴ

ュ
ン
シ
ェ
ル
ル
ー
テ

い
棒
は
び
く
っ
と
動
き
も
し
た
し
、

ま
た
真
っ
昼
間
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
彼
ら
は
恐
慌
に
襲
わ
れ
た
。
ま
る
で
突
風
が
彼
ら
の
間
を
吹
き
抜
け
、
天
井
ま
で
巻
き
上
げ

る
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
そ
う
な
。
例
の
校
長
は
ひ
そ
か
に
お
宝
を
掘
り
出
し
、こ
の
「
財テ

サ
ウ
ル
ス物

」
を
い
わ
ば
「
仏ど

う

ふ

ぁ

ん

蘭
西
王
太
子
御
用
」
と

し
て
自
分
の
財
布
に
移
し
た
の
だ
、
と
説
く
者
も
い
る
。
ま
た
あ
る
者
は
次
の
よ
う
に
主
張
。
名
高
い
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
派
修
道
士
に

し
て
化
学
者
バ
ジ
リ
ウ
ス
・
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ヌ
ス

─
エ
ア
フ
ル
ト
の
ペ
ー
タ
ー
ス
ベ
ル
ク
修
道
院
で
暮
ら
し
た

─
は
賢
者
の
石
を

所
有
し
て
い
た
が
、
一
時
期
ヴ
ァ
ル
ケ
ン
リ
ー
ト
修
道
院
に
い
た
こ
と
が
あ
り
、
校
長
が
発
見
し
た
か
の
魔
法
の
広
間
の
隠
さ
れ
た
宝
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こ
そ
こ
の
賢
者
の
石
な
の
だ
、
と
。
さ
り
な
が
ら
こ
の
説
は
多
く
の
理
由
か
ら
容
易
に
疑
問
に
附
さ
れ
る
し
、
い
さ
さ
か
以も

っ

て
突
拍
子

も
な
い
。

　
〔
ヴ
ァ
ル
ケ
ン
リ
ー
ト
修
道
院
に
つ
い
て
は
〕
ま
だ
こ
ん
な
伝
説
も
あ
る
。
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
博
士
は
ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン

─

こ
の
地
で
説
教
を
行
い
、
か
の
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
に
つ
い
て
も
言
及
し
た

─
か
ら
ハ
ー
ル
ツ
山
地
を
通
る
旅
の
途
次
、
マ
イ
ン
ツ
大

司
教
と
同
行
し
て
、
ヴ
ァ
ル
ケ
ン
リ
ー
ト
修
道
院
へ
や
っ
て
来
た
こ
と
が
あ
る
、
と
。
そ
こ
で
こ
の
宗
教
改
革
者
の
所
業
が
甚
だ
気
に

喰
わ
な
か
っ
た
修
道
士
た
ち
は
奸
策
を
廻
ら
し
て
彼
を
ひ
そ
か
に
葬
り
去
ろ
う
と
、
あ
る
陥
穽
へ
案
内
し
た
。
こ
れ
は
か
ね
て
か
ら
罪

人
ど
も
の
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
た
も
の
。
こ
の
装
置
は
「
マ
リ
ア
の
接く

ち
づ
け吻

」
と
呼
ば
れ
、
見
か
け
は
小
さ
な
礼
拝
堂
で
、
中
で
は
黒

い
聖マ

ド
ン
ナ母

像
の
前
に
常
明
灯
が
燃
え
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
像
は
実
は
鉄
の
処
女
の
よ
う
な
も
の
で
、
だ
れ
か
が
こ
の
礼
拝
堂
に
足
を
踏

み
込
む
と
、
床
が
さ
っ
と
動
い
て
、
恐
ろ
し
い
深
み
に
顚て

ん
ら
く落

す
る
の
だ
っ
た
。
ル
タ
ー
が
こ
の
陰
険
極
ま
り
な
い
場
所
に
近
づ
く
と
、

な
ん
と
ま
あ
、
飼
っ
て
い
た
小
犬
が
前
に
走
り
出
て
、
先
に
中
へ
入
り
、
キ
ャ
ン
と
一
声
啼な

い
て
姿
を
消
し
た
。
そ
こ
で
ル
タ
ー
は
片

手
で
陥
穽
を
、
片
手
で
天
を
指
し
、
厳
か
な
声
を
張
り
上
げ
、「
神ゴ

ッ

ト

・

ヴ

ァ

ハ

ト

は
見
守
り
た
も
う
」
と
た
だ
二
語
洩
ら
し

─
立
ち
去
っ
た
。
修

道
士
た
ち
は
慄り

つ
ぜ
ん然

と
し
た
。

三
九
七　

最
後
の
ク
レ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
伯

　

ホ
ー
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ロ
ー
ラ
、
お
よ
び
ク
レ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
爵
家
は
ハ
ー
ル
ツ
山
地
の
所
領
豊
か
な
一
門
で
あ
り
、
エ
ル
リ

ヒ
と
ブ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
オ
ー
デ
の
両
都
市
は
彼
ら
に
帰
属
、
ま
た
数
多
く
の
町
村
、
城
塞
、
農
場
、
粉こ

な
ひ挽

き
小
屋
を
も
保
有
し
て
い
た
。

最
後
の
ク
レ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
伯

─
も
し
か
し
た
ら
あ
の
農
夫
の
ハヘ

ン

ゼ

ル

ン
ス
く
ん
に
ヴ
ァ
ル
ケ
ン
リ
ー
ト
で
す
こ
ぶ
る
適
切
な
返
辞
を
し
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た
あ
の
エ
ル
ン
ス
ト
の
孫
か
も
知
れ
ぬ

─
は
エ
ル
ン
ス
ト
七
世
伯
で
あ
る
。
こ
の
大
胆
不
敵
な
武も

の
の
ふ士

は
青
年
時
代

─
と
言
っ
て
も

こ
の
人
は
残
念
な
が
ら
老
境
に
は
達
し
な
か
っ
た

─
愉
快
な
飲
み
仲
間
で
あ
り
果
敢
な
酒
豪
だ
っ
た
。
あ
る
時
エ
ル
リ
ヒ
な
る
伯
爵

の
居
城
の
煖ケ

ム
ナ
ー
テ

炉
部
屋
に
ハ
ー
ル
ツ
の
伯
爵
や
騎
士
た
ち
の
相
当
な
人
数
が
集
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
幾
つ
も
の
把フ

ン

ペ

ン

手
付
き
大
杯
が
樂
し

く
巡
り
、
朗
ら
か
な
酒
機
嫌
に
盛
り
上
が
っ
た
陽
気
な
一
座
は
、
他
の
全
員
が
卓テ

ー
ブ
ル子

の
下
に
酔
い
潰
れ
て
も
倒
れ
ず
に
い
ら
れ
た
者
に
、

報
償
と
し
て
黄き

ん金
鎖
を
提
供
い
た
そ
う
で
は
ご
ざ
ら
ぬ
か
、
と
決
め
た
。
戦
い
は
白
熱
、
長
長
と
続
き
、
廻
っ
て
く
る
高ポ

カ
ー
ル

脚
杯
は
ひ
っ

き
り
な
し
に
乾
さ
れ
て
い
た
が
、
と
う
と
う
並
み
居
る
人
人
の
頭
は
重
く
う
な
だ
れ
、
戦
士
た
ち
は
倒
れ
て
い
っ
た
。
二
人
だ
け
が
ま

だ
持
ち
堪
え
て
い
た
が
、
と
ど
の
つ
ま
り
一
人
が

─
玉ぎ

ょ
く
ざ
ん山

ま
さ
に
崩
れ
ん
と
す
と
い
う
態て

い

で
は
あ
っ
た
が

─
黄
金
鎖
を
摑つ

か

み
、

鎖
は
呂ろ

れ
つ律

も
回
ら
ぬ
勝
利
者
の
頸く

び

に
ぶ
ら
下
が
っ
た
。
勝
利
し
た
の
は
エ
ル
ン
ス
ト
伯
爵
閣
下
だ
っ
た
。
伯
爵
は
酒
宴
の
場
に
は
も
う

用
は
な
か
っ
た
の
で
、
外
気
が
吸
い
た
く
な
っ
た
。
酒
合
戦
で
夥

お
び
た
だ

し
い
殿と

の
ば
ら輩

が
死
屍
累
累
と
あ
い
な
っ
た
の
に
戦
場
に
勝
ち
残
っ
た

の
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。
赫か

っ
か
く赫

た
る
勳

い
さ
お
し

を
挙
げ
て
贏か

ち
え
た
黄
金
鎖
を
身
に
飾
っ
た
伯
爵
は
、
愛
馬
に
鞍
を
置
か
せ
る
と
こ

れ
に
う
ち
ま
た
が
り
、
エ
ル
リ
ヒ
の
町
を
速
歩
で
駈
け
抜
け
て
行
っ
た
が
、
ど
う
も
な
ん
だ
か
蒸
し
暑
く
、
外
気
の
せ
い

─
外
気
以

外
に
特
段
の
理
由
が
な
い
と
し
て
だ
が

─
で
鞍
上
の
伯
爵
は
ふ
ら
ふ
ら
し
た
。
折
し
も
日
曜
日
の
こ
と
、
扉
が
開
け
っ
放
し
に
な
っ

て
い
る
聖

ザ
ン
ク
ト

ニ
ク
ラ
ス
教
会
の
中
か
ら
あ
り
が
た
い
風オ

ル
ガ
ン琴

と
聖
歌
の
合
唱
が
聞
こ
え
て
き
た
。
さ
て
ホ
ー
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
エ
ル
ン

ス
ト
七
世
、
ロ
ー
ラ
、
お
よ
び
ク
レ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
領
主
、
ま
こ
と
に
敬け

い
け
ん虔

な
英
傑
に
し
て
ヴ
ァ
ル
ケ
ン
リ
ー
ト
修
道
院
の
管
財
人

と
し
て
は
、
神
様
を
な
お
ざ
り
に
は
で
き
な
い
、
と
思
え
た
か
ら
、
駒
を
静
か
に
教
会
に
向
け
た
。
向
け
た
の
は
い
い
が
、
た
だ
一
つ
、

門
前
で
下
馬
す
る
の
を
忘
れ
た
。
会
衆
の
間
を
騎
乗
の
ま
ま
ご
機
嫌
上
上
、
恍こ

う
こ
つ惚

と
し
て
押
し
通
り
、
真
っ
直
ぐ
祭
壇
を
目
指
し
た
の

で
、
諸も

ろ
び
と人

は
愕
然
と
し
、
坊
さ
ん
た
ち
は
て
ん
で
に
十
字
を
切
っ
た
。
し
か
し
、
な
ん
と
、
騎
乗
の
姿
も
無
礼
千
万
だ
っ
た
が
、
こ
れ

ま
た
礼
拝
を
著
し
く
妨
げ
て
い
た
戛か

つ
か
つ戛

と
い
う
蹄ひ

づ
め

の
音
が
突
然
止
ん
だ
の
で
あ
る
。
か
か
る
冒ぼ

う
と
く瀆

に
震
怒
し
た
神
が
奇
蹟
を
示
し
て

（　

）
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馬
の
脚
か
ら
四
つ
の
蹄て

い
て
つ鉄

を
同
時
に
外
し
た
の
だ
。
そ
れ
ば
か
り
か
馬
自
体
も
騎の

り
手
も
ろ
と
も
く
た
く
た
と
く
ず
お
れ
た
。
少
な
く

と
も
膝
を
突
い
た
。
そ
の
後
エ
ル
ン
ス
ト
伯
爵
は
音
を
立
て
ず
に
教
会
か
ら
馬
を
出
し
た
。
四
つ
の
蹄
鉄
は
と
い
え
ば
証
拠
の
品
と
し

て
教
会
の
扉
に
釘
づ
け
に
さ
れ
、
火
事
で
教
会
が
焼
け
る
ま
で
長
い
こ
と
そ
の
ま
ま
そ
こ
に
あ
り
、
火
事
の
後
市
庁
舎
に
移
さ
れ
た
。

　

こ
の
た
び
こ
そ
勝
利
に
輝
い
た
も
の
の
、
か
よ
う
な
激
戦
に
ど
う
や
ら
し
ば
し
ば
参
加
し
た
ら
し
い
エ
ル
ン
ス
ト
伯
爵
の
生
涯
は
三

十
一
年
四
箇
月
と
二
十
二
日
で
終
わ
っ
た
が
、
そ
の
間
二
度
妻
を
娶め

と

っ
た
。
敬
虔
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
死
に
、
ヴ
ァ
ル
ケ
ン
リ
ー

ト
、
そ
れ
も
か
の
美
し
い
修
道
院
附
属
教
会

─
以
前
の
司
教
座
聖
堂

─
内
に
そ
の
奥お

く
つ
き

津
城
が
設
け
ら
れ
た
。
家
紋
を
描
い
た
盾
、

伯
爵
の
幾
つ
か
の
印
章
、
お
よ
び
佩は

い
け
ん剣

は
と
も
に
埋
葬
さ
れ
た
。
伯
爵
の
た
め
に
ま
こ
と
に
立
派
な
葬
礼
が
行
わ
れ
、
堂
堂
た
る
記
念

碑
が
建
立
さ
れ
、
碑
面
に
は
武
装
し
て
跪

ひ
ざ
ま
づ

い
て
い
る
等
身
大
の
像
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
胸
に
は
高
価
な
宝
玉
を
鏤ち

り
ば

め
た
か
の

名
高
い
黄
金
鎖
が
垂
れ
て
い
る
。
ゲ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
リ
ヒ
ン
ゲ
ン
騎
士
の
墓
碑
に
極
め
て
似
て
い
る
。

三
九
八　

ケ
レ

　

ケ
レ
と
い
う
の
は
見
物
客
の
多
い
石せ

っ
こ
う
ど
う
く
つ

膏
洞
窟
だ
が
、
以
前
は
、
徐
徐
に
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
現
在
と
は
ま
る
で
別
物
で
ず
っ
と
美
し

か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
少
な
か
ら
ず
伝
説
が
あ
る
。
本
来
の
名
称
は
ケ
ー
レ
、
す
な
わ
ち
「
咽の

ど喉
」
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。
伝
説

に
よ
れ
ば
、
こ
の
美
し
い
が
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
も
あ
る
か
っ
と
開
い
た
口
は
、
毎
年
一
人
人
間
の
生い

け
に
え贄

を
要
求
し
た
、
と
い
う
。

こ
れ
を
宥な

だ

め
る
た
め
、
昔
は
エ
ル
リ
ヒ
か
ら
司
祭
が
教
区
の
全
住
民
か
ら
成
る
行
列
を
従
え
、
キ
リ
ス
ト
磔た

く
け
い刑

像
、
教
会
旗
、
聖
人
像

を
掲
げ
、
洞
窟
近
く
の
聖

ザ
ン
ク
ト

ヨ
ハ
ン
ニ
ス
礼
拝
堂
へ
お
練
り
を
や
り
、
次
い
で
洞
窟
自
体
に
訪
れ
、
氷
の
よ
う
に
冷
た
い
水
面
に
十
字

架
を
浸
し
て
か
ら
再
び
引
き
揚
げ
、
こ
う
叫
ん
だ
も
の
。

（　
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こ
う
し
て
ケ
レ
を
覗の

ぞ

い
た
か
ら
に
は

そ
な
た
は
地ヘ

レ獄
に
行
き
は
せ
ぬ
。

　

ケ
レ
に
は
や
は
り
女ニ

ク

セ

の
水
の
精
が
一
人
棲
ん
で
い
て
、
冷
た
い
毒
水
に
人
間
を
誘い

ざ
な

う
こ
と
を
習
い
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
蛙
を

水
中
に
投
げ
込
む
と
す
ぐ
に
硬
く
強こ

わ
ば張

っ
て
し
ま
う
。
蛙
な
ら
ぬ
人
間
で
あ
れ
ば
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
。

　

リ
ス
ボ
ン
が
恐
ろ
し
い
地
震
の
た
め
倒
壊
し
た
あ
の
日
（
一
七
五
五
年
十
一
月
一
日
）、ケ
レ
を
覆
う
ケ
ー
ル
の
森
で
は
奇
妙
な
地
鳴

り
が
聞
こ
え
た
。
エ
ル
リ
ヒ
の
人
人
は
長
く
続
く
遠
雷
の
よ
う
な
轟と

ど
ろ

き
を
耳
に
し
た
。
ま
た
粉こ

な
ひ挽

き
た
ち
は
、
水
流
が
突
然
異
常
な

力
で
水
車
に
奔ほ

ん
と
う騰

し
て
き
た
、
と
指
摘
し
た
。
同
日
同
様
に
ザ
ル
ツ
ン
グ
湖
は
激
し
い
動
揺
に
見
舞
わ
れ
、
水
が
漏じ

ょ
う
ご斗

の
よ
う
に
深
み

へ
渦
を
巻
い
て
呑
み
込
ま
れ
、
次
い
で
轟ご

う
ご
う轟

と
音
を
立
て
て
再
び
噴
出
し
た
の
で
、
岸
辺
一
帯
は
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
。
ま
だ
〔
一
八
〕

二
〇
年
代
で
も
、
身
を
以
て
目
撃
し
た
、
と
こ
の
こ
と
を
語
っ
て
く
れ
た
信
頼
す
る
に
足
る
老
人
が
い
た
が
、
新
知
識
の
お
利
口
さ
ん

連
は
こ
れ
を
せ
せ
ら
笑
い
、
他
愛
の
な
い
お
伽
話
さ
、
と
片
づ
け
た
が
る
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
七
四
九
）。

三
九
九　

救
難
の
マ
リ
ア

　

冬
の
最
中
、
ハ
ー
ル
ツ
山
地
深
く
で
一
人
の
車し

ゃ
り
き力

が
葡ワ

イ

ン
萄
酒
の
荷
を
運
ん
で
い
た
が
、
道
も
な
い
沼
地
で
荷
馬
車
が
に
っ
ち
も
さ
っ

ち
も
動
け
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
何
も
か
も
一
切
合
切
雪
溜だ

ま
り
と
泥ぬ

か
る
み濘

の
中
に
沈
ん
で
し
ま
い
そ
う
だ
っ
た
。
人
里
離
れ

た
深
い
森
の
こ
と
と
て
、
人
間
の
手
助
け
は
ま
ず
得
ら
れ
そ
う
も
な
い
、
そ
う
思
い
な
が
ら
、
車
力
は
神
と
聖
処
女
に
、
こ
の
難
儀
か

ら
お
救
い
く
だ
さ
い
、
と
呼
び
掛
け
た
。
す
る
と
、
な
ん
と
、
天
の
女
王
〔
＝
聖
母
マ
リ
ア
〕
が
目
の
前
に
御み

す
が
た姿

を
現
し
て
、
助
け
た

（　
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も
う
た
の
だ
。
ま
ず
聖
母
は
、
ど
ん
な
貨
物
を
運
ん
で
い
る
の
か
、
と
訊
い
た
。「
葡ワ

イ

ン
萄
酒
な
ん
で
し
て
」
と
答
え
る
と
、
聖
母
は
、

そ
の
葡ワ

イ

ン
萄
酒
を
味
わ
い
た
い
、と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
車
力
は
す
ぐ
さ
ま
お
望
み
に
応
え
た
か
っ
た
が
、「
お
杯
が
ご
ざ
ん
せ
ん
」

と
悔
や
ん
だ
。
す
る
と
マ
リ
ア
は
近
く
の
茨い

ば
ら

の
繁し

げ

み
に
触
れ
た
。
途
端
に
薔ば

ら薇
が
何
輪
も
咲
き
開
い
た
。
マ
リ
ア
は
こ
れ
を
手た

お折
る

と
酒
杯
の
形
に
し
、
車
力
に
渡
し
た
。
車
力
が
葡ワ

イ

ン
萄
酒
を
〔
樽た

る

か
ら
〕
薔
薇
の
杯
に
注
ぐ
と
、
脆も

ろ

い
杯
な
の
に
ち
ゃ
ん
と
酒
が
湛た

た

え
ら

れ
た
。
け
れ
ど
も
車
力
が
そ
の
葡ワ

イ

ン
萄
酒
を
救
い
主
に
捧
げ
よ
う
と
す
る
と
、
相
手
の
姿
は
消
え
て
い
た
。
ぐ
る
り
を
見
回
し
た
が
ど
こ

に
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。さ
て
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
輓ば

ん
ば馬

た
ち
は
楽
楽
と
荷
馬
車
の
重
荷
を
牽ひ

い
て
行
き
、や
が
て
ぽ
つ
ん
と
建
っ

て
い
る
小
さ
な
教
会
へ
と
や
っ
て
来
た
。
こ
れ
は
既
に
ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
の
時
代
こ
の
荒
涼
と
し
た
森
の
奥
に
建
立
さ
れ
た
と
か
。
輓

馬
た
ち
が
教
会
の
傍
で
脚
を
留
め
た
の
で
車
力
は
、
こ
れ
は
こ
こ
で
感
謝
の
祈
り
を
捧
げ
よ
と
の
天
の
啓
示
だ
、
と
悟
り
、
中
に
入
っ

た
。
す
る
と
、
堂
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
マ
リ
ア
像
が
先
ほ
ど
現
れ
て
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
た
優
雅
な
女に

ょ
に
ん人

と
そ
っ
く
り
で

あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
仰
天
し
た
。
跪

ひ
ざ
ま
ず

い
て
お
礼
を
申
し
上
げ
、
あ
の
奇
蹟
の
器う

つ
わ

、
花
の
杯
を
祭
壇
に
置
い
た
車
力
は
、
そ
れ
か

ら
出
逢
う
人
ご
と
に
崇
高
な
奇
蹟
を
物
語
っ
た
。
間
も
な
く
救
難
の
マ
リ
ア
の
あ
り
が
た
い
御
力
に
縋
ろ
う
と
、
遠お

ち
こ
ち近

か
ら
信
徒
の
群

れ
が
ど
っ
と
押
し
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
地
方
の
グ
リ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
で
起
こ
っ
た
こ
と
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
七
三

五
）
と
同
様
で
、
こ
こ
は
巡
礼
地
と
な
り
、
救
護
所
が
で
き
た
。
教
会
の
壁
に
は
新
た
に
た
く
さ
ん
の
扉
が
作
ら
れ
、
四
壁
は
こ
こ
へ

詣
で
て
癒
や
さ
れ
帰
っ
て
行
っ
た
蹇あ

し
な
え者

た
ち
の
撞し

ゅ
も
く
づ
え

木
杖
で
覆
わ
れ
た
。
や
が
て
女
子
修
道
院
と
壮
麗
な
新
教
会
が
建
立
さ
れ
、

薔ロ
ー
ゼ
ン
キ
ル
ヒ
ェ

薇
の
教
会
と
名
付
け
ら
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
七
十
四
の
石
の
薔
薇
が
そ
の
軒
蛇
腹
を
飾
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
六
人
の
司
教
座
聖
堂
参
事

会
員
の
た
め
の
館
も
造
ら
れ
、
莫
大
な
財
宝
が
集
ま
っ
た
。
こ
れ
は
ま
だ
同
地
に
埋
蔵
さ
れ
た
ま
ま
だ
と
か
。
栄
光
と
敬け

い
け
ん虔

な
奇
蹟
信

仰
は
も
う
と
っ
く
に
消
え
去
っ
て
久
し
い
。
劫
略
の
時
代
が
襲
来
す
る
と
救
難
の
マ
リ
ア
像
は
隠
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
世
に
出
て
ハ
イ

リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
へ
と
動
座
し
、
同
地
で
今
日
に
至
る
ま
で
篤
信
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
崇
敬
を
集
め
て
い
る
。
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四
〇
〇　

乙ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ女
イ
ル
ゼ

　

巖い
わ

だ
ら
け
の
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
山
の
高
み
か
ら
渓
流
が
迸

ほ
と
ば
し

り
、
急
な
滝
つ
瀬
と
な
っ
て
タ
ー
レ
へ
と
流
れ
下
っ
て
行
く
。
こ
れ
が
イ
ル

ゼ
川
で
あ
る
。
下
の
谷
間
の
、
か
つ
て
の
イ
ル
ゼ
ン
ブ
ル
ク
修
道
院
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
鉄
製
の
十
字
架
を
戴い

た
だ

く
険
し
い

巖い
わ
ね根

が
屹き

つ
り
つ立

し
て
い
る
。
こ
れ
は
イイ

ル
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

ル
ゼ
の
巖
と
い
う
。
こ
の
巖
は
渓
流
の
女ニ

ク

セ

の
水
の
精
、
乙ユ

ン
グ
フ
ラ
ウ女

イ
ル
ゼ
の
棲す

み
か処

で
あ
る
。
し
ば
し

ば
彼
女
は
月
明
の
夜
か
暁あ

か
つ
き
ど
き刻

に
巖
の
中
か
ら
出
て
来
て
清
ら
か
な
流
れ
で
水
浴
を
す
る
。
幸
い
に
も
そ
の
姿
を
目
に
す
る

─
た
だ

し
、
こ
う
し
た
こ
と
は
滅
多
に
な
い

─
こ
と
の
で
き
た
者
は
、
彼
女
に
裕
福
に
し
て
も
ら
え
る
。
イ
ル
ゼ
は
ハ
ー
ル
ツ
の
王
の
息
女

だ
っ
た
が
、
あ
る
邪

よ
こ
し
ま

な
魔
女
に
妬
ま
れ
て
巖
に
変
え
ら
れ
た
の
だ
そ
う
な
。
救
済
さ
れ
る
時
が
来
る
ま
で
こ
う
し
て
い
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
完
全
に
純
潔
で
徳
高
く
、
乙ユ

ン
グ
フ
ラ
ウ女

イ
ル
ゼ
と
同
様
に
美
し
い
若
者
だ
け
が
そ
う
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
若
者
は
そ
れ
ま
で

に
一
度
も
恋
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
ひ
た
す
ら
愛
を
捧
げ
る
最
初
の
娘
が
イ
ル
ゼ
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
か
つ
て
あ
る
炭
焼
き
が
早

朝
に
道
を
外
れ
て
こ
の
木
の
生
い
繁し

げ

る
谷
間
に
迷
い
込
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
彼
は
乙ユ

ン
グ
フ
ラ
ウ女

イ
ル
ゼ
に
出
逢
い
、
挨
拶
を
し
た
。
彼
女
が

手
招
き
を
し
た
の
で
、
そ
の
後
に
随つ

い
て
巖
ま
で
行
く
と
、
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
扉
が
巖
に
あ
る
の
に
気
付
い
た
。
こ
の
門
の

傍
ら
で
イ
ル
ゼ
は
炭
焼
き
の
背は

い
の
う嚢

を
取
り
、
巌
の
中
に
入
っ
た
。
間
も
な
く
出
て
来
た
乙ユ

ン
グ
フ
ラ
ウ女

イ
ル
ゼ
は
背
嚢
を
返
し
て
く
れ
た
が
、

家
に
帰
り
着
く
ま
で
背
嚢
を
開
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
、
と
言
っ
た
。
背
嚢
は
初
め
の
内
は
軽
か
っ
た
が
、
歩
く
に
連
れ
て
重
く
な
っ
た
。

中
に
何
が
入
っ
て
い
る
の
か
、
炭
焼
き
は
一
歩
一
歩
重
さ
が
増
す
ご
と
に
知
り
た
く
て
堪た

ま

ら
な
く
な
っ
た
。
も
し
か
し
た
ら
彼
女
は
自

分
に
悪
ふ
ざ
け
を
し
て
、
石
こ
ろ
を
入
れ
た
の
か
も
、
と
さ
え
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
イイ

ル
ゼ
ン
ブ
リ
ュ
ッ
ケ

ル
ゼ
橋
の
上
で
立
ち
止
ま
り
、
背
嚢

を
開
い
て
み
る
と
、
入
っ
て
い
た
の
は
団ど

ん
ぐ
り栗

と
樅も

み

の
毬き

ゅ
う
か果

ば
か
り
だ
っ
た
。「
こ
ん
な
つ
ま
ら
な
い
も
の
を
ど
う
し
て
運
ば
に
ゃ
な
ん

ね
え
」
と
言
う
な
り
、
炭
焼
き
は
中
身
を
イ
ル
ゼ
川
に
振
り
落
と
し
た
。
す
る
と
河
原
の
石
に
当
た
っ
て
チ
リ
ン
と
音
が
聞
こ
え
、
純
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金
の
よ
う
に
何
か
が
ぴ
か
っ
と
光
っ
て
、
消
え
た
。
急
い
で
背
嚢
を
閉
じ
る
と
、
ま
だ
幾
つ
か
団
栗
が
こ
ろ
こ
ろ
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
。

家
へ
帰
っ
て
調
べ
る
と
、
そ
れ
は
皆
金
貨
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
こ
の
残
り
だ
け
で
炭
焼
き
が
裕
福
に
な
る
に
は
充
分
だ
っ
た
。

四
〇
一　

レ
ー
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
の
井
戸
の
亡
霊

　

レ
ー
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
あ
る
い
は
ラ
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
い
う
の
は
下

ニ
ー
ダ
ー

ハ
ー
ル
ツ
の
ご
く
古
い
巖が

ん
せ
き石

城
で
あ
る
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ

捕デ
ア
・
フ
ィ
ン
ク
ラ
ー

鳥
帝
の
時
代
に
築
か
れ
た
も
の
で
、
全
体
が
巖い

わ

か
ら
斫き

り
出
さ
れ
た
。
こ
こ
を
居
城
と
し
た
伯
爵
一
門
は
紋
章
に
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
を
入

れ
て
い
た
。
こ
の
一
門
で
そ
の
名
を
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
と
い
う
人
は
奥
方
と
の
間
に
嗣
子
が
な
く
、
二
人
は
自
分
た
ち
で
一
族
が
絶
え
る

こ
と
を
憂
え
て
い
た
。
さ
て
、
レ
ー
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
は
深
い
巖
井
戸
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
祖
先
の
亡
霊
が
呪
縛
さ
れ
て
い
て
、
時

時
忠
告
を
し
た
り
、
未
来
の
で
き
ご
と
を
予
言
し
た
り
し
た
。
そ
こ
で
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
伯
爵
の
奥
方
は
夫
に
、
一
族
が
存
続
す
る
の
は

無
理
な
の
か
、
ど
う
か
亡
霊
に
訊き

い
て
く
だ
さ
い
、
と
頼
ん
だ
。

─
そ
こ
で
聖
母
マ
リ
ア
の
日
の
真
夜
中
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
伯
爵
が

井
戸
に
近
づ
く
と
、
祖
先
の
亡
霊
が
現
れ
、「
そ
な
た
ら
の
望
み
は
成
就
す
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
た
。
伯
爵
が
亡
霊
に
、
憩
い
と
救
済

の
希
望
は
な
い
の
で
す
か
、
と
問
う
と
、
亡
霊
は
「
こ
の
ラ
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
が
瓦が

れ
き礫

と
化
せ
ば
の
う
、
そ
う
い
た
せ
ば
わ
し
は
安

息
を
見
出
す
だ
ろ
う
」
と
答
え
て
姿
を
消
し
た
。
こ
れ
は
あ
ま
り
見
込
み
の
な
い
言
葉
だ
っ
た
。
な
に
し
ろ
こ
の
城
塞
、
こ
の
巖
石
城

が
い
つ
の
日
か
瓦
礫
と
化
す
な
ん
て
想
像
も
で
き
な
い
、
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
年
の
内
に
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
伯
爵
の
奥
方
は

伯
爵
に
跡
継
ぎ
を
生
ん
だ
。
元
気
な
男
の
子
で
コ
ン
ラ
ー
ト
と
命
名
さ
れ
た
。
そ
の
翌
年
、
ま
た
男
児
が
生
ま
れ
、
ヘ
ル
モ
ル
ト
と
名

を
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
子
の
誕
生
の
際
、
祖
先
の
亡
霊
は
井
戸
の
中
に
出
現
し
て
い
わ
く
「
わ
し
の
名
を
名
乗
る
こ
の
子
こ
そ
わ
し
の

救
済
を
実
現
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
。
そ
こ
で
井
戸
の
亡
霊
が
か
の
悪
逆
無
道
だ
っ
た
祖
先
ヘ
ル
モ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
レ
ー
ゲ
ン
シ
ュ
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タ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
次
子
ヘ
ル
モ
ル
ト
は
躾し

つ
け

を
受
け
付
け
な
い
少
年
で
、
や
が
て
出
奔
し
て
盗
賊
団
の
首
領

と
な
っ
た
。
両
親
が
死
ぬ
と
、
ヘ
ル
モ
ル
ト
は
兄
の
コ
ン
ラ
ー
ト
に
遺
産
の
相
続
分
を
要
求
、
拒
否
さ
れ
る
と
、
手
下
ど
も
を
糾き

ゅ
う
ご
う合

し
て
城
を
制
圧
、
兄
か
ら
相
続
分
を
無
理
や
り
せ
し
め
た
が
、
そ
の
後
仲
直
り
も
し
て
、
兄
を
追
剥
ぎ
行
為
に
誘
い
込
ん
だ
。
そ
の
結

果
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
公
が
城
を
包
囲
、
占
領
、
強
盗
の
巣
窟
を
完か

ん
ぷ膚

無
き
ま
で
に
破
壊
し
た
。
か
く
し
て
祖
先
の
亡
霊
は
よ
う

や
く
レ
ー
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
井
戸
か
ら
解
放
さ
れ
、
永と

わ遠
の
憩
い
を
授
か
っ
た
し
だ
い
で
あ
る
。

四
〇
二　

悪ト
イ
フ
ェ
ル
ス
マ
ウ
ア
ー

魔
の
壁

　

ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
近
郊
の
古
き
巖が

ん
せ
き石

城
レ
ー
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
か
ら
ゲ
ル
ン
ロ
ー
デ
と
バ
レ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
方
角
を
望
む
と
、

こ
れ
ら
の
町
と
ク
ヴ
ェ
ー
ド
リ
ン
ブ
ル
ク
と
の
間
に
高
く
尖
っ
た
巖い

わ
や
ま山

が
連
な
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
遠
見
に
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
崩

壊
し
た
壁
の
廃は

い
き
ょ墟

そ
っ
く
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
砲
撃
で
突ブ

レ
シ
ュ

破
孔
を
開
け
ら
れ
た
昔
の
城
壁
に
似
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
の
幻
想
的
な

恰か
っ
こ
う好

を
し
て
い
る
。
伝
説
に
い
わ
く
。
主し

ゅ

な
る
神
が
地
を
お
創つ

く

り
に
な
っ
た
時
、
元ウ

ア

コ

ム

ニ

ス

ト

祖
共
産
主
義
者
た
る
悪
魔
は
分
配
を
要
求
、
早
速

こ
の
ハ
ー
ル
ツ
の
麗
し
き
地
域
で
自
分
の
王
国
の
境
界
を
設
け
始
め
た
。
と
り
わ
け
、
己お

の

が
玉
座
の
山
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
の
あ
る
ハ
ー
ル
ツ

山
地
、
タ
ー
レ
近
く
の
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
プ
フ
ー
ル

魔
の
淵
、
そ
れ
か
ら
他
に
も
か
な
り
の
場
所

─
悪
魔
は
今
日
に
至
る
ま
で
ま
だ
全
て
放
棄
し
た
わ
け
で

は
な
い

─
を
自
分
の
も
の
に
し
、
神
様
に
は
平
地
を
譲
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
お
気
に
入
り
の
山
地
と
そ
こ
に
あ
る
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
バ
ー
ト

魔
の
浴
場
、

悪ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ベ
ッ
ト

魔
の
寝
台
、
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
カ
ン
ツ
ェ
ル

魔
の
説
教
壇
、
幾
つ
も
の
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
ミ
ュ
ー
レ

魔
の
水
車
小
屋
の
所
有
権
を
一
層
確
実
に
し
て
お
こ
う
と
、
周
り
を
巨
大
な
巌い

わ
か
べ壁

で
囲

い
始
め
た
。
神
様
は
し
ば
ら
く
悪
魔
の
仕
事
を
傍
観
し
て
い
た
が
、
と
う
と
う
け
り
を
つ
け
る
こ
と
に
し
て
、
ち
ょ
い
と
睫ま

つ
げ

を
動
か

し
た
だ
け
で
壁
を
壊
し
た
の
だ
、
と
。
ゲ
ル
ン
ロ
ー
デ
か
ら
ク
ヴ
ェ
ー
ド
リ
ン
ブ
ル
ク
へ
徒
歩
道
を
行
く
と
、
壁
の
中
央
部
を
針
の
穴
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を
通
る
よ
う
に
通
り
抜
け
る
こ
と
に
な
る
。

四
〇
三　

馬ロ
ス
ト
ラ
ッ
ペ

の
足
跡
と
クク

レ
ー
ト
プ
フ
ー
ル

レ
ー
ト
の
淵

　

ハ
ー
ル
ツ
山
地
の
巖が

ん
か
い塊

群
の
中
で
も
タ
ー
レ
村
近
く
で
山
の
激
流
で
あ
る
ボ
ー
デ
川
が
奔ほ

ん
と
う騰

し
て
穿う

が

っ
た
恐
ろ
し
い
擂す

り
鉢ば

ち

谷
ほ
ど

数
多
く
の
伝
説
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
昔
む
か
し
の
そ
の
昔
、
ハ
ー
ル
ツ
山
地
に
は
巨
人
た
ち
が
蟠ば

ん
き
ょ踞

し
て
い
た
。

こ
う
し
た
巨
人
の
一
人
に
綺
麗
な
娘
が
い
て
、
や
は
り
巨
人
の
息
子
で
あ
る
若
者
と
恋
を
し
た
。
若
者
の
名
は
ヴ
ィ
ッ
テ
ィ
ヒ
、
今
日

馬ロ
ス
ト
ラ
ッ
ペ

の
足
跡
と
呼
ば
れ
て
い
る
巖い

わ
ね根

の
向
か
い
に
棲す

み
か処

が
あ
っ
た
。
し
か
し
娘
の
父
親
は
二
人
の
恋
な
ど
歯し

が牙
に
も
掛
け
ず
、
娘
に
厳
し

く
禁
じ
た
。
そ
こ
で
巨
人
の
乙
女
は
ひ
そ
か
に
家
出
を
し
よ
う
と
決
心
、
こ
う
し
た
状
況
で
あ
っ
て
み
れ
ば
父
親
が
婚
資
な
ど
考
え
て

く
れ
る
わ
け
は
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
れ
も
自
分
で
持
っ
て
行
く
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
他
の
宝
物
と
と
も
に
父
親
の
重
い
黄
金
の
冠
を

盗
み
、
頭
に
被か

ぶ

り
、
馬
に
乗
り
、
恋
人
の
棲
処
の
近
く
に
身
を
隠
そ
う
と
巖
だ
ら
け
の
山
地
に
急
い
だ
。
し
か
し
家
出
は
ほ
ど
な
く
知

れ
て
、
追
っ
手
が
後
ろ
か
ら
急
迫
し
て
来
た
。
ぐ
る
り
に
は
巖
ま
た
巖
が
聳そ

び

え
、
谷
底
で
は
黒
黒
と
山
の
流
れ
が
渦
巻
き
泡
立
つ
、
切

り
立
っ
た
絶
壁
に
突
き
出
し
て
い
る
高
い
巌
頭
で
彼
女
は
取
り
囲
ま
れ
た
。
し
か
し
乙
女
は
馬
に
途
方
も
な
い
跳
躍
を
強
い
、
擂
り
鉢

谷
を
跳
び
越
え
て
、
追
っ
手
が
跟つ

い
て
来
ら
れ
な
い
向
こ
う
側
へ
無
事
に
着
地
し
た
。
た
だ
冠
が
頭
か
ら
転
げ
落
ち
て
ボ
ー
デ
川
の
渦

に
沈
ん
だ
。
昔
日
の
ハ
ー
ル
ツ
王
の
冠
が
相
変
わ
ら
ず
深
淵
に
眠
っ
て
い
る
場
所
は
今
日
で
も
人
呼
ん
で
冠

ク
ロ
ー
ネ
ン
ロ
ッ
ホ

穴
と
い
う
。
馬
が
力

一
杯
跳
躍
し
た
折
巌
に
刻
ん
だ
蹄ひ

づ
め

の
跡
は
あ
り
あ
り
と
残
っ
て
い
て
、
た
め
に
辺
り
一
円
の
荒
荒
し
く
も
壮
麗
な
巖
塊
群
全
体
に

「
馬ロ

ス
ト
ラ
ッ
ペ

の
足
跡
」
な
る
名
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
近
く
に
は
「
踊タ

ン
ツ
プ
ラ
ッ
ツ

り
場
」
と
い
わ
れ
る
場
所
が
あ
る
。
巨
人
の
娘
は
、
追
っ
手
を
免
れ
、

恋
人
と
一
緒
に
な
れ
た
嬉
し
さ
の
あ
ま
り
そ
こ
で
踊
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
を
悪デ

ス
・
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
タ
ン
ツ
プ
ラ
ッ
ツ

魔
の
踊
り
場
と
呼
ぶ
者
た
ち
も
い
る
。
ブ
ロ
ッ
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ケ
ン
山
頂
の
高
み
に
あ
る
大
き
な
悪デ

ス
・
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
タ
ン
ツ
プ
ラ
ッ
ツ

魔
の
踊
り
場
の
雛
形
と
い
う
べ
き
か
。

　

あ
る
時
周
辺
の
住
民
た
ち
が
、
ハ
ー
ル
ツ
王
の
黄
金
の
冠
を
引
き
揚
げ
た
い
、
と
思
っ
た
。
潜
水
者
が
募
ら
れ
、
ボ
ー
デ
川
の
渦
に

跳
び
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。
好
き
で
や
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
潜
水
者
は
幸
い
冠
を
発
見
、
片
手
を
挙
げ
、
冠
の
ぎ
ざ
ぎ
ざ
が

水
上
に
燦き

ら

め
い
た
。
し
か
し
そ
の
直
後
手
か
ら
冠
が
落
ち
た
。
男
は
も
う
一
度
潜
り
、
も
う
一
度
発
見
、
光
る
ぎ
ざ
ぎ
ざ
を
夥

お
び
た
だ

し
い

群
衆
に
見
せ
た
。

─
し
か
し
ま
た
し
て
も
冠
が
手
か
ら
落
ち
た
。
な
に
ぶ
ん
に
も
重
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
潜
水
者
は
改
め
て

クク
レ
ー
ト
プ
フ
ー
ル

レ
ー
ト
の
淵
深
く
に
潜
っ
た
が
、
二
度
と
浮
か
ん
で
来
な
か
っ
た
。
一
条
の
血
が
渦
か
ら
噴
き
上
が
っ
た
。
冠
を
守
護
し
て
い
る
地

下
の
力
が
潜
水
者
を
殺
し
た
徴し

る
し

だ
っ
た
。
今
で
も
一
頭
の
黒
犬
が
冠
を
見
張
っ
て
い
る
そ
う
な
。
こ
の
身
の
毛
も
よ
だ
つ
深
淵
の
上

に
は
深
沈
た
る
静
け
さ
が
支
配
し
て
い
て
、
ボ
ー
デ
の
川
水
だ
け
が
黒
黒
と
し
た
巖
の
上
を
絶
え
ず
滔と

う
と
う滔

と
流
れ
て
い
る
。

四
〇
四　

湧
き
出
る
銀
貨

　

ボ
ー
デ
川
が
馬ロ

ス
ト
ラ
ッ
ペ

の
足
跡
の
峡
谷
か
ら
奔
出
し
、
そ
れ
ま
で
よ
り
は
穏
や
か
に
流
れ
下
っ
て
行
く
谷
合
い
に
、
そ
の
昔
貧
し
い
農
夫
が

住
ん
で
い
た
。
農
夫
は
娘
を
近
く
の
森
に
や
っ
て
薪た

き
ぎ

を
集
め
さ
せ
た
。
女
の
子
は
地
面
に
落
ち
て
い
る
大
枝
小
枝
で
背し

ょ負
い
籠か

ご

を
一

杯
に
す
る
と
、
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
持
っ
て
帰
ろ
う
、
と
手
籠
に
も
ぎ
っ
し
り
詰
め
、
そ
れ
か
ら
家
路
に
つ
い
た
。
す
る
と
髪
も
髭ひ

げ

も
雪
の
よ
う
に
白
い
小
人
の
爺じ

い

さ
ん
に
出
逢
っ
た
。
爺
さ
ん
は
「
拾
っ
た
薪
は
籠
か
ら
う
っ
ち
ゃ
っ
て
、
わ
し
に
随つ

い
と
い
で
、
も
っ

と
い
い
も
の
を
見
せ
た
げ
る
」
と
言
っ
た
。
そ
し
て
女
の
子
の
手
を
取
り
、
来
た
道
を
引
き
返
し
て
と
あ
る
丘
の
麓
に
来
る
と
、
卓テ

ー
ブ
ル子

が
二
つ
置
か
れ
て
い
る
場
所
を
指
さ
し
た
。
卓テ

ー
ブ
ル子

の
上
に
は
銀
貨
ば
か
り
が
大
小
入
り
混
じ
っ
て
湧
き
出
し
て
い
た
。
銀
貨
に
は
ご
く

古
い
銘
が
記
さ
れ
、
ハ
ー
ル
ツ
山
地
縁
辺
の
都
市
ゴ
ス
ラ
ー
ル
の
紋
章
に
描
か
れ
、
そ
こ
で
鋳
造
さ
れ
た
多
く
の
貨
幣
に
あ
る
よ
う
な

（　

）
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聖
母
マ
リ
ア
の
像
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
少
女
は
湧
き
出
る
銀
貨
に
び
っ
く
り
仰
天
、
怖
が
っ
た
が
、
小
人
は
ご
く
古
い
け
れ
ど
も
今
な

お
ピ
カ
ピ
カ
光
っ
て
い
る
ハ
ー
ル
ツ
・
グ
ル
デ
ン
銀
貨
を
女
の
子
の
手
籠
に
手
ず
か
ら
ぎ
っ
し
り
詰
め
て
く
れ
た
。
し
か
し
小
娘
は
背

負
い
籠
を
空
に
し
た
が
ら
ず
、「
う
ち
で
は
小
さ
い
子
た
ち
に
おミ

ル
ク乳

を
温
め
た
り
汁ス

ー
プ

を
煮
た
り
し
て
あ
げ
る
の
に
、
そ
れ
か
ら
お
部
屋

を
暖
か
く
す
る
の
に
、
薪
が
や
っ
ぱ
り
要
る
の
」
と
言
っ
た
。

─
す
る
と
小
人
は
そ
れ
で
打
ち
切
り
に
し
て
、
娘
を
家
へ
帰
ら
せ
た
。

こ
の
子
が
自
分
の
好
運
を
話
し
、
そ
の
噂
が
村
中
に
拡
が
る
と
、
大
変
な
競
争
が
お
っ
ぱ
じ
ま
り
、
我
こ
そ
一
番
乗
り
、
と
ば
か
り
意

気
込
ん
で
、
火
事
か
な
ん
ぞ
の
よ
う
に
お
の
お
の
消
火
用
の
水
桶
や
ら
手
桶
や
ら
を
引
っ
提
げ
て
行
っ
た
が
、
小
人
の
爺
さ
ん
に
逢
え

た
者
も
、
湧
き
出
る
銀
貨
の
場
所
を
見
つ
け
た
者
も
い
な
か
っ
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
公
は
そ
の
古
銭
を
ま
る
ま
る
一
磅

プ
フ
ン
ト

分

購
入
、
貨
幣
を
金
蔵
に
保
管
さ
せ
た
。

四
〇
五　

娘メ
ー
ク
デ
シ
ュ
プ
ル
ン
グ

た
ち
の
跳
躍

　

ゼ
ル
ケ
谷タ

ー
ル

に
は
、
イ
ル
ゼ
谷タ

ー
ル

の
イイ

ル
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

ル
ゼ
の
巖
に
も
似
て
、
こ
ご
し
い
巖い

わ
か
べ壁

が
そ
そ
り
立
ち
、
そ
の
頂
き
に
は
や
は
り
同
様
に
鉄
の

十
字
架
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
、
か
つ
て
は
仲
間
同
士
だ
っ
た
か
の
よ
う
な
い
く
ら
か
低
い
巖
が
そ
の
向
か
い
に
あ
る
。
こ
の

二
つ
の
巖
の
上
に
は
そ
れ
ぞ
れ
足
跡
が
一
つ
づ
つ
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
お
り
、
イイ

ル
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

ル
ゼ
の
巖
の
話
の
よ
う
な
伝
説
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　

恋
し
い
男
が
向
か
い
の
巖
の
上
で
待
っ
て
い
る
の
で
、
愛い

と

し
さ
に
駈か

ら
れ
た
あ
る
娘
が
必
死
の
大
跳
躍
を
し
、
こ
ち
ら
と
あ
ち
ら
の

巖
に
足
跡
を
附
け
た
そ
う
な
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
は
巨
人
の
娘
だ
け
だ
、
と
す
る
。
一
説
で
は
、
こ
れ
は

可
愛
い
女
の
子
が
遊
び
の
時
に
残
し
た
だ
け
の
こ
と
、
と
か
。
つ
ま
り
、
ペ
ー
タ
ー
ス
山ベ

ル
ク

か
ら
巨
人
の
少
女
が
来
た
の
だ
が
、
遊
び

友
だ
ち
が
ラ
ム
山ベ

ル
ク

山
頂
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
ミ
ュ
ー
レ

魔
の
風
車
小
屋
の
下
に
い
る
の
を
見
つ
け
、
思
い
切
っ
て
跳
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
子
は
、
友
だ
ち
が
向

（　

）
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こ
う
か
ら
手
招
き
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
し
ば
ら
く
の
間
決
心
が
つ
か
ず
に
佇た

た
ず

み
、
距
離
を
測
っ
て
い
た
。
す
る
と
下
の
谷
間
で
ハ
ー

ル
ツ
ゲ
ロ
ー
デ
の
土
地
を
耕
し
て
い
た
下
男
が
げ
ら
げ
ら
笑
っ
て
「
跳
び
な
、
跳
び
な
よ
、
巨
人
の
あ
ま
っ
こ
」
と
呼
び
掛
け
た
。
そ

こ
で
巨
人
の
女
の
子
は
大
き
な
体
を
谷
に
屈
め
、
新
鋳
の
ス
イ
ス
の
貨
幣
に
刻
ま
れ
て
い
る
乙
女
ヘ
ル
ヴ
ェ
ツ
ィ
ア
の
よ
う
に
片
腕
を

長
く
伸
ば
し
、
下
男
を
馬
た
ち
や
犁す

き

も
ろ
と
も
攫さ

ら

う
と
、
前
掛
け
に
く
る
ん
で
、
こ
れ
と
一
緒
に
ぴ
ょ
ん
と
跳
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
二
人

の
巨
人
の
娘
た
ち
は
ち
っ
ち
ゃ
な
人
間
、
ち
っ
ち
ゃ
な
お
馬
、
へ
ん
て
こ
り
ん
な
ち
っ
ち
ゃ
な
道
具
、
ち
っ
ち
ゃ
な
犁
と
い
っ
た
可
愛

い
玩お

も
ち
ゃ具

で
大
い
に
楽
し
ん
だ
。

四
〇
六　

フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
テ
ィ
ー
デ
ィ
ア
ン

　

ハ
ー
ル
ツ
の
ゼ
ル
ケ
谷タ

ー
ル

を
見
下
ろ
す
威
風
堂
堂
た
る
フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
は
世
に
遍あ

ま
ね

く
評
判
だ
が
、
と
り
わ
け
こ
の
城
の

名
が
喧
伝
さ
れ
る
の
は
、
既
に
遙
か
な
る
昔
か
ら
雄
雄
し
き
ハ
ー
ル
ツ
の
伯
爵
フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
家
の
居
城
だ
っ
た
か
ら
で
、

中
で
も
フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
ホ
イ
ア
ー
な
る
人
は
か
の
世
に
名
高
い
古

い
に
し
え

の
法
律
書
を
ザ
ク
セ
ン
宝シ

ュ
ピ
ー
ゲ
ル鑑

と
命
名
、
エ
ッ
コ
・

フ
ォ
ン
・
レ
プ
カ
ウ
な
る
貴
族
に
編
纂
さ
せ
、
ラ
テ
ン
語
か
ら
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
さ
せ
た
。

　

フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
に
は
城
附
き
の
精
が
棲
ん
で
い
て
、
数
数
の
妖あ

や

か
し
ご
と
を
行
っ
た
。
か
つ
て
一
帯
の
伯
爵
や
領
主
た

ち

─
中
に
は
ア
ン
ハ
ル
ト
の
さ
る
伯
爵
も
い
た

─
が
数
多
く
フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
に
集
ま
っ
て
賭か

け
事
に
い
そ
し
ん
だ
こ

と
が
あ
る
。
ア
ン
ハ
ル
ト
伯
は
所
持
金
を
悉

こ
と
ご
と

く
失
い
、
と
う
と
う
生
や
し
た
髭ひ

げ

を
一
本
だ
か
数
本
だ
か
賭
け
の
担
保
に
し
、
こ
れ
も

摩す

っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
髭
を
あ
え
て
引
っ
こ
抜
こ
う
と
す
る
者
は
い
な
か
っ
た
し
、
伯
自
身
も
そ
う
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
夜

城
の
精
が
ふ
わ
ふ
わ
訪
れ
て
賭
け
の
担
保
を
要
求
、
こ
れ
を
せ
し
め
た
。
別
の
殿
の
話
だ
が
、
錠
の
下
り
た
部
屋
で
眠
っ
て
い
た
と
こ
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ろ
、
こ
の
精
に
よ
っ
て
寝
台
か
ら
投
げ
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
精
は
精
で
も
酒ア

ル
コ
ー
ル精

の
な
せ
る
わ
ざ
だ
っ
た
か
も

知
れ
な
い
。
フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
は
今
日
な
お
見
事
に
保
存
さ
れ
て
い
て
、
興
味
深
い
物
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
。

　

フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
近
傍
に
は
テ
ィ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
森
が
あ
り
、
森
に
は
深
い
洞ど

う
く
つ窟

が
あ
る
。
テ
ィ
ー
デ
ィ
ア
ン
洞
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
少
な
か
ら
ぬ
伝
説
が
あ
る
。
洞
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
豊
か
な
財
宝
の
他
に
全
身
黄
金
で
で
き
た
男
子
像
が
あ
る
。

幸
い
こ
の
像
の
一
部
を
取
っ
て
来
た
者
が
、
金
細
工
師
が
や
る
よ
う
に
成
分
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
精
錬
の
度
が
ま
た
と
比
類
無
い
黄
金

だ
っ
た
。
ま
た
、
例
の
魔
法
の
花
を
う
ま
く
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
あ
る
羊
飼
い
が
、
こ
の
テ
ィ
ー
デ
ィ
ア
ン
洞
を
も
発
見
。
鉄
の

洞
門
が
開
い
て
黄
金
を
ど
っ
さ
り
手
に
入
れ
た
。ク
ヴ
ェ
ー
ド
リ
ン
ブ
ル
ク
の
あ
る
金
細
工
師
が
こ
れ
を
羊
飼
い
か
ら
買
っ
た
の
だ
が
、

羊
飼
い
は
金
細
工
師
に
ど
こ
で
手
に
入
れ
た
隠
し
立
て
を
し
な
か
っ
た
。
金
細
工
師
が
「
も
っ
と
持
っ
て
お
い
で
」
と
言
っ
た
の
で
、

有う

け卦
に
入
っ
た
羊
飼
い
は
相
変
わ
ら
ず
魔
法
の
花
を
持
っ
て
洞
窟
に
行
き
、
も
っ
と
持
っ
て
来
た
。
た
ま
た
ま
フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
伯
が
装
身
具
を
求
め
に
こ
の
金
細
工
師
の
許も

と

に
立
ち
寄
り
、
極
上
の
黄
金
製
の
物
を
望
む
と
、
金
細
工
師
は
「
極
上
の
黄
金
は
テ
ィ

デ
ィ
ア
ン
か
ら
出
ま
す
」
と
言
っ
た
。

─
「
な
ん
と
、
テ
ィ
ー
デ
ィ
ア
ン
か
ら
と
な
。
わ
し
の
領
分
に
あ
る
森
の
」
と
伯
爵
は
び
っ

く
り
し
て
問
い
返
し
、
羊
飼
い
の
好
運
の
話
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
伯
爵
は
こ
の
好
運
を
羊
飼
い
と
分
け
る
気
は
毛
頭
無
く

─
伯
爵

が
た
の
よ
う
な
上
つ
方
が
下し

も
じ
も下

と
物
を
分
か
ち
合
う
な
ど
と
い
う
こ
と
は
ど
こ
で
だ
っ
て
決
し
て
あ
り
は
し
な
い
し
、
金
輪
際
友
だ
ち

に
は
な
ら
な
い
か
ら
で

─
こ
れ
を
独
り
占
め
に
し
た
か
っ
た
。
そ
こ
で
羊
飼
い
を
呼
び
つ
け
る
と
、
な
に
ゆ
え
自
分
（
伯
爵
）
の
山

か
ら
黄
金
を
運
び
出
し
た
の
か
、
と
容
赦
無
く
糾き

ゅ
う
も
ん問

、
た
だ
ち
に
そ
れ
を
見
つ
け
た
場
所
を
教
え
よ
、
と
命
じ
た
。
悪
事
を
働
い
た

な
ど
と
は
思
い
も
よ
ら
ず
、
親
切
な
山
の
精
が
恵
ん
で
く
れ
た
物
を
貰も

ら

っ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
羊
飼
い
は
心
底
震
え
上
が
り
、
手
に
し

て
い
た
帽
子
を
取
り
落
と
し
た
。
す
る
と
伯
爵
の
飼
い
猿
が
跳
び
つ
い
て
帽
子
を
奪
い
、そ
れ
を
玩お

も
ち
ゃ具

に
し
、〔
帽
子
に
挿さ

し
て
あ
っ
た
〕

魔
法
の
花
を
嚙か

み
裂
い
て
、
ず
た
ず
た
に
し
て
し
ま
っ
た
。
羊
飼
い
は
従
順
に
峻し

ゅ
ん
げ
ん厳

な
ご
主
君
を
テ
ィ
ー
デ
ィ
ア
ン
に
案
内
し
、
洞
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窟
を
見
つ
け
も
し
た
が
、
以
前
は
開
い
て
中
へ
入
れ
て
く
れ
た
鉄
門
は
無
く
、
険
し
い
巖い

わ
か
べ壁

が
行
く
手
を
阻は

ば

ん
で
い
た
。

　

伝
説
に
い
わ
く
。
フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
に
一
人
は
瞽め

し
い者

、
一
人
は
蹇あ

し
な
え者

、
一
人
は
聾ろ

う
あ啞

の
殿
が
三
人
生
ま
れ
、
城
主
と
な
る

ま
で
、
テ
ィ
ー
デ
ィ
ア
ン
洞
は
そ
の
財
宝
を
守
り
通
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。
こ
う
し
た
こ
と
は
い
ま
だ
か
つ
て
起
こ
っ
て
い
な

い
。

四
〇
七　

櫃ひ
つ

の
中
の
神

　

ハ
ー
ル
ツ
ゲ
ロ
ー
デ
と
ギ
ュ
ン
タ
ー
ス
ベ
ル
ク
の
辺
り
に
ご
く
古
い
村
が
あ
り
、
ヴ
ァ
ー
タ
ー
レ
ー
ベ
ン
（
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
レ
ー
ベ

ン
）
と
い
う
。
こ
の
村
に
、
高
徳
な
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
司
教
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
時
代
、
二
人
の
信
心
深
い
姉
妹
が
住
ん
で
い
た
。

一
人
は
か
つ
が
つ
で
は
あ
っ
た
が
、
ま
あ
、
な
ん
と
か
暮
ら
し
て
お
り
、
も
う
一
人
は
せ
っ
せ
と
働
い
て
い
た
の
に
、
生
計
は
苦
し
く

な
る
一
方
だ
っ
た
。
そ
こ
で
少
な
か
ら
ず
嘆
き
、
姉
妹
を
羨う

ら
や

み
、
口
に
出
し
て
そ
れ
を
訴
え
も
し
た
。
困
っ
て
い
な
い
方
の
姉
妹
が

こ
う
言
っ
た
。「
な
ん
だ
っ
て
あ
た
し
を
羨
む
の
さ
。
あ
た
し
ゃ
あ
ね
、
主し

ゅ

な
る
神
様
を
櫃
に
入
れ
て
あ
る
ん
だ
よ
。
神
様
は
あ
た
し

の
持
ち
物
一
切
合
切
祝
福
な
さ
っ
て
、
あ
た
し
が
眠
っ
て
る
間
に
幸
せ
を
恵
ん
で
く
だ
さ
る
」。
貧
し
い
姉
妹
は
こ
の
言
葉
を
真
に
受

け
て
、
復オ

ー
ス
テ
ル
ン

活
祭
の
夜
食
に
〔
教
会
へ
〕
行
っ
た
時
、
聖ホ

ス
チ
ア餅

を
呑
み
込
ま
な
い
で
口
に
含
ん
だ
ま
ま
に
し
、
そ
れ
か
ら
こ
っ
そ
り
布
切
れ

に
く
る
ん
で
持
ち
帰
り
、
櫃
に
し
ま
っ
た
。
そ
う
し
て
二
、
三
日
後
櫃
の
中
の
神
様
が
何
か
大
し
た
品
を
授
け
て
く
れ
た
か
ど
う
か
確

か
め
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
麦ビ

ー
ル酒

樽だ
る

の
前
に
聖ホ

ス
チ
ア餅

を
埋
め
た
マ
ル
ク
地
方
の
ツ
ェ
ー
デ
ニ
ッ
ク
の
女
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
五
〇
）
の
時
み
た
い

に
、
聖ホ

ス
チ
ア餅

か
ら
血
が
浸し

み
出
し
て

─
く
る
ん
で
あ
る
布
全
体
が
ぐ
っ
し
ょ
り
濡
れ
て
い
た
。
仰
天
し
た
女
は
夫
を
呼
び
、
夫
は
司
祭

に
、
司
祭
は
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
司
教
に
こ
れ
を
見
せ
た
。
そ
こ
で
界
隈
の
坊
さ
ん
が
た
が
全
部
集
ま
り
、
司
教
を
先
頭
に
行
列
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し
て
、
こ
の
聖ホ

ス
チ
ア餅

を
推
戴
、
聖
歌
を
歌
い
、
燃
え
る
蠟ろ

う
そ
く燭

を
手
に
手
に
、
ハ
ウ
ス
ラ
ー
ル
（
ホ
イ
デ
バ
ー
と
言
う
者
も
あ
る
）
ま
で
練
っ

て
行
っ
た
。
本
当
は
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
へ
持
っ
て
行
く
つ
も
り
だ
っ
た
の
だ
。
と
こ
ろ
が
そ
こ
の
教
会
の
祭
壇
に
聖ホ

ス
チ
ア餅

を
置
く
と
、

も
う
そ
こ
か
ら
引
き
離
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
で
、
聖ホ

ス
チ
ア餅

を
そ
こ
に
留
め
ざ
る
を
得
ず
、
聖ホ

ス
チ
ア餅

は
ず
っ
と
そ
こ
で
血
を
流
し
続

け
た
。
か
く
し
て
こ
の
地
へ
大
勢
の
敬け

い
け
ん虔

な
巡
礼
者
が
引
き
も
切
ら
ず
に
詣
で
た
の
で
、そ
の
献
金
で
す
ぐ
に
修
道
院
が
建
立
さ
れ
た
。

神
様
を
櫃
の
中
に
欲
し
が
っ
た
例
の
貧
し
い
女
に
聖
な
る
血
が
何
か
良
い
こ
と
を
し
て
く
れ
た
か
ど
う
か
、
伝
説
は
何
も
語
っ
て
い
な

い
が
、
願
い
事
は
叶か

な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
〇
八　

死ト
ー
テ
ン
ヴ
ェ
ー
ク

人
の
道

　

ヴ
ァ
ー
タ
ー
レ
ー
ベ
ン
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
あ
る
ロ
ッ
ト
レ
ベ
ロ
ー
デ
村
の
近
く
に
、
池
が
一
つ
と
人
呼
ん
で
死ト

ー
テ
ン
ヴ
ェ
ー
ク

人
の
道
と

い
う
凹く

ぼ
み
ち道

が
あ
る
。
数
あ
る
ハ
ー
ル
ツ
の
伯
爵
の
中
で
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
伯
ボ
ー
ト
七
世
、
そ
の
舅

し
ゅ
う
と

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
ハ

イ
ン
リ
ヒ
、
並
び
に
剛デ

ア
・
キ
ュ
ー
ネ

胆
伯
と
添
え
名
さ
れ
た
ホ
ー
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
領
土
相
互
相
続
契
約
者
と
し
て
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ

タ
ッ
ト
司
教
ブ
ル
ヒ
ャ
ル
ト
三
世
に
対
し
て
戦
っ
た
。
こ
の
司
教
は
黄デ

ィ
ー
・
ギ
ュ
ル
ド
ネ
・
ア
ウ
エ

金
の
沃
野
で
数
数
の
劫
略
を
働
き
、
狼ろ

う
ぜ
き藉

の
限
り
を
尽
く
し

た
の
で
あ
る
。
伯
爵
た
ち
は
ハ
ー
ル
ツ
山
地
に
幾
つ
も
道
を
切
り
開
き
、
こ
の
凹
道
で
司
教
の
軍
勢
に
襲
い
掛
か
っ
た
。
そ
し
て
夥

お
び
た
だ

し
く
屍
骸
の
山
を
築
き
、
七
百
人
以
上
を
捕
虜
と
し
、
残
余
を
か
の
池
に
追
い
込
ん
だ
。
以
来
凹
道
は
死ト

ー
テ
ン
ヴ
ェ
ー
ク

人
の
道
と
呼
ば
れ
、
夜
と
も

な
れ
ば
し
ば
し
ば
こ
の
道
で
合
戦
の
荒
荒
し
い
ど
よ
め
き
が
聞
こ
え
、
亡
霊
た
ち
が
お
互
い
に
激
し
く
闘
う
姿
が
見
ら
れ
た
。
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四
〇
九　

踊タ
ン
ツ
タ
イ
ヒ

り
の
池

　

ザ
ク
ス
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ン
村
の
傍
、
ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
か
ら
イ
ー
レ
フ
ェ
ル
ト
に
通
じ
る
街
道
沿
い
、
険
し
い
石
灰
岩
の
巖い

わ
か
べ壁

の
直
下

に
広
さ
六
モ
ル
ゲ
ン
以
上
の
池
が
あ
る
。
昔
こ
の
場
所
に
旅は

た
ご
や

籠
屋
が
一
軒
建
っ
て
い
て
、
毎
週
日
曜
必
ず
踊
り
が
行
わ
れ
た
。
本
来
な

ら
こ
れ
自
体
は
罪
深
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
が
、
踊
り
熱
が
嵩こ

う

じ
た
余
り
、
人
人
は
教
会
に
い
る
時
か
ら
も
う
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
こ
跳は

ね
始

め
た
も
の
。
最
初
こ
ん
な
始
末
に
な
っ
た
時
は
嵐
が
襲
来
、
一
本
の
木
に
雷
が
落
ち
た
。
二
度
目
に
は
地
震
が
起
こ
っ
て
、
梁は

り

と
い
う

梁
が
み
し
み
し
音
を
立
て
た
。
三
度
目
、
踊
り
手
た
ち
が
こ
う
し
た
予
兆
に
平
然
と
し
て
い
た
の
で
、
主し

ゅ

は
嵐
と
地
震
を
同
時
に
送
り

た
も
う
た
。
雷
が
旅
籠
屋
を
直
撃
、
地
震
が
楽
士
た
ち
と
踊
り
手
た
ち
を
残
ら
ず
奈
落
の
底
に
埋
め
た
。
旅
籠
屋
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
に

は
深
い
池
が
生
じ
、
今
日
に
至
る
ま
で
踊タ

ン
ツ
タ
イ
ヒ

り
の
池
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
池
に
は
夥

お
び
た
だ

し
い
魚
が
棲
み
、
中
に
は
ご
く
歳
古ふ

り
た
も
の
も

い
る
と
の
こ
と
。
何
年
も
前
こ
の
池
で
だ
れ
に
も
正
体
の
分
か
ら
な
い
謎
め
い
た
生
き
物
が
見
掛
け
ら
れ
た
。
捕
ま
え
よ
う
と
し
た
が
、

潜
っ
て
し
ま
い
、
二
度
と
現
れ
な
か
っ
た
。
踊タ

ン
ツ
タ
イ
ヒ

り
の
池
の
水
は
黒
黒
と
し
て
不
気
味
で
あ
る
。
小
舟
で
池
を
渡
ろ
う
と
す
る
と
、
小
舟

が
ぐ
ら
ぐ
ら
踊
り
だ
す
、
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
池
の
傍
に
は
牝ツ

ィ
ー
ゲ
ン
ロ
ッ
ホ

山
羊
穴
な
る
洞ど

う
く
つ窟

が
あ
り
、
池
の
水
が
こ
こ
に
奔
入
す
る
由
。

四
一
〇　

花ク
ヴ
ェ
ー
ス
テ冠

　

ハ
ー
ル
ツ
山
地
の
縁
、ロ
ス
ラ
と
ヴ
ァ
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
、ク
ヴ
ェ
ー
ス
テ
ン
山ベ

ル
ク

の
頂
き
に
城
の
廃は

い
き
ょ墟

が
あ
る
。

ク
ヴ
ェ
ー
ス
テ
ン
山ベ

ル
ク

は
そ
の
昔
陰フ

ィ
ン
ス
タ
ー
ベ
ル
ク

鬱
山
と
呼
ば
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
、
山
裾
の
ク
ヴ
ェ
ー
ス
テ
ン
ベ
ル
ク
村
は
か
つ
て
町

だ
っ
た
そ
う
な
。
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い
つ
の
頃
の
城
主
で
あ
ろ
う
か
、ま
だ
い
と
け
な
い
息
女
が
城
か
ら
遊
び
に
出
て
、花
を
探
す
内
、城
の
周
囲
の
森
で
迷
っ
て
し
ま
っ

た
。
幼
い
姫
君
が
帰
っ
て
来
ず
、
行
方
不
明
と
な
っ
た
の
で
、
城
主
夫
妻
は
娘
の
身
を
気
遣
っ
て
大
層
心
配
し
、
召
使
い
を
悉

こ
と
ご
と

く
捜

索
に
送
り
出
し
た
。
あ
る
炭
焼
き
が
深
い
森
の
中
で
娘
を
見
つ
け
た
が
、
こ
の
子
は
無
邪
気
に
摘
ん
だ
花
で
冠
を
編
ん
で
い
た
。
炭
焼

き
は
子
ど
も
の
氏
素
性
に
つ
い
て
は
何
も
聞
き
出
せ
ぬ
ま
ま
、
と
り
あ
え
ず
自
分
の
小
屋
へ
連
れ
て
行
き
、
食
べ
物
を
与
え
、
面
倒
を

見
て
や
っ
た
。
何
分
そ
こ
は
人
里
離
れ
た
森
の
奥
だ
っ
た
の
で
、
行
方
不
明
の
子
ど
も
を
人
人
が
気
遣
っ
た
り
探
し
回
っ
た
り
し
て
い

る
こ
と
な
ど
何
も
聞
こ
え
て
来
な
か
っ
た
が
、
や
が
て
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯
領
の
村
ロ
ー
タ
の
村
人
ら
が
こ
の
女
の
子
が
あ
る
草
原
で

ま
た
し
て
も
せ
っ
せ
と
花
冠
を
編
ん
で
い
る
の
を
見
つ
け
、
炭
焼
き
の
小
屋
へ
案
内
さ
れ
た
。
村
人
た
ち
は
子
ど
も
の
行
方
不
明
事
件

を
知
っ
て
い
た
か
ら
、
炭
焼
き
に
い
ろ
い
ろ
問
い
質
し
、
彼
が
こ
の
子
が
森
に
独
り
で
い
る
の
を
見
つ
け
た
こ
と
を
聞
か
さ
れ
た
。
そ

こ
で
一
同
は
子
ど
も
を
連
れ
て
フ
ィ
ン
ス
タ
ー
ベ
ル
ク
へ
急
い
だ
。
こ
の
時
炭
焼
き
は
女
の
子
が
編
ん
だ
冠
を
頭
に
被か

ぶ

っ
て
い
た
。
こ

う
し
た
花
冠
は
当
時
ク
ヴ
ェ
ー
ス
テ
と
呼
ば
れ
た
。
子
ど
も
が
無
事
に
戻
っ
た
の
で
城
で
は
大
喜
び
。
城
主
の
騎
士
は
炭
焼
き
と
ロ
ー

タ
の
村
民
に
姫
が
発
見
さ
れ
た
草
原
を
贈
り
物
と
し
、
姫
が
見
つ
か
っ
た
日
で
あ
る
聖プ

フ
ィ
ン
グ
ス
テ
ン

霊
降
臨
節
の
三
日
目
に
毎
年
祭
を
行
う
よ
う
取

り
計
ら
わ
せ
た
。
城し

ろ
あ
と址

─
と
い
う
の
は
〔
城
が
無
く
な
っ
た
〕
今
日
も
な
お
祝
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ
が

─
へ
若
者
た
ち
は

太
い
柏ア

イ
ヒ
ェ

の
樹
を
引
っ
張
っ
て
来
、
馬
車
の
車
輪
ほ
ど
も
大
き
い
花
冠
を
梢
に
飾
り
、
こ
れ
を
立
て
る
。
記
念
の
弥ミ

サ撒
さ
え
捧
げ
ら
れ
る
。

さ
て
、
城
主
の
騎
士
は
以
来
自
城
を
フ
ィ
ン
ス
タ
ー
ベ
ル
ク
で
は
な
く
ク
ヴ
ェ
ー
ス
テ
ン
ベ
ル
ク
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
民
衆
は
今

日
な
お
荒
涼
と
し
た
廃
墟
を
ク
ヴ
ェ
ー
ス
テ
と
称
す
る
。
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四
一
一　

発シ
ュ
タ
ム
シ
ュ
ロ
ス

祥
の
城
ア
ン
ハ
ル
ト

　

フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
の
ほ
ん
の
近
く
、
た
っ
た
半
哩マ

イ
ル

し
か
離
れ
て
い
な
い
大
き
な
里ハ

ウ
ス
ベ
ル
ク山

の
上
に
城
の
僅
か
な
名
残
が
あ

る
。
こ
の
城
こ
そ
い
ま
だ
に
栄
え
て
い
る
王
侯
一
門
、
か
つ
て
全
ハ
ー
ル
ツ
に
覇
を
唱
え
た
一
族
発
祥
の
地
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ア
ン

ハ
ル
ト
で
、
遙
か
な
昔
「
樹オ

ー
ネ
・
ホ
ル
ツ

木
の
無
い
」
碧へ

き
ぎ
ょ
く玉

の
巖い

わ
ね根

に
築
か
れ
た
の
で
、
オ
ン
＝
ホ
ル
ト
と
い
わ
れ
た
。
山
上
に
は
極
め
て
深
い

巖
井
戸
が
あ
る
。
こ
れ
は
長
い
こ
と
埋
ま
っ
て
い
た
が
、
近
世
底
ま
で
掘
り
返
さ
れ
た
。
井
戸
に
は
宝
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
釜か

ま

に
入
っ
て
い
る
の
だ
が
、
い
ま
だ
に
だ
れ
も
引
き
揚
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。
か
つ
て
あ
る
団
体
が
坑
夫
を
一
人
井
戸
に
降
ろ

そ
う
と
計
画
し
た
。
こ
の
坑
夫
は
必
要
な
呪
法
を
無
事
に
や
っ
て
の
け
た
。
す
る
と
、
な
ん
と
、
本
当
に
釜
が
上
が
り
始
め
た
。
こ
れ

に
は
昔
の
タ
ー
ラ
ー
銀
貨
と
金
貨
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
も
う
ち
ょ
っ
と
で
摑つ

か

め
る
ほ
ど
坑
夫
に
近
づ
い
た
。
坑
夫
が

手
を
差
し
伸
べ
て
袋
に
入
れ
よ
う
と
す
る
と
、
釜
は
つ
ん
と
澄
ま
し
た
美
女
み
た
い
に
す
っ
と
退
き
、
そ
れ
か
ら
ま
た
近
づ
く
と
い
う

具
合
に
お
ち
ゃ
ら
か
し
続
け
た
の
で
、
と
う
と
う
坑
夫
は
こ
ん
な
悪
ふ
ざ
け
に
堪た

ま

り
か
ね
、
一
言
呪じ

ゅ
そ詛

を
吐
い
た
。
ド
ッ
ス
ー
ン
、
途

端
に
釜
は
奈
落
の
底
へ
。坑
夫
の
耳
に
は
長
い
こ
と
金
貨
銀
貨
が
転
げ
て
井
戸
の
巖
壁
に
リ
ン
リ
ン
と
当
た
っ
て
鳴
る
音
が
聞
こ
え
た
。

井
戸
の
近
く
に
は
平プ

フ
ァ
ン
ネ
ン
ヴ
ィ
ー
ゼ

鍋
の
原
な
る
草
原
が
あ
る
。
こ
の
原
に
金
貨
銀
貨
で
一
杯
の
醸
造
用
鍋
が
隠
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
と
い
う
の
が

名
の
由
来
。
魔
法
で
呪
封
さ
れ
た
山
の
宝
が
隠
さ
れ
て
い
る
、
と
の
伝
説
は
ハ
ー
ル
ツ
山
地
一
帯
と
そ
の
縁
辺
に
は
際
限
な
く
語
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
も
そ
の
類た

ぐ
い

で
あ
る
。
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四
一
二　

ア
ン
ハ
ル
ト
城
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士

　

冬
の
こ
と
、
ア
ン
ハ
ル
ト
の
伯
爵
の
許も

と

へ
高
名
な
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
が
や
っ
て
来
た
こ
と
が
あ
る
。
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
伯
爵
の
奥
方
が

妊
娠
し
て
い
る
の
を
知
り
、「
身
持
ち
の
女に

ょ
し
ょ
う性

に
は
珍
ら
か
と
は
申
せ
ま
せ
ぬ
か
、
何
か
特
別
に
召
し
上
が
り
た
い
、
欲
し
い
と
思お

ぼ

し

召
す
品
は
ご
ざ
る
ま
い
か
、
も
し
お
あ
り
な
ら
魔
法
を
用
い
て
調
達
い
た
し
ま
し
ょ
う
ぞ
」
と
言
っ
た
。
伯
爵
夫
人
は
こ
う
し
た
慇い

ん
ぎ
ん懃

な
申
し
出
を
喜
ん
で
受
け
、こ
う
返
辞
し
た
。「
水
気
の
な
い
お
砂
糖
菓
子
や
乾
い
た
胡く

る
み桃

な
ど
で
は
な
く
、葡ぶ

ど
う萄

や
桜
ん
ぼ
、桃も

も

と
い
っ

た
新
鮮
な
果
物
が
戴い

た
だ

け
ま
し
た
ら
ね
え
、
欲
し
く
て
欲
し
く
て
堪た

ま

り
ま
せ
ん
の
。
で
も
、
こ
ん
な
厳
し
い
冬
の
真
っ
最
中
で
す
も
の
、

い
か
に
あ
な
た
様
で
も
、
そ
れ
か
ら
他
の
魔
法
使
い
の
か
た
で
も
こ
う
し
た
物
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
は
お
で
き
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
ょ

う
」。
す
る
と
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
は
白し

ろ
が
ね銀

の
皿
を
三
枚
手
に
取
り
、
そ
れ
を
食
堂
の
窓
の
外
へ
置
き
、
何
か
呪
文
を
唱
え
た
。
そ
し
て
、

一
枚
目
の
皿
に
採
れ
た
て
の
林り

ん
ご檎

、
梨な

し

、
桃
が
、
二
枚
目
の
皿
に
桜
桃
、
杏あ

ん
ず

、
李す

も
も

が
、
三
枚
目
の
皿
に
青
い
葡
萄
や
緑
の
葡
萄
が
山

盛
り
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
を
早
速
室
内
へ
持
ち
込
ま
せ
、「
ご
斟し

ん
し
ゃ
く酌

な
く
召
し
上
が
れ
」
と
言
っ
た
。
伯
爵
夫
人
は
大
層
喜
ん
で
そ
う

し
た
。

　

フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
が
ア
ン
ハ
ル
ト
城
に
暇
を
告
げ
る
時
が
来
る
と
、
彼
は
伯
爵
夫
妻
に
「
ご
散
策
が
て
ら
て
ま
え
に
随つ

い
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
て
は
い
か
が
。
さ
す
れ
ば
お
も
し
ろ
い
も
の
を
お
目
に
懸
け
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。
伯
爵
家
の
従
者
た
ち
も
同
行
し
て
の
こ

と
と
な
り
、
皆
が
城
門
の
外
に
出
る
と
、
ロ
ー
ム
ビ
ュ
ー
ル
と
い
う
丘
の
上
に
新
築
の
館
が
聳そ

び

え
て
い
る
の
が
目
に
入
っ
た
。
館
を
取

り
巻
く
広
広
と
し
た
濠ほ

り

に
は
水
鳥
が
何
羽
も
泳
い
で
い
る
。
館
に
は
塔
が
五
つ
あ
り
、一
行
が
近
づ
く
と
、二
つ
の
門
と
空ツ

ヴ
ィ
ン
ガ
ー濠

が
珍
獣
・

奇
獣
の
飼
育
場
と
な
っ
て
い
る
の
が
分
か
っ
た
。
中
に
は
、
お
互
い
に
危
害
を
加
え
合
う
こ
と
な
く
、
尾
無
し
猿
や
尾
長
猿
、
熊く

ま

、

羚か
も
し
か羊

、
駝だ

ち
ょ
う鳥

な
ど
な
ど
が
歩
き
回
っ
た
り
、
跳
び
は
ね
た
り
し
て
い
た
。
広
間
の
一
つ
に
は
選
り
抜
き
の
朝
食
が
待
っ
て
お
り
、
フ
ァ

（　

）
 75

（　

）
 76



127

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その九）　鈴木　滿　訳・注

ウ
ス
ト
博
士
の
学
僕
ク
リ
ス
ト
ー
フ
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
が
給
仕
役
で
控
え
て
お
り
、
目
に
見
え
ぬ
楽
士
た
ち
が
音
楽
を
奏
で
て
い
た
。

料
理
と
い
い
葡ワ

イ

ン
萄
酒
と
い
い
、
素
晴
ら
し
い
も
の
で
、
だ
れ
も
か
れ
も
上
上
の
機
嫌
で
満
腹
し
た
。

─
一
時
間
以
上
も
滞
在
し
て
か

ら
一
行
が
こ
の
館
の
外
へ
出
て
、
ア
ン
ハ
ル
ト
城
に
ま
た
近
づ
き
な
が
ら
、
新
築
の
館
を
振
り
返
る
と
、
銃
や
砲
を
撃
つ
よ
う
な
パ
ン

パ
ン
・
バ
リ
バ
リ
と
い
う
音
と
と
も
に
館
は
焰ほ

の
お

に
包
ま
れ
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
と
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
は
消
え
失
せ
て
い
た
。
そ
し
て
皆
物も

の
す
ご凄

い
食
欲
を
感
じ
た
。
だ
れ
も
か
れ
も
ひ
も
じ
く
て
な
ら
な
く
な
り
、
も
う
一
度
朝
食
を
摂と

ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
彼

ら
が
先
刻
食
べ
た
も
の
は
一
切
ま
や
か
し
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

四
一
三　
「
こ
れ
ぞ
かデ

ス
・
マ
ン
ス
・
フ
ェ
ル
ト

の
男
の
地
所
な
る
」

　

皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
そ
の
所
領
ヴ
ァ
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
の
黄デ

ィ
ー
・
ギ
ュ
ル
ド
ネ
・
ア
ウ
エ

金
の
沃
野
に
御
座
所
を
設
け
て
い
た
時
、
臣
下
の
一
人
に
恩
寵
を
示
そ
う

と
し
た
。
す
る
と
こ
の
男
は
「
黄デ

ィ
ー
・
ギ
ュ
ル
ド
ネ
・
ア
ウ
エ

金
の
沃
野
に
接
す
る
地
所
で
、
そ
れ
が
し
が
一
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル
の
大
麦
を
ぐ
る
り
と
播ま

け
る
だ
け

の
広
さ
を
ご
下
賜
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
」
と
言
上
し
た
。
皇
帝
が
こ
の
請
願
を
嘉
納
す
る
と
、
当
該
騎
士
は
普
通
に
平
ら
に
播は

し
ゅ種

し
な

い
で
、
線
状
に
長
長
と
播
い
て
行
き
、
伯
爵
領
ほ
ど
の
地
面
を
囲
い
込
ん
だ
。
こ
れ
に
腹
を
立
て
た
皇
帝
扈こ

じ
ゅ
う従

の
騎
士
の
面
面
と
従
士

た
ち
は
「
あ
の
荒
武
者
め
、
な
ん
と
も
図
図
し
く
事
を
運
び
ま
し
て
ご
ざ
る
」
と
皇
帝
に
訴
え
た
。
し
か
し
、
皇
帝
は
呵か

か呵
大
笑
し
て

い
わ
く
「
約
束
は
約
束
。
か
の
男
が
ぐ
る
り
と
種
を
播
き
し
分
、
こ
れ
ぞ
かデ

ス
・
マ
ン
ス
・
フ
ェ
ル
ト

の
男
の
地
所
な
る
」。
以
来
新
し
い
伯
爵
領
は
そ
の
名
を

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
と
名
付
け
ら
れ
、
連
綿
と
続
い
た
。
歴
代
伯
爵
の
家
紋
に
は
大
麦
の
粒
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
紋
章
学
者

た
ち
は
、
そ
の
後
そ
の
由
来
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
上
、
は
っ
き
り
描
か
れ
て
は
い
な
い
粒
粒
な
の
で
、
こ
れ
を
菱ヴ

ェ
ッ
ケ
ン

型
図
形
と
称
し
て
い

る
が
…
…
。
彼
ら
紋
章
学
者
は
同
様
に
、
古

い
に
し
え

の
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
伯
爵
家
の
紋
章
に
あ
る
帽
子
を
貫
く
孔く

じ
ゃ
く雀

の
尾
羽
根
を
意
味
も
な
い

（　

）
 77

（　

）
 78

（　

）
 79

（　

）
 80

（　

）
 81



128

武蔵大学人文学会雑誌　第 46 巻第 3・4 号

一
対
の
蒲が

ま

の
穂
だ
、
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
他
ま
こ
と
に
夥

お
び
た
だ

し
い
昔
の
家
紋
の
解
釈
で
こ
う
し
た
過あ

や
ま

ち
を
犯
し
て
い
る
。

─
信

頼
す
る
に
足
る
過
去
の
史
家
た
ち
は
、
過
去
の
紋
章
学
者
同
様
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
家
の
始
祖
を
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
時
代
よ
り
遙
か

前
と
し
て
い
る
。
史
家
た
ち
に
よ
れ
ば
彼
ら
は
既
に
円
卓
の
騎
士
た
ち
の
中
で
武
勲
を
輝
か
せ
た
と
の
こ
と
。

四
一
四　

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
城

　

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
城
が
建
っ
て
い
た
場
所
に
は
そ
の
昔
、
か
の
聖

ザ
ン
ク
ト

ゲ
オ
ル
ク
に
斃た

お

さ
れ
た
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
が

─
そ
れ
も
巨
大
な
科リ

ン

デ
の
木

の
森
の
中
に

─
巣
く
っ
て
い
た
、
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
城
山
は
今
日
に
至
る
ま
で
リ
ン
ト
山ベ

ル
ク

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
聖

ザ
ン
ク
ト

ゲ
オ
ル
ク
は
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯
爵
家
の
守
護
聖
人
と
し
て
極
め
て
熱
烈
に
尊
崇
さ
れ
、
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
を
殺
し
て
い
る
彼
の
肖
像
が
騎
馬
の

も
徒か

ち歩
立
ち
の
も
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯
爵
領
鋳
造
の
貨
幣
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
し
、
そ
れ
ば
か
り
か
小
都
市
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
教
会

は
聖

ザ
ン
ク
ト

ゲ
オ
ル
ク
に
奉
献
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
事
実
、
町
の
住
民
は
こ
の
聖
人
を
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
伯
爵
様
の
一
人
と
思
い
込
む

ほ
ど
讃
美
渇
仰
し
、
家
家
の
窓
硝ガ

ラ
ス子

や
煖だ

ん
ろ炉

、
建
物
の
外
壁
、
柱
、
橋
梁
な
ど
至
る
と
こ
ろ
に
そ
の
像
を
描
か
せ
、
立
て
た
。
マ
ン
ス

フ
ェ
ル
ト
城
は
大
規
模
で
、
壮
麗
に
し
て
堅
固
、
世
紀
が
改
ま
る
た
び
に
拡
張
さ
れ
、
装
飾
の
限
り
を
尽
く
し
、
数
数
の
彫
像
も
飾
ら

れ
た
。
人
人
は
現
の
証
拠
と
し
て
修
道
士
と
修
道
女
の
頭
部
の
像
を
指
し
、
こ
う
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
、
と
物
語
る
。
修
道
誓
願
を

立
て
た
身
な
が
ら
相
思
相
愛
の
間
柄
と
な
っ
た
こ
の
二
人
は
城
に
幽
閉
さ
れ
た
。
そ
し
て
う
ら
若
い
修
道
女
は
哀
れ
に
も
暗
い
部
屋
で

縊い

し死
し
、
修
道
士
は
城
か
ら
跳
び
降
り
た
の
だ
、
と
。
比
翼
連
理
の
恋
の
道
に
殉
じ
た
二
人
の
亡
霊
は
、
以
後
、
城
の
随
所
に
出
没
す

る
こ
と
に
専
念
し
た
。
ま
た
陽
気
な
飲
酒
像
が
幾
つ
も
入
口
を
飾
っ
て
い
た
。
な
に
し
ろ
伯
爵
が
た
は
天
晴
れ
な
酒
徒
で
、
少
な
く
と

も
あ
の
ク
レ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
の
よ
う
な
所
業
に
及
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
か
つ
て
ル
タ
ー
博
士
が
招
か
れ
て
こ
の
高
貴
な
殿
た
ち
の
許も

と
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を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
階
段
を
昇
っ
て
い
る
時
に
も
う
葡ワ

イ

ン
萄
酒
が
上
か
ら
降
っ
て
来
た
。
階
上
で
は
呑の

ん
べ
え

兵
衛
ど
も
が
ふ
ら
ふ
ら
と
ご

酩め
い
て
い酊

。
そ
こ
で
ル
タ
ー
は
大
声
で
こ
う
予
言
し
た
。「
な
ん
と
あ
な
た
が
た
殿と

の
ば
ら輩

は
け
っ
こ
う
な
肥
や
し
を
撒ま

い
て
お
い
で
だ
。
撒
い

た
跡
地
に
は
上
等
の
草
が
育
つ
で
し
ょ
う
て
」。─
そ
し
て
ま
さ
に
そ
の
通
り
に
な
っ
た
の
だ
。マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
城
の
階
段
や
廊
下
、

中
庭
に
草
が

─
丈
高
い
草
が
生
い
繁し

げ

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
久
し
い
。
伯
爵
が
た
は
と
っ
く
の
昔
に
死
に
絶
え
、
彼
ら
の
城
の
黄
金

の
広
間
は
廃は

い
き
ょ墟

と
化
し
て
い
る
。

四
一
五　

ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ス
森ホ

ル
ツ

の
石
と
会
戦

　

小
都
市
ヘ
ッ
ト
シ
ュ
タ
ッ
ト
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ス
森ホ

ル
ツ

の
近
く
に
石
が
一
つ
あ
る
。
ヘ
ル
ム
ス
ド
ル
フ
と
ゲ
ル
プ
シ
ュ

テ
ッ
ト
の
耕
地
境
界
に
位
置
し
、
ツ
ァ
ー
ベ
ン
シ
ュ
テ
ッ
ト
か
ら
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ス
ホ
ル
ツ
へ
通
じ
る
環
状
道
路
か
ら
ほ
ん
の
二
、
三
歩

離
れ
て
い
る
だ
け
。
こ
の
石
は
甚
だ
有
名
で
あ
る
。

　

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯
爵
家
の
祖
先
ホ
イ
ア
ー
伯
は
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
五
世
の
元

フ
ェ
ル
ト
マ
ル
シ
ャ
ル

帥
で
あ
り
、
皇
帝
軍
司
令
官
と
し
て
、
グ
ロ

イ
チ
ュ
伯
ヴ
ィ
ー
プ
レ
ヒ
ト
麾き

か下
の
ザ
ク
セ
ン
軍
に
戦
い
を
挑
ん
だ
。
ホ
イ
ア
ー
伯
は
か
の
偉
大
な
ロ
ー
マ
人
ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル

と
同
様
帝
王
切
開
で
世
に
出
た
。
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ス
ホ
ル
ツ
の
会
戦
が
始
ま
ろ
う
と
し
た
時
、伯
爵
は
前
述
の
石
の
と
こ
ろ
に
馬
を
寄
せ
、

昂
然
と
し
て
こ
う
宣
言
し
た
。

我
、
ホ
イ
ア
ー
伯
、〔
女
に
よ
り
〕
生
ま
れ
ざ
り
し
者
、

い
ま
だ
戦
い
に
敗
れ
し
こ
と
な
し
。
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こ
の
石
を
我
の
か
く
摑つ

か

み
し
ご
と
く
、

こ
の
戦
い
も
我
が
も
の
と
な
ら
む
。

　

そ
し
て
鉄
の
よ
う
な
片
手
で
さ
な
が
ら
麵パ

ン麭
の
捏こ

ね
粉
の
よ
う
に
石
を
摑
み
、
会
戦
の
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら

伯
爵
の
確
信
と
自
負
は
不ふ

ぐ
た
い
て
ん

倶
戴
天
の
敵
グ
ロ
イ
チ
ュ
伯
ヴ
ィ
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
前
で
潰つ

い

え
た
。
ヴ
ィ
ー
プ
レ
ヒ
ト
は
、
極
め
て
勇
猛
な
反

撃
に
遭あ

っ
た
も
の
の
、
一
騎
打
ち
で
こ
の
武
将
を
斃た

お

し
た
。
ザ
ク
セ
ン
軍
は
勝
ち
鬨ど

き

を
揚
げ
、
皇
帝
軍
は
戦
場
か
ら
敗
走
、
多
く
は
命

だ
け
は
助
か
っ
た
。
あ
る
柳
の
樹
が
阿あ

び
き
ょ
う
か
ん

鼻
叫
喚
の
合
戦
の
最さ

な
か中

に
「
ヨ
ド
ゥ
ー
テ
、
ユ
ド
ゥ
ー
テ
」

─
遙
か
昔
の
救
い
を
求
め
る
叫

び

─
と
叫
ん
だ
。
こ
れ
が
勝
利
に
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
ザ
ク
セ
ン
軍
は
勝
利
記
念
柱
を
立
て
、
こ
れ
を
ヨ
ド
ゥ
ー
テ
と
名

付
け
、
さ
ま
ざ
ま
畏
敬
の
念
を
示
し
た
。
後
代
礼
拝
堂
が
そ
の
場
所
に
建
立
さ
れ
た
。
頭
の
良
い
僧
侶
た
ち
は
こ
の
ヨ
ド
ゥ
ー
テ
を

救シ
グ
ヌ
ム
・
ア
デ
ュ
ト
リ
イ

イ
ノ
徴
に
で
っ
ち
あ
げ
、
愚ぐ

ま
い昧

な
民
衆
は
こ
れ
を
ヨ
ド
ゥ
ー
テ
な
る
新
規
の
聖
者
だ
と
勘
違
い
し
た
。
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ス
ホ
ル
ツ

の
石
だ
が
、
こ
れ
は
現
在
な
お
そ
の
場
所
に
あ
る
。
厚
さ
、
幅
と
も
ほ
ぼ
一
肘エ

レ尺
で
、
英
傑
の
拳
の
痕あ

と

は
深
く
残
さ
れ
て
い
る
。
石
質

は
白
い
珪け

い
さ
ん
せ
き

酸
石
の
類た

ぐ
い

で
嵐
が
来
る
と
柔
ら
か
く
な
る
。
棒
な
ど
で
叩
く
と
、
中
が
空
洞
で
あ
る
か
の
よ
う
な
響
き
が
す
る
。

四
一
六　

ア
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
亡
霊
た
ち

　

ア
イ
ネ
川
の
谷
を
見
下
ろ
す
ハ
ル
ケ
ロ
ー
デ
村
の
近
く
に
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
家
の
城
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
廃は

い
き
ょ墟

が
鎮
座
し
て
い

る
。
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
の
時
代
ホ
イ
ア
ー
伯
な
る
御
仁
が
こ
こ
に
居
を
構
え
て
い
た
。
彼
は
そ
の
高
名
な
ご
先
祖
で
あ
る
ヴ
ェ
ル
フ
ェ

ス
ホ
ル
ツ
の
会
戦
で
斃た

お

れ
た
か
の
ホ
イ
ア
ー
伯
と
同
様
、
こ
の
皇
帝
の
元

フ
ェ
ル
ト
マ
ル
シ
ャ
ル

帥
に
し
て
敵
軍
の
脅
威
だ
っ
た
が
、
ま
こ
と
に
苛
酷
、
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残
虐
、
専
横
で
あ
り
、
多
く
の
虜と

り
こ囚

を
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
の
地
下
牢
で
衰
朽
す
る
に
委
せ
た
。
加
え
て
そ
の
奥
方
も
同
様
に
厳
し

く
無
情
な
女
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
こ
の
両
人
は
生
前
か
ら
た
び
た
び
呪じ

ゅ
そ詛

さ
れ
て
い
た
が
、
死
後
そ
の
呪
詛
が
成
就
し
て
、
夫
妻
は
高

い
城
壁
内
部
の
隅
に
向
か
い
合
っ
て
坐
り
、
泣
い
た
り
呻う

め

い
た
り
す
る
羽
目
と
な
っ
た
。
伯
爵
夫
人
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
糸
紡
ぎ
を
し
て

い
る
が
、
最
後
の
審
判
ま
で
際
限
も
な
く
そ
れ
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

城
山
の
麓
に
は
修
道
士
の
幽
霊
が
徘は

い
か
い徊

す
る
。
そ
し
て
七
年
毎
に
一
度
城
に
登
り
、
城
中
を
喧

か
ま
び
す

し
く
騒
ぎ
廻
る
。
日
曜
日
に
生
ま

れ
た
子
ど
も
に
は
そ
の
姿
が
見
え
る
こ
と
も
あ
る
が
、
他
の
者
に
は
見
え
な
い
。
も
っ
と
も
こ
の
修
道
士
を
目
撃
す
る
の
は
別
段
得
で

も
な
け
れ
ば
、
楽
し
く
も
な
い
。
な
に
し
ろ
こ
れ
を
見
掛
け
る
と
言
い
よ
う
も
な
く
ぞ
っ
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

四
一
七　

一
度
に
九
人
の
子
ど
も
た
ち

　

ク
ヴ
ェ
ー
ア
フ
ル
ト
の
伯
爵
に
そ
の
名
を
ゲ
ー
プ
ハ
ル
ト
と
い
う
者
が
い
た
。
弟
は

─
ア
ー
ダ
ル
バ
ー
ト
聖
者
に
次
い
で

─
異

教
徒
プ
ロ
イ
セ
ン
人
の
間
に
キ
リ
ス
ト
教
を
弘
め
た
使
徒
ブ
ル
ー
ノ
聖
者
で
あ
る
。
伯
爵
ゲ
ー
プ
ハ
ル
ト
は
峻
厳
な
上
、
頑が

ん

冥め
い

固こ

陋ろ
う

、

軽
挙
妄
動
の
殿
だ
っ
た
。
さ
て
彼
が
し
ば
ら
く
の
間
領
地
を
留
守
に
し
た
折
、
奥
方

─
ザ
ク
セ
ン
の
名
家
の
出

─
が
ク
ヴ
ェ
ー
ア

フ
ル
ト
の
館
で
一
度
に
九
人
の
赤
児
を
出
産
し
た
。
か
く
も
豊
か
な
お
恵
み
に
奥
方
お
よ
び
侍
女
た
ち
は
少
な
か
ら
ず
驚き

ょ
う
が
く愕

、
主
君

た
る
伯
爵
が
穏
や
か
な
ら
ぬ
反
応
を
示
す
だ
ろ
う
、
と
恐
れ
た
。
と
い
う
の
も
伯
爵
は
ま
こ
と
に
妙
な
御
仁
で
、
こ
れ
ま
で
に
も
再
再
、

双
子
と
か
三
つ
子
と
い
っ
た
よ
う
に
一
人
以
上
の
子
を
産
む
女
ど
も
は
け
し
か
ら
ぬ
や
つ
ら
だ
、
と
言
明
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
な
の
に
こ
れ
は
三
掛
け
る
三
。
伯
爵
は
、
全
く
も
っ
て
多
過
ぎ
る
、
こ
れ
に
は
良
か
ら
ぬ
わ
け
が
あ
ろ
う
、
と
考
え
る
に
決
ま
っ
て

い
た
。
そ
こ
で
女
た
ち
は
お
互
い
相
談
し
、
最
初
に
産
ま
れ
た
上
、
一
番
丈
夫
な
子
だ
け
を
残
し
、
残
り
の
八
人
は
始
末
す
る
こ
と
に
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し
た
。
侍
女
の
一
人
が
言
い
付
け
ら
れ
、
八
人
の
赤
児
を
同
じ
釜か

ま

に
入
れ
て
運
び
出
し
、
石
を
重
し
に
し
て
近
く
の
城
の
池
に
沈
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
運
び
役
の
侍
女
は
ブ
ル
ー
ノ
聖
者
に
出
く
わ
し
た
。
聖
者
は
そ
の
頃
ク
ヴ
ェ
ー
ア
フ
ル
ト
に
住
ん
で
い
て
、

朝
ま
だ
き
美
し
い
噴
泉
の
ほ
と
り
を
そ
ぞ
ろ
歩
き
し
な
が
ら
、
祈
り
を
唱
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
赤
児
の
泣
き
声
を
耳
に
し
た
聖
者
は

「
そ
な
た
は
何
を
運
ん
で
い
る
の
だ
」
と
侍
女
に
訊た

ず

ね
た
。
ど
き
ん
と
し
た
女
は
「
生
ま
れ
た
て
の
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
（
仔こ

い
ぬ犬

）
で
ご
ざ

い
ま
す
」
と
言
い
ざ
ま
、
急
い
で
通
り
過
ぎ
よ
う
と
し
た
。
け
れ
ど
も
ブ
ル
ー
ノ
は
被か

ぶ

せ
て
い
た
外マ

ン
ト套

を
釜
か
ら
取
り
の
け
る
よ
う
に

強
い
、
そ
し
て
八
人
の
赤
児
を
発
見
し
た
。「
子
ど
も
た
ち
の
母
親
は
だ
れ
か
、
正
直
に
打
ち
明
け
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
侍
女
は
な

に
も
か
も
あ
り
の
ま
ま
に
喋し

ゃ
べ

っ
て
し
ま
っ
た
。
ブ
ル
ー
ノ
は
侍
女
に
固
く
口
を
閉
ざ
し
て
い
る
よ
う
に
命
じ
、
母
親
の
意
向
に
背
き
、

噴
泉
の
水
を
用
い
て
、
赤
児
た
ち
が
寝
て
い
る
銅
釜
の
中
で
子
ど
も
ら
に
自
身
の
手
に
よ
り
洗
礼
を
施
し
た
。
そ
し
て
我
が
名
を
取
っ

て
子
ど
も
ら
全
員
を
ブ
ル
ー
ノ
と
命
名
、
次
い
で
正
直
善
良
な
人
た
ち
に
庇
護
と
養
育
を
委
ね
、
こ
れ
ら
一
切
を
再
び
プ
ロ
イ
セ
ン
人

の
許も

と

に
赴
く
時
が
来
る
ま
で
ご
く
内
緒
に
し
て
お
い
た
。
独
り
取
り
の
け
ら
れ
た
男
の
子
は
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
と
名
付
け
ら
れ
た
。
後
の

皇
帝
ロ
タ
ー
ル
の
祖
父
が
こ
れ
で
あ
る
。
さ
て
ブ
ル
ー
ノ
は
こ
の
国
を
出
立
し
よ
う
と
し
た
時
、
兄
に
こ
の
秘
密
を
明
か
し
た
が
、
夫

人
が
犯
し
た
非
道
な
行
為
に
報
復
し
な
い
、
と
の
約
束
を
取
り
付
け
た
。
夫
人
は
、
子
ど
も
た
ち
が
死
ん
だ
と
ば
か
り
思
い
込
ん
で
い

て
、
年
来
深
い
悔
恨
と
胸
を
締
め
付
け
る
よ
う
な
悲
愁
に
苛さ

い
な

ま
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
お
い
て
か
ら
ブ
ル
ー
ノ
は
い
ず
れ
も
同
じ
服

装
を
さ
せ
た
八
人
の
子
ど
も
た
ち
を
城
に
連
れ
て
来
さ
せ
、
両
親
に
引
き
合
わ
せ
た
。
両
親
は
、
彼
ら
が
容
姿
と
い
い
振
る
舞
い
と
い

い
九
人
目
の
嫡ち

ゃ
く
し子

と
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
な
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
悲
喜
こ
も
ご
も
だ
っ
た
。
も
っ
と
も
伯
爵
は
奥
方
に
全
く
罰

を
与
え
ず
に
お
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
妻
の
た
め
に
一
足
の
靴
を
新
調
さ
せ
た
。
こ
れ
は
皮
革
で
は
な
く
、
鉄
で
で
き
て
い

た
。
伯
爵
は
こ
の
鉄
製
の
靴
を
灼し

ゃ
く
ね
つ熱

さ
せ
、
奥
方
は
真
っ
赤
に
焙や

け
た
靴
を
し
ば
ら
く
履
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ん

と
い
っ
て
も
彼
女
が
子
ど
も
殺
し
の
相
談
に
同
意
し
た
、
と
の
理
由
で
。
こ
の
靴
は
、
洗
礼
に
用
い
ら
れ
た
例
の
釜
と
と
も
に
現
在
な
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お
ク
ヴ
ェ
ー
ア
フ
ル
ト
の
町
の
教
会
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
。
あ
の
噴
泉
は
い
ま
だ
に
ブブ

ル
ン
ス
ボ
ル
ン

ル
ン
の
泉
と
呼
ば
れ
、「
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
」
が

沈
め
ら
れ
よ
う
と
し
た
城
の
池
を
人
人
は
今
日
に
至
る
ま
で
ヴヴ

ェ

ル

フ

ェ

ン

タ

イ

ヒ

ェ
ル
フ
ェ
ン
の
池
と
称
し
て
い
る
。

　

ク
ヴ
ェ
ー
ア
フ
ル
ト
近
く
の
ララ

ウ
タ
ー
ブ
ル
ク

ウ
タ
ー
城
に
は
ちシ

ュ
リ
ュ
ッ
セ
ル
ヴ
ァ
イ
プ
ヒ
ェ
ン

い
ち
ゃ
な
鍵
女
な
る
幽
霊
が
今
な
お
出
没
す
る
。

四
一
八　

聖
ザ
ン
ク
ト

ブ
ル
ー
ノ
と
驢エ

ー
ゼ
ル
ス
ヴ
ィ
ー
ゼ

馬
ヶ
原

　

復オ
ー
ス
タ
ー
ヴ
ォ
ッ
ヘ

活
祭
週
の
木
曜
、
ブ
ル
ー
ノ
聖
者
が
兄
に
別
れ
を
告
げ
て
プ
ロ
イ
セ
ン
に
旅
立
っ
た
時
、
彼
は
驢ろ

ば馬
に
ま
た
が
り
、
兄
と
大
勢

の
殿
輩ば

ら

が
見
送
り
に
随
行
し
た
。
一
行
が
ク
ヴ
ェ
ー
ア
フ
ル
ト
の
す
ぐ
背
後
に
あ
る
牧
草
地
に
差
し
掛
か
る
と
、
聖
者
の
驢
馬
が
頑
と

し
て
動
か
な
く
な
り
、
一
歩
も
進
も
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
見
送
り
の
人
人
は
こ
れ
を
、
神
が
ブ
ル
ー
ノ
の
旅
を
お
望
み
に
な
ら

ぬ
徴し

る
し

で
あ
る
、
と
看
て
取
り
、
城
へ
戻
る
よ
う
意
見
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
聖
者
は
心
騒
い
で
な
ら
な
か
っ
た
。
使
命
に
駈か

り
立
て

ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
使
命
と
は
殉
教
の
死
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
制
止
を
振
り
切
っ
て
プ
ロ
イ
セ
ン
に
向
か
い
、
福
音
を
説
き
教
え

た
ブ
ル
ー
ノ
は
か
の
地
で
殉
教
を
遂
げ
た
の
だ
。
彼
は
十
八
人
の
仲
間
と
と
も
に
囚
わ
れ
、
酷む

ご

い
拷
問
を
受
け
、
体
を
切
り
刻
ま
れ
て

殺
さ
れ
た
。
こ
れ
は
一
〇
〇
八
年
、
あ
る
い
は
一
〇
〇
九
年
ロ
シ
ア
と
の
国
境
に
近
い
リ
ト
ア
ニ
ア
で
起
こ
っ
た
。
さ
て
、
ブ
ル
ー
ノ

聖
者
の
驢
馬
が
立
ち
止
ま
っ
た
原

─
今
日
に
至
る
ま
で
驢エ

ー
ゼ
ル
ス
ヴ
ィ
ー
ゼ

馬
ヶ
原
と
呼
ば
れ
て
い
る

─
に
は
礼
拝
堂
が
建
立
さ
れ
、
驢エ

ー
ゼ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト

馬
の
霊
場

と
名
付
け
ら
れ
、
復オ

ー
ス
テ
ル
ン

活
祭
後
の
木
曜
日
に
は
毎
年
惜
し
み
な
く
贖し

ょ
く
ゆ
う宥

が
授
け
ら
れ
た
の
で
、
大
層
巡
礼
の
参
拝
が
あ
り
、
夥

お
び
た
だ

し
い

善
男
善
女
の
群
れ
が
四
方
八
方
か
ら
蝟い

し
ゅ
う集

し
た
も
の
。
と
う
と
う
こ
の
日
を
目
当
て
に
歳ヤ

ー
ル
マ
ル
ク
ト

の
市
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
遂
に
は

三
日
に
も
亘わ

た

っ
た
。
つ
ま
り
は
動
か
な
く
な
っ
た
驢
馬
が
民
衆
を
こ
ぞ
っ
て
動
か
し
、
歩
か
せ
た
、
と
い
う
し
だ
い
で
、
こ
う
し
た
奇

蹟
は
聖

ザ
ン
ク
ト

ブ
ル
ー
ノ
の
時
代
に
留
ま
ら
ず
、
後
世
に
も
そ
こ
こ
こ
で
し
ば
し
ば
発
生
し
て
い
る
よ
う
だ
。
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四
一
九　

ゲ
ホ
ー
フ
ェ
ン
に
出
現
し
た
修
道
女
の
亡
霊

　

ク
ヴ
ェ
ー
ア
フ
ル
ト
と
ヘ
ル
ド
ル
ン
ゲ
ン
の
間
に
あ
る
ゲ
ホ
ー
フ
ェ
ン
に
フ
ォ
ン
・
エ
ー
バ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
夫
人
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ー
ネ
・

ア
グ
ネ
ス
な
る
尊
敬
す
べ
き
貴
族
の
女
性
が
住
ん
で
い
た
。
一
六
八
三
年
の
こ
と
、
修
道
女
の
姿
を
し
た
亡
霊
が
出
現
、
彼
女
に
こ
う

囁さ
さ
や

い
た
。「
夕
方
の
六
時
に
お
城
の
中
庭
に
行
き
、
そ
こ
で
莫
大
な
宝
物
を
掘
り
出
し
な
さ
い
。
こ
れ
は
あ
な
た
へ
の
贈
り
物
で
、
他

の
だ
れ
の
物
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」。
こ
の
亡
霊
は
小
柄
で
、
白
装
束
、
被か

ぶ

っ
て
い
る
面ヴ

ェ
ー
ル紗

に
は
赤
い
十
字
が
記
さ
れ
て
お
り
、
手
に
は

数
珠
を
提
げ
、
当
時
の
通
常
の
服
装
に
倣
い
小フ

ォ
ー
ア
シ
ュ
テ
ュ
ッ
ク
ラ
イ
ン

さ
な
口
許
隠
し
で
口
を
覆お

お

っ
て
い
た
。
フ
ォ
ン
・
エ
ー
バ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
夫
人
の
夫
君

は
重
病
で
床
に
就
い
て
お
り
、
夫
人
は
夜
の
看
護
で
疲
労
困こ

ん
ぱ
い憊

、
そ
れ
に
ひ
ど
く
怖
く
も
あ
っ
た
の
で
、
修
道
女
の
要
求
に
従
わ
ず
に

い
る
と
、
大
層
悩
ま
さ
れ
る
羽
目
に
陥
っ
た
。
修
道
女
の
亡
霊
は
実
際
に
手
を
出
し
、
彼
女
を
打
っ
た
り
抓つ

ね

っ
た
り
し
、
財
宝
を
掘
り

出
せ
、
と
せ
っ
つ
い
て
止
ま
ず
、
肉
体
的
な
苦
痛
を
与
え
た
。
ま
た
う
る
さ
く
迫
る
一
方
、
し
き
り
に
こ
う
説
明
も
し
た
。「
わ
た
く

し
は
ト
レ
プ
ラ
一
族
の
生
ま
れ
。
か
つ
て
わ
た
く
し
ど
も
の
一
門
の
も
の
だ
っ
た
こ
の
領
地
に
住
ん
で
お
り
ま
し
た
。
三
十
年
戦
争
の

最
中
わ
た
く
し
は
宝
物
を
埋
め
た
の
で
す
。
掘
り
出
し
な
さ
い
。
掘
り
出
し
な
さ
い
。
あ
な
た
の
懺ざ

ん
げ悔

聴
聞
司
祭
を
、
こ
の
城
の
だ
れ

か
れ
を
連
れ
て
行
き
な
さ
い
。危
な
い
目
に
は
遭あ

わ
せ
ま
せ
ん
。わ
た
く
し
が
あ
な
た
を
守
っ
て
あ
げ
ま
す
。わ
た
く
し
が
宝
を
見
張
っ

て
い
る
黒
い
犬
を
追
い
払
っ
て
あ
げ
ま
す
。
宝
を
掘
り
出
せ
ば
、
二
度
と
わ
た
く
し
の
姿
を
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
宝
を
見
つ
け

た
ら
、
そ
の
上
に
前エ

プ
ロ
ン

掛
け
か
手ハ

ン
カ
チ巾

を
投
げ
る
の
で
す
。
宝
を
掘
り
出
し
な
さ
い
。
宝
の
と
こ
ろ
に
は
指ゆ

び
わ環

も
三
つ
あ
り
ま
し
て
ね
、
こ

れ
は
ご
家
門
に
幸
運
を
齎も

た
ら

す
で
し
ょ
う
。
あ
な
た
が
宝
を
掘
り
出
し
た
ら
、
四
年
後
に
ま
た
あ
な
た
の
娘
御
に
宝
を
掘
り
出
さ
せ
て

あ
げ
ま
す
」。
こ
う
い
う
調
子
で
延
延
と
続
く
の
だ
っ
た
。
奥
方
は
こ
う
ひ
っ
き
り
な
し
に
責
め
立
て
ら
れ
て
ほ
と
ほ
と
参
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
後
城
の
中
庭
を
横
切
っ
て
い
る
時
、
彼
女
は
亡
霊
が
礼
拝
堂
の
近
く
に
佇た

た
ず

み
、
懇
願
の
身
振
り
で
財
宝
が
埋
め
ら
れ
て
い
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る
場
所
を
指
さ
す
の
を
見
た
。

─
い
や
、
財
宝
が
露
わ
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
も
し
、
立
ち
去
ろ
う
と
背
中
を
向
け
た
時
、
亡
霊
が

裳ス
カ
ー
ト袴

を
摑つ

か

ん
で
引
き
留
め
る
の
を
感
じ
も
し
た
。
恐
怖
に
と
こ
と
ん
悩
ま
さ
れ
た
フ
ォ
ン
・
エ
ー
バ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
夫
人
は
鬱う

つ
う
つ鬱

と
し

て
神
経
症
に
な
っ
た
が
、し
ょ
っ
ち
ゅ
う
亡
霊
が
見
え
る
の
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
他
の
者
に
は
見
え
ず
、だ
れ
も
信
じ
て
く
れ
な
か
っ

た
が
、
ま
だ
言
葉
も
話
せ
な
い
彼
女
の
幼
い
息
女
だ
け
が
ち
い
ち
ゃ
な
指
で
亡
霊
が
立
っ
て
い
る
場
所
を
指
す
の
だ
っ
た
。
亡
霊
の
責

め
苦
で
夫
人
は
絶
望
の
淵
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
。
こ
れ
が
四
箇
月
に
垂な

ん
な

ん
と
し
た
。
夫
人
が
橇そ

り

で
城
か
ら
出
よ
う
と
し
た
時
、
亡
霊

が
橋
の
袂た

も
と

に
立
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
彼
女
は
実
弾
を
装そ

う
て
ん塡

し
た
二
挺ち

ょ
う

の
拳ピ

ス
ト
ル銃

を
亡
霊
目
掛
け
て
発
射
し
た
。
し
か
し
そ
の
結
果
は
そ

れ
だ
け
一
層
肉
体
的
な
苛
め
が
ひ
ど
く
な
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。
亡
霊
は
苦
し
む
彼
女
の
口
や
頬
や
胸
を
叩
き
、
寝
床
の
中
で
そ
の
体
を

投
げ
上
げ
、口
を
押
さ
え
、夢ア

ル
プ魔

の
よ
う
に
の
し
か
か
っ
た
。
し
か
し
と
う
と
う
亡
霊
は
突
然
出
な
く
な
っ
た
。
奥
方
は
教
会
に
集
ま
っ

た
会
衆
の
面
前
で
お
救
い
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
主し

ゅ

に
感
謝
し
た
。
財
宝
は
掘
り
出
さ
れ
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
た
。

四
二
〇　

生
き
続
け
る
鴉か

ら
す

　

メ
ル
ゼ
ブ
ル
ク
の
城
の
中
庭
に
は
伝
説
の
永
遠
の
証
人
と
し
て
一
羽
の
鴉
が
生
き
長
ら
え
て
行
く
こ
と
だ
ろ
う
。
か
つ
て
こ
の
城
に

テ
ィ
ロ
・
フ
ォ
ン
・
ト
ロ
ー
タ
な
る
司
教
が
住
ん
で
い
た
。
短
気
で
癇か

ん
し
ゃ
く癪

持
ち
の
殿
だ
っ
た
が
、
慰
み
に
よ
く
馴
れ
た
鴉
を
一
羽
飼
っ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
鴉
、
司
教
が
放
っ
て
お
け
な
い
こ
と
を
や
ら
か
す
の
だ
っ
た
。
つ
ま
り
他
の
鴉
同
様
盗
み
を
働
い
た
。
ご
主

人
の
司
教
が
大
事
に
し
ま
っ
て
お
い
た
貴
重
な
指ゆ

び
わ環

も
掠か

す

め
取
っ
て
、
メ
ル
ゼ
ブ
ル
ク
城
の
高
い
塔
の
天
辺
に
設
け
た
自
分
の
巣
に
運

び
込
ん
だ
。
司
教
は
と
い
え
ば
、
指
環
を
盗
ん
だ
泥
棒
は
老
齢
の
従
僕
に
違
い
な
い
、
と
思
い
込
み
、
こ
の
召
使
い
を
厳
し
く
糾き

ゅ
う
も
ん問

、

拷
問
に
掛
け
て
無
理
や
り
、
罪
を
犯
し
た
、
と
白
状
さ
せ
、
刑
場
へ
連
行
し
た
。
老
人
は
両
手
を
天
に
挙
げ
て
無
実
を
誓
っ
た
が

─
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さ
り
な
が
ら
刑
吏
の
剣
の
下
に
そ
の
首
は
落
ち
た
。
し
ば
ら
く
経
っ
て
か
ら
嵐
の
た
め
に
鴉
の
巣
が
塔
か
ら
吹
き
落
と
さ
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
金
銀
の
装
身
具
に
混
じ
っ
て
、
潔
白
な
の
に
あ
の
正
直
者
の
従
僕
が
処
刑
さ
れ
る
基
と
な
っ
た
司
教
の
指
環
も
そ
の
中
に
発
見
さ

れ
た
。
さ
し
も
峻
厳
な
司
教
の
頑

か
た
く
な

な
心
も
こ
れ
に
は
雷
に
撃
た
れ
た
よ
う
に
震し

ん
が
い駭

、
哀
れ
な
従
僕
へ
の
不
当
な
し
う
ち
を
懺ざ

ん
げ悔

し
て

止
ま
な
か
っ
た
。
そ
し
て
一
族
伝
承
の
家
紋
を
廃
棄
し
、
新
た
に
創
製
し
た
。
盾
型
の
中
に
指
環
を
嘴

く
ち
ば
し

で
く
わ
え
た
一
羽
の
鴉
を
置

き
、
上
部
の
冠
か
ら
冑か

ぶ
と

飾
り
と
し
て
二
本
の
腕
と
指
環
を
摑つ

か

ん
で
い
る
二
本
の
手
が
上
が
っ
て
い
る
も
の
だ
っ
た
。
テ
ィ
ロ
司
教
は
、

ど
こ
へ
行
っ
て
も
己
の
非
行
を
思
い
出
し
、
常
に
懺
悔
す
る
た
め
の
戒
め
と
し
て
、
こ
の
紋
章
を
司
教
邸
内
外
、
大
聖
堂
内
、
壁
、
部

屋
部
屋
、
通
路
な
ど
、
至
る
と
こ
ろ
に
附
け
さ
せ
た
。
そ
れ
か
ら
、
自
今
ず
っ
と
生
き
た
鴉
を
一
羽
城
内
に
飼
い
続
け
る
よ
う
命
じ
た
。

こ
れ
は
今
日
な
お
行
わ
れ
て
い
る
。
新
た
に
創
製
さ
れ
た
紋
章
は
い
ま
だ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
も
美
し
い
紋
章
は
司
教
テ
ィ
ロ
・

フ
ォ
ン
・
ト
ロ
ー
タ
の
た
め
に
メ
ル
ゼ
ブ
ル
ク
大
聖
堂
内
に
設
置
さ
れ
た
青
銅
の
記
念
碑
上
に
あ
る
。

四
二
一　

司
教
の
猫

　

メ
ル
ゼ
ブ
ル
ク
に
そ
の
名
を
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
と
い
う
司
教
が
あ
っ
た
。
彼
は
一
匹
の
牝
猫
を
飼
っ
て
お
り
、
こ
の
猫
と
極
め
て
仲
が
良

か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
は
尋
常
の
猫
で
は
な
く
、
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
リ
ス
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
る
時
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
司

教
は
メ
ル
ゼ
ブ
ル
ク
か
ら
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
へ
旅
し
た
。
と
あ
る
丘
に
や
っ
て
来
る
と
、
な
ん
と
も
奇
怪
な
こ
と
に
丘
の
上
に
夥

お
び
た
だ

し
い

猫
が
群
れ
て
い
た
。
彼
は
こ
の
猫
の
大
集
会
に
馬
を
近
寄
せ
て
、
こ
う
呼
び
掛
け
た
。「
お
お
い
、
猫
た
ち
。
お
ま
え
た
ち
は
残
ら
ず

集
ま
っ
て
い
る
の
か
な
」。
す
る
と
猫
の
一
匹
が
「
メ
ル
ゼ
ブ
ル
ク
の
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
司
教
の
と
こ
の
猫
以
外
は
全
員
揃
っ
て
ま
あ
す
」

と
答
え
た
。
邸
に
戻
る
と
司
教
は
飼
い
猫
に
言
っ
た
。「
な
あ
、
お
ま
え
、
わ
し
が
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
へ
出
掛
け
た
時
、
通
り
す
が
り
の
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丘
で
猫
の
総
会
が
開
か
れ
て
い
る
の
を
見
た
。
そ
し
て
、
お
ま
え
だ
け
が
来
て
い
な
い
、
と
聞
か
さ
れ
た
。
ど
う
し
て
お
ま
え
も
出
席

し
な
か
っ
た
の
だ
ね
」。こ
う
言
わ
れ
た
猫
は
司
教
に
向
か
っ
て
な
ん
と
も
厭い

と

わ
し
い
啀い

が

み
声
を
挙
げ
る
と
、ぱ
っ
と
窓
に
跳
び
上
が
り
、

そ
こ
か
ら
空
中
に
飛
び
出
し
、
二
度
と
戻
っ
て
来
な
か
っ
た
。
そ
の
後
こ
の
窓
に
は
司
教
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
と
そ
の
猫
を
描
い
た
硝ガ

ラ
ス子

絵
が

嵌は

め
ら
れ
た
。
例
の
丘
は
猫

カ
ッ
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ク

山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

四
二
二　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
族
と
ザ
ク
セ
ン
族
の
由
来
と
争
い

　

古
伝
説
に
い
わ
く
。
あ
る
種
族
が
遠
く
の
東
国
か
ら
十
二
隻
の
船
に
乗
っ
て
今
日
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
の
あ
る
地
域
に
や
っ
て
来
た
。
こ

の
民
族
は
自
ら
を
ペ
ト
レ
オ
リ

─
小
石
族

─
と
名
乗
り
、
そ
の
地
域
に
居
住
し
て
い
た
テ
ュ
リ
ゲ
ト
族
を
駆
逐
し
た
。
テ
ュ
リ
ゲ

ト
族
の
男
ら
は
愚テ

ー
リ
ヒ
ト

か
に
も
お
互
い
に
争
い
合
っ
て
い
た
の
で
、
テ
ー
ア
リ
ン
グ

─
抜
け
作

─
と
呼
ば
れ
た
。
テ
ュ
リ
ゲ
ト
族
の
方

は
、
自
分
ら
を
居
住
地
か
ら
追
っ
た
闘
争
好
き
の
種
族
を
ザ
ク
セ
ン
族
と
呼
ん
だ
。
あ
る
ザ
ク
セ
ン
の
若
者
が

─
こ
の
太
古
の
種
族

の
風
習
に
従
っ
て
身
に
着
け
て
い
た

─
幾
つ
か
の
黄
金
の
頸く

び
わ環

や
腕
環
と
引
き
替
え
に
一
人
の
テ
ー
ア
リ
ン
グ
か
ら
一
握
り
の
土
を

買
っ
た
。
後
者
は
気
前
よ
く
相
手
の
服
の
裾
一
杯
に
自
分
の
土
地
の
土
を
入
れ
て
や
り
、
う
ま
い
取
引
を
し
た
も
の
だ
、
と
ほ
く
そ
え

ん
だ
。
と
こ
ろ
が
ザ
ク
セ
ン
の
若
者
は
こ
の
土
を
仲
間
の
許も

と

に
持
ち
帰
り
、
土
は
磨す

り
潰
さ
れ
、
広
大
な
地
所
に
撒ま

き
散
ら
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
ザ
ク
セ
ン
族
は
テ
ー
ア
リ
ン
グ
の
土
地
を
占
拠
・
占
有
、
こ
れ
を
耕
作
す
る
に
至
り
、
原
住
民
を
ハ
ー
ル
ツ
山
地
の
彼
方
に

追
い
出
し
て
し
ま
い
、
ウ
ン
シ
ュ
ト
ル
ー
ト
川
の
河
畔
、
こ
の
川
が
今
日
の
ア
イ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト
を
巡
り
流
れ
て
い
る
地
域
に
、
ザ
ー

レ
川
、
エ
ル
ベ
川
、
ヴ
ェ
ラ
川
に
至
る
ま
で
住
み
着
い
た
。
一
方
デ
ー
リ
ン
ゲ
ン
族
は
さ
ら
に
西
方
へ
退
き
、
Ｗヴ

ェ
ー

で
始
ま
る
八
つ
の

言
葉
で
と
り
わ
け
言
及
・
認
知
さ
れ
て
い
る
、
麗
し
く
ま
た
豊
か
な
土
地
を
我
が
物
と
し
、
今
も
な
お
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
。
こ
の
八
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つ
の
言
葉
と
妙た

え

な
る
響
き
と
は
す
な
わ
ち
、
草ヴ

ィ
ー
ゼ原

、
牧ヴ

ァ
イ
デ場

、
河ヴ

ァ
ッ
サ
ー

川
湖
沼
、
森ヴ

ァ
ル
ト林

、
狩ヴ

ァ
イ
ト猟

、
葡ヴ

ァ
イ
ン

萄
酒
、
羊ヴ

ォ
レ毛

、
小ヴ

ァ
イ
ツ
ェ
ン麦

で
あ
る
。
別
し
て

か
の
黄デ

ィ
ー
・
ギ
ュ
ル
ド
ネ
・
ア
ウ
エ

金
の
沃
野

─
今
日
フ
ラ
ン
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
、
ザ
ン
ガ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
、
ヘ
ル
ド
ル
ン
ゲ
ン
、
ゲ
ホ
ー
フ
ェ
ン
、
ア
ル
シ
ュ
テ
ッ

ト
、
ヴ
ァ
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
、
テ
ィ
レ
ダ
と
い
っ
た
市
町
村
、
古

い
に
し
え

の
皇
帝
居
城
の
数
数
、
ま
た
少
な
か
ら
ぬ
著
名
な
地
域
が
あ
る

─
は

ま
こ
と
に
至
福
の
土
地
で
あ
る
。
か
つ
て
エ
ル
サ
レ
ム
か
ら
帰
還
し
た
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
伯
ボ
ー
ト
は
こ
の
地
を
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ

全
土
よ
り
も
遙
か
に
素
晴
ら
し
い
、
と
誉
め
讃
え
た
も
の
。
そ
れ
ゆ
え
そ
の
昔
の
ド
ゥ
ー
リ
ン
ゲ
ン
族
は
、
ザ
ク
セ
ン
族
や
ソ
ル
ブ
人

を
疎
外
す
る
べ
く
、
ウ
ン
シ
ュ
ト
ル
ー
ト
川
河
谷
に
東オ

ス
ト
マ
ル
ク

方
辺
境
に
対
す
る
国
境
要
塞
を
築
き
、
こ
れ
を
シ
デ
ィ
ン
ゲ

─
疎

シ
ャ
イ
ド
ゥ
ン
ゲ
ン

外
の

意

─
と
名
付
け
た
。
こ
こ
に
彼
ら
の
統
領
が
居
を
構
え
、
王
と
同
様
支
配
し
た
。
こ
の
よ
う
に
統
治
を
行
っ
た
者
の
一
人
が
フ
ラ
ン

ク
族
の
王
侯
一
門
の
出
身
で
あ
る
メ
ロ
ヴ
ィ
ヒ
で
、
彼
は
フ
ラ
ン
ク
王
ク
ロ
デ
ィ
オ
の
妃

─
海
辺
で
水
浴
び
し
て
い
た
と
こ
ろ
海
の

怪
物
に
襲
わ
れ
て
受
胎
し
た

─
の
子
息
で
あ
る
。
メ
ロ
ヴ
ィ
ヒ
は
ド
ゥ
ー
リ
ン
ゲ
ン
族
の
地
に
砦と

り
で

を
少
な
か
ら
ず
建
設
、
エ
ア
フ

ル
ト
近
郊
に
は
自
分
自
身
の
た
め
に
本
城
を
も
設
け
た
。
す
な
わ
ち
メメ

ル
ヴ
ィ
ヒ
ス
ブ
ル
ク

ル
ヴ
ィ
ヒ
の
城
が
こ
れ
で
、
今
日
も
な
お
メ
ー
ビ
ス
ブ
ル
ク
と

呼
ば
れ
、
人
人
は
か
つ
て
城
塞
が
あ
っ
た
場
所
を
示
す
。
メ
ロ
ヴ
ィ
ヒ
の
時
代
、
神
の
笞し

も
と

と
い
わ
れ
た
フ
ン
族
の
王
ア
ッ
テ
ィ
ラ
が

ド
ゥ
ー
リ
ン
ゲ
ン
族
の
地
に
侵
入
、
暴
威
を
振
る
っ
た
。
ア
ッ
テ
ィ
ラ
は
イ
ー
ゼ
ナ
ハ
に
宮
廷
を
開
き
、
婚
礼
を
挙
げ
、
ト
ン
ド
ル
フ

近
傍
で
魚
を
獲
り
、
狩
猟
を
楽
し
ん
だ
そ
う
で
、
い
ま
だ
に
そ
こ
に
は
玉

ケ
ー
ニ
ヒ
シ
ュ
ト
ウ
ー
ル

座
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ
る
。
メ
ロ
ヴ
ィ
ヒ
に
は
ヒ

ル
デ
リ
ヒ
な
る
子
息
が
一
人
あ
っ
た
が
、
ろ
く
で
な
し
で
、
王
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
族
は
別
の
主
君
を
選
ん
だ
。

そ
の
名
は
バ
ジ
ヌ
ス
。
ヒ
ル
デ
リ
ヒ
は
バ
ジ
ヌ
ス
の
許
に
来
て
、
そ
の
妻
を
騙だ

ま

し
取
っ
た
。
亡
く
な
っ
た
時
、
バ
ジ
ヌ
ス
は
三
人
の
子

息
、
バ
ル
デ
リ
ヒ
、
ベ
ル
タ
ー
ル
、
イ
ル
メ
ン
フ
リ
ー
ト
を
残
し
た
。
彼
ら
は
広
大
な
王
国
を
分
割
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
地
は
イ
ル

メ
ン
フ
リ
ー
ト
に
相
続
さ
れ
た
。
イ
ル
メ
ン
フ
リ
ー
ト
は
東
ゴ
ー
ト
族
の
王
テ
オ
デ
リ
ヒ
の
妹
な
い
し
妹
の
娘
ア
マ
ル
バ
ー
ガ
を
妻
に

選
ん
だ
。
彼
女
は
美
し
く
も
あ
っ
た
が
、
高
慢
ち
き
だ
っ
た
。
あ
る
時
、
夫
の
食
卓
に
半
分
し
か
料
理
を
並
べ
な
か
っ
た
。
夫
の
領
国

（　

）
 110

（　

）
 111

（　

）
 112

（　

）
 113

（　

）
 114

（　

）
 115

（　

）
 116

（　

）
 117

（　

）
 118



139

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その九）　鈴木　滿　訳・注

が
半
分
し
か
な
い
か
ら
、
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
。
夫
が
兄
弟
た
ち
の
死
を
惹
き
起
す
気
に
な
る
よ
う
そ
そ
の
か
し
た
の
で
あ
る
。
つ

い
で
ア
マ
ル
バ
ー
ガ
は
イ
ー
リ
ン
グ
と
い
う
不
実
な
相
談
役
と
結
託
し
て
夫
に
ま
や
か
し
の
莫ば

か迦
げ
た
陰
謀
の
数
数
を
吹
き
込
ん
だ
。

そ
の
結
果
、
イ
ル
メ
ン
フ
リ
ー
ト
自
身
の
義
兄
で
あ
る
テ
オ
デ
リ
ヒ
が
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
族
と
イ
ル
メ
ン
フ
リ
ー
ト
を
撃
つ
べ
く
フ
ラ

ン
ク
族
の
軍
勢
を
率
い
て
来ら

い
こ
う寇

す
る
と
い
う
始
末
。
こ
れ
を
聞
い
て
喜
ん
だ
の
は
ザ
ク
セ
ン
族
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ク
族
と
同
盟
を
結
び
、

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
族
と
戦
う
こ
と
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
苛
烈
な
争
闘
が
何
回
も
勃
発
、
黄ギ

ュ
ル
ド
ネ
・
ア
ウ
エ

金
の
沃
野
は
血
み
ど
ろ
の
野
と
変
じ
、
ウ

ン
シ
ュ
ト
ル
ー
ト
川
に
は
戦
に
斃た

お

れ
た
者
の
死
屍
累
累
、
た
め
に
水
流
は
堰せ

か
れ
た
。
フ
ラ
ン
ク
族
の
軍
勢
は
こ
の
屍

し
か
ば
ね

の
山
を
橋
と

し
て
川
を
渡
り
、
イ
ル
メ
ン
フ
リ
ー
ト
は
部
下
と
と
も
に
堅
固
な
居
城
シ
ャ
イ
ド
ゥ
ン
ゲ
ン
指
し
て
遁と

ん
そ
う走

し
た
。
テ
オ
デ
リ
ヒ
は
フ
ラ

ン
ク
族
お
よ
び
ザ
ク
セ
ン
族
と
と
も
に
こ
れ
を
急
迫
し
、
双
方
に
、
シ
ャ
イ
ド
ゥ
ン
ゲ
ン
城
を
陥
落
さ
せ
た
ら
、
ウ
ン
シ
ュ
ト
ル
ー
ト

川
以
遠
の
全
域
を
両
民
族
に
授
け
、
こ
れ
を
永
代
安あ

ん
ど堵

す
る
、
と
約
束
し
た
。
そ
こ
で
ザ
ク
セ
ン
族
は
猛
攻
を
行
い
、
フ
ラ
ン
ク
族
は
、

彼
ら
の
強き

ょ
う
じ
ん靱

な
体た

い
く軀

と
精
神
、
長
髪
、
粗
衣
、
大
き
な
盾
、
重
く
頑
丈
な
槍
、
腰
に
帯
び
た
ザ
ク
ス
と
称
す
る
長
い
短
刀
に
驚
嘆
し
た
。

ザ
ク
セ
ン
族
は
軍
旗
と
い
う
か
戦
印
と
い
う
か
、
そ
う
し
た
も
の
を
掲
げ
て
お
り
、
こ
れ
に
は
一
頭
の
獅し

し子
、
一
羽
の
鷲わ

し

、
一
匹
の
龍

が
描
か
れ
て
い
た
。
シ
ャ
イ
ド
ゥ
ン
ゲ
ン
城
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
イ
ル
メ
ン
フ
リ
ー
ト
王
は
腹
心
の
者
を
一
人
秘
か
に
義
兄
の
陣
営
に

送
り
、
ア
マ
ル
バ
ー
ガ
と
彼
女
の
儲も

う

け
た
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
慈
悲
を
懇
願
し
た
。
テ
オ
デ
リ
ヒ
の
相
談
役
た
ち
は
ザ
ク
セ
ン
族
お

よ
び
ザ
ク
セ
ン
族
に
テ
オ
デ
リ
ヒ
が
与
え
た
約
束
に
不
平
満
満
だ
っ
た
の
で
、
内
内
で
和
議
が
結
ば
れ
た
。
敵
対
し
合
っ
て
い
た
両
者

が
、こ
の
邦
に
呼
び
込
ま
れ
た
ザ
ク
セ
ン
族
を
排
除
し
よ
う
、と
一
致
し
た
し
だ
い
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、あ
る
ザ
ク
セ
ン
族
が
テ
ュ
ー

リ
ン
ゲ
ン
族
の
一
人
の
飼
っ
て
い
た
鷹た

か

を
捉と

ら

え
た
。
こ
の
鷹
を
返
し
て
も
ら
い
た
い
一
心
で
、
こ
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
族
は
相
手
の
ザ

ク
セ
ン
族
の
男
に
密
約
の
一
件
を
喋し

ゃ
べ

っ
て
し
ま
っ
た
。
ザ
ク
セ
ン
族
の
男
は
急き

ゅ
う
き
ょ遽

陣
営
に
こ
れ
を
注
進
し
た
の
で
、
諸
侯
や
隊
長
た

ち
は
ど
う
す
べ
き
か
鳩き

ゅ
う
し
ゅ首

協
議
し
た
。
何
人
か
は
、
隠お

ん
み
つ
り

密
裡
に
迅
速
な
撤
退
を
、
と
の
意
見
だ
っ
た
が
、
ハ
ッ
ク
（
ハ
ー
デ
ガ
ス
ト

（　
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と
の
説
も
あ
る
）
殿
な
る
白は

く
ぜ
ん髯

の
武
将
が
軍
旗
を
摑つ

か

ん
で
撤
退
反
対
を
説
き
、
攻
撃
を
、
そ
れ
も
敵
側
が
眠
っ
て
い
る
間
に
恐
ろ
し
い

騒
音
を
立
て
て
奇
襲
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
計
画
は
実
行
に
移
さ
れ
、〔
イ
ル
メ
ン
フ
リ
ー
ト
〕
王
は
家
族
と
も
ど
も
命
辛か

ら
が
ら辛

逃
亡
、

ウ
ン
シ
ュ
ト
ル
ー
ト
川
に
は
鮮
血
が
再
び
滔と

う
と
う滔

と
流
れ
、
ザ
ク
セ
ン
族
は
こ
の
邦
の
主あ

る
じ

と
な
っ
て
土
地
を
分
け
合
っ
た
。
彼
ら
は
こ

の
勝
利
の
日
を
コ
ム
ニ
オ
、す
な
わ
ち「
分
け
合
い
」と
呼
ん
だ
。
だ
れ
も
が
分
け
前
に
与あ

ず
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ザ
ク
セ
ン
の
老
将
ハ
ッ

ク
は
ザザ

ク

セ

ン

ブ

ル

ク

ク
セ
ン
の
城
を
築
き
、
初
代
城
主
と
な
っ
た
。
今
日
に
至
っ
て
も
ザ
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
両
廃は

い
き
ょ墟

（
上オ

ー
バ
ー
ブ
ル
ク

の
城
と
下ウ

ン
タ
ー
ブ
ル
ク

の
城
）
を
民

衆
は
ハハ

ー
ケ
ン
ブ
ル
ク

ー
ク
の
城
と
呼
ん
で
い
る
。
カ
ー
ル
大
帝
〔
＝
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
〕
が
ザ
ク
セ
ン
族
の
最
古
の
国
法
で
あ
る
ザ
ク
セ
ン

宝シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル鑑

を
授
け
た
の
は
こ
の
城
に
お
い
て
だ
、
と
の
伝
説
が
あ
る
。
他
の
多
く
の
城
塞
も
こ
の
時
代
に
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
古
王

国
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
は
滅
び
た
の
で
あ
る
。

四
二
三　

ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
の
プ
フ
エ
ニ
ヒ

　

後
世
、
ウ
ン
シ
ュ
ト
ル
ー
ト
川
流
域
の
こ
の
邦
に
ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
聖
者

─
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
族
に
キ
リ
ス
ト
教
を
弘
め
た
使
徒

─
が
や
っ
て
来
た
。
こ
れ
は
フ
ン
族
が
ド
イ
ツ
諸
邦
を
蝗い

な
ご

の
大
群
よ
ろ
し
く
侵
し
、
荒
廃
さ
せ
た
時
代
だ
っ
た
。
ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ

ス
は
祈き

と
う禱

を
捧
げ
て
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
族
が
勝
利
す
る
の
を
助
け
、
そ
の
結
果
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
族
は
フ
ン
族
を
何
千
と
斃た

お

し
、
た
め

に
ウ
ン
シ
ュ
ト
ル
ー
ト
川
は
遙
か
下
流
ま
で
血
に
染
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
族
は
洗
礼
を
受
け
、
神
の
一ひ

と
り
ご

人
子
を
信
仰

し
た
。
こ
ん
な
伝
説
が
あ
る
。
ザ
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
城
山
の
麓
で
ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
聖
者
が
異
教
徒
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
族
ど
も
か
ら

嘲
弄
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
、
と
。
彼
ら
は
ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
か
ら
金
品
を
要
求
、
説
教
は
拒
み
、
伝
道
者
に
石
を
投
げ
た
。
そ
こ
で
聖

者
は
こ
の
邦
の
全
て
の
貨
幣
が
石
に
な
る
よ
う
呪
い
を
掛
け
た
。
す
る
と
た
ち
ど
こ
ろ
に
プ
フ
エ
ニ
ヒ
貨
は
ど
れ
も
こ
れ
も
萎し

ぼ

ん
で
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ち
っ
ぽ
け
な
扁レ

ン
ズ
ま
め豆

に
変
じ
て
し
ま
っ
た
。
ザ
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
や
ゼ
ー
ゲ
村
の
背
後
に
聳そ

び

え
る
ア
ー
ル
ン
ス
ブ
ル
ク
城
下
の
ボ
ニ
フ
ァ

チ
ウ
ス
山ベ

ル
ク

と
呼
ば
れ
る
傾
斜
地
の
森
に
は
今
な
お
そ
の
名
残
が
見
つ
か
り
、
人
人
は
ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
の
プ
フ
エ
ニ
ヒ
と
称
す
る
。

─
ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
が
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
族
を
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
さ
せ
る
と
、
カ
ー
ル
大
帝
〔
＝
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
〕
は
こ
れ

を
大
い
に
喜
び
、
庇
護
と
援
助
を
彼
ら
に
確
約
す
る
使
者
を
こ
の
邦
に
遣
わ
し
た
。

四
二
四　

髭ひ
げ

も
じ
ゃ
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
そ
の
子
孫

　

皇
帝
コ
ン
ラ
ー
ト
二
世
は
親
族
の
一
人
を
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
邦
に
送
っ
た
。
そ
の
名
は
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
。
長
い
髭
を
生
や
し
て
い

た
た
め
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
族
は
こ
の
人
を
髭グ

ラ
ー
フ
・
イ
ム
・
バ
ル
テ

も
じ
ゃ
伯
と
呼
ん
だ
。
ま
た
、
人
当
た
り
が
良
い
上
、
適
切
な
助
言
を
し
て
く
れ
た

の
で
好
き
に
な
り
、
後
に
は
自
分
た
ち
の
裁
判
官
に
選
ん
だ
。
コ
ン
ラ
ー
ト
二
世
は
喜
ん
で
こ
れ
を
承
認
、
幾
つ
か
の
所
領
を
与
え
、

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
お
け
る
代

ヴ
ィ
ツ
ェ
ド
ー
ム

官
の
一
人
、
次
い
で
邦ラ

ン
ト
リ
ヒ
タ
ー

裁
判
官
に
任
命
し
た
。
コ
ン
ラ
ー
ト
の
後
継
者
ら
も
こ
う
し
た
所
有
権
お

よ
び
地
位
を
保
全
し
た
。
そ
れ
か
ら
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ロ
ー
デ
を
見
下
ろ
す
峰
の
上
に
城
を
建
設
し
た
が
、
こ
れ
が
完

成
し
た
の
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
欣き

ん
ぜ
ん然

と
し
て
こ
う
叫
ん
だ
。「
見ヌ

ー
ン
・
シ
ャ
ウ
エ
・
ヴ
ェ
ル
ヒ
・
ア
イ
ネ
・
ブ
ル
ク

よ
、
な
ん
た
る
城
か
」
と
。
そ
こ
で
こ
の
城
は
シ
ャ
ウ
ア

イ
ン
ブ
ル
ク
と
命
名
さ
れ
、
や
が
て
シ
ャ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
と
な
っ
た
。
髭グ

ラ
ー
フ
・
イ
ム
・
バ
ル
テ

も
じ
ゃ
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
う
ら
若
い
寡か

ふ婦
ツ
ェ
チ
ー
リ

エ
と
結
婚
、こ
の
妻
は
、金
品
、領
地
と
領
民
と
い
っ
た
夥

お
び
た
だ

し
い
富
に
加
え
、ザ
ン
ガ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
の
町
を
嫁
資
と
し
て
齎も

た
ら

し
た
。
ル
ー

ト
ヴ
ィ
ヒ
は
こ
の
妻
に
よ
っ
て
子
息
を
一
人
儲も

う

け
、
や
は
り
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
名
付
け
た
。
こ
の
子
は
ア
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
山
上
の
教
会

で
受
洗
し
た
。
ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
聖
者
が
初
め
て
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
族
に
福
音
を
説
い
た
の
は
こ
の
山
上
で
あ
り
、
教
会
を
建
立
し
た

の
は
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
伯
だ
っ
た
。
伯
爵
は
長
子
の
洗
礼
日
当
日
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
バ
ル
ボ
の
司
式
で
教
会
を
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
に
奉
献
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し
た
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
お
よ
び
近
隣
諸
邦
か
ら
参
集
し
た
大
勢
の
諸
侯
、
伯
爵
、
殿
た
ち
が
こ
れ
に
立
ち
会
っ
た
。
そ
の
後

髭グ
ラ
ー
フ
・
イ
ム
・
バ
ル
テ

も
じ
ゃ
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
奥
方
の
胎は

ら

か
ら
二
人
の
子
息
と
二
人
の
息
女
を
授
か
っ
た
。
子
息
の
一
人
ベ
リ
ン
ガ
ー
は
母
の
遺
産

と
し
て
ザ
ン
ガ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
を
そ
っ
く
り
相
続
し
た
が
、
父
の
死
後
す
ぐ
に
亡
く
な
っ
た
。
ベ
リ
ン
ガ
ー
が
後
に
残
し
た
子
息
は
コ
ン

ラ
ー
ト
と
い
い

─
兄
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
彼
か
ら
ザ
ン
ガ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
を
買
い
取
っ
た
の
で

─
ハ
ー
ル
ツ
山
地
縁
辺
に
ホ
ー
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
を
建
設
、
ホ
ー
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
爵
家
の
始
祖
と
な
っ
た
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
〔
一
世
〕
の
三
人
目
の
子
息
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
い

い
、
ご
く
無
口
で
静
か
な
御
仁
だ
っ
た
の
で
、
衆
人
に
、
巻ラ

ス

ペ
き
貝
、
と
綽あ

だ
な名

さ
れ
た
。
こ
の
人
は
ラ
ス
ペ
ン
ベ
ル
ク
を
作
り
、
そ
こ
に

居
を
構
え
た
。
髭
も
じ
ゃ
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
三
十
年
間
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
邦
に
住
み
、
治
め
、
こ
の
邦
の
首
長
と
し
て
誠
実
に
務

め
た
。
彼
は
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
三
世
の
葬
儀
列
席
の
た
め
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
に
赴
き
、
帰
途
マ
イ
ン
ツ
で
没
し
、
こ
の
地
の
聖

ザ
ン
ク
ト

ア
ル
バ

ン
ス
教
会
に
埋
葬
さ
れ
た
。
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
ニ
コ
ラ
イ
門
の
塔
の
傍
に
は
い
ま
だ
に
長
い
髭
を
生
や
し
た
彼
の
像
が
風
雨
に
曝さ

ら

さ
れ
て

立
っ
て
い
る
。
彼
こ
そ
あ
ら
ゆ
る
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方

ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ

伯
の
先
祖
で
あ
る
。

四
二
五　

ヴ
ァ
イ
セ
ン
ブ
ル
ク
の
奥
方

　

髭
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
子
息
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
ザ
ク
セ
ン
公
ウ
ル
リ
ヒ
の
息
女
と
結
婚
し
た
が
、
夫
婦
仲
が
ど
う
に
も
う
ま
く
ゆ
か

ず
、
妻
を
実
家
へ
送
り
帰
し
た
。
息
女
は
誇
り
高
か
っ
た
の
で
悶
悶
と
悩
み
続
け
、
そ
の
歳
の
内
に
亡
く
な
っ
た
。
若
い
身
空
で
再
び

独
り
身
に
な
っ
た
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
伯
は
国
中
を
旅
し
て
回
っ
て
い
た
が
、
そ
の
途
次
ザ
ク
セ
ン
宮プ

フ
ァ
ル
ツ
グ
ラ
ー
フ

中
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
を
そ
の
居

城
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ブ
ル
ク
に
訪
問
し
た
。
宮
中
伯
に
は
極
め
て
美
人
の
奥
方
が
あ
り
、
そ
の
名
を
ア
ー
デ
ル
ハ
イ
ト
と
い
っ
た
。
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ
伯
は
す
ぐ
さ
ま
ア
ー
デ
ル
ハ
イ
ト
に
ぞ
っ
こ
ん
惚ほ

れ
込
ん
で
し
ま
い
、
慇い

ん
ぎ
ん懃

を
尽
く
し
て
ご
機
嫌
を
取
り
、
舞
踏
の
お
相
手
を
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務
め
た
。
そ
こ
で
彼
女
の
方
も
伯
爵
を
憎
か
ら
ず
思
う
よ
う
に
な
り
、
伯
爵
が
自
分
の
許も

と

に
忍
ぶ
の
を
許
し
た
。
こ
う
し
て
両
人
は
あ

る
良
か
ら
ぬ
計
画
を
立
て
る
に
至
っ
た
。
あ
る
日
、
宮
中
伯
が
入
浴
し
て
い
る
と
、
猟
犬
の
吠
え
声
と
角
笛
の
響
き
を
耳
に
し
た
。
宮

中
伯

─
も
し
か
す
る
と
既
に
薄
薄
何
か
感
づ
い
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い

─
は
「
わ
し
の
狩
り
場
へ
か
く
も
不ふ

そ
ん遜

に
闖ち

ん
に
ゅ
う入

し
て

い
る
の
は
何
者
か
」
と
叫
ん
だ
。
そ
こ
で
側
近
が
、そ
れ
が
だ
れ
で
あ
る
か
、告
げ
た
。
ア
ー
デ
ル
ハ
イ
ト
夫
人
自
身
が
毒
舌
を
振
る
っ

て
夫
に
言
い
付
け
た
、
と
す
る
説
も
少
な
く
な
い
。
と
に
か
く
宮
中
伯
は
激
怒
し
て
浴
槽
か
ら
跳
び
出
し
、〔
甲
冑
を
着
け
ぬ
〕
軽
装

で
駿
馬
に
ま
た
が
り
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
伯
の
追
跡
に
掛
か
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
伯
が
望
ん
だ
こ
と
だ
っ
た
。
ロ
イ

ゼ
と
い
う
林
で
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
宮
中
伯
を
待
ち
受
け
、
宮
中
伯
が
和
や
か
な
挨
拶
も
せ
ず
、
こ
の
莫ば

か迦
者
、
恥
知
ら
ず
、
と
叱
り
つ

け
る
と
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
や
お
ら
振
り
向
い
て
宮
中
伯
に
槍
を
突
き
刺
し
、
馬
か
ら
突
き
落
と
し
て
殺
し
た
。
こ
の
背
信
そ
の
極
に

達
す
る
所
業
は
諸
邦
に
喧
伝
さ
れ
、
夥

お
び
た
だ

し
く
唄
に
も
詠よ

ま
れ
た
。
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ブ
ル
ク
で
寡か

ふ婦
と
な
っ
た
宮
中
伯
夫
人
は
、
殿
に
し

て
背
の
君
な
る
人
の
死
を
聞
か
さ
れ
る
と
、
大
い
に
嘆
き
哀
し
む
ふ
り
を
し
て
、「
貞
淑
な
一
年
間
」
の
喪
に
服
し
、
次
い
で
大
好
き

な
お
友
だ
ち
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
伯
と
結
婚
す
る
こ
と
に
し
、
シ
ャ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
の
城
で
に
ぎ
に
ぎ
し
く
華か

し
ょ
く燭

の
典
を
挙
げ
た
。
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ
伯
は
長
い
こ
と
彼
女
と
至
極
幸
せ
に
暮
ら
し
、
領
土
を
拡
張
、
堅
固
な
城
や
防
塞
を
数
数
築
造
、
所
領
内
の
都
市

─
フ
ラ
イ

ブ
ル
ク
・
ア
ン
・
デ
ア
・
ウ
ン
シ
ュ
ト
ル
ー
ト
や
川
向
こ
う
の
ロ
イ
エ
ン
ブ
ル
ク
な
ど

─
の
防ぼ

う
ぎ
ょ禦

施
設
を
調
え
た
。
し
か
し
な
が
ら

彼
に
殺
さ
れ
た
宮
中
伯
の
親
族
は
復ふ

く
し
ゅ
う讐

を
切
願
し
た
し
、
彼
自
身
皇
帝
に
召
喚
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
出
頭
し
な
か
っ
た
の
で
、
皇

帝
は
伯
爵
を
そ
こ
い
ら
の
悪
党
同
様
い
ず
れ
の
地
に
お
い
て
も
追つ

い
ぶ捕

す
る
よ
う
命
じ
た
。
そ
こ
で
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
伯
は
お
さ
お
さ
用
心

怠
り
な
か
っ
た
が
、
と
う
と
う
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
管
区
で
逮
捕
さ
れ
、
虜と

り
こ囚

と
し
て
ハ
レ
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
堅
固
な
城
塞
ギ
ー
ビ

ヒ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
連
行
さ
れ
監
禁
さ
れ
た
。
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四
二
六　

ギ
ー
ビ
ヒ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
か
ら
の
跳
躍

　

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
伯
は
長
い
間
ギ
ー
ビ
ヒ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
蟄ち

っ
き
ょ居

さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
皇
帝
が
国
外
に
あ
り
、
皇
帝
以
外
の
何な

ん
ぴ
と人

も

伯
爵
を
断
罪
す
る
権
能
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
件
に
関
し
て
は
皇
帝
か
ら
あ
ま
り
良
い
こ
と
は
期
待
で
き
な
か
っ

た
が
…
…
。
拘
留
は
既
に
二
年
八
箇
月
に
亘わ

た

り
、
囚と

ら

わ
れ
人
は
、
六
人
の
騎
士
に
連
日
監
視
さ
れ
て
い
る
塔
の
一
室
か
ら
う
ん
ざ
り
し

き
っ
て
ザ
ー
レ
河
谷
を
眺
め
て
い
た
。
ギ
ー
ビ
ヒ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
は
ザ
ー
レ
川
を
見
下
ろ
す
こ
ご
し
い
巖い

わ
や
ま山

の
上
に
聳そ

び

え
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
う
こ
う
す
る
内
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
伯
は
、
宮
中
伯
に
加
え
た
犯
行
の
か
ど
で
皇
帝
が
自
分
を
処
刑
す
る
意
向
で
あ
る
、
と

聞
き
込
ん
だ
の
で
、
心
配
で
堪た

ま

ら
な
く
な
り
、
病
気
だ
、
と
言
い
始
め
、
死
後
の
霊
魂
救
済
の
た
め
教
会
へ
寄
進
し
た
い
、
そ
れ
か
ら

遺
言
状
を
作
成
し
た
い
の
で
、
自
分
の
書
記
を
入
室
さ
せ
て
欲
し
い
、
と
頼
み
、
奥
方
の
ア
ー
デ
ル
ハ
イ
ト
に
遣
わ
す
従
者
も
一
人
必

要
だ
、
と
言
っ
た
。
こ
れ
が
許
可
さ
れ
る
と
、
秘
か
に
こ
の
従
者
に
こ
う
命
じ
た
。「
お
ま
え
が
教
会
へ
の
献
金
を
受
け
取
り
に
ま
い
っ

た
ら
、
こ
れ
こ
れ
の
日
、
こ
れ
こ
れ
の
時
刻
に
、
わ
し
の
白
い
牡ぼ

ば馬
白シ

ュ
ヴ
ァ
ー
ン鳥

と
と
も
に
城
の
下
の
ザ
ー
レ
川
の
畔ほ

と
り

で
待
機
し
て
お
れ
。

自
分
も
馬
に
乗
り
、
こ
れ
に
水
を
飼
う
ふ
り
を
し
て
川
の
中
へ
入
っ
て
い
る
の
だ
」
と
。
そ
れ
か
ら
伯
爵
は
、
重
病
だ
、
と
訴
え
、
こ

れ
が
数
日
に
及
ん
だ
。
遺
言
状
も
作
っ
た
し
、
屍
衣
の
仕
度
も
さ
せ
、
寒
く
て
な
ら
ぬ
、
と
の
理
由
で
、
幾
枚
も
の
外マ

ン
ト套

を
持
っ
て
来

さ
せ
、
こ
れ
ら
の
外マ

ン
ト套

を
重
ね
着
し
、
杖
に
縋す

が

っ
て
室
内
を
あ
ち
こ
ち
よ
ろ
め
き
歩
い
た
。
一
方
六
人
の
監
視
役
は
暇
潰
し
に
盤
上
遊

戯
を
や
っ
て
い
た
。
石
造
り
の
室
内
は
ひ
ど
く
寒
か
っ
た
が
、
外
で
は
八
月
の
夏
の
太
陽
が
暖
か
く
照
っ
て
い
た
。
病
気
の
伯
爵
は
大

き
な
弓
張
り
窓
に
凭も

た

れ
、
鎧
戸
を
開
い
て
日
向
ぼ
っ
こ
を
し
た
。

─
そ
し
て
例
の
従
者
が
馬
に
乗
り
、
愛
馬
白シ

ュ
ヴ
ァ
ー
ン鳥

も
連
れ
て
ザ
ー

レ
川
に
乗
り
入
れ
て
お
り
、
二に

そ
う艘

の
漁い

さ

り
舟ぶ

ね

も
川
の
真
ん
中
に
停
泊
し
て
い
る
の
を
眼
下
に
見
る
な
り
、
突
然
病
気
で
は
な
く
な
っ
て
、

一
跳
び
す
る
や
窓
に
入
り
、
二
跳
び
で
塔
か
ら
出
、
ほ
ん
の
数
歩
で
巖
山
の
突
端
に
着
き
、「
処
女
マ
リ
ア
様
、
そ
な
た
の
僕し

も
べ

を
お
救
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い
あ
れ
」
と
叫
ん
で
、
巖
山
か
ら
流
れ
へ
と
跳
び
下
り
た
。
纏ま

と

っ
て
い
た
外マ

ン
ト套

が
車
輪
の
よ
う
に
彼
の
体
を
包
ん
だ
。
二
艘
の
小
舟
が

漕
ぎ
寄
せ
、
伯
爵
は
そ
の
一
艘
に
拾
わ
れ
、
白シ

ュ
ヴ
ァ
ー
ン鳥

に
ま
た
が
っ
た
。
上
の
城
で
は
盤
上
遊
戯
を
や
っ
て
い
た
連
中
が
仰
天
し
て
立
ち

上
が
り
、
窓
辺
に
駈か

け
寄
っ
た
が
、
見
え
た
の
は
果
敢
な
跳
躍
者
が
川
岸
に
辿
り
つ
き
、
西
を
目
指
し
て
馬
を
走
ら
せ
て
行
く
姿
だ
っ

た
。

四
二
七　

聖
ザ
ン
ク
ト

ウ
ル
リ
ヒ
の
教
会

　

後
に
跳

デ
ア
・
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー

躍
伯
と
添
え
名
さ
れ
た
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方

ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ

伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ

─
ギ
ー
ビ
ヒ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
の
背
後
に
聳そ

び

え

る
塔
と
巖い

わ
や
ま山

か
ら
ザ
ー
レ
川
に
果
敢
に
跳
び
込
ん
で
長
期
の
拘
禁
か
ら
助
か
っ
た

─
は
、空
中
を
飛
ん
で
い
る
時
更
に
も
う
一
度「
そ

な
た
の
僕し

も
べ

を
お
救
い
あ
れ
、
処
女
マ
リ
ア
様
」
と
叫
び
、
そ
れ
か
ら
愛
馬
白シ

ュ
ヴ
ァ
ー
ン鳥

に
跨ま

た
が

っ
て
脱
走
す
る
折
、
逃
亡
経
路
を
妻
ア
ー
デ

ル
ハ
イ
ト
が
滞
在
し
て
い
る
ザ
ン
ガ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
へ
と
取
っ
た
が
、
途
次
自
分
の
守
護
聖
人
で
あ
る
聖

ザ
ン
ク
ト

ウ
ル
リ
ヒ
に
、
引
き
続
き
ご

庇
護
を
願
い
ま
い
ら
す
、
と
呼
び
掛
け
、
見
事
な
教
会
を
奉
献
つ
か
ま
つ
る
、
と
誓
っ
た
。
そ
こ
で
更
に
ロ
ー
マ
へ
の
懺ざ

ん
げ
こ
う

悔
行
を
果
た

す
前
に
、
こ
の
誓
言
を
実
行
し
、
マ
リ
ア
と
聖

ザ
ン
ク
ト

ウ
ル
リ
ヒ
を
讃
え
て
教
会
を
建
立
、
奉
献
し
、
石
碑
に
「
処
女
ま
り
あ
ヨ
、
汝ナ

ン
ジ

ノ

僕シ
モ
ベ

ヲ
受
ケ
止
メ
タ
マ
エ
」
と
彫
り
つ
け
さ
せ
た
。
こ
れ
は
ギ
ー
ビ
ヒ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
か
ら
跳
ん
で
脱
獄
し
た
時
、
彼
が
叫
ん
だ

言
葉
で
あ
る
。
救
助
者
聖

ザ
ン
ク
ト

ウ
ル
リ
ヒ
と
方
伯
の
石
像
は
今
も
な
お
〔
ザ
ン
ガ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
に
あ
る
〕
こ
の
教
会
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
大
勢
の
敬け

い
け
ん虔

篤
信
な
人
人
が
多
年
に
亘わ

た

り
こ
の
教
会
で
主し

ゅ

な
る
神
と
そ
の
聖
な
る
仲
介
者
に
祈
り
を
捧
げ
た
。
と
こ
ろ
が

あ
る
時
ザ
ン
ガ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
に
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
悪
魔
が
一
団
の
男
女
、
子
ど
も
ら
を
騙だ

ま

し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
秘
か
に

あ
る
家
に
集
ま
っ
て
悪
魔
を
拝
ん
だ
。
伝
承
に
よ
れ
ば
、
悪
魔
は
丸フ

ン
メ
ル

花
蜂
の
姿
に
な
っ
て
人
人
の
口く

ち
も
と許

に
飛
ん
で
来
た
と
か
。
そ
れ
か
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ら
一
同
は
灯
火
を
消
し
、
な
ん
と
も
お
ぞ
ま
し
い
破は

れ
ん
ち

廉
恥
行
為
に
及
ん
だ
。
文
字
通
り
跳フ

ン

メ

ル

ね
返
り
娘
よ
ろ
し
く
羽
目
を
外
し
て
。
あ
る

鍛か

じ

や
冶
屋
が
こ
れ
ら
淫い

ん
と
う蕩

な
邪
宗
徒
ど
も
の
悪
行
を
当
時

─
一
四
五
四
年

─
ザ
ン
ガ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
を
治
め
て
い
た
伯
爵
に
通
報
し

た
。
伯
爵
は
最
初
前
代
未
聞
の
こ
ん
な
話
を
信
じ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
が
、
鍛
冶
屋
は
、
邪

よ
こ
し
ま

な
瀆と

く
し
ん神

の
所
業
を
見
聞
き
で
き
る
よ
う
、

伯
爵
を
変
装
さ
せ
て
集
会
に
連
れ
て
行
っ
た
。
伯
爵
は
実
地
を
体
験
し
て
び
っ
く
り
仰
天
、
た
だ
ち
に
一
味
を
拘
引
、
裁
判
を
行
っ
た
。

彼
ら
は
一
人
残
ら
ず
火
刑
を
申
し
渡
さ
れ
、
火ひ

あ
ぶ炙

り
と
な
っ
た
。

四
二
八　

皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

　

キ
フ
ホ
イ
ザ
ー
山
上
に
古
い
塔
が
一
つ
遠
望
さ
れ
る
。
こ
れ
は
か
つ
て
頂
上
に
建
っ
て
い
た
皇
帝
の
居
城
の
望
楼
で
あ
る
。
城
の

廃は
い
き
ょ墟

は
塔
の
少
し
下
に
い
ま
だ
に
見
ら
れ
る
。
黄デ

ィ
ー
・
ギ
ュ
ル
ド
ネ
・
ア
ウ
エ

金
の
沃
野
の
民
衆
は
だ
れ
も
が
こ
の
塔
を
皇カ

イ
ザ
ー帝

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
と
呼
ぶ
。
実
物
の

皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

─
添
え
名
し
て
赤ロ

ー
ト
バ
ル
ト髭

─
は
教
皇
に
破
門
さ
れ
た
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
教
会
の
門
は
大
小
と
な
く
彼
の
前
に
閉

ざ
さ
れ
、
い
か
な
る
聖
職
者
も
彼
に
弥ミ

サ撒
を
執
り
行
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
英
雄
皇
帝
は
イ
ン
ド
の
地
か
ら
捧
呈

さ
れ
た
御ぎ

ょ
い衣

を
身
に
纏ま

と

い
、
香
水
の
小こ

び
ん壜

を
携
え
る
と
、
愛
馬
に
う
ち
跨ま

た
が

り
、
暗
い
森
の
奥
深
く
へ
駒
を
進
め
た
。
ご
く
少
数
の
忠

臣
だ
け
が
扈こ

じ
ゅ
う従

を
許
さ
れ
た
が
、
皇
帝
は
彼
ら
か
ら
も
姿
を
く
ら
ま
し
た
。
深
い
森
の
中
で
不
思
議
な
指
被サ

ッ
クせ

を
嵌は

め
、
見
え
な
く
な

る
呪
文
を
唱
え
た
の
で
あ
る
。

─
殿
輩ば

ら

の
目
か
ら
皇
帝
の
姿
が
た
ち
ど
こ
ろ
に
か
き
消
え
、
だ
れ
に
も
見
え
な
く
な
っ
た
。
か
く
し

て
や
ん
ご
と
な
き
生
ま
れ
の
皇
帝
は
行
方
不
明
と
な
っ
た
。年
老
い
た
農
夫
た
ち
の
話
に
よ
れ
ば
、皇
帝
は
い
ま
だ
に
時
折
巡
礼
と
な
っ

て
い
る
の
が
見
掛
け
ら
れ
、
こ
う
告
げ
た
そ
う
な
。
我
は
い
つ
の
日
に
か
ま
た
ロ
ー
マ
の
地
で
権
力
を
揮ふ

る

い
、
坊
主
ど
も
を
こ
づ
き
回

し
て
や
り
、
聖
墓
を
再
び
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
手
中
に
収
め
、
そ
の
回
復
の
た
め
剣つ

る
ぎ

が
ま
た
も
抜
か
れ
ぬ
よ
う
に
い
た
そ
う
。
そ
れ
か
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ら
我
が
盾
を
枯
れ
木
の
枝
に
懸
け
、
こ
の
国
と
諸
大
陸
に
平
和
を
樹
立
す
る
の
だ
。
我
は
全
て
の
者
に
同
じ
権
利
を
与
え
、
異
教
諸
国

を
従
わ
せ
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
権
益
を
決
し
て
再
起
で
き
ぬ
ま
で
打
ち
の
め
し
、
修
道
女
た
ち
が
結
婚
し
、
あ
る
い
は
、
仕
事
に
就
け
る
よ

う
計
ら
お
う
ぞ
。
こ
れ
が
成
就
い
た
さ
ば
、我
ら
に
良
い
年
が
齎も

た
ら

さ
れ
、我
が
盾
を
懸
け
し
枯
れ
木
は
滴し

た
た

る
緑
を
取
り
戻
す
の
だ
、と
。

　

蒼
古
た
る
昔
か
ら
伝
え
ら
れ
た
伝
説
、
歌
謡
、
予
言
は
か
か
る
も
の
だ
っ
た
が
、
時
代
が
移
る
と
、
赤ロ

ー
ト
バ
ル
ト髭

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の

英
雄
像
は
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
の
像
と
溶
け
合
っ
た
。
な
に
し
ろ
後
者
も
領
国
ド
イ
ツ
を
後
に
し
て
二
度
と
再
び
戻
っ
て
来
な

か
っ
た
の
だ
が
、
果
た
し
て
死
ん
だ
の
か
ど
う
か
。
忠
実
な
民
草
は
、
陛
下
は
ご
存
命
、
と
信
じ
、
還
御
を
際
限
な
く
待
ち
通
し
た
。

巷
間
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
帰
ら
な
い
の
は
、
そ
の
息
女
、
全
て
の
廷
臣
、
武
装
兵
、〔
道
化
の
〕

侏し
ゅ
じ
ゅ儒

ら
と
と
も
に
古

い
に
し
え

の
皇
城
キ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
胎
内
深
く
に
呪
封
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
、
そ
こ
に
ま
ど
ろ
み
な
が
ら
坐す

わ

っ
て
い
る
の

だ
。
皇
帝
の
髭ひ

げ

は
石
造
り
の
卓テ

ー
ブ
ル子

の
周
り
に
長
く
伸
び
、
漸よ

う
や

く
二
周
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
髭
が
卓テ

ー
ブ
ル子

を
三
周
し
た
ら
、
皇
帝
は

帰
還
し
、領
国
を
取
り
戻
す
の
だ
、と
の
こ
と
。皇
帝
が
魔
法
に
掛
け
ら
れ
て
う
つ
ら
う
つ
ら
し
て
い
る
山
の
周
囲
を
鴉か

ら
す

た
ち
が
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
飛
ん
で
い
る
。
百
年
に
一
度
だ
け
皇
帝
は
、
鴉
が
ま
だ
飛
ん
で
い
る
か
見
届
け
て
来
る
よ
う
、
お
付
き
の
侏
儒
を
一
人
山
上
へ

送
り
出
す
。
侏
儒
が
戻
っ
て
来
て
、
鴉
た
ち
が
相
変
わ
ら
ず
飛
び
回
っ
て
い
る
、
と
報
告
す
る
と
、
一
段
と
悲
し
げ
に
白
髪
頭
を
こ
っ

く
り
と
頷う

な
づ

か
せ
、
ま
た
し
て
も
両
目
を
閉
じ
て
半
睡
半
醒
と
な
る
。

四
二
九　

皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
贈
り
物

　

皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
地
底
の
大
広
間
の
玉
座
に
就
い
て
い
る
の
を
目
撃
し
た
人
人
は
大
勢
い
る
。
彼
は
あ
る
い
は
一
人
で
、
あ
る

い
は
武
装
兵
ら
に
囲
ま
れ
、
あ
る
い
は
娘
の
皇
女
と
と
も
に
坐す

わ

っ
て
い
る
。
少
な
か
ら
ぬ
伝
説
で
は
、
羊
飼
い
の
前
に
〔
皇
帝
の
道
化
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の
〕
侏し

ゅ
じ
ゅ儒

が
現
れ
た
、
と
あ
る
。
こ
れ
が
皇
女
自
身
だ
っ
た
こ
と
も
。
あ
る
羊
飼
い
の
少
年
が
シ
ャ
ル
マ
イ
で
優
雅
な
曲
を
吹
い
て
い

る
と
、
背
後
に
白
髪
頭
の
貴
人
が
立
ち
、
穏
や
か
な
声
音
で
こ
う
訊た

ず

ね
た
。「
坊
や
、
だ
れ
の
た
め
に
そ
の
曲
を
吹
い
た
の
か
の
」。

─
少
年
は
怯お

め
ず
臆
さ
ず
こ
う
叫
ん
だ
。「
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
様
の
お
ん
た
め
に
」。
す
る
と
老
人
は
、
随つ

い
て
お
い
で
、
と
少
年

に
手
招
き
し
た
。
そ
こ
で
少
年
は
老
人
に
導
か
れ
て
腰
を
上
げ
、
地
面
の
下
へ
と
降
り
て
行
っ
た
。
そ
こ
に
は
数
数
の
宝
物
が
ど
っ
さ

り
あ
り
、
武
装
し
た
兵
士
た
ち
が
立
ち
並
び
、
老
人
の
前
で
深
深
と
頭
を
垂
れ
た
。
そ
こ
で
仰
天
し
た
羊
飼
い
は
、
案
内
人
が
だ
れ
な

の
か
分
か
っ
た
の
で
あ
る
。
皇
帝
は
「
こ
の
若
者
は
朕ち

ん

に
敬
意
を
表
し
て
く
れ
た
」
と
言
い
、
少
年
に
地
底
の
大
広
間
の
絢け

ん
ら
ん爛

豪
華
な

佇た
た
ず

ま
い
を
見
物
さ
せ
た
。
そ
れ
か
ら
一
つ
の
容
器
か
ら
そ
の
脚
を
も
ぎ
取
っ
て
少
年
に
渡
し
て
い
わ
く
「
地
表
へ
行
っ
て
こ
う
告
げ

る
が
よ
い
。
時
満
ち
て
、
主
な
る
神
が
こ
の
呪
封
か
ら
我
ら
を
解
放
し
て
く
だ
さ
っ
た
ら
、
ド
イ
ツ
の
国
は
自
由
に
な
る
の
だ
、
と
」。

羊
飼
い
の
少
年
は
地
表
へ
出
た
が
、
一
体
全
体
自
分
の
身
に
何
が
起
こ
っ
た
の
か
、
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
か
っ
た
。
手
に
し
た
皇
帝
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
の
贈
り
物
は
純
金
だ
っ
た
。

　

こ
れ
は
ま
た
別
の
ジ
ッ
テ
ン
ド
ル
フ
の
牧
人
が
悲
し
み
に
沈
ん
で
山
上
の
皇カ

イ
ザ
ー帝

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
塔
の
傍
ら
に
立
っ
て
い
た
こ
と
が
あ

る
。
彼
に
は
好
き
な
女
の
子
が
あ
る
の
だ
が
、
あ
ん
ま
り
貧
乏
な
の
で
、
結
婚
で
き
な
か
っ
た
の
で
。
そ
の
時
綺
麗
な
青
い
花
が
風
に

ゆ
ら
め
い
て
い
る
の
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
摘
み
取
っ
て
、
帽
子
に
挿
し
た
。
す
る
と
塔
の
壁
の
裂
け
目
か
ら
一
人
の
侏
儒
が
顔
を
出
し
、

羊
飼
い
に
手
招
き
し
た
。
そ
こ
で
這は

っ
て
そ
の
後
に
随つ

い
て
行
っ
た
。
地
底
へ
着
く
と
美
し
い
石
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を

拾
い
上
げ
た
。
と
こ
ろ
が
屈か

が

ん
だ
拍
子
に
帽
子
に
挿
し
て
お
い
た
花
が
落
ち
た
。
薄
明
か
り
で
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
地
底
深
く
の
洞

窟
に
坐
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
が
、
恐
ろ
し
か
っ
た
の
で
、
向
き
を
変
え
て
引
き
下
が
っ
た
。「
一
番
大
事
な
物
を
忘
れ
る
ん
じ
ゃ
な

い
ぞ
」
と
侏
儒
が
呼
び
掛
け
た
が
、
牧
人
は
慌
て
て
立
ち
去
っ
た
。
山
上
に
戻
り
、
再
び
塔
の
外
に
出
る
と
、
侏
儒
が
壁
か
ら
頭
を
突

き
出
し
て
ま
た
し
て
も
怒
鳴
っ
た
。「
お
ま
え
、あ
の
花
は
ど
う
し
た
」。

─
牧
人
が
帽
子
を
取
っ
て
見
る
と
、花
は
付
い
て
い
な
か
っ
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た
。「
あ
あ
っ
、
失な

く
し
ち
ま
っ
た
」
と
牧
人
。

─
「
お
お
、
こ
の
大
莫ば

か迦
者
。
あ
の
花
は
な
あ
、
キ
フ
ホ
イ
ザ
ー
の
山
や
ロ
ー
テ

ン
ブ
ル
ク
よ
り
値
打
ち
が
あ
る
の
に
」
と
侏
儒
は
叫
ん
で
、
姿
を
消
し
た
。
夕
方
、
愛い

と

し
い
娘
の
家
を
訪
れ
た
牧
人
は
、
ど
ん
な
体
験

を
し
た
か
物
語
り
、
そ
れ
か
ら
拾
っ
た
石
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
隠ポ

ケ
ッ
トし

か
ら
引
っ
張
り
出
す
と
、
う
わ
あ
、
あ
り
が
た
や
、
そ
れ
ら

は
チ
リ
ン
チ
リ
ン
と
鳴
り
響
く
金
貨
に
変
わ
っ
て
い
た
。

　

あ
る
貧
し
い
羊
飼
い
だ
が
、
横フ

レ
ー
テ笛

を
な
ん
と
も
上
手
に
吹
い
て
い
る
と
、
皇カ

イ
ザ
ー帝

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
塔
の
傍
ら
に
侏
儒
が
一
人
現
れ
、
呪

い
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
皇
帝
に
お
目
通
り
し
、
皇
帝
の
お
ん
た
め
に
一
曲
演
奏
す
る
気
が
あ
る
か
、
と
訊
ね
た
。
羊
飼
い
は
承
知
し
て
、

地
底
に
降
り
、
笛
を
吹
い
た
。

─
す
る
と
老
皇
帝
は
ま
ど
ろ
み
か
ら
醒
め
て
頭
を
擡も

た

げ
、「
鴉か

ら
す

ど
も
は
い
ま
だ
に
山
の
周
り
を
飛
ん

で
お
る
か
」
と
問
い
掛
け
た
。「
ま
だ
飛
ん
で
お
り
ま
す
る
」
と
羊
飼
い
。

─
こ
の
返
辞
を
聞
く
と
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
溜
息
を

つ
き
、「
ま
た
百
年
眠
る
の
か
」
と
悲
し
げ
に
言
い
、こ
と
ん
と
寝
入
っ
た
。
そ
れ
か
ら
侏
儒
は
羊
飼
い
を
山
の
上
へ
と
連
れ
戻
し
た
が
、

全
然
何
も
く
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
羊
飼
い
は
心
中
こ
う
考
え
た
。「
地
面
の
下
で
も
地
面
の
上
と
お
ん
な
じ
で
か
ら
っ
け
つ
と
来
て

や
が
る
。
気
前
の
い
い
や
つ
、散
財
し
て
く
れ
る
や
つ
な
ん
ぞ
死
に
絶
え
ち
ま
っ
た
ん
だ
」。
─
さ
て
、塔
の
周
り
に
は
羊
飼
い
の
ち
っ

ぽ
け
な
畜
群
が
待
っ
て
い
た
。
ち
っ
ぽ
け
な

─
は
て
ね
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
う
じ
ゃ
う
じ
ゃ
い
る
ん
だ
。
ど
っ
か
の
ご
同
業
が
自

分
の
も
っ
と
大
き
な
群
れ
を
追
い
込
ん
だ
の
か
な
。
い
っ
た
い
そ
い
つ
は
ど
こ
に
い
る
。

─
い
や
い
や
、
別
の
羊
飼
い
な
ど
い
は
し

な
か
っ
た
。
笛
吹
き
の
羊
飼
い
は
羊
を
数
え
に
数
え
た
。
一
頭
、
二
頭
、
三
頭
…
…
十
頭
。
ま
だ
ま
だ
。
…
…
二
十
頭
…
…
五
十
頭
。

で
も
ま
だ
ま
だ
。
と
ど
の
つ
ま
り
彼
が
こ
の
山
の
上
ま
で
追
っ
て
来
た
群
れ
よ
り
百
頭
も
多
か
っ
た
。
こ
れ
が
皆
彼
の
羊
、
つ
ま
り
皇

帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
贈
り
物
で
、
横フ

レ
ー
テ笛

一
曲
に
対
す
る
返
礼
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

リ
ー
ト
の
レ
ー
プ
リ
ン
ゲ
ン
村
の
穀
物
運
送
業
者
が
ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
へ
穀
物
を
荷
馬
車
で
運
ぶ
途
中
、
一
人
の
侏
儒
に
誘
わ
れ
て

そ
の
貨
物
を
キ
フ
ホ
イ
ザ
ー
山
の
胎
内
に
持
ち
込
ん
だ
。丸
天
井
の
穴
蔵
に
無
数
の
樽た

る

が
あ
っ
て
、そ
れ
に
は
金
貨
が
剝む

き
出
し
で
ぎ
っ
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し
り
入
っ
て
い
た
が
、
そ
こ
か
ら
〔
穀
物
の
〕
市
価
以
上
は
取
ら
な
い
よ
う
に
、
と
言
わ
れ
た
。
車し

ゃ
り
き力

は
そ
の
通
り
に
し
た
。
山
の
外

へ
持
っ
て
出
る
と
、至
極
古
い
〔
純
良
な
〕
貨
幣
だ
っ
た
。
別
の
ゲ
ホ
ー
フ
ェ
ン
の
農
夫
は
同
じ
条
件
で
同
じ
こ
と
を
や
ら
さ
れ
た
が
、

こ
ち
ら
は
隠ポ

ケ
ッ
トし

と
い
う
隠ポ

ケ
ッ
トし

に
金
貨
を
ぎ
っ
し
り
詰
め
込
ん
だ
。
し
か
し
日
の
光
で
見
る
と
、
そ
れ
ら
は
ど
れ
も
こ
れ
も
風
雨
に
曝さ

ら

さ

れ
た
古
い
鉛
の
貨
幣
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
男
は
城し

ろ
あ
と址

に
駈か

け
戻
り
、
侏
儒
に
呼
び
掛
け
て
、
貨
物
の
値
段
相
応
で
い
い
か
ら
金

を
払
っ
て
く
れ
、と
懇
願
し
た
が
、侏
儒
は
ま
る
き
り
現
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
農
夫
は
罵ば

り
ぞ
う
ご
ん

詈
雑
言
を
並
べ
始
め
、鉛
の
い
か
さ
ま
銭
っ

こ
な
ん
ど
で
穀
物
を
手
に
入
れ
て
よ
う
、
老お

い
ぼ耄

れ
皇
帝
を
だ
し
に
使
っ
て
人
様
を
た
ぶ
ら
か
す
た
あ
、
な
ん
て
え
ま
あ
糞く

そ

忌
忌
し
い
取

引
を
し
や
あ
が
る
、
雷
が
落
っ
こ
っ
て
皇
帝
の
金
貨
を
全
部
土
の
下
へ
埋
め
て
く
れ
り
ゃ
あ
い
い
、
と
が
な
り
立
て
た
も
の
。

─
し

か
し
、
農
夫
は
も
っ
と
ひ
ど
い
目
に
遭あ

っ
た
。
目
に
見
え
な
い
手
で
、
前
に
貰も

ら

っ
た
貨
幣
の
数
よ
り
ず
っ
と
ず
っ
と
た
く
さ
ん
、
平
手

打
ち
を
喰く

ら
わ
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

子
ど
も
や
大
人
が
〔
キ
フ
ホ
イ
ザ
ー
の
〕
廃は

い
き
ょ墟

の
中
、あ
る
い
は
道
端
に
亜
麻
の
胚は

い
が芽

が

─
時
折
は
冬
期
で
さ
え
も

─
散
ら
ば
っ

て
い
る
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
冬
の
夜
楽
器
を
奏
で
な
が
ら
キ
フ
ホ
イ
ザ
ー
の
麓
を
通
り
掛
か
っ
た
楽
士
た
ち
が
緑
の

小
枝
を
貰も

ら

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
い
う
物
を
見
つ
け
た
、
あ
る
い
は
貰
っ
た
者
は
そ
れ
を
軽
ん
じ
て
は
い
け
な
い
の
だ
っ
た
。
金
貨

に
変
わ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
呑の

ん
べ
え

兵
衛
ど
も
が
結
構
な
飲
み
物
を
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
一
団
の
若
い
衆
が
麦ビ

ー
ル酒

を
酌
み
交
わ
し
て
い

て
、
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
健
康
を
祝
す
と
、
ち
っ
ぽ
け
な
給
仕
が
一
人
、
黄こ

が
ね金

の
酒
杯
と
飛
び
切
り
上
等
の
葡ワ

イ

ン
萄
酒
二ふ

た
び
ん壜

を
持
っ
て

現
れ
、
一
座
全
員
を
も
て
な
し
、
皇
帝
の
健
康
を
祝
う
乾
杯
の
音
頭
を
取
っ
た
者
に
そ
の
酒
杯
を
贈
呈
し
た
。

─
新
年
を
寿こ

と
ほ

ぐ
唄

を
歌
っ
て
い
た
合
唱
団
が
幸
せ
に
も
キ
フ
ホ
イ
ザ
ー
の
山
上
で
冬
の
最さ

な
か中

に
九
柱
戯
場
と
九
柱
戯
を
楽
し
ん
で
い
る
男
た
ち
に
出
逢
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
歌
い
手
た
ち
は
〔
唄
の
礼
と
し
て
〕
柱ピ

ン

を
一
本
貰
っ
た
。
こ
れ
を
持
っ
て
山
を
下
る
と
、
柱ピ

ン

は
金き

ん
む
く

無
垢
だ
っ
た
。

─
あ
る
少
女
が
担
保
遊
び
で
冗
談
に
こ
ん
な
品
物
を
言
い
付
け
ら
れ
た
。
キ
フ
ホ
イ
ザ
ー
へ
登
り
、
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
長
く
伸
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び
た
赤あ

か
ひ
げ髭

か
ら
毛
を
三
本
引
っ
こ
抜
い
て
来
い
、
と
。
娘
は
〔
本
当
に
〕
出
掛
け
て
行
っ
て
、
一
時
間
後
帰
っ
て
来
た
。
燃
え
る
よ
う

に
赤
い
三
本
の
長
い
毛
を
持
っ
て
。
皆
び
っ
く
り
し
た
。
彼
女
は
そ
の
毛
を
注
意
深
く
紙
に
く
る
ん
で
取
っ
て
お
い
た
。
一
年
後
櫃ひ

つ

の

と
こ
ろ
に
来
て
、
紙
包
み
を
手
に
す
る
と
、
と
っ
て
も
、
と
っ
て
も
重
か
っ
た
。
包
み
を
開
い
て
み
る
と

─
三
本
の
毛
は
一
吋ツ

ォ
ル

も

の
厚
さ
の
三
本
の
黄き

ん金
の
延
べ
棒
に
変
わ
っ
て
い
た
。

　

皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
賜た

ま
も
の物

に
つ
い
て
の
こ
う
し
た
伝
説
だ
け
で
も
優
に
一
冊
の
本
が
書
け
よ
う
。

四
三
〇　

山
の
惑
わ
し

　

キ
フ
ホ
イ
ザ
ー
山
の
す
ぐ
麓ふ

も
と

に
あ
る
テ
ィ
レ
ダ
は
そ
の
昔
黄デ

ィ
ー
・
ギ
ュ
ル
ド
ネ
・
ア
ウ
エ

金
の
沃
野
に
散
在
す
る
皇
帝
居
城
の
一
つ
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、

こ
こ
に
貧
し
く
は
あ
る
が
正
直
者
の
許い

い
な
ず
け婚

同
士
が
い
た
。
婚
礼
を
挙
げ
よ
う
と
し
た
が
、
あ
い
に
く
台
所
道
具
が
足
り
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
お
客
を
何
人
か
は
招
い
て
い
た
の
で
、
娘
の
父
親
は
冗
談
半
分
「
キ
フ
ホ
イ
ザ
ー
に
登
っ
て
、
あ
そ
こ
の
お
姫
様
か
ら
お
め

え
た
ち
に
要
り
用
な
品
を
借
り
て
き
た
ら
よ
か
ん
べ
え
」
と
言
っ
た
。
若
者
と
娘
が
山
の
上
へ
行
く
と
、
皇
女
が
も
う
待
ち
受
け
て
い

て
、
二
人
に
長
い
こ
と
素
晴
ら
し
い
も
の
を
た
く
さ
ん
見
物
さ
せ
た
あ
げ
く
、
所
帯
道
具
を
欲
し
い
だ
け
く
れ
た
。
二
人
は
テ
ィ
レ
ダ

へ
戻
っ
た
が
、そ
の
頃
に
は
担
い
だ
荷
物
が
重
く
て
堪た

ま

ら
な
く
な
っ
て
い
た
。
着
い
た
テ
ィ
レ
ダ
は
な
に
も
か
も
妙
ち
き
り
ん
だ
っ
た
。

道
こ
そ
ま
だ
元
の
ま
ま
だ
っ
た
が
、
花
嫁
の
父
親
の
小
屋
が
あ
っ
た
場
所
に
は
大
き
な
百
姓
屋
敷
が
建
っ
て
い
た
し
、
逢
う
人
、
逢
う

人
、
だ
れ
も
か
れ
も
見
知
ら
ぬ
顔
ば
か
り
、
彼
ら
が
着
て
い
る
物
も
異
様
だ
っ
た
。
二
人
は
訝い

ぶ
か

し
く
て
な
ら
な
か
っ
た
が
、
村
の
人

人
の
方
も
二
人
の
こ
と
を
訝
し
ん
だ
。
一
人
も
知
人
が
い
な
い
の
で
、
二
人
は
牧
師
を
訪
ね
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
御
仁
に
も
馴
染
み
が

無
い
。
も
っ
と
も
牧
師
は
親
切
に
こ
う
訊き

い
て
く
れ
た
。「
さ
て
さ
て
い
っ
た
い
ど
な
た
か
な
、
お
年
寄
り
が
た
。
ぜ
ん
た
い
ど
こ
か

（　

）
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ら
お
い
で
に
な
っ
た
」。

─
「
お
や
ま
あ
、
あ
た
し
ら
、
キ
フ
ホ
イ
ザ
ー
か
ら
下
り
て
来
た
と
こ
で
す
。
二
時
間
前
に
登
っ
た
ん
で
」

と
許
婚
同
士
の
若
者
と
娘
は
答
え
、
牧
師
が
自
分
た
ち
を
、「
お
年
寄
り
」
な
ん
て
呼
ん
だ
の
が
不
思
議
で
な
ら
な
か
っ
た
。
牧
師
は

途
方
に
暮
れ
て
頭
を
振
り
振
り
教
会
記
録
簿
を
調
べ
た
。
す
る
と
、
な
ん
と
、
二
人
の
名
前
が
見
つ
か
っ
た
の
だ
。
二
人
は
二
百
年
前

に
山
の
惑
わ
し
に
遭あ

っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
た
。
極
老
の
男
女
は
結
婚
式
を
挙
げ
て
も
ら
い
、
教
会
墓
地
の
自
分
た
ち
の
墓
の
上
に
坐

り
込
ん
で
泣
い
た
。
な
に
せ
も
は
や
こ
の
世
に
身
の
置
き
所
が
無
か
っ
た
の
で
。
そ
れ
か
ら
二
人
は
く
た
く
た
と
倒
れ
、
体
は
塵ち

り

と
化

し
た
。

　

ジ
ッ
テ
ン
ド
ル
フ
の
山や

ぎ羊
飼
い
ペ
ー
タ
ー
・
ク
ラ
ウ
ス
に
も
同
様
の
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
群
れ
か
ら
離
れ
て
〔
キ
フ
ホ
イ
ザ
ー
の
〕

廃は
い
き
ょ墟

に
紛
れ
込
ん
で
し
ま
っ
た
牝め

山
羊
を
追
っ
て
行
っ
た
の
だ
が
、
や
っ
と
こ
見
つ
け
た
山
羊
は
丸
天
井
の
穴
蔵
の
中
で
、
上
の
穴
か

ら
落
ち
て
来
る
燕え

ん
ば
く麦

を
食は

ん
で
い
た
。
穴
蔵
に
い
る
と
頭
上
で
馬
の
蹄
の
音
が
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
辺
り
を
見
回
す
と
九
柱
戯
を
し

て
い
る
騎
士
た
ち
が
い
た
。
騎
士
た
ち
の
許も

と

に
行
く
と
、
柱ピ

ン

を
立
て
る
仕
事
を
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
容
器
に
な
み
な
み
入
っ
て
い

る
葡ワ

イ

ン
萄
酒
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
が
、
こ
の
容
器
は
一
向
空
っ
ぽ
に
な
ら
ず
、
と
う
と
う
彼
は
酔
っ
て
眠
っ
て
し
ま
っ
た
。
目
を
覚
ま
す

と
、
廃
墟
の
外
の
高
く
生
い
繁し

げ

っ
た
草
む
ら
に
寝
転
ん
で
い
た
が
、
頭
上
に
聳そ

び

え
る
木
木
は
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
も
の
だ
っ
た
。

ク
ラ
ウ
ス
は
口
笛
を
吹
い
て
犬
を
呼
ん
だ
。
犬
は
来
な
か
っ
た
。
山
羊
の
群
れ
を
探
し
た
が
、
一
匹
も
姿
が
見
え
な
か
っ
た
。
む
し
ゃ

く
し
ゃ
し
な
が
ら
村
に
下
り
て
行
く
と
、
牧
夫
小
屋
は
崩
れ
か
か
っ
て
お
り
、
傍
に
痩
せ
こ
け
た
犬
が
一
頭
い
て
、
こ
や
つ
は
け
し
か

ら
ぬ
こ
と
に
彼
に
向
か
っ
て
唸う

な

っ
た
。
そ
し
て
男
の
子
が
「
や
い
や
い
、
あ
の
お
ん
ぼ
ろ
爺じ

い

さ
ん
、
何
し
に
来
た
ん
だ
ろ
う
」
と
叫
ん

だ
。
ク
ラ
ウ
ス
は
幾
人
か
の
村
人
に
質
問
し
た
。
村
人
た
ち
は
じ
ろ
じ
ろ
横
目
で
彼
を
眺
め
る
だ
け
で
、返
辞
し
て
は
く
れ
な
か
っ
た
。

最
後
に
「
ク
ル
ト
・
シ
ュ
テ
フ
ェ
ン
は
ど
こ
に
住
ん
で
る
だ
ね
」
と
訊き

く
と
、
一
人
の
お
っ
か
あ
が
叫
ん
だ
。「
ほ
う
、
お
爺
さ
ん
、

あ
の
人
は
こ
の
十
二
年
ち
ゅ
う
も
の
こ
こ
に
ゃ
あ
住
ん
で
ね
え
だ
よ
。
ザ
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
下
の
オ
ル
デ
ィ
ス
レ
ー
ベ
ン
へ
引
っ
越
し
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た
で
ね
」。

─
「
ベ
ル
テ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ア
ー
は
」。

─
「
あ
れ
ま
あ
」
と
別
の
女
が
金
切
り
声
を
出
し
た
。「
あ
の
衆
は
十
五
年

こ
の
か
た
墓
場
で
眠
っ
て
ご
ざ
る
だ
」。

─
そ
の
時
一
人
の
若
い
女
が
ク
ラ
ウ
ス
の
目
に
入
っ
た
。
彼
女
は
片
腕
に
子
ど
も
を
一
人

抱
き
、
四
歳
く
ら
い
の
女
の
子
の
手
を
引
い
て
い
た
。
こ
の
三
人
の
顔
は
ク
ラ
ウ
ス
の
女
房
そ
っ
く
り
だ
っ
た
。
そ
こ
で
ク
ラ
ウ
ス
は

こ
の
女
に
訊た

ず

ね
た
。「
あ
ん
た
、
な
ん
ち
ゅ
う
名
前
だ
。
そ
れ
か
ら
あ
ん
た
の
お
父と

っ
つ
ぁ
ん
は
」。

─
若
い
女
は
答
え
た
。「
あ
た

し
は
マ
リ
ー
エ
。
お
父
っ
つ
ぁ
ん
は
ク
ラ
ウ
ス
っ
て
い
っ
た
わ
。
神
よ
、
霊み

た
ま魂

を
救
い
た
ま
え
。
お
父
っ
つ
ぁ
ん
は
二
十
年
前
キ
フ
ホ

イ
ザ
ー
に
上
が
っ
て
っ
た
。犬
と
山
羊
た
ち
は
お
父
っ
つ
ぁ
ん
抜
き
で
村
に
戻
っ
て
来
た
。お
父
っ
つ
ぁ
ん
は
二
度
と
帰
っ
て
来
な
か
っ

た
。
わ
た
し
ら
夜
昼
捜さ

が

し
続
け
た
け
ん
ど
、
ど
う
し
て
も
見
つ
か
ん
な
か
っ
た
」。

─
「
あ
あ
、
神
様
」
と
ペ
ー
タ
ー
・
ク
ラ
ウ
ス

は
溜
息
を
つ
い
て
叫
ん
だ
。「
お
ら
の
娘
、
お
ら
の
愛い

と

し
い
マ
リ
ー
エ
や
。
お
ら
だ
よ
。
お
め
え
の
父
っ
つ
ぁ
ん
が
も
う
分
か
ら
ね
え

だ
か
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
お
ら
は
二
十
年
も
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
と
一
緒
に
山
で
夢
さ
見
て
た
の
か
な
あ
。
お
ら
に
ゃ
あ
ほ
ん
の
二
、
三
時

間
と
し
か
思
え
ね
え
だ
が
よ
う
」。

　

キ
フ
ホ
イ
ザ
ー
山
麓
で
豚
番
を
し
て
い
た
別
の
牧
人
だ
が
、
前
述
の
山
羊
飼
い
の
よ
う
に
、
群
れ
の
一
頭
が
い
な
く
な
っ
た
。
三
日

後
城し

ろ
あ
と址

の
壁
の
裂
け
目
か
ら
も
が
き
出
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
や
っ
と
見
つ
け
た
。
も
っ
と
も
穴
く
ぐ
り
は
難
行
苦
行
だ
っ
た
。

な
に
し
ろ
こ
の
牝
豚
、
ち
ょ
っ
と
の
間
に
文
字
通
り
の
で
く
で
く
豚
姫
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
以
前
は
が
り
が
り
の
痩
せ
っ
ぽ

ち
だ
っ
た
の
だ
が
、
今
は
体
中
ぶ
る
ん
ぶ
る
ん
と
震
え
る
ば
か
り
の
肥
え
か
た
。
こ
の
話
が
評
判
に
な
る
と
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク

伯
は
真
偽
を
確
か
め
た
く
な
り
、
一
人
の
死
刑
囚
を
そ
の
山
の
穴
に
潜
り
込
ま
せ
た
。
地
底
に
何
が
あ
る
か
、
見
届
け
て
来
い
、
と
命

じ
て
。
囚
人
は
命
を
賭
け
て
こ
れ
を
遂
行
し
た
。
囚
人
は
豚
が
通
っ
た
道
を
下
り
、
皇
帝
に
お
目
に
懸
か
っ
た
。
皇
帝
は
ま
こ
と
に
厳

し
い
眼
差
し
で
男
を
ご
覧
に
な
り
、
黄
金
の
指ゆ

び
わ環

を
よ
こ
し
て
、
こ
う
の
た
も
う
た
。「
こ
の
指
環
を
伯
爵
に
持
っ
て
ま
い
れ
。
し
て
、

か
よ
う
に
申
せ
。
人
を
こ
こ
に
送
っ
て
、
内
部
を
窺う

か
が

わ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
二
度
と
ま
か
り
な
ら
ぬ
。
こ
こ
に
は
そ
ち
が
穿せ

ん
さ
く鑿

せ
ね

（　
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ば
な
ら
ぬ
こ
と
な
ど
何
も
無
い
、と
な
」。─
使
者
は
指
環
と
御み

言
葉

─
前
者
は
後
者
よ
り
結
構
だ
っ
た

─
を
伯
爵
に
持
ち
帰
り
、

無
事
に
釈
放
さ
れ
た
。

四
三
一　

皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
宮
廷
の
人
人

　

伝
説
は
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
地
下
の
宮
廷
を
構
成
し
て
い
る
集
団
お
よ
び
個
個
の
人
人
に
言
及
し
て
い
る
。
皇
帝
に
次
い
で
最
も

高
位
に
あ
る
の
は
皇
女
で
あ
る
。
彼
女
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
息
女
と
い
う
こ
と
に
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
姪め

い

に
過
ぎ
な
い
。
皇
女
に

は
一
群
の
貴
族
令
嬢
が
仕
え
て
お
り
、
夜
と
も
な
れ
ば
皇
女
と
と
も
に
白
馬
に
乗
り
、
白
衣
を
纏ま

と

い
、
キ
フ
ホ
イ
ザ
ー
の
尾
根
を
騎
行
、

荒ダ
ス
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
ヘ
ー
ア

れ
狂
う
同
勢
や
ヘ
ー
ル
ゼ
ル
ベ
ル
ク
の
女
た
ち
と
仲
間
に
な
っ
た
り
す
る
。
ま
た
更
に
大
勢
の
騎
士
輩ば

ら

、僧
侶
た
ち
、侏し

ゅ
じ
ゅ儒

ら
と
い
っ

た
皇
帝
の
廷
臣
、
召
使
い
ら
が
も
ろ
と
も
に
山
の
胎
内
に
呪
封
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
ど
ん
じ
り
に
控
え
し
は
、
お
伽
話
の
主
人
公
ユ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
の
鍛
冶
屋
で
、彼
も
ま
た
地
下
に
滞
在
し
て
い
る
。
ペ
ト
ル
ス
聖
者
が
本
人
自
身
わ
ざ
わ
ざ
鍛
冶
屋
の
許も

と

に
や
っ
て
来
て
、

三
つ
の
願
い
を
叶
え
て
や
る
、
と
言
っ
て
く
れ
た
の
だ
が
、
鍛
冶
屋
さ
ん
、
な
ん
と
も
莫ば

か迦
げ
た
願
い
か
た
を
や
ら
か
し
た
。
も
っ
と

も
、
訪
れ
た
死
を
〔
庭
の
梨な

し

の
木
の
上
で
〕
動
け
な
く
し
た
り
、
悪
魔
を
し
た
た
か
に
ぶ
ん
殴
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
効
用
も
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
と
う
と
う
死
ん
だ
鍛
冶
屋
が
、
永
遠
の
浄
福
を
願
わ
な
か
っ
た
た
め
天
国
に
入
れ
て
も
ら
え
ず
、
し
か
ら
ば
、
と
ば
か

り
て
く
て
く
地
獄
へ
下
り
て
行
く
と
、
悪
魔
は
震
え
上
が
っ
て
、
す
ぐ
さ
ま
地
獄
に
防ぼ

う
ぎ
ょ禦

設
備
を
構
築
、
戒
厳
令
を
布し

い
た
。
か
く
し

て
ユ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
の
鍛
冶
屋
は
か
わ
い
そ
う
に
天
国
へ
も
地
獄
に
も
入
れ
ず
、
さ
れ
ば
と
て
煉れ

ん
ご
く獄

は
御
免
蒙こ

う
む

り
た
か
っ
た

─
あ

そ
こ
の
火
は
自
分
に
は
熱
過
ぎ
る
と
い
う
わ
け

─
か
ら
、
涼
し
い
場
所
を
探
し
て
地
底
の
キ
フ
ホ
イ
ザ
ー
城
に
参
着
、
い
ま
だ
に
そ

こ
に
い
る
。
そ
う
し
て
皇
帝
や
皇
女
、
そ
れ
か
ら
皇
女
お
付
き
の
空
中
を
飛
行
す
る
上じ

ょ
う
ろ
う﨟

が
た
の
馬
に
ピ
カ
ピ
カ
の
黄
金
で
作
っ
た
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蹄て
い
て
つ鉄

を
打
っ
て
い
る
。
彼
女
ら
は
空
ば
か
り
飛
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
時
時
蹄
鉄
を
落
と
す
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も

そ
う
し
た
拾
い
物
は
当
て
に
し
な
い
方
が
よ
ろ
し
い
。ヴ
ェ
ネ
チ
ア
人
、宝
石
掘
り
、宝
探
し
、悪
魔
祓は

ら

い
な
ど
の
面
面
は
キ
フ
ホ
イ
ザ
ー

山
頂
、
山
中
、
山
麓
で
昔
か
ら
頻
繁
に
活
動
し
て
来
た
。
そ
の
活
動
ぶ
り
に
つ
い
て
は
や
は
り
伝
説
や
物
語
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
彼
ら

は
し
ば
し
ば
キ
フ
ホ
イ
ザ
ー
地
下
宮
廷
の
眷け

ん
ぞ
く属

に
よ
っ
て
脅お

び
や

か
さ
れ
て
い
る
。

　

ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
の
城
で
偶
像
と
お
ぼ
し
き
物
、
あ
の
有
名
な
ピ
ュ
ス
テ
リ
ヒ
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
今
な
お
ゾ
ン
ダ
ー
ス
ハ
ウ

ゼ
ン
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
夥

お
び
た
だ

し
い
本
が
書
か
れ
て
来
た
。
ピ
ュ
ス
タ
ー
に
言
及
し
て
い
る
小
冊
子
、
論
説
、
覚

え
書
き
の
類た

ぐ
い

を
正
確
に
数
え
挙
げ
れ
ば
総
計
九
十
四
編
で
、
こ
の
本
は
九
十
五
番
目
と
な
る
。

四
三
二　

殻か
ら
ざ
お棹
使
い

　

一
四
一
二
年
の
こ
と
、
黄デ

ィ
ー
・
ギ
ュ
ル
ド
ネ
・
ア
ウ
エ

金
の
沃
野
に
兇
暴
な
一い

っ
き揆

が
起
こ
っ
た
。
農
民
、
木き

こ
り樵

、
森
棲
ま
い
の
者
た
ち
が
殻
棹
を
軍
旗
と
し
、

そ
の
旗
印
の
下
に
結
集
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
あ
る
山
賊
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ル
ド
ル
ン
ゲ
ン
な
る
男
を
首
領
に
選
び
、

荒デ
ィ
ー
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
ヤ
ー
ク
ト

れ
狂
う
狩
り
の
一
団
さ
な
が
ら
黄デ

ィ
ー
・
ギ
ュ
ル
ド
ネ
・
ア
ウ
エ

金
の
沃
野
と
ハ
ー
ル
ツ
山
地
を
席せ

き
け
ん捲

、
ホ
ー
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
城
塞
お
よ
び
そ
の
他
の
城
城
を

破
壊
し
、
焼
き
払
い
、
略
奪
し
、
獲
物
を
分
配
し
た
。
な
に
し
ろ
現
世
の
物
は
全
て
共
有
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
彼
ら

の
信
条
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
彼
ら
を
歌
っ
た
古
い
唄
に
も
こ
う
あ
る
。
彼
ら
の
暴
れ
か
た
は
、

狂
え
る
犬
ど
も
さ
な
が
ら
に
し
て
、

共
有
、
共
有
、
と
二に

ろ
く
じ
ち
ゅ
う

六
時
中
叫
べ
り
。
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殻
棹
使
い
た
ち
は
財
産
の
分
配
・
共
有
を
そ
そ
の
か
し
て
止
ま
ぬ
古
い
唄
を
歌
い
、
口
笛
で
吹
い
た
。
こ
の
唄
は
、
雷
鳴
が
雲
に
当

た
っ
て
砕
け
、
殷い

ん
い
ん殷

と
反
響
し
て
止
ま
ぬ
よ
う
に
、
そ
の
後
数
世
紀
に
亘わ

た

り
谺こ

だ
ま

し
続
け
た
が

─
こ
れ
を
圧
殺
す
る
動
き
も
起
こ
ら

ず
に
は
い
な
か
っ
た
。
騎
士
た
ち
は
同
盟
し
て
、
見
つ
け
し
だ
い
農
民
た
ち
を
虐
殺
、
あ
る
い
は
捕
虜
に
し
て
猟
犬
の
よ
う
に
二
人
ず

つ
繋
ぎ
合
わ
せ
、
死
ぬ
ま
で
鞭
打
っ
た
。
一
味
徒
党
の
頭
目
〔
＝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
〕
は
、
殻
棹
使
い
の
一
員
だ
っ
た
ハ
ー
ル
ツ
の
炭
焼

き
男
に
火
掻
き
棒
で
殺
さ
れ
た
。
げ
に
不
義
背
信
は
身
の
破
滅
で
あ
る
。

　

不
思
議
な
こ
と
に
歴
史
と
神
の
摂
理
の
予
兆
が
年
数
の
中
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
一
四
一
二
年
の
一
、
四
、
一
、

二
と
い
う
数
字
を
取
り
上
げ
て
、
掛
け
算
し
て
み
よ
う
。
一
×
一
は
一
、
四
×
二
は
八
。
こ
れ
を
書
き
記
す
と
十
八
と
な
る
。
そ
れ
か

ら
年
数
の
数
字
を
数
え
る
と
四
箇
で
あ
る
。
数
字
を
足
す
と
八
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
を
書
き
並
べ
る
と
、
一
、
八
、
四
、
八
、
す

な
わ
ち
一
八
四
八
年
と
い
う
年
数
が
現
れ
る
。
こ
の
年
に
は
殻
棹
も
殻
棹
使
い
も
ど
っ
さ
り
見
掛
け
ら
れ
た
。
彼
ら
殻
棹
使
い
は
一
四

一
二
年
の
古
い
唄
に
歌
わ
れ
語
ら
れ
た
無な

ら
ず
も
の

頼
漢
ど
も
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
ソ
ロ
モ
ン
は
正
し
い
。

「
曩さ

き

に
有
り
し
者
は
ま
た
後
に
あ
る
べ
し
曩さ

き

に
成
り
し
事
は
ま
た
後
に
成
る
べ
し
日
の
下
に
は
新
し
き
者
あ
ら
ざ
る
な
り
見
よ
是こ

れ

は
新

し
き
者
な
り
と
指
し
て
言
ふ
べ
き
物
あ
る
や
其そ

れ

は
我わ

れ
ら等

の
前さ

き

に
あ
り
し
世よ

よ々

に
既
に
久
し
く
在あ

り
た
る
者
な
り
」

四
三
三　

懺ざ
ん
げ悔
の
事
業

　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ

─
人
呼
ん
で
跳

デ
ア
・
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー

躍
伯

─
は
ザ
ン
ガ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
に
聖

ザ
ン
ク
ト

ウ
ル
リ
ヒ
教
会
を
建
立
し
て

誓
言
を
成
就
し
た
が
、
今
度
は
妻
の
ア
ー
デ
ル
ハ
イ
ト
と
も
ど
も
、
宮プ

フ
ァ
ル
ツ
グ
ラ
ー
フ

中
伯
に
加
え
た
悪
逆
に
対
す
る
悔
恨
に
苦
し
む
よ
う
に
な
っ

た
。
あ
る
年
の
聖カ

ー
ル
フ
ラ
イ
タ
ー
ク

金
曜
日
、
二
人
の
前
に
肉
料
理
が
供
さ
れ
た
。
そ
こ
で
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
妻
に
、
大だ

い
さ
い斎

を
守
る
べ
き
聖
な
る
日
に
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肉
料
理
を
食
べ
る
と
い
う
罪
に
ど
う
し
て
誘
お
う
と
す
る
の
か
、
と
訊た

ず

ね
た
。

─
す
る
と
ア
ー
デ
ル
ハ
イ
ト
は
、
二
人
が
こ
れ
よ
り

ず
っ
と
罪
深
い
肉
欲
に
身
を
任
せ
、
そ
の
た
め
卑
劣
な
謀
殺
に
ま
で
及
ん
だ
こ
と
を
、
悲
痛
な
口
調
で
夫
に
思
い
出
さ
せ
た
。
こ
う
言

わ
れ
た
伯
爵
は
奥
方
と
と
も
に
涙
を
流
し
、
ロ
ー
マ
へ
懺
悔
の
巡
礼
を
し
、
か
の
地
で
教
皇
に
贖し

ょ
く
ざ
い罪

を
課
し
て
戴い

た
だ

き
、
教
皇
の
裁
き

に
は
な
ん
で
あ
れ
二
人
と
も
従
い
ま
い
ら
せ
よ
う
、
と
誓
い
を
立
て
た
。
事
は
こ
の
通
り
に
行
わ
れ
、
教
皇
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
は
、
夫
妻

を
離
婚
さ
せ
、
彼
ら
の
子
ど
も
た
ち
の
相
続
分
か
ら
資
産
を
た
っ
ぷ
り
引
き
去
り
、
こ
れ
を
二
つ
の
修
道
院

─
で
き
る
だ
け
互
い
に

隔
た
っ
て
い
る

─
の
建
立
と
内
装
費
用
に
当
て
し
め
る
の
が
な
に
よ
り
の
贖
罪
と
考
え
た
。
か
く
し
て
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
伯
は
テ
ュ
ー

リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地

の
あ
る
谷
に
ラ
イ
ン
ハ
ル
ツ
ブ
ル
ン
修
道
院
を
、
ア
ー
デ
ル
ハ
イ
ト
は
オ
ル
デ
ィ
ス
レ
ー
ベ
ン
修
道
院
を
建
て
、
修
道

士
を
住
ま
わ
せ
た
。
ア
ー
デ
ル
ハ
イ
ト
は
ま
た
自
己
所
有
の
シ
ャ
イ
プ
リ
ッ
ツ
城
を
貴
族
の
令
嬢
た
ち
を
教
育
す
る
修
道
院
に
変
え
、

そ
の
初
代
修
道
院
長
と
な
っ
た
。
一
方
オ
ル
デ
ィ
ス
レ
ー
ベ
ン
に
は
彼
女
の
遺
灰
が
憩
う
て
い
る
。

　

さ
て
こ
の
オ
ル
デ
ィ
ス
レ
ー
ベ
ン
修
道
院
だ
が
、
こ
こ
に
は
一
一
三
六
年
人
頭
大
の
石
が
天
か
ら
降
っ
て
来
た
。
ま
た
修
道
士
の
幽

霊
ど
も
が
出
没
し
た
。
更
に
は
仕
返
し
を
す
る
墓
石
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
冒
瀆
行
為
を
目
に
見
え
ぬ
手
が
あ
か
ら
さ
ま
に
処

罰
し
た

─
五
行
証
書
の
授
与
〔
＝
平
手
打
ち
を
喰く

ら
わ
せ
る
こ
と
〕
に
よ
っ
て
。
オ
ル
デ
ィ
ス
レ
ー
ベ
ン
修
道
院
に
隠
さ
れ
て
い
る

と
い
う
財
宝
は
、
古
い
シ
ト
ー
会
派
の
修
道
院
ジ
ッ
テ
ィ
ン
ヒ
ェ
ン
バ
ハ
や
ギ
ュ
ン
タ
ー
聖
者
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
ゲ
リ
ン
ゲ
ン
修
道

院
の
財
宝
に
劣
ら
ず
噂
の
種
と
な
っ
て
い
る
。

四
三
四　

啼な

き
叫
び

　

古
き
塩
の
町
フ
ラ
ン
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン

─
往
昔
ザ
ク
セ
ン
族
、
フ
ラ
ン
ク
族
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
族
が
こ
の
一
帯
で
血
み
ど
ろ
の
戦
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い
を
交
え
た
頃
、
フ
ラ
ン
ク
族
か
ら
そ
の
名
を
貰も

ら

っ
た
の
が
こ
の
町
の
由
来
、
と
フ
ラ
ン
ク
族
は
主
張
し
た
も
の

─
に
は
、
ア
ル
テ

ン
ブ
ル
ク
の
ハ
ウ
ス
マ
ン
ス
塔

ト
ゥ
ル
ム

と
か
古
い
フ
ラ
ン
ケ
ン
ハ
ウ
ス
な
ど
で
、
ザ
ク
セ
ン
族
へ
の
押
さ
え
だ
っ
た
古
要
塞
の
遺
跡
が
い
ま

だ
に
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
シ
ト
ー
会
派
の
聖

ザ
ン
ク
ト

ゲ
オ
ル
ク
女
子
修
道
院
も
あ
り
、
修
道
院
附
属
教
会
に
は
聖
処
女
マ
リ
ア
の
奇き

せ
き蹟

の

像
が
立
っ
て
い
た
。
こ
の
像
は
ほ
ん
の
り
と
紅べ

に

の
差
し
た
天
使
の
よ
う
に
愛
ら
し
い
顔

か
ん
ば
せ

を
し
て
お
り
、
あ
り
が
た
い
至
福
の
時
代
に

は
い
と
も
優
雅
な
御お

姿
だ
っ
た
。
し
か
し
や
が
て
濁じ

ょ
く
せ世

と
も
な
る
と
、
像
の
顔
色
は
褪あ

せ
、
愛
ら
し
い
輝
き
は
消
え
た
。
か
く
し
て
一

五
二
五
年
、
荒
荒
し
い
熱
狂
に
駈か

ら
れ
た
農
民
た
ち
が
大
暴
動
を
起
こ
し
、
数
数
の
城
や
修
道
院
を
破
却
し
、
劫
略
し
、
灰か

い
じ
ん燼

に
帰
せ

し
め
る
と
い
う
事
態
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
か
の
年
に
は
イ
ー
レ
フ
ェ
ル
ト
、
ヴ
ァ
ル
ケ
ン
リ
ー
ト
、
フ
ォ
ル
ケ
ン
ロ
ー
デ
、
ケ
ル
ブ

ラ
、
ジ
ッ
テ
ィ
ヒ
ェ
ン
バ
ハ
、
オ
ル
デ
ィ
ス
レ
ー
ベ
ン
そ
の
他
の
修
道
院
が
そ
の
壮
麗
な
附
属
教
会
も
ろ
と
も
完
全
に
荒
廃
し
た
。
遂

に
は
主し

ゅ

の
懲こ

ら
し
め
の
笞し

も
と

が
稲
妻
の
ご
と
く
強
盗
ど
も
の
群
れ
に
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
。
こ
れ
は
ト
ー
マ
ス
・
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
が

煽
動
役
を
演
じ
、
民
衆
を
教き

ょ
う
さ唆

し
、
虹
の
旗
を
靡な

び

か
せ
、
そ
の
旗
色
に
足
ら
ず
が
ち
の
唐か

ら
く
れ
な
い紅

を
諸
侯
か
ら
送
ら
れ
た
特
使
ら
を
闇
討

ち
に
し
た
血
で
補
っ
た
あ
の
時
代
で
あ
る
。
農
民
軍
に
は
フ
ラ
ン
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
の
町
と
周
辺
の
あ
ら
ゆ
る
村
か
ら
来
た
ギ
デ
オ
ン
の

戦
士
た
ち

─
い
ず
れ
も
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
に
眩
惑
さ
れ
て
群
れ
集つ

ど

っ
た

─
の
妻
子
ら
も
付
き
随
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
は
と
あ
る
森

に
隠
れ
た
。
こ
の
森
か
ら
は
フ
ラ
ン
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
を
見
下
ろ
す
山

─
そ
の
頂
き
に
農
民
軍
の
陣
営
が
あ
っ
た

─
を
望
む
こ
と
が

で
き
た
。
さ
て
農
民
軍
と
こ
れ
に
対
抗
す
べ
く
進
軍
し
て
来
た
諸
侯

─
選
帝
侯
ヨ
ー
ハ
ン
、ザ
ク
セ
ン
公
ゲ
オ
ル
ク
、ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ

ヴ
ァ
イ
ク
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ
、
ヘ
ッ
セ
ン
方
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
、
ハ
ー
ル
ツ
山
地
そ
の
他
の
伯
爵
た
ち
、
と
い
っ
た
い
ず
れ
も
和
解
の
た
め

に
送
っ
た
使
者
を
殺
さ
れ
た
殿
た
ち

─
の
同
盟
軍
と
の
戦
い
の
火
蓋
が
切
ら
れ
る
と
、
ト
ー
マ
ス
・
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
が
駆
使
し
て
農

民
た
ち
を
瞞ま

ん
ち
ゃ
く着

・
狂
乱
さ
せ
た
妄
言
の
弁
才
は
全
く
の
ご
ま
か
し
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
七
千
三
百
以
上
の
農
民
が
そ
の

血
み
ど
ろ
の
身
体
で
戦
場
を
覆
っ
た
。
さ
り
な
が
ら
そ
っ
く
り
野
牛
の
革
に
縫
い
込
ま
れ
た
勇
者
は

─
口
舌
の
英
雄
は
お
お
か
た
そ
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う
し
た
も
の
だ
が

─
戦
場
か
ら
唾
棄
す
べ
き
逃
亡
を
行
い
、
ど
こ
か
の
寝
台
の
中
あ
る
い
は
下
に
潜
り
込
ん
だ
。
そ
こ
で
あ
の
森
か

ら
は
、ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
の
謀む

ほ
ん叛

心
に
惑
わ
さ
れ
た
市
民
や
農
民
の
罪
も
な
い
妻
子
た
ち
の
恐
ろ
し
い
悲
嘆
の
啼
き
叫
び
が
響
き
渡
っ
た
。

妻
子
た
ち
は
自
分
ら
の
父
、
息
子
、
兄
弟
、
許い

い
な
ず
け婚

、
男
友
だ
ち
が
情
け
容
赦
な
く
殺さ

つ
り
く戮

さ
れ
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
こ
の
森
は
啼

ゲ
ホ
イ
ル
・
ウ
ン
ト
・
ゲ
シ
ュ
ラ
イ

き
叫
び
な
る
名
で
、そ
し
て
あ
の
山
は
戦シ

ュ
ラ
ハ
ト
ベ
ル
ク

の
山
な
る
名
で
、い
つ
い
つ
ま
で
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
が
起
こ
っ
た
の
は
教
会
で
典カ

ン
タ
ー
タ

礼
歌
唱
が
歌
わ
れ
る
〔
復オ

ー
ス
テ
ル
ン

活
祭
後
の
第
四
〕
日
曜
日
明
け
の
月
曜
の
こ
と
。
農
民
た
ち
も
会
戦
の
前

美
し
い
唄
「
我
ら
聖
霊
に
ね
ぎ
た
て
ま
つ
る
」
を
歌
い
さ
え
し
た
。
し
か
し
聖
霊
は
、
天
国
と
地
獄
が
隔
た
っ
て
い
る
ほ
ど
、
彼
ら
の

所
業
と
は
懸
け
離
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
農
民
た
ち
の
願
い
を
聞
き
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

四
三
五　

ゲ
リ
ン
ゲ
ン
の
ギ
ュ
ン
タ
ー
聖
者

　

フ
ラ
ン
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
と
ゾ
ン
ダ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
の
間
の
ヴ
ィ
ッ
パ
ー
谷タ

ー
ル

に
は
、
周
辺
の
諸
地ガ

ウ域
で
特
別
に
評
判
の
高
い
二
つ
の

修
道
院
が
あ
っ
た
。
ゼ
ー
ゲ
と
ギ
ュ
ン
ツ
ェ
ロ
ー
デ
の
間
、
ア
ー
ル
ン
ス
城ブ

ル
ク

の
麓
な
る
カ
ペ
レ
ン
の
聖

ザ
ン
ク
ト

ゲ
ル
ト
ル
ー
ト
修
道
院

─
一
般
に
カ
ペ
レ
ン
で
通
っ
て
い
る

─
と
ゲ
リ
ン
ゲ
ン
の
聖

ザ
ン
ク
ト

ヴ
ィ
ッ
パ
ー
ト
修
道
院
で
あ
る
。
カ
ペ
レ
ン
は
一
一
九
七
年
ド
イ

ツ
の
諸
侯
が
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
を
ド
イ
ツ
皇
帝
に
選
出
し
た
場
所
だ
と
の
こ
と
。
ゲ
リ
ン
ゲ
ン
に
は
十
一
世
紀
に
ギ
ュ

ン
タ
ー
聖
者
が
暮
ら
し
て
い
た
。
こ
の
人
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
豊
か
な
地ガ

ウ
グ
ラ
ー
フ

域
伯
だ
っ
た
が
、
若
気
の
過
ち
の
贖し

ょ
く
ざ
い罪

の
た
め
ヘ
ル
ス

フ
ェ
ル
ト
で
聖
職
の
道
に
入
り
、
所
領
の
地ガ

ウ域
を
聖

ザ
ン
ク
ト

ヴ
ィ
ッ
パ
ー
ト
修
道
院
に
献
納
、
ゲ
リ
ン
ゲ
ン
だ
け
を
お
の
が
居
所
に
残
し
て

お
い
た
も
の
。
ギ
ュ
ン
タ
ー
伯
は
エ
ッ
カ
ル
ト
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
の
子
息
の
一
人
で
、
ケ
ー
フ
ェ
ル
ン
ブ
ル
ク
と
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
爵

家

─
そ
の
後こ

う
え
い裔

は
今
日
な
お
ゾ
ン
ダ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
と
フ
ラ
ン
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
の
領
主
で
、
代
代
一
族
中
に
ギ
ュ
ン
タ
ー
な
る
名
を
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継
承
し
て
い
る

─
の
祖
先
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ギ
ュ
ン
タ
ー
は
、
決
し
て
〔
鳥
獣
〕
肉
を
食
べ
な
い
、
と
の
誓
い
を
立
て
て

い
た
が
、
あ
る
時
さ
る
大
諸
侯
の
許も

と

に
客
と
な
っ
た
折
、
食
卓
へ
運
ば
れ
て
来
た
丸ま

る
や焙

き
の
孔く

じ
ゃ
く雀

を
食
べ
る
よ
う
、
こ
の
殿
様
に
し
つ

こ
く
無
理
強
い
さ
れ
た
。
そ
こ
で
こ
の
敬け

い
け
ん虔

な
御
仁
が
、
こ
の
難
儀
か
ら
救
い
た
ま
え
、
と
神
に
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
、
皿

に
盛
ら
れ
た
丸
焙
き
の
孔
雀
は
羽
根
を
生
や
し
、
生
き
返
っ
て
、
翔と

ん
で
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
信
心
深
い
奇き

せ
き蹟

の
男
は
テ
ュ
ー
リ

ン
ゲ
ン
か
ら
遠
く
離
れ
た
ボ
ヘ
ミ
ア
の
地
で
亡
く
な
っ
た
が
、
死
後
も
夥

お
び
た
だ

し
い
奇
蹟
を
行
っ
た
。
ヴ
ィ
ッ
パ
ー
谷タ

ー
ル

の
両
修
道
院
は

お
互
い
大
層
仲
が
良
く
、
親
交
を
結
ん
で
お
り
、
訪
ね
合
う
の
が
人
目
に
触
れ
ぬ
よ
う
カ
ペ
レ
ン
か
ら
ゲ
リ
ン
ゲ
ン
へ
秘
密
の
地
下
道

で
行
き
来
し
て
い
た
。
修
道
士
と
修
道
女
が
こ
れ
を
や
っ
た
、
と
そ
う
伝
説
は
語
る
の
だ
が
。

四
三
六　

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
爵
家
の
起
源

　

古
き
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
爵
家
は
ギ
ュ
ン
タ
ー
聖
者
を
源
と
す
る
、
と
は
認
め
た
が
ら
な
い
向
き
も
た
く
さ
ん
い
る
。
偉
大
な

る
ザ
ク
セ
ン
公
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
の
親
族
で
軍
勢
を
指
揮
し
て
い
た
黒

デ
ア
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ

の
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
な
る
者
が
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク

一
門
お
よ
び
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
家
の
先
祖
で
あ
る
由
。
ま
た
一
説
に
は
、
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
兄
弟

─
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
近
郊
に

城
塞
を
構
え
て
い
た
が
そ
こ
か
ら
追
放
さ
れ
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
来
て
、
ミ
ュ
ー
ル
ベ
ル
ク
の
傍
の
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
城
と
ヴ
ァ
ク
セ

ン
城ブ

ル
ク

を
築
い
た

─
が
現
今
の
大
貴
族
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
家
の
祖
先
に
他
な
ら
な
い
と
か
。
あ
る
年
代
記
編
者
に
至
っ
て
は
、

前
述
の
起
源
を
先
史
時
代
の
ぬ
ば
た
ま
の
黒

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ヴ
ァ
ル
ト

森
、
す
な
わ
ち
ベ
ル
ン
の
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
が
活
躍
し
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
族
が
ザ

ク
セ
ン
族
や
フ
ラ
ン
ク
族
と
激
し
く
抗
争
し
て
い
た
時
代
へ
と
一
層
押
し
上
げ
る
。
い
わ
く
。
あ
る
伯
爵
が
あ
る
山
上
で
炭
焼
き
場
に

出
く
わ
し
、
そ
の
真
っ
黒
け
な
山
に
城
を
築
い
た
の
だ
、
と
。

─
ほ
う
ら
、
こ
れ
で
黒シ

ュ
ヴ
ァ
ル
ツい

城ブ
ル
ク

誕
生
だ
。
は
た
ま
た
こ
の
よ
う
に
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主
張
す
る
者
も
い
る
。
グ
ン
ダ
ー
、
す
な
わ
ち
ギ
ュ
ン
タ
ー
な
る
皇
帝
ロ
タ
ー
ル
の
第
六
子
が
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
近
郊
に
ケ
ー
フ
ェ

ル
ン
ブ
ル
ク
城
を
築
造
し
た
が
、こ
れ
ぞ
か
の
名
門
の
真
の
遠と

お
つ
み
お
や祖

で
あ
る
、と
。
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
一
族
は
早
い
時
代
に
花
開
き
、

数
世
紀
に
亘わ

た

っ
て
脈
脈
と
継
続
、
名
高
い
修
道
院
を
幾
つ
も
建
立
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
も
一
人
出
し
た
。
ク
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
カ
ウ
フ

ン
ゲ
ン
が
ザ
ク
セ
ン
の
公
子
た
ち
を
拉ら

ち致
し
た
こ
と
は
世
上
遍あ

ま
ね

く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
の
二
人
の
御お

ん
ぞ
う
し

曹
司

が
ヨ
ー
ス
ト
・
ハ
ー
ケ
の
た
め
に
そ
う
し
た
目
に
遭
わ
さ
れ
た
こ
と
も
こ
れ
に
劣
ら
ず
有
名
で
あ
る
。
ハ
ー
ケ
は
大
胆
不
敵
な
軍
人
で
、

シ
ュ
マ
ー
ル
カ
ル
デ
ン
戦
争
中
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯
フ
ー
ゴ
ー
を
伯
爵
自
身
の
城
か
ら
夜
捉と

ら

え
て
連
れ
去
っ
た
。
ハ
ー
ケ
は
二
年
も

経
っ
て
か
ら
漸
く
グ
ル
デ
ン
金
貨
一
千
枚
と
引
き
替
え
に
伯
爵
を
釈
放
し
た
。

四
三
七　

聖
女
が
た
の
お
引
っ
越
し

　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
町
ゾ
ン
ダ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
と
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
の
間
に
シ
ト
ー
会
の
修
道
院
フ
ォ
ル
ケ
ン
ロ
ー
デ

─
元
は

フ
ォ
ル
コ
デ
ス
ロ
ー
デ
と
呼
ば
れ
た

─
が
あ
っ
た
。
こ
こ
の
敬け

い
け
ん虔

な
院
長
が
、
聖

ザ
ン
ク
ト

ウ
ル
ズ
ラ
と
共
に
ケ
ル
ン
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る

一
万
一
千
の
扈こ

じ
ゅ
う従

の
処
女
の
内
三
人
の
夢
を
見
、
ケ
ル
ン
へ
赴
い
て
そ
の
屍か

ば
ね骸

を
掘
り
出
し
、
自
院
へ
連
れ
帰
っ
た
。
こ
の
聖
遺
物
は

修
道
院
で
大
い
に
尊
崇
さ
れ
た
。
し
か
し
戦
の
大
騒
乱
が
到
来
す
る
と
、
教
会
の
秘
宝
は
こ
っ
そ
り
隠
さ
れ
た
。
三
人
の
処
女
の
遺
骨

も
屋
根
裏
部
屋
に
移
さ
れ
、や
が
て
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。も
っ
と
も
か
く
も
閑
却
さ
れ
た
三
人
の
処
女

─
生
前
の
名
は
テ
ウ
マ
ー

タ
、
エ
レ
ウ
マ
ー
タ
、
ク
リ
ス
タ
ン
チ
ア

─
は
甚
だ
お
も
し
ろ
く
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
寝
か
さ
れ
て
い
る
櫃ひ

つ

を
中
か
ら
何
度
も
と
ん

と
ん
叩
い
た
が
、
聞
い
て
も
ら
え
ず
じ
ま
い
。
次
い
で
聖
物
保
管
係
修
道
士
の
前
に
出
現
、
猫
や
鼠
が
跳ち

ょ
う
り
ょ
う梁

跋ば
っ
こ扈

す
る
屋
根
裏
部
屋

な
ど
よ
り
も
っ
と
し
か
る
べ
き
場
所
に
移
す
よ
う
警
告
し
た
。
け
れ
ど
も
聖
物
保
管
係
は
白し

ら
か
わ
よ
ぶ
ね

河
夜
船
で
言
い
つ
け
を
何
度
も
う
や
む
や
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に
し
て
し
ま
っ
た
。
か
く
し
て
こ
う
い
う
事
態
と
な
っ
た
。
あ
る
夜
修
道
士
た
ち
が
院
長
と
共
に
朝

マ
ト
ゥ
テ
ィ
ー
ネ

課
で
合
唱
し
て
い
る
と
、
三

人
の
処
女
が
教
会
に
入
っ
て
来
て
、
祭
壇
に
お
辞
儀
を
し
、
次
い
で
院
長
に
お
辞
儀
を
し
、
そ
れ
か
ら
修
道
士
一
同
に
お
辞
儀
を
し
、

次
い
で
教
会
の
扉
の
一
つ

─
い
つ
も
堅
く
錠
が
下
ろ
さ
れ
て
い
た

─
の
真
ん
中
を
通
っ
て
出
て
行
っ
た
。
修
道
士
た
ち
は
い
ず
れ

も
、
こ
う
し
た
姿
を
見
た
の
は
自
分
だ
け
、
と
思
っ
て
い
た
が
、
や
が
て
全
員
が
同
時
に
目
に
し
た
こ
と
が
判
明
、
あ
れ
は
か
の
三
人

の
処
女
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
屋
根
裏
部
屋
に
上
が
っ
た
と
こ
ろ
、
聖
遺
物
の
櫃
は
無
事
に
そ
の
ま

ま
だ
っ
た
が
、
開
け
て
み
る
と
処
女
の
遺
骨
は
無
か
っ
た
。
修
道
院
長
は
ケ
ル
ン
の
ウ
ル
ズ
ラ
聖
女
女
子
修
道
院
の
院
長
の
許も

と

に
赴
い

た
。
そ
し
て
か
の
処
女
た
ち
の
亡な

き
が
ら骸

が
以
前
掘
り
出
し
た
の
と
同
じ
場
所
、
フ
ォ
ル
コ
デ
ス
ロ
ー
デ
修
道
院
長
が
夢
で
教
え
ら
れ
た
そ

の
場
所
に
戻
っ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
。
修
道
院
長
は
遺
骨
を
持
ち
帰
り
た
か
っ
た
が
、
女
子
修
道
院
長
は
こ
う
言
っ
た
。「
い
い
え
、

猊げ
い
か下

、
そ
れ
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
こ
の
上じ

ょ
う
ろ
う﨟

が
た
は
わ
た
く
し
ど
も
で
大
切
に
か
し
ず
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
ち
ら
さ
ま
が
も
っ

と
ち
ゃ
ん
と
と
お
も
て
な
し
な
さ
っ
て
お
ら
れ
れ
ば
、
御お

ん
も
と許

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
ご
滞
在
あ
そ
ば
し
た
で
し
ょ
う
が
ね
」。
そ
う
拒
ま

れ
て
大
層
気
落
ち
し
た
修
道
院
長
に
女
子
修
道
院
長
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
ら
し
く
同
情
、
骨
の
山
の
中
か
ら
い
く
ら
か
壊
れ
て
い
る
処
女

の
頭
蓋
骨
を
一
つ
探
し
て
、
せ
め
て
も
の
代
償
と
し
て
提
供
し
た
。
そ
こ
で
院
長
は
こ
れ
を
携
え
て
悄し

ょ
う
ぜ
ん然

と
戻
っ
て
行
っ
た
。

四
三
八　

茶
デ
ア
・
ブ
ラ
ウ
ネ
・
ビ
ュ
ー
エ
ル

色
の
丘

　

ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
と
ハ
ー
ル
ツ
山
地
か
ら
ア
イ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト
の
ド
ゥ
ー
ダ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
へ
行
く
途
中
棒
砂
糖
状
〔
＝
円
錐
形
〕

の
丘
が
あ
る
。
人
工
で
こ
う
し
た
金ピ

ラ
ミ
ッ
ド

字
塔
型
に
積
み
上
げ
た
か
の
よ
う
な
外
見
で
あ
る
。
周
辺
の
村
民
は
「
ブ
ル
ー
ネ
・
ビ
ュ
ー
デ
ル

（
茶
色
の
巾
着
）」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
お
そ
ら
く
元
来
は
「
丘

ビ
ュ
ー
エ
ル

」
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
知
識
層
は
巨リ

ー
ゼ
ン
ヒ
ュ
ー
ゲ
ル

人
の
丘
と
呼
ぶ
。
か
つ
て
一
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人
の
巨
人
が
山
上
に
立
ち
、
下
に
拡
が
る
「
黄デ

ィ
ー
・
ゴ
ル
デ
ネ
・
マ
ル
ク

金
の
国
境
地
域
」
の
ド
ゥ
ー
ダ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
を
見
遣
っ
た
。
こ
の
光
景
は
気
に
入
っ

た
が
、
な
ん
だ
か
靴
の
中
で
足
に
当
た
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
振
る
い
出
し
て
み
る
と
砂
粒
だ
っ
た
。
こ
れ
が
こ
の
丘

ビ
ュ
ー
エ
ル

と
な
っ
た
。

─
「
ブ
ル
ー
ネ
・
ビ
ュ
ー
デ
ル
」
を
こ
ん
な
風
に
謗そ

し

る
説
も
あ
る
。
い
わ
く
。
こ
れ
は
天
界
の
産
物
な
の
だ
。
か
つ
て
掃
除
し
た
後
、

小
さ
な
穴
か
ら
下
界
へ
落
と
さ
れ
た
芥ご

み
く
ず屑

な
の
で
。
こ
れ
が
ビ
ュ
ー
デ
ル
に
な
っ
た
、
と
。

　

巨リ
ー
ゼ
ン
ヒ
ュ
ー
ゲ
ル

人
の
丘
お
よ
び
ゾ
ン
ネ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
オ
ー
ム
ベ
ル
ク
と
い
っ
た
近
く
の
山
か
ら
ア
イ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト
の
大
部
分

─
夥

お
び
た
だ

し

い
古
城
、
町
町
、
村
村
、
修
道
院
や
礼
拝
堂
、
ハ
ー
ル
ツ
山
地
と
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山
地
、
レ
ー
ン
の
山
並
み
の
一
部

─
を
一
望
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
い
や
、
天
気
が
好
け
れ
ば
薄う

す
が
す霞

む
遠
方
に
ト
イ
ト
ブ
ル
ク
山ヴ

ァ
ル
ト地

さ
え
も
見
え
る
。
ド
ゥ
ー
ダ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
彼

方
に
目
を
遣
る
と
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
八
七
で
語
っ
て
い
る
ゼ
ー
ブ
ル
ク
に
行
き
当
た
る
。

四
三
九　

ごデ
ィ
ー
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
キ
ル
ヒ
ェ

つ
ご
つ
教
会

　

ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
聖
者
が
伝
道
の
旅
の
途
次
、
ア
イ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト
の
オ
ー
ム
ベ
ル
ク
に
や
っ
て
来
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
今
な

お「
大デ

ア
・
グ
ロ
ー
セ
・
シ
ュ
タ
イ
ン

き
な
石
」と
呼
ば
れ
て
い
る
巖い

わ

の
上
に
あ
っ
た
異
教
の
供く

ぎ犠
の
場
を
破
壊
し
た
。聖
者
は
そ
こ
に
十
字
架
を
立
て
る
と
、オ
ー

ム
ベ
ル
ク
か
ら
裂
き
取
ら
れ
て
、
ぽ
つ
ん
と
離
れ
て
屹き

つ
り
つ立

し
て
い
る
お
そ
ろ
し
く
峻
険
な
巖い

わ

─
後
代
に
な
っ
て
漸よ

う
や

く
ま
た
行
け
る

よ
う
に
な
っ
た
、
ア
ル
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
近
傍
の
ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
巖
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
七
四
三
）
さ
な
が
ら

─
か
ら
説
教
を
行
っ
た
。

こ
の
巖
と
場
所
は
現
今
も
人
呼
ん
で
「
ごデ

ィ
ー
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
キ
ル
ヒ
ェ

つ
ご
つ
教
会
」
と
い
う
。
ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
は
山
麓
に
三ド

ラ
イ人

ア
ン
ナ
な
る
修
道
院
を
建
立
し

た
。
か
つ
て
恐
怖
の
黒ペ

ス

ト

死
病
が
ア
イ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト
を
荒
廃
さ
せ
、
聖
職
者
た
ち
を
一
掃
し
て
し
ま
っ
た
時
、
新
生
児
は

ごデ
ィ
ー
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
キ
ル
ヒ
ェ

つ
ご
つ
教
会
へ
連
れ
て
来
ら
れ
、
さ
る
隠
者
に
洗
礼
を
授
け
て
も
ら
っ
た
そ
う
な
。
こ
の
辺
り
は
ま
こ
と
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
雰
囲
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気
で
あ
る
。
不
思
議
な
鐘
の
響
き
を
聴
い
た
と
い
う
者
も
少
な
く
な
い
。
あ
る
女
な
ど
は
そ
の
鐘
そ
の
も
の
を
目
に
し
た
。
鐘
は
銀
色

に
輝
い
て
開か

い
か
つ豁

な
鐘
楼
に
ぶ
ら
下
が
り
、
下
に
は
こ
れ
ま
た
開
豁
か
つ
壮
麗
な
聖
堂
が
あ
り
、
聖
堂
内
に
は
数
数
の
蠟ろ

う
そ
く燭

が
点
り
、
年

老
い
た
司
教
が
聖
務
を
執
り
行
っ
て
い
た
、
と
の
こ
と
。
こ
の
女
は
仰
天
し
て
急
い
で
夫
を
呼
び
に
走
っ
た
。

─
け
れ
ど
も
や
っ
と

夫
を
見
つ
け
て
現
場
へ
連
れ
て
来
た
時
、
教
会
は
消
え
失
せ
て
い
た
。
牡オ

ク
セ
ン
コ
プ
フ

牛
の
頭
山
麓
の
ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
城
に
現
れ
た
幽
霊
教

会
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
九
八
お
よ
び
七
〇
二
）
と
同
様
で
あ
る
。

四
四
〇　

病
癒
え
た
る
ダ
ゴ
バ
ー
ト
王

　

ア
イ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト
の
首し

ゅ
ゆ
う邑

は
聖ハ

イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト

者
の
町
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
加
え
て
ア
イ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト
全
地
域
に
聖
堂
の
香
煙
の
ご
と
き
も

の
が
漂
い
、
修
道
院
の
鐘
の
ご
と
き
音
が
響
き
渡
る
。
伝
説
は
こ
の
町
と
こ
の
地
域
の
た
め
に
黄
金
の
光
輪
を
幾
多
も
織
り
成
し
て
い

る
。
昔
む
か
し
の
そ
の
昔
に
ま
で
遡

さ
か
の
ぼ

る
が
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
国
王
ダ
ゴ
バ
ー
ト
は
老
境
に
入
っ
て
悪
し
き
病
癘れ

い
ふ
う風

に
罹り

か
ん患

、
政ま

つ
り
ご
と務

を
子
息
と
忠
実
な
相
談
役
た
ち
に
委
ね
、な
ん
と
か
治
癒
の
道
は
な
い
も
の
か
模
索
す
る
た
め
、
妃き

さ
き

と
共
に
遠
隔
の
地
に
引
き
移
っ
た
。

こ
う
し
て
ア
イ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト
に
や
っ
て
来
た
彼
は
、
人
目
を
避
け
、
こ
の
地
方
の
人
跡
稀
な
と
こ
ろ
で
暮
ら
す
こ
と
に
し
、
そ
こ
に

住
ま
い
を
造
り
、
聖
処
女
と
聖

ザ
ン
ク
ト

ペ
ト
ル
ス
に
奉
献
し
た
礼
拝
堂
で
勤ご

ん
ぎ
ょ
う行

に
励
ん
だ
。
祈
り
を
捧
げ
て
い
な
い
時
間
は
狩
り
を
し
て

過
ご
し
て
い
た
ダ
ゴ
バ
ー
ト
王
は
、
こ
う
し
た
猟
の
一
つ
で
ひ
ど
く
疲
れ
、
草
む
ら
に
ご
ろ
り
と
寝
転
ぶ
な
り
、
す
ぐ
さ
ま
寝
入
っ
て

し
ま
っ
た
。
目
を
覚
ま
す
と
、
草
が
し
と
ど
に
露
に
濡
れ
て
い
る
の
に
気
付
い
た
。
し
か
し
露
で
び
っ
し
ょ
り
の
自
分
の
体
が
ど
こ
も

か
し
こ
も
癘
風
か
ら
癒
え
、
幼
な
子
の
肌
さ
な
が
ら
清
ら
か
と
な
っ
て
い
た
の
で
大
喜
び
し
た
。
王
は
欣
然
と
し
て
妃
の
許も

と

に
急
ぎ
、

奇き
せ
き蹟

を
告
げ
た
。
す
る
と
妃
は
王
に
向
か
い
、
こ
れ
か
ら
も
し
げ
し
げ
と
そ
の
場
所
に
通
い
、
露
に
濡
れ
た
草
の
中
に
横
た
わ
る
よ
う
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勧
め
た
。
こ
の
よ
う
に
し
た
結
果
王
は
快
癒
し
た
。
そ
こ
で
い
わ
く
「
ま
こ
と
こ
の
地
は
治
癒
の
場
に
し
て
聖ハ

イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト

者
の
場
じ
ゃ
」。

─
そ
の
後
王
は
夢
で
、
こ
の
場
所
に
ア
ウ
レ
ウ
ス
聖
者
と
ユ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
聖
者
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
啓
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
聖
者
は
エ
ッ
ツ
ェ
ル
王
の
時
代
マ
イ
ン
ツ
で
捉と

ら

え
ら
れ
た
が
、
神
の
ご
加
護
で
脱
出
し
、
ア
イ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト
に
向
か
っ
た
の
だ
っ

た
。
ア
ッ
テ
ィ
ラ
の
代
官
が
二
人
を
追
跡
、
ル
ス
テ
ベ
ル
ク
で
逮
捕
、
再
び
異
教
に
転
ば
せ
よ
う
と
、
考
え
ら
れ
る
限
り
の
拷
問
を
加

え
た
。
し
か
し
徒
労
に
終
わ
っ
た
。
釘

シ
ュ
タ
ッ
ヒ
ェ
ル
シ
ュ
ー
エ

靴
を
履
か
せ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
毅き

ぜ
ん然

と
し
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
傷
一
つ
負
わ
な
か
っ

た
。
真
っ
赤
に
灼や

い
た
鉄
の
帽
子
を
被か

ぶ

せ
た
が
、
こ
れ
は
冷
た
く
な
っ
て
下
に
落
ち
た
。
樹
に
鎖
で
繫
い
で
み
た
が
、
荒
荒
し
い
野
獣

ど
も
は
畏
れ
憚は

ば
か

っ
た
。
な
に
し
ろ
二
人
の
前
に
何
本
も
蠟ろ

う
そ
く燭

が
燃
え
て
い
た
し
、
天
か
ら
天
使
が
下
り
て
来
て
、
二
人
と
一
緒
に
祈
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
ど
の
つ
ま
り
代
官
は
敬け

い
け
ん虔

な
殉
教
者
た
ち
を
斬
首
、
そ
の
屍か

ば
ね骸

を
森
の
中
に
埋
め
た
し
だ
い
。
ダ
ゴ
バ
ー
ト

王
は
自
分
が
快
癒
し
た
場
所
に
聖
堂
を
建
立
さ
せ
、
司プ

ロ

ー

プ

ス

ト

教
座
聖
堂
首
席
司
祭
と
司コ

ー

ル

ヘ

ア

教
座
聖
堂
参
事
会
員
を
こ
こ
に
任
命
、
そ
こ
を

聖ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト

者
の
町
と
名
付
け
た
。
そ
れ
か
ら
こ
の
聖
堂
を
マ
イ
ン
ツ
〔
大
〕
司
教
座
の
管
轄
下
に
置
い
た
。〔
大
〕
司
教
座
の
管
轄
下
に
ず
っ

と
残
っ
た
こ
の
名
の
都
市
は
叙
叙
に
成
長
し
続
け
た
。
ダ
ゴ
バ
ー
ト
の
仮
寓
は
い
ま
だ
に
「
古

デ
ィ
ー
・
ア
ル
テ
・
ブ
ル
ク

き
城
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

四
四
一　

悪デ
ス
・
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
カ
ン
ツ
ェ
ル

魔
の
説
教
壇

　

こ
れ
は
お
れ
様
の
説
教
壇
、
と
悪
魔
が
悦
に
入
っ
て
い
る
巖い

わ

が
数あ

ま
た多

あ
る
中
で
も
、
ア
イ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト
に
は
一
番
素
晴
ら
し
い
や

つ
が
あ
る
。
ゲ
ル
マ
ー
ル
マ
ル
ク
に
あ
る
の
が
そ
れ
。
昔
む
か
し
の
山
城
で
ハ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
一
門
発
祥
の
城
の
廃
墟
か
ら
程
遠
か
ら

ぬ
。
あ
る
時
悪
魔
は
例
の
お
気
に
入
り
、
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
山
の
夜
会
を
開
い
て
上
上
の
ご
機
嫌
、
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
山
上
に
集
ま
っ
た
魔
女
の

会
衆
を
相
手
に
、
こ
の
上
な
く
広
汎
な
経
験
に
基
づ
く
飛
び
切
り
素
晴
ら
し
い

─
と
い
う
こ
と
は
、
飛
び
切
り
ひ
ど
い

─
演
説
を
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国
会
議
員
そ
こ
の
け
に
行
い
、
己お

の
れ

の
強
大
な
力
を
自
慢
し
た
。「
お
れ
様
は
か
か
る
力
を
用
い
て
、
こ
れ
で
も
う
何
千
年
も
の
間
、
か

の
老お

い
ぼ耄

れ
世
界
君
主
の
絶
対
専
制
に
対
す
る
反
対
党
党
首
と
し
て
極
左
連
中
の
権
利
を
代
表
し
て
来
た
ん
で
あ
る
。
極
左
連
中
て
え
の

は

─
そ
れ
、
な
に

0

0

に
そ
う
書
か
れ
て
お
る
な

─
山や

ぎ羊
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
け
で
、
永
久
に
、
お
れ
様
、
つ
ま
り
元
祖
臭く

さ

牡お

山
羊
と
お
れ

様
の
使
い
ど
も
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
と
る
の
だ
」。

─
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
カ
ン
ツ
ェ
ル

魔
の
説
教
壇
か
ら
の
説
教
が
終
わ
る
と
、
酒
杯
が
一
座
を
ひ
と
し
き
り

経
巡
っ
た
が
、や
が
て
委
員
会
代
議
員
と
も
申
す
べ
き
面
面
が
親
玉
に
こ
う
訊た

ず

ね
た
。「
そ
ん
な
に
す
ご
い
力
を
お
持
ち
だ
っ
て
威
張
っ

て
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
ら
、あ
の
説
教
壇
く
ら
い
の
大
き
さ
の
巖
の
塊
な
ん
か
、ヘ
ッ
セ
ン
の
マ
イ
ス
ナ
ー
へ
運
ん
で
け
る
ん
で
し
ょ

う
ね
え
。
ほ
ら
、
あ
そ
こ
に
ゃ
ま
だ
説
教
壇
が
あ
り
ま
せ
ん
の
よ
」。
悪
魔
は
〔
自
分
が
説
教
を
し
た
〕
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
山
頂
の
巖
を
つ

ら
つ
ら
眺
め
、
大
し
た
こ
た
あ
ね
え
や
、
と
思
っ
た
。
こ
れ
は
ま
あ
そ
う
軽
は
ず
み
に
考
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
幾
樽た

る

か
の

葡ワ

イ

ン
萄
酒
を
賭
け
、
巖
の
塊
を
担
ぎ
上
げ
る
と
、
た
だ
ち
に
ヘ
ッ
セ
ン
の
邦
を
指
し
て
歩
き
出
し
た

─
あ
る
い
は
飛
ん
で
行
っ
た
。
け

れ
ど
も
道
は
凍
り
つ
い
て
い
る
上
で
こ
ぼ
こ
、
ア
イ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト
に
差
し
掛
か
る
と
と
り
わ
け
そ
う
だ
っ
た
。
か
く
な
る
し
だ
い
で

悪
魔
は
海
岸
の
砂
丘
を
ア
ー
ヘ
ン
へ
運
ん
だ
あ
の
時
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
二
二
）
と
同
様
な
ん
と
も
往
生
し
、
お
り
ゃ
あ
、
な
ま
じ
民
衆
の
意

向
な
ど
斟し

ん
し
ゃ
く酌

し
て
我
が
身
を
犠
牲
に
し
た
抜
け
作
だ
わ
い
、
と
む
し
ゃ
く
し
ゃ
し
た
も
の
。
ハ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
の
近
く
ま
で
辿た

ど

り

着
く
と
、
辺
り
は
森
閑
と
し
て
い
て
人ひ

と
け気

が
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
な
ら
だ
れ
も
見
ち
ゃ
い
め
え
、
ち
ょ
っ
く
ら
休
め
る
っ
て
も
ん
だ
、

と
思
い
、
高
く
伸
び
た
柔
ら
か
な
草
む
ら
に
ご
ろ
り
と
横
た
わ
り
、
休
息
を
取
っ
た
。
と
こ
ろ
が
間
も
あ
ら
せ
ず
可
愛
ら
し
い
小
娘
魔

女
が
一
人
、
箒ほ

う
き

の
柄
に
跨ま

た
が

っ
て
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
山
か
ら
飛
ん
で
来
た
。
そ
し
て
悪
魔
が
長
長
と
寝
そ
べ
っ
て
い
る
の
を
目
に
す
る
な
り
、

こ
う
呼
び
掛
け
て
か
ら
か
っ
た
。

ハ
ン
ス
坊
ち
ゃ
ま
、
何
し
て
ご
ざ
る
。
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眠
っ
て
い
る
の
、
起
き
て
る
の
。

笑
っ
て
い
る
の
、
泣
い
て
る
の
。

　

悪
魔
は
ひ
ゅ
っ
と
飛
び
上
が
り
、
小
娘
魔
女
を
追
い
掛
け
て
と
っ
捉つ

か

ま
え
、
ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
へ
一
杯
や
り
に
連
れ
て
行
き
、

自
分
が
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
教
え
て
や
っ
た
。巌
の
説
教
壇
は
そ
こ
に
ほ
っ
ぽ
ら
か
し
た
ま
ん
ま
に
し
た
が
、そ
の
代
わ
り
ヴ
ィ
ッ

ツ
ェ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
産
葡ワ

イ

ン
萄
酒
の
大

シ
ュ
テ
ュ
ッ
ク
フ
ァ
ス

樽
を
何
本
か
帰
り
荷
と
し
て
す
ぐ
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
山
に
運
ん
で
行
き
、
賭
け
の
負
債
を
支
払
っ

た
。
夜
会
の
客
人
た
ち
は
件く

だ
ん

の
葡ワ

イ

ン
萄
酒
を
飲
ん
で
身
震
い
し
、
親
玉
の
声
望
は
ぐ
ら
つ
い
た
。

四
四
二　

ち
び
っ
こ
の
仕
立
て
屋
さ
ん

　
「
黄デ

ィ
ー
・
ゴ
ル
デ
ネ
・
マ
ル
ク

金
の
国
境
地
域
」の
ド
ゥ
ー
ダ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
仕
立
て
屋
が
住
ん
で
い
た
。背
丈
は
三
脚フ

ー
ス尺

半
ほ
ど
し
か
な
い
が
、女
房
は
太
っ

た
大
女
。
で
、
こ
の
女
房
が
あ
る
時
も
う
す
ぐ
出
産
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
お
産さ

ん
ば婆

さ
ん
が
や
っ
て
来
て
産
婦
と
ひ
そ
ひ
そ
話
を
交

わ
し
た
が
、
そ
う
し
な
が
ら
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
小
さ
な
ご
亭
主
の
方
を
振
り
向
い
た
も
の
。
あ
ち
ら
は
仕
立
て
屋
の
勘
定
書
を
書
い
て
い

た
の
だ
が
、
産
婆
に
は
そ
れ
が
何
だ
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
と
う
と
う
産
婆
は
、
産
婦
と
の
内
輪
話
に
男
の
子
が
聴
き
耳
を
立
て
て
い

る
の
は
ど
う
に
も
不
都
合
だ
、
と
思
い
、
そ
ち
ら
に
面
と
向
き
直
っ
て
こ
う
言
っ
た
。「
坊
や
、
お
め
さ
ん
の
練
習
帳
持
っ
て
ど
っ
か

へ
行
く
か
、
下
で
遊
ん
で
来
な
。
お
ら
、
お
め
さ
ん
の
母か

あ
ち
ゃ
ん
と
喋し

ゃ
べ

ら
に
ゃ
な
ら
ん
こ
と
が
あ
っ
て
よ
、
男
の
童わ

ら
す

が
聴
く
な
あ

ま
ず
い
だ
」。

─
こ
う
言
わ
れ
て
ち
び
っ
こ
の
仕
立
て
屋
さ
ん
は
赤
く
な
っ
た
り
青
く
な
っ
た
り
で
、
お
い
お
い
泣
き
だ
し
て
い
わ

く
「
お
ら
あ
、
こ
れ
の
亭
主
だ
に
よ
う
」。
お
手て

な
が長

女
も
こ
れ
に
は
び
っ
く
り
仰
天
、「
ど
う
か
ど
う
か
気
い
悪
く
し
ね
え
で
け
ろ
」
と
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謝
っ
た
。四

四
三　

ラ
イ
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
修
道
士

　

ア
イ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト
の
ヴ
ォ
ル
ビ
ス
と
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
の
間
に
ラ
イ
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
い
う
修
道
院
が
あ
っ
た
。
そ
の
起

源
は
ご
く
古
い
。
フ
ン
族
の
王
ア
ッ
テ
ィ
ラ
の
武
将
の
一
人
リ
ー
フ
ェ
な
る
者
が
こ
の
地
方
に
や
っ
て
来
て
、
あ
る
山
の
頂
き
に
城
を

築
き
、
そ
れ
を
リ
ー
フ
ェ
シ
ュ
タ
イ
ン
と
名
付
け
た
。
そ
の
遺
跡
は
い
ま
だ
に
残
っ
て
い
て
「
古

デ
ィ
ー
・
ア
ル
テ
・
ブ
ル
ク

城
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

城
の
周
り
の
森
の
名
は
「
城ブ

ル
ク
ハ
ー
ゲ
ン

の
森
」。
時
移
り
、
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
＝
ト
ン
ナ
伯
爵
家

─
近
く
の
城
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の

主あ
る
じ

だ
っ
た

─
が
ラ
イ
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
獲
得
。
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
家
の
一
人
で
そ
の
名
を
エ
ル
ン
ス
ト
と
い
う
者
が
、
子

息
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
城
山
の
下
の
谷
に
フ
ォ
ル
ケ
ン
ロ
ー
デ
修
道
院
か
ら
何
人
も
の
修
道
士
を
移
ら
せ
て
シ
ト
ー
会
派
の
修
道

院
を
建
立
、
た
っ
ぷ
り
資
産
を
喜
捨
し
た
。
当
時
界
隈
の
土
地
は
ほ
と
ん
ど
開
墾
さ
れ
て
お
ら
ず
、
近
く
に
は
ア
ル
ボ
ル
デ
ロ
ー
デ
な

る
小
村
し
か
な
か
っ
た
。
ラ
イ
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
修
道
院
は
有
為
転
変
の
諸
時
代
を
閲け

み

し
て
存
続
し
続
け
た
が
、
と
う
と
う
最
悪
の

ご
時
世
、
す
な
わ
ち
農バ

ウ
エ
ル
ン
ク
リ
ー
ク

民
戦
争
に
遭
遇
し
た
。
こ
の
時
修
道
院
に
、
ろ
く
で
な
し
の
修
道
士
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー

─

元
の
名
乗
り
は
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ア
ト
フ
ェ
ー
ガ
ー

─
と
い
う
男
が
い
た
。
こ
や
つ
、
法
衣
・
宗
規
に
馴
染
ま
な
い
陰
険
狡こ

う
か
つ猾

な
根
性
悪

だ
っ
た
の
で
、
そ
の
行
状
の
た
め
に
再
再
苦
行
を
課
さ
れ
た
も
の
。
そ
し
て
こ
れ
に
う
ん
ざ
り
し
た
の
で
、
修
道
院
か
ら
出
奔
、
法
衣

を
か
な
ぐ
り
捨
て
た
が
、
そ
れ
と
一
緒
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
こ
と
、
い
や
、
人
間
で
あ
る
こ
と
も
捨
て
て
し
ま
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る

修
道
院
、
と
り
わ
け
ラ
イ
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
激
し
く
憎
ん
で
い
た
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
は
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
へ
走
り
、
そ
こ
で
彼

一
流
の
教き

ょ
う
さ唆

を
開
始
し
、
市
参
事
会
と
市
民
の
間
に
混
乱
と
確
執
を
持
ち
込
み
、
ア
ル
ト
シ
ュ
タ
ッ
ト
か
ら
こ
こ
へ
逃
げ
て
来
た
聖
職
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者
ト
ー
マ
ス
・
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
と
手
を
組
ん
で
、
聖
書
の
言
葉
を
口
実
と
偽
装
に
利
用
、
働
か
ず
に
食
べ
る
物
、
着
る
物
を
富
裕
層
か

ら
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
権
利
と
し
て
」
要
求
す
る
ほ
ど
け
っ
こ
う
な
こ
と
は
な
い
下
層
の
民
衆
を
煽あ

お

り
立
て
た
。
こ
れ
ら
一
五
二
五
年

の
共コ

ム

ニ

ス

ト

産
主
義
者
ら
の
い
わ
く
。
キ
リ
ス
ト
は
仰
せ
ら
れ
た
、
渇
け
る
者
と
「
分
け
合
え
」、
と
。
進
ん
で
資
産
を
提
供
し
よ
う
と
し
な

い
者
は
無
理
や
り
奪
わ
れ
た
。
叛は

ん
ら
ん乱

し
た
な
ら
ず
者
ど
も
の
徒
党
に
し
っ
か
り
座
を
占
め
た
、
と
看
て
取
っ
た
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
は
、

大
群
の
鼠ね

ず
み

を
袋
の
中
に
追
い
込
ん
だ
、
と
い
う
好
い
夢

─
こ
う
し
た
一
味
の
首
領
は
好
い
夢
を
見
る
の
が
常
で
あ
る

─
を
見
た
。

彼
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
は
こ
れ
を
、
ア
イ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト
と
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
邦
の
貴
族
と
僧
侶
た
ち
を
悉
く
根
絶
駆
除
せ
よ
、
と
神
の

思
し
召
し
の
啓
示
だ
、
と
考
え
、
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
が
反
対
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
ア
イ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト
へ
の
略
奪
行
を
企
て
、
数
数
の
修

道
院
と
城
塞
を
破
壊
・
焼
き
討
ち
し
た
。
一
方
ラ
ン
ゲ
ン
ザ
ル
ツ
ァ
の
暴
民
は
シ
ュ
ロ
ー
ト
ハ
イ
ム
と
フ
ォ
ル
ケ
ン
ロ
ー
デ
の
両
修
道

院
を
劫
略
、
次
い
で
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
近
郊
の
ゲ
ル
マ
ー
ル
村
へ
略
奪
に
赴
い
た
。
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
一
味
は
教
会
の
鐘
、
家
具
、

聖
器
、
金
銀
の
調
度
を
満
載
し
た
九
輛り

ょ
う

の
荷
馬
車
を
連
ね
て
そ
こ
へ
合
流
、
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
は
彼
ら
を
真
の
キ
リ
ス
ト
教
同
胞
と
し

て
温
か
く
迎
え
、
馬
を
下
り
て
自
由
と
博
愛
に
つ
い
て
説
教
を
行
い
、
略
奪
物
を
分
け
た

0

0

0

。
そ
れ
か
ら
エ
ー
ベ
レ
ー
ベ
ン
と
ア
ル
メ
ン

ハ
ウ
ゼ
ン
の
城
を
略
奪
し
て
燃
や
し
、
他
の
幾
つ
か
の
修
道
院
を
も
襲
い
、
も
う
一
度
ア
イ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト
へ
侵
入
、
そ
し
て
ハ
イ
リ

ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
を
攻
囲
し
た
。
い
つ
の
世
で
も
そ
う
し
た
も
の
だ
が
、
ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
市
民
連
中
、
あ
る
い
は
以
前
か

ら
心
臓
が
一い

っ
き揆

が
た
に
傾
い
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
心
臓
そ
の
も
の
が
膝
の
裏
に
落
っ
こ
ち
て
い
た
〔
＝
臆
病
で
膝
が
が
く
が
く
し
て

い
た
〕
の
で
、
断
固
と
し
て
強
盗
団
に
立
ち
向
か
い
、
そ
の
穢け

が
ら

ら
わ
し
い
所
業
を
止
め
さ
せ
る
代
わ
り
に
、
彼
ら
を
市
に
引
き
込
み
、

ご
ろ
つ
き
ど
も
に
へ
つ
ら
っ
た
。
聖ハ

イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト

者
の
町
は
、
二カ

ル

ス

ト

股
熊
手
や
殻か

ら
ざ
お棹

で
武
装
し
、
汚
い
上
っ
張
り
を
着
込
ん
だ
九
人
の
素
晴
ら
し
い

聖
者
た
ち
を
、
本
物
の
聖
者
様
を
だ
っ
て

─
仮
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
し
て

─
こ
れ
ほ
ど
に
は
、
と
い
う
く
ら
い
お
愛
想
た

ら
た
ら
で
迎
え
入
れ
た
。
か
く
し
て
修
道
院
や
城
塞
で
ま
だ
劫
略
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
今
や
そ
の
運
命
を
辿た

ど

っ
た
。
大
工
の
ミ
ヒ
ャ
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エ
ル
と
か
い
う
男
は
バ
ル
ト
ロ
ッ
フ
へ
走
り
、
そ
こ
か
ら
火
を
取
っ
て
来
る
と
、
そ
れ
で
ラ
イ
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
修
道
院
を
燃
や
し

た
。

─
こ
う
し
た
埒ら

ち

も
な
い
叛
乱
が
頂
点
に
達
し
た
時
、
ト
ー
マ
ス
・
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
は
卓
抜
な
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
を
ミ
ュ
ー
ル
ハ

ウ
ゼ
ン
の
代
官
に
据
え
た
。
農
民
戦
争
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
の
会
戦
が
起
こ
る
と
、
こ
の
英
雄
殿
も
恥
ず
べ
き
こ
と
に
夜

陰
に
乗
じ
て
逃
亡
し
た
が
、
追
跡
さ
れ
、
連
れ
戻
さ
れ
、
拘
禁
さ
れ
、
そ
の
後
ブ
ッ
ト
シ
ュ
テ
ッ
ト
に
至
る
凹く

ぼ
み
ち道

で
首
を
刎は

ね
ら
れ
た
。

彼
は
悔
悟
の
色
も
見
せ
ず
、
傲
然
と
し
て
死
ん
だ
。
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
は
私
利
を
図
ら
ず
、
私
欲
も
な
か
っ
た
が
、
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ

ン
の
町
に
後
後
ま
で
残
る
悲
嘆
、
重
い
贖し

ょ
く
ざ
い罪

、
そ
し
て
諸
侯
同
盟
軍
の
こ
の
帝
国
直
属
都
市
に
対
す
る
嵩か

さ

に
掛
か
っ
た
圧
迫
を
齎も

た
ら

し

た
の
で
あ
る
。

四
四
四　

王
の
偉
業

　

ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
の
聖

ザ
ン
ク
ト

ゲ
オ
ル
ク
教
会
の
傍
に
そ
う
大
き
く
も
な
い
古
い
像
が
今
な
お
幾
つ
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
都
市

ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
の
来
歴
を
示
す
も
の
で
、
同
地
に
は
そ
れ
に
関
す
る
ま
こ
と
に
不
思
議
な
伝
説
が
あ
る
。

　

昔
む
か
し
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
王
が
い
た
。
こ
の
王
が
あ
る
時
狩
り
に
出
た
。
す
る
と
引
き
連
れ
た
風

グ
レ
ー
ハ
ウ
ン
ド

犬
ど
も
が
繁し

げ

み
の
中
に

あ
る
大
き
な
樹
の
幹
の
周
り
を
跳
ね
回
り
、
ど
う
し
て
も
そ
こ
か
ら
引
き
離
せ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
王
の
従
者
の
一
人
が
そ
の
樹
に
攀よ

じ
登
る
と
、
幹
の
上
か
ら
下
へ
空う

ろ洞
に
な
っ
て
い
て
、
中
に
何
か
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
さ
れ
ば
こ
そ
猟
犬
ど
も
が
吠
え

止
ま
な
か
っ
た
わ
け
。
樹
の
洞
に
い
た
の
は
小
人
の
野

ヴ
ィ
ル
ダ
ー
・
マ
ン

男
だ
っ
た
。
従
者
た
ち
は
こ
れ
を
洞
か
ら
引
っ
張
り
出
し
た
。
王
は
こ
の

珍
物
を
お
も
し
ろ
が
り
、
野

ヴ
ィ
ル
ダ
ー
・
マ
ン

男
を
馬
車
の
自
分
の
傍
に
乗
せ
、
狩
り
の
獲
物
と
し
た
し
だ
い
。
王
は
捕
ま
え
た
野

ヴ
ィ
ル
ダ
ー
・
マ
ン

男
を
ノ
ア

と
名
付
け
、
穴
蔵
の
一
つ
に
閉
じ
こ
め
て
、
自
ら
番
を
し
、
か
つ
世
話
を
し
た
。
さ
て
し
ば
ら
く
し
て
王
は
旅
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
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く
な
っ
た
。〔
そ
の
留
守
中
〕
王
の
子
息
の
ゲ
オ
ル
ク
が
城
内
で
毬ボ

ー
ル

遊
び
を
し
て
い
る
と
、
毬ボ

ー
ル

が
穴
蔵
の
天
井
に
開
い
た
穴
か
ら
中

へ
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
小
さ
な
王
子
は
下
の
穴
蔵
へ
こ
う
呼
び
掛
け
た
。「
野

ヴ
ィ
ル
ダ
ー
・
マ
ン

男
の
ノ
ア
、ぼ
く
の
毬ボ

ー
ル

を
返
し
て
お
く
れ
」。

─
野

ヴ
ィ
ル
ダ
ー
・
マ
ン

男
の
返
辞
「
お
ま
え
の
毬ボ

ー
ル

は
返
し
て
や
れ
な
い
。
だ
っ
て
な
、
お
い
ら
が
放
り
上
げ
よ
う
も
ん
な
ら
、
う
ん
と
こ
さ
遠

く
へ
飛
ん
じ
ま
っ
て
、
お
ま
え
に
ゃ
二
度
と
見
つ
か
り
っ
こ
な
い
か
ら
な
。
さ
、
お
父と

っ
つ
ぁ
ん
の
部
屋
へ
行
き
、
こ
こ
の
鍵
を
取
っ

て
来
て
、
お
い
ら
を
出
し
と
く
れ
。
そ
う
す
り
ゃ
毬ボ

ー
ル

を
返
す
よ
」。

─
そ
こ
で
王
子
が
父
親
の
部
屋
か
ら
鍵
を
持
っ
て
来
た
。
な
に

し
ろ
他
の
だ
れ
に
も
穴
蔵
を
開
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。
穴
蔵
の
扉
を
開
け
て
や
る
と
、
野

ヴ
ィ
ル
ダ
ー
・
マ
ン

男
が
出
て
来
て
、
王

子
に
毬ボ

ー
ル

を
渡
し
、
こ
う
言
っ
た
。「
お
ま
え
は
お
い
ら
が
困
っ
て
い
る
の
を
助
け
て
く
れ
た
。
だ
か
ら
お
ま
え
が
困
っ
た
こ
と
に
な
っ

た
ら
、
森
に
入
っ
て
お
れ
を
呼
ぶ
ん
だ
。
そ
う
す
り
ゃ
、
お
い
ら
、
お
ま
え
を
助
け
出
し
て
や
る
」。

─
そ
の
後
間
も
な
く
王
が
帰

宅
し
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
ご
秘
蔵
の
珍
物
を
見
に
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
穴
蔵
が
空
っ
ぽ
な
の
に
び
っ
く
り
仰
天
、
す
ぐ
さ
ま
、

野
ヴ
ィ
ル
ダ
ー
・
マ
ン

男
を
逃
が
し
た
の
は
余よ

の
王
子
で
あ
ろ
う
、
と
疑
い
を
掛
け
、
御
前
へ
呼
び
寄
せ
る
と
、「
ゲ
オ
ル
ク
、
鍵
を
持
ち
出
し
て
、

穴
蔵
を
開
け
、
野

ヴ
ィ
ル
ダ
ー
・
マ
ン

男
の
ノ
ア
を
逃
が
し
た
の
は
お
ま
え
だ
な
」
と
問
い
質
し
た
。

─
小
さ
な
王
子
は
正
直
に
自
分
が
し
た
こ
と

を
白
状
し
た
。
そ
こ
で
王
は
腹
を
立
て
て
王
子
を
勘
当
し
た
。
な
に
し
ろ
あ
の
珍
物
を
な
に
よ
り
大
事
に
し
て
い
た
の
で
。
王
子
は
泣

く
泣
く
父
の
城
と
別
れ
を
告
げ
、
哀
れ
な
男
の
子
と
し
て
あ
ち
こ
ち
さ
ま
よ
い
歩
い
た
が
、
と
う
と
う
あ
る
羊
飼
い
に
雇
わ
れ
た
。
こ

の
羊
飼
い
は
す
ぐ
に
、
こ
の
少
年
は
賤い

や

し
か
ら
ぬ
出
だ
、
と
察
し
て
ず
っ
と
手て

も
と許

に
置
い
て
や
り
、
立
派
に
羊
の
番
が
で
き
る
よ
う
に

教
え
込
ん
だ
。

─
や
が
て
牧
童
ゲ
オ
ル
ク
は
成
年
に
達
し
、
可
愛
ら
し
い
容
姿
の
娘
と
知
り
合
い
、
許い

い
な
ず
け嫁

に
し
た
。

─
そ
の
頃

こ
の
地
方
に
は
一
頭
の
怪
物
が
棲す

ん
で
い
た
。
皆
こ
の
怪
物
を
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
と
呼
ん
だ
。
こ
の
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
に
は
毎
年
人
間
を
一
人
生い

け
に
え贄

に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
昔
の
人
は
こ
う
い
う
怪
物
を
呪
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
定
め
の
日
に
生
贄
が
供
え
ら
れ
な
い
と
、
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍

は
嵐
の
よ
う
に
吼ほ

え
猛
り
、
一
帯
が
破
滅
し
そ
う
に
な
る
の
だ
っ
た
。
さ
て
、
界
隈
の
民
衆
が
呼
び
集つ

ど

え
ら
れ
て
、
籤く

じ

を
引
か
さ
れ
る
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時
期
が
ま
た
到
来
し
た
。
籤
に
当
た
っ
た
者
は
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
の
生
贄
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
籤
は
よ
り
に
も
よ
っ
て
羊
飼
い
ゲ

オ
ル
ク
の
許
嫁
に
当
た
っ
た
。
そ
の
時
ゲ
オ
ル
ク
は
野

ヴ
ィ
ル
ダ
ー
・
マ
ン

男
が
し
て
く
れ
た
約
束
を
思
い
出
し
た
。
彼
は
皆
の
前
に
進
み
出
て
、「
生

贄
を
供
え
る
の
を
延
期
し
て
く
だ
さ
い
。
ぼ
く
が
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
を
殺
し
て
み
せ
る
。
さ
も
な
き
ゃ
、
ぼ
く
の
許
嫁
の
代
わ
り
に
ぼ
く
自
身
が

怪
物
の
生
贄
に
な
り
ま
す
」
と
言
い
、
そ
れ
か
ら
急
い
で
森
に
入
り
、
野

ヴ
ィ
ル
ダ
ー
・
マ
ン

男
の
ノ
ア
の
名
を
呼
び
、
助
け
と
力
添
え
を
頼
ん
だ
。

す
る
と
野

ヴ
ィ
ル
ダ
ー
・
マ
ン

男
が
出
現
、
ゲ
オ
ル
ク
に
白
馬
一
頭
と
剣
一
振
り
を
く
れ
、「
白
い
服
を
着
て
、
こ
の
白
い
馬
に
跨ま

た
が

り
、
こ
の
剣
を
馬

の
頭
の
脇
に
構
え
て
、
怪
物
目
掛
け
て
ま
っ
し
ぐ
ら
に
進
め
。
怪
物
は
が
つ
が
つ
し
て
口
を
で
っ
か
く
開
け
る
か
ら
、
そ
し
た
ら
お
ま

え
は
剣
を
龍
の
咽の

ど喉
の
奥
へ
突
っ
込
む
ん
だ
」
と
教
え
た
。

─
何
も
か
も
そ
の
通
り
に
な
り
、
ゲ
オ
ル
ク
の
許
嫁
も
こ
の
邦
全
土
も

怪
物
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
民
衆
の
間
に
盛
大
な
歓
呼
の
声
が
響
き
渡
り
、
至
る
と
こ
ろ
歓
び
で
満
ち
満
ち
、
ゲ
オ
ル
ク
は
騎
士
に
叙
任

さ
れ
た
。
こ
の
時
素
性
を
訊き

か
れ
た
ゲ
オ
ル
ク
は
、
自
分
は
こ
の
国
の
王
の
子
息
だ
、
と
打
ち
明
け
、
身
の
成
り
行
き
を
物
語
っ
た
。

す
る
と
、
父
王
は
も
う
こ
の
世
に
い
な
い
、
安
心
し
て
家
に
帰
り
、
王
国
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
、
と
告
げ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た

し
だ
い
で
、
王
の
子
息
が
牧
童
と
な
り
、
牧
童
は
騎
士
と
な
り
、
騎
士
が
今
度
は
王
に
な
っ
た
わ
け
。

　

王
国
を
継
承
し
た
ゲ
オ
ル
ク
は
国
中
を
旅
し
て
廻
り
、
王
国
を
巡
検
す
る
と
共
に
、
自
分
も
武
者
修
行
を
や
っ
て
の
け
ら
れ
る
こ
と

を
身
を
も
っ
て
知
っ
た
。
こ
う
し
た
折
ち
っ
ぽ
け
な
村
が
目
に
入
っ
た
。
こ
れ
は
一
軒
の
粉ミ

ュ
ー
ル
ハ
ウ
ス

挽
き
小
屋
の
周
り
に
で
き
た
集
落
で
、
こ

こ
に
は
ま
だ
教
会
が
な
か
っ
た
。
若
き
王
は
神
様
に
感
謝
し
た
か
っ
た
の
で
、
こ
の
開
墾
地
に
教
会
を
建
立
し
た
。
教
会
は
王
の
名
を

貰も
ら

っ
て
ゲ
オ
ル
ク
教
会
と
な
っ
た
。
建
立
を
請
け
負
っ
た
棟
梁
は
ゲ
オ
ル
ク
王
の
物
語
を
石
に
刻
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
都

市
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
の
始
ま
り
で
あ
る
。
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ロ
ー
レ　

Lohre.　
「
ロ
ー
ラ
」Lohra 

の
誤
り
。
所
領
名
。
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
北
部
ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
郡
に
ロ
ー
ラ
城
な
る
十
一
世
紀
の
山
城
の
廃

墟
が
あ
る
。
ヴ
ァ
ル
ケ
ン
リ
ー
ト
修
道
院
の
女
創
立
者
を
ア
ー
デ
ル
ハ
イ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ラ
ー
レA

delheid von Lare 

と
す
る
歴
史
小
説
も
あ
る
。

 

ク
レ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
フ
ォ
ル
ク
マ
ー
ル
殿　

H
err V

olkm
ar, Graf von K

lettenberg.　

ク
レ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
爵
領
は
ハ
ー
ル
ツ
山
地
南
部
と
そ
の

縁
辺
部
だ
っ
た
。
ク
レ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク

─
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
郡
ホ
ー
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ンH

ohenstein

の
一
部

─
に
城
壁
の
名

残
が
見
ら
れ
る
か
つ
て
の
ク
レ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
城
（
一
〇
八
七
年
築
城
）
が
拠
点
だ
っ
た
。
伯
爵
領
は
一
二
五
三
年
ホ
ー
ン
シ
ュ
タ
イ
ンH

ohnstein

伯

爵
家
の
所
有
に
帰
す
る
。
以
降
ホ
ー
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
＝
ク
レ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
爵
家
。

 

ヴ
ァ
ル
ケ
ン
リ
ー
ト　

W
alkenried.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
オ
ス
テ
ロ
ー
デ
・
ア
ム
・
ハ
ー
ル
ツ
郡
に
あ
る
小
さ
な
町
。
ハ
ー
ル
ツ
山
地
南
部
縁
辺

部
に
位
置
す
る
。
一
一
二
七
年
ア
ー
デ
ル
ハ
イ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ケ
ン
リ
ー
ト
が
こ
こ
に
ド
イ
ツ
語
圏
で
三
番
目
の
シ
ト
ー
会
派
修
道
院
を
建
立
、

修
道
士
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
、
元
来
森
林
で
覆
わ
れ
た
湿
地
帯
に
過
ぎ
な
か
っ
た
周
辺
の
土
地
は
、
十
二
世
紀
以
降
、
た
く
さ
ん
の
養
魚
池
の
あ
る
豊
か

な
耕
地
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
十
四
世
紀
半
ば
修
道
院
の
衰
退
が
始
ま
る
。
農バ

ウ
エ
ル
ン
ク
リ
ー
ク

民
戦
争
中
数
百
の
農
民
兵
が
修
道
院
を
襲
撃
し
て
占
拠
。
一
五
五
七
─
一

六
六
八
年
ラ
テ
ン
語
学
校
が
修
道
院
に
置
か
れ
る
。
こ
れ
が
閉
鎖
さ
れ
た
後
、
修
道
院
の
建
物
は
近
隣
の
住
民
の
い
わ
ば
採
石
場
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

 

農バ
ウ
エ
ル
ン
ク
リ
ー
ク

民
戦
争　

Bauernkrieg.　
「
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
バ
ウ
エ
ル
ン
ク
リ
ー
ク

イ
ツ
農
民
戦
争
」D

eutscher Bauernkrieg 

（
一
五
二
四
─
二
五
）
の
こ
と
。
ル
タ
ー
の
「
九
十
五
箇
条
の
論
題
」

を
端
緒
と
す
る
宗
教
改
革
が
与
え
た
大
き
な
社
会
運
動
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。
一
五
二
四
年
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
地
方
の
修
道
院
隷
下
の
農
民
が
賦
役
・
貢

納
軽
減
、
農
奴
制
廃
止
な
ど
の
要
求
を
掲
げ
て
叛
乱
を
起
こ
し
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ
語
圏
全
域
に
波
及
す
る
。
し
か
し
、
一
五
二
五
年
五
月
聖
職
者
ト
ー
マ
ス
・

ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
三
四
お
よ
び
注
参
照
）
の
率
い
る
六
千
の
農
民
軍
が
フ
ラ
ン
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
の
戦
い
で
諸
侯
軍
に
粉
砕
さ
れ
、
農
民
側
の
敗

北
に
終
わ
る
。
こ
の
間
約
十
万
の
農
民
が
殺
さ
れ
た
。
ル
タ
ー
は
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
を
厳
し
く
非
難
し
、
諸
侯
軍
を
激
励
し
て
い
る
。

 

バ
ル
テ
フ
ェ
ル
ト
出
の
羊
飼
い
で
向
こ
う
見
ず
な
ハ
ン
ス
・
ア
ー
ノ
ル
ト
な
る
男　

ein kecker Schaafhirte aus Barthefelde, hieß H
ans A

rnold.

地
名
・
人
名
と
も
に
未
詳
。「
バ
ル
ト
ル
フ
ェ
ル
トBartholfeld
の
羊
飼
い
」
と
し
て
い
る
伝
説
も
あ
る
。

 

兄き
ょ
う
で
え弟

エ
ル
ン
ス
ト　

Bruder Ernst.　
「
兄ブ

ル
ー
ダ
ー弟

」。
農
民
軍
で
は
身
分
差
は
な
い
と
し
て
、
男
は
お
互
い
こ
の
よ
う
に
呼
び
合
っ
た
わ
け
。
す
な
わ
ち
フ
ラ

ン
ス
革
命
下
の
「
市シ

ト
ワ
イ
ア
ン民

」、
ロ
シ
ア
革
命
下
の
「
同タ

ワ
リ
シ
チ志

」。

 

ク
レ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
エ
ル
ン
ス
ト　

Graf Ernst von K
lettenberg.　

ホ
ー
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
に
し
て
ク
レ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
お
よ
び
ロ
ー
ラ
の
殿
エ
ル

ン
ス
ト
五
世Ernst V

., Graf von H
ohnstein, H

err von K
lettenberg und Lohra

（
？
─
一
五
五
二
）
か
。
諸
侯
軍
が
勝
利
し
た
後
、
ホ
ー
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
伯
エ
ル
ン
ス
ト
は
農
民
軍
に
荷
担
し
た
罰
と
し
て
グ
ル
デ
ン
金
貨
千
枚
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
か
。

 

澱お
り　

H
efe.　

「
屑
」「
粕
」
の
意
も
あ
る
。「
社
会
の
澱
」die H

efe der Gesellschaft 
は
「
社
会
の
最
下
層
の
人
人
」。

）（（）（（）（（）（（）（（）（（）（（）（（
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ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
公
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ　

H
erzog Christian Ludw

ig zu Braunschw
eig.　

ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
＝

リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
公
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒChristian Ludw

ig, H
erzog von Braunschw

eig-Lüneburg

（
一
六
二
二
─
六
五
）。
カ
ー

レ
ン
ベ
ル
ク
侯
国
、
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
侯
国
の
君
侯
。

 
エ
ル
リ
ヒ　

Ellrich.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
最
北
の
都
市
。
ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
郡
に
属
す
る
。

 

教
区
監
督　

Superintendent.　

キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
一
定
地
域
に
あ
る
教
会
を
纏
め
て「
教
区
」と
称
し
、こ
れ
を
治
め
る
教
区
長
を
新
教
で「
監
督
」、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
で
「
司
教
」、
聖
公
会
で
「
主
教
」
と
い
う
。

 

薄ブ
ラ
ク
テ
ア
ー
ト

型
貨
幣　

Brakteaten.　

半
面
に
だ
け
刻
印
さ
れ
た
中
世
の
薄
い
金
銀
貨
。

 

オ
ル
ツ
タ
ー
ラ
ー
銀
貨　

O
rtsthaler.　

四
分
の
一
タ
ー
ラ
ー
銀
貨
。

 

占ヴ
ュ
ン
シ
ェ
ル
ル
ー
テ

い
棒　

W
ünschelruthe.　

金
属
製
あ
る
い
は
木
製
の
道
具
で
、
先
が
曲
が
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
二
股
に
分
か
れ
て
い
る
形
状
の
棒
。
水
脈
や
鉱

脈
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
俗
信
に
基
づ
く
。
こ
れ
を
作
成
で
き
る
の
は
、
そ
う
し
た
能
力
が
あ
る
、
と
さ
れ
る
者
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
棒
の
一

端
を
両
手
で
持
ち
、
も
う
一
端
を
上
に
向
け
て
歩
行
し
て
い
る
と
、
水
脈
な
い
し
鉱
脈
が
あ
る
箇
所
で
、
棒
が
ひ
と
り
で
に
地
面
を
指
す
、
と
の
こ
と
。

十
九
世
紀
初
頭
バ
イ
エ
ル
ン
に
さ
え
こ
の
俗
信
に
対
す
る
信
奉
者
が
存
在
し
た
よ
う
だ
。

 

仏ど

う

ふ

ぁ

ん

蘭
西
王
太
子
御
用　

ad usum
 D

elphini.　

ラ
テ
ン
語
「
ア
ド
・
ウ
ス
ム
・
デ
ル
フ
ィ
ニ
」。
ル
イ
十
四
世
の
長
男
で
成
人
し
た
唯
一
の
子
ル
イ
・
ル
・

グ
ラ
ン
・
ド
ー
フ
ァ
ンLouis le Grand D

auphin （
一
六
六
一
─
一
七
一
一
）、す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
ス
王
太
子
教
育
の
た
め
、相
応
し
か
ら
ぬ
部
分
を
検
閲
・

削
除
し
た
ギ
リ
シ
ア
・
ラ
テ
ン
の
テ
キ
ス
ト
集
六
十
四
巻
の
名
称
。
王
太
子
傅
育
官
モ
ン
ト
ー
シ
ェ
公
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
国
王
の
法
定

推
定
相
続
人
は
「
ル
・
ド
ー
フ
ァ
ン
」（
海
豚
）Le D

auphin

の
称
号
を
持
ち
、
紋
章
に
海
豚
と
三
つ
の
百
合
を
用
い
る
。
さ
て
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が

こ
の
言
葉
を
ど
う
い
う
意
味
で
使
っ
た
の
か
、
訳
者
に
は
分
か
ら
な
い
。
本
来
な
ら
「
未
成
年
者
用
」
く
ら
い
に
転
化
で
き
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、「
ラ
テ

ン
語
学
校
の
生
徒
た
ち
の
た
め
」
な
の
か
、
そ
れ
と
も
…
…
。
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
。

 

バ
ジ
リ
ウ
ス
・
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ヌ
ス　

Basilius V
alentinus.　

錬
金
術
の
文
献
を
著
し
た
ド
イ
ツ
語
圏
の
著
者
の
一
人
で
は
あ
る
が
、
ま
だ
同
定
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
の
文
献
は
一
五
九
九
年
以
降
印
刷
さ
れ
、
十
七
世
紀
初
頭
以
降
筆
写
さ
れ
て
伝
わ
っ
て
い
る
。
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
派
修
道
士
と
し
て
文
献
に

登
場
、
ま
た
伝
説
に
よ
れ
ば
エ
ア
フ
ル
ト
の
聖
ペ
テ
ロ
修
道
院
に
在
籍
し
た
。
十
五
世
紀
の
人
、
と
考
え
ら
れ
る
。

 

賢
者
の
石　

der Stein der W
eisen.　

中
世
の
錬
金
術
師
が
探
し
求
め
た
、
卑
金
属
を
貴
金
属
に
変
え
る
と
い
う
物
質
。

 

ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン　

N
ordhausen.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
郡
の
郡
庁
所
在
地
。
ハ
ー
ル
ツ
山
地
南
縁
に
位
置
す
る
。
エ
ア
フ
ル
ト
、

イ
エ
ナ
、
ゲ
ラ
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
、
ゴ
ー
タ
に
次
い
で
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
で
六
番
目
に
大
き
い
都
市
。

 

マ
イ
ン
ツ
大
司
教　

Erzbischof von M
ainz.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
三
二
注
参
照
。
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
だ
っ
た
上
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
を
も
兼
任
（
こ
う
い
う

）（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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先
例
は
な
い
し
、
本
来
許
さ
れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
）、
後
に
は
枢
機
卿
に
ま
で
陞の

ぼ

っ
た
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
（
一
四
九
〇
─
一

五
四
五
）
は
「
贖
宥
状
」、
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
免
罪
符
」
販
売
を
ド
イ
ツ
語
圏
で
盛
ん
に
行
わ
せ
た
人
物
。
免
罪
符
販
売
は
ル
タ
ー
の
教
会
批
判
を

触
発
し
た
大
き
な
事
由
の
一
つ
。
従
っ
て
彼
は
ル
タ
ー
の
最
も
重
要
か
つ
最
も
有
名
な
敵
手
。

 

鉄
の
処
女
の
よ
う
な
も
の　

eine eiserne Jungfrau.　
「
鉄
の
処
女
」
は
、
中
世
の
処
刑
・
拷
問
道
具
、
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
。
実
際
に
は
存
在
し
な
か
っ

た
、
空
想
の
産
物
で
は
な
い
か
、
と
の
説
も
あ
る
。
聖
母
マ
リ
ア
を
か
た
ど
っ
た
、
と
さ
れ
る
女
性
の
形
を
し
た
木
製
あ
る
い
は
鉄
製
、
内
部
が
空
洞
の

高
さ
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
人
形
。
前
面
が
左
右
に
開
く
扉
に
な
っ
て
お
り
、
扉
に
は
内
部
に
向
い
た
長
い
鉄
釘
が
一
面
に
植
え
ら
れ
て
い
る
。

 

ホ
ー
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン　

H
ohenstein.　

「
ホ
ー
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」H

ohnstein 

の
誤
り
。
尤
も
Ｄ
Ｓ
で
も
そ
う
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

 

エ
ル
リ
ヒ　

Ellrich.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
郡
の
小
都
市
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
最
北
の
町
。
ハ
ー
ル
ツ
山
地
の
南
縁
に
位
置
す
る
。

 

ブ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
オ
ー
デ　

Bleicherode.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
郡
の
小
都
市
。

 

あ
の
農
夫
の
ハヘ

ン

ゼ

ル

ン
ス
く
ん
に　

dem
 Bauernhänsel.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
九
五
で
は
「
羊
飼
い
」
と
な
っ
て
い
る
。

 

エ
ル
ン
ス
ト
七
世
伯　

Graf Ernst V
II.　

ホ
ー
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
＝
ク
レ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
エ
ル
ン
ス
ト
七
世Ernst V

II., Graf von H
ohnstein-

K
lettenberg （

一
五
六
二
─
九
三
）。
初
婚
で
儲
け
た
子
ど
も
ら
の
内
た
っ
た
一
人
の
子
息
は
一
五
八
三
年
に
夭
折
、
他
は
息
女
。
再
婚
で
は
子
無
し
。

 

煖ケ
ム
ナ
ー
テ

炉
部
屋　

K
em

nate.　

ド
イ
ツ
中
世
の
城
塞
の
居パ

ラ
ス館

（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
九
注
参
照
）
に
あ
る
煖
炉
を
備
え
た
居
心
地
の
良
い
部
屋
。
普
通
城
主
夫
妻
や
令
嬢
な

ど
の
居
室
に
充
て
ら
れ
た
。

 

管
財
人　

A
dm

inistrator.　

こ
の
訳
語
が
適
切
か
ど
う
か
自
信
が
な
い
。
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
。

 

ゲ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
リ
ヒ
ン
ゲ
ン
騎
士
の　

Ritter Götzens von Berlichingen.　
「
鉄
の
手
の
ゲ
ッ
ツ
」
と
し
て
有
名
な
こ
の
騎
士
に
つ
い
て
は

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
九
〇
と
注
を
参
照
。

 

ケ
レ　

K
elle.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
郡
エ
ル
リ
ヒ
、
ア
ッ
ペ
ン
ロ
ー
デ
、
ヴ
ォ
ッ
フ
レ
ー
ベ
ン
の
間
に
拡
が
る
山
林
に
あ
る
一
種
独

特
な
石
灰
岩
地
形
。

 

ケ
ー
レ　

K
ehle.　

ド
イ
ツ
語
「
咽
喉
」。

 

咽の

ど喉　

Schlund.　

ド
イ
ツ
語
「
咽
喉
」「
深
い
口
」「
深
淵
」。　

 

リ
ス
ボ
ン
が
恐
ろ
し
い
地
震
の
た
め
倒
壊
し
た
あ
の
日　

A
n jenem

 T
age, der Lissabon durch ein entsetzliches Erdbeben zerstörte.　

一
七

五
五
年
十
一
月
一
日
、
万
聖
節
の
午
前
九
時
四
〇
分
西
欧
の
広
い
範
囲
で
地
震
（
震
源
は
サ
ン
・
ビ
セ
ン
テ
岬
西
南
西
約
二
〇
〇
キ
ロ
と
推
定
さ
れ
る
）

が
発
生
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
国
の
首
都
リ
ス
ボ
ン
は
八
割
以
上
が
崩
壊
、
次
い
で
、
津
波
と
大
火
に
襲
わ
れ
た
。
当
時
の
リ
ス
ボ
ン
の
人
口
は
二
十
七
万
五

千
だ
っ
た
が
、
最
大
で
九
万
が
死
ん
だ
、
と
さ
れ
る
。

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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ザ
ル
ツ
ン
グ
湖　

Salzunger See.　

ブ
ル
ク
ゼ
ーBurgsee 

と
も
。
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
郡
郡
庁
所
在
地
に
し
て
保
養
地
バ
ー
ト
・

ザ
ル
ツ
ン
グ
の
中
心
に
あ
る
陥
没
湖
。
最
深
二
〇
五
メ
ー
ト
ル
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
一
八
二
〇
年
代
バ
ー
ト
・
ザ
ル
ツ
ン
グ
で
薬
剤
師
主
任
助
手
と
し

て
就
業
す
る
傍
ら
、
著
述
に
励
ん
で
い
た
。

 
ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス　

Bonifacius.　
「
ボ
ニ
フ
ァ
ツ
ィ
ウ
ス
聖
者
」der heilige Bonifatius 

（
六
七
三
頃
─
七
五
四
ま
た
は
七
五
五
）。
ゲ
ル
マ
ン
人
へ
の

キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
に
再
再
登
場
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
二
注
参
照
。

 

ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト　

H
eiligenstadt.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ア
イ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト
郡
郡
庁
所
在
地
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
四
〇
、
四
四
三
に

「
聖ハ

イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト

者
の
町
」
と
し
て
訳
出
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
四
〇
注
を
も
参
照
。

 

ブ
ロ
ッ
ケ
ン
山　

Brocken.　

ハ
ー
ル
ツ
山
地
の
最
高
峰
。
標
高
一
一
四
一
メ
ー
ト
ル
。
現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ハ
ー
ル
ツ
郡
。
山
頂
は
三
百
日

に
亘
っ
て
霧
に
閉
ざ
さ
れ
、
九
月
か
ら
五
月
に
至
る
ま
で
積
雪
が
あ
る
。
俗
信
で
は
、
悪
魔
を
主あ

る
じ

と
仰
ぎ
、
魔
女
た
ち
が
参
集
し
て
乱
痴
気
騒
ぎ
を
す
る

「
ヴ
ァ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
」W

alpurgisnacht （
四
月
三
十
日
か
ら
五
月
一
日
に
か
け
て
の
夜
）＝
魔
女
の
夜
宴H

exennacht 

の
舞
台
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
古
代
ケ
ル
ト
人
が
夜
を
籠
め
て
登
頂
し
、
山
上
で
日
の
出
を
待
ち
、
春
の
到
来
を
寿
い
だ
習
俗
が
民
間
伝
承
で
こ
の
よ
う
に
転
訛
し
た
よ
う
で

あ
る
。

 

タ
ー
レ　

T
hale.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ハ
ー
ル
ツ
郡
の
小
都
市
。
ハ
ー
ル
ツ
山
地
が
険
し
く
切
り
立
つ
北
東
縁
辺
部
に
位
置
す
る
。
タ
ー
レ
の

上
部
で
ボ
ー
デ
河
谷
が
始
ま
る
。

 

レ
ー
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
あ
る
い
は
ラ
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン der Regenstein oder Reinstein.　

レ
ー
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（
ラ
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
も
）
一

門
は
下

ニ
ー
ダ
ー

ザ
ク
セ
ン
の
伯
爵
家
。
ハ
ー
ル
ツ
の
伯
爵
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
そ
の
名
は
ハ
ー
ル
ツ
山
地
の
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
近
郊
の
山
城
レ
ー
ゲ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
城
に
基
づ
く
。
男
系
最
後
の
人
レ
ー
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
ヨ
ー
ハ
ン
・
エ
ル
ン
ス
ト
は
一
五
九
九
年
に
死
亡
。

 

ハ
イ
ン
リ
ヒ
捕デ

ア
・
フ
ィ
ン
ク
ラ
ー

鳥
帝　

K
aiser H

einrich der Finkler.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
八
九
注
参
照
。

 

聖
母
マ
リ
ア
の
日　

M
arientag.　

「
聖
母
マ
リ
ア
の
祝
日
」M

arienfest 

。
幾
つ
か
あ
る
。

 

ヘ
ル
モ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
レ
ー
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン　

H
elm

old von Regenstein.　

未
詳
。

 

ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク　

Blankenburg.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ハ
ー
ル
ツ
郡
の
歴
史
あ
る
都
市
。

 

ク
ヴ
ェ
ー
ド
リ
ン
ブ
ル
ク　

Q
uedlinburg.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
二
二
に
修
道
院
の
名
と
し
て
初
出
。
現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ハ
ー
ル
ツ
郡
の
歴
史
あ
る

都
市
。
ハ
ー
ル
ツ
山
地
の
北
、
ボ
ー
デ
河
畔
に
位
置
す
る
。

 

高
く
尖
っ
た
巖い

わ
や
ま山　

hochgegipfelte Felsenreihen.　

こ
の
断
続
的
に
連
な
る
奇
怪
な
形
を
し
た
巖
山
が
「
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
マ
ウ
ア
ー

魔
の
壁
」T

eufelsm
auer 

で
あ
る
。

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ハ
ー
ル
ツ
郡
に
あ
る
。
堅
い
砂
石
か
ら
成
る
岩
石
形
成
物
。
バ
レ
ン
シ
ュ
テ
ッ
ト
か
ら
リ
ー
ダ
ー
と
ヴ
ェ
ッ
ダ
ー
ス
レ
ー

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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ベ
ン
を
経
て
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
ま
で
二
〇
キ
ロ
に
及
ぶ
。
突
き
出
た
夥
し
い
巖
に
は
そ
れ
ぞ
れ
名
が
付
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

 
元ウ

ア

コ

ム

ニ

ス

ト

祖
共
産
主
義
者　

U
rkom

m
unist.　

カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
／
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
る
『
共
産
党
宣
言
』K

arl M
arx / Friedrich 

Engels: M
anifest der K

om
m

unistischen Partei. 

も
し
く
は
『
共
産
主
義
者
宣
言
』D

as kom
m

unistische M
anifest. 

が
発
表
さ
れ
た
の
は
一
八

四
八
年
。
従
っ
て
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
本
書
編
著
時
「
共
産
主
義
」「
共
産
主
義
者
」
な
る
概
念
を
知
っ
て
い
た
わ
け
。

 

タ
ー
レ
近
く
の
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
プ
フ
ー
ル

魔
の
淵　

sein Pfuhl bei T
hale.　

こ
こ
で
「
悪
魔
の
淵
」
と
訳
し
た
の
は
原
文
で
は
「
彼
の
淵
」。「
彼
」
は
「
悪
魔
」
を
受
け
て
い

る
の
で
意
訳
し
た
。
次
の
話
の
「
クク

レ
ー
ト
プ
フ
ー
ル

レ
ー
ト
の
淵
」
は
こ
の
「
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
プ
フ
ー
ル

魔
の
淵
」
の
別
名
。

 

ボ
ー
デ
川　

die Bode.　

ハ
ー
ル
ツ
山
地
の
最
も
有
名
、
最
も
重
要
な
河
川
の
一
つ
で
、
総
延
長
一
六
九
キ
ロ
に
も
及
ぶ
。

 

悪ト
イ
フ
ェ
ル
ス
タ
ン
ツ
プ
ラ
ッ
ツ

魔
の
踊
り
場　

des T
eufels T

anzplatz.　

Ｄ
Ｓ
一
九
〇
参
照
。

 

クク
レ
ー
ト
プ
フ
ー
ル

レ
ー
ト
の
淵 Cretpfuhl.　

Ｄ
Ｓ
三
一
九
原
注
に
は
「
こ
れ
は
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
プ
フ
ー
ル

魔
の
淵
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
因
み
に
北
部
ハ
ー
ル
ツ
の
住
民
は
悪
魔
の
子
の
こ
と

を
ク
レ
ー
ト
の
子
と
呼
ぶ
」D

as heißt T
eufelspfuhl, w

ie die nördliche H
arzbew

ohner K
reetkind ein T

eufelskind nennen. 

と
あ
る
。

 

ゴ
ス
ラ
ー
ル　

Goslar.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
六
四
、
三
九
〇
注
参
照
。
ま
た
ゴ
ス
ラ
ー
ル
は
中
世

─
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
九
一
に
あ
る
よ
う
に

─
近
傍
の
鉱
山
ラ
ン
メ

ル
ス
ベ
ル
ク
か
ら
産
出
す
る
豊
富
な
銀
で
銀
貨
を
鋳
造
し
た
の
で
あ
る
。

 

娘メ
ー
ク
デ
シ
ュ
プ
ル
ン
グ

た
ち
の
跳
躍　

M
ägdesprung.　

メ
ー
ク
デ
シ
ュ
プ
ル
ン
グ
は
現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ハ
ー
ル
ツ
郡
ハ
ー
ル
ツ
ゲ
ロ
ー
デ
の
一
部
。
ゼ
ル
ケ
谷タ

ー
ル

に
あ
り
、
ゼ
ル
ケ
川
に
貫
流
さ
れ
て
い
る
。

 

ハ
ー
ル
ツ
ゲ
ロ
ー
デ　

H
arzgerode.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ハ
ー
ル
ツ
郡
の
小
都
市
。
初
出
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
九
一
。

 

乙
女
ヘ
ル
ヴ
ェ
ツ
ィ
ア　

Jungfrau H
elvetia.　

ス
イ
ス
（
ラ
テ
ン
語
「
ヘ
ル
ヴ
ェ
ツ
ィ
ア
」）
を
擬
人
化
し
た
槍
と
盾
を
持
っ
た
女
神
。
十
七
世
紀
頃
か

ら
登
場
。
ス
イ
ス
の
象
徴
。

 

フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城　

Schloß Falkenstein.　

ハ
ー
ル
ツ
山
地
に
あ
る
中
世
盛
期
の
山
城
（
築
造
一
一
二
〇
─
八
〇
）。
メ
ー
ク
デ
シ
ュ
プ
ル
ン

グ
（
現
ハ
ー
ル
ツ
ゲ
ロ
ー
デ
北
部
）
と
マ
イ
ス
ド
ル
フ
（
フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
／
ハ
ー
ル
ツ
南
西
部
）
の
中
間
、
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ハ
ー

ル
ツ
郡
フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
／
ハ
ー
ル
ツ
に
あ
る
。
城
郭
の
本
質
的
な
部
分
は
保
存
さ
れ
て
い
る
。

 

フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
ホ
イ
ア
ー
な
る
人　

ein Graf H
oyer von Falkenstein.　

一
二
五
一
年
没
。『
ザ
ク
セ
ン
宝シ

ュ
ピ
ー
ゲ
ル鑑

』の
編
著
者
ア
イ
ケ
・
フ
ォ

ン
・
レ
プ
ゴ
ウ
の
重
要
な
支
援
者
と
し
て
フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
家
で
最
も
名
が
あ
る
。

 

ザ
ク
セ
ン
宝シ

ュ
ピ
ー
ゲ
ル鑑　

Sachsenspiegel.　

東
部
ザ
ク
セ
ン
の
騎
士
ア
イ
ケ
・
フ
ォ
ン
・
レ
プ
ゴ
ウEike von Repgow

 

（
一
一
八
〇
頃
─
一
二
三
三
以
降
）

に
よ
っ
て
一
二
二
五
年
纏
め
ら
れ
た
ド
イ
ツ
最
古
の
法
記
録
集
。
フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
ホ
イ
ア
ー
の
要
請
に
拠
る
。
初
め
ラ
テ
ン
語
だ
っ
た
が
、

ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
さ
れ
た
。
私
撰
の
法
記
録
集
で
は
あ
る
が
中
・
近
世
ド
イ
ツ

─
特
に
東
ド
イ
ツ
、
北
ド
イ
ツ

─
に
お
い
て
公
の
法
典
同
様
に
扱
わ

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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れ
た
。

 

テ
ィ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
森　

der W
ald T

idian.　

今
日
も
な
お
深
い
森
と
し
て
保
た
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

 
テ
ィ
ー
デ
ィ
ア
ン
洞　

T
idianshöhle.　

ゼ
ル
ケ
の
山
山
の
麓
に
あ
る
が
、
洞
窟
の
口
は
低
く
、
入
り
難
い
由
。

 
例
の
魔
法
の
花　

die W
underblum

e.　

こ
れ
ま
で
の
伝
説
（
た
と
え
ば
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
九
七
）
に
も
た
び
た
び
登
場
し
て
い
る
、
宝
庫
の
門
を
開
い
て
く
れ

る
花
。
こ
の
後
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
二
九
に
も
出
る
。

 

ヴ
ァ
ー
タ
ー
レ
ー
ベ
ン
（
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
レ
ー
ベ
ン
）　W

aterleben 

（W
asserleben

） .　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ハ
ー
ル
ツ
郡
の
村
ノ
ル
ト
ハ
ー

ル
ツ
の
一
部
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
レ
ー
ベ
ン
。

 

ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト　

H
alberstadt.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
七
六
注
参
照
。
八
〇
四
年
カ
ー
ル
大
帝
（
＝
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
）
に
よ
っ
て
司
教
座
が
置
か
れ
た

歴
史
の
古
い
都
市
で
あ
る
。

 

凹く
ぼ
み
ち道　

H
ohlw

eg.　

両
側
が
急
斜
面
の
道
。
切
り
通
し
。
谷
あ
い
の
道
。

 

シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
伯
ボ
ー
ト
七
世　

Graf Botho V
II. von Stolberg.　

シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
＝
ヴ
ェ
ル
ニ
ゲ
ロ
ー
デ
伯
ボ
ー
ト
七
世
（
一
四
一
二
？

─
五
五
）。

 

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ　

Graf H
einrich von Schw

arzburg.　

ロ
イ
テ
ン
ベ
ル
ク
＝
ラ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
＝
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク

伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
十
世
（
一
四
一
二
─
六
二
）
か
。

 

剛デ
ア
・
キ
ュ
ー
ネ

胆
伯
と
添
え
名
さ
れ
た
ホ
ー
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ　

Graf H
einrich der K

ühne von H
ohnstein.　

ホ
ー
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
＝
ク
レ
ッ
テ
ン

ベ
ル
ク
＝
ロ
ー
ラ
＝
ラ
ウ
タ
ー
ベ
ル
ク
＝
シ
ャ
ル
ツ
フ
ェ
ル
ト
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
十
一
世
（
一
四
〇
二
─
五
四
）。

 

領
土
相
互
相
続
契
約
者　

Erdverbrüderte.　

訳
語
に
は
自
信
が
な
い
。
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
。
た
だ
し ,Erdverbrüderungsvertrag , 

な
る
成
語

は
あ
る
。

 

ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
司
教
ブ
ル
ヒ
ャ
ル
ト
三
世　

Bischof Burchard III. von H
alberstadt.　

ブ
ル
ヒ
ャ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
ー
ル
ベ
ル
ク
（
在

位
一
四
三
七
─
五
八
）
で
あ
ろ
う
。

 

黄デ
ィ
ー
・
ギ
ュ
ル
ド
ネ
・
ア
ウ
エ

金
の
沃
野　

die güldne A
ue.　

「
デ
ィ
ー
・
ゴ
ル
デ
ネ
・
ア
ウ
エ
」die goldene A

ue

。
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
と
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州

の
州
境
、
ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
と
ザ
ン
ガ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
の
間
の
地
方
。
北
は
ハ
ー
ル
ツ
山
地
南
縁
、
南
は
ヴ
ィ
ン
ト
ラ
イ
テ
丘
陵
と
キ
ュ
フ
ホ
イ
ザ
ー
丘
陵

に
接
す
る
。
ゾ
ル
ゲ
、
テ
ュ
ラ
、
ラ
イ
ネ
、
ゴ
ン
ナ
な
ど
の
河
川
が
貫
流
し
て
い
る
。

 

ザ
ク
ス
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ン
村　

D
orf Sachsw

erfen.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
郡
の
町
ハ
ー
ル
ツ
ト
ー
ア
の
一
部
下

ニ
ー
ダ
ー

ザ
ク
ス
ヴ
ェ
ル

フ
ェ
ン
で
あ
ろ
う
。

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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ロ
ス
ラ　

Roßla.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
＝
ジ
ュ
ー
ト
ハ
ー
ル
ツ
郡
の
小
さ
い
町
ジ
ュ
ー
ト
ハ
ー
ル
ツ
の
一
部
。

 
ヴ
ァ
ル
ハ
ウ
ゼ
ン　

W
allhausen.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
＝
ジ
ュ
ー
ト
ハ
ー
ル
ツ
郡
の
小
さ
い
町
。

 
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯
領
の
村
ロ
ー
タ Rota, einem

 m
ansfeldischen D

orfe.　

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト

＝
ジ
ュ
ー
ト
ハ
ー
ル
ツ
郡
の
都
市
だ
が
、
こ
こ
で
は
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯
爵
家
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
家
」
の
家
名
の
謂
わ
れ
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ

四
一
三
で
説
か
れ
る
。

 

ア
ン
ハ
ル
ト　

A
nhalt.　

ド
イ
ツ
の
極
め
て
古
い
大
貴
族
の
家
系
ア
ス
カ
ニ
ア
家
の
領
土
分
割
に
よ
っ
て
ア
ン
ハ
ル
ト
君
侯
家
が
発
祥
。
家
名
は
こ
の
ア

ン
ハ
ル
ト
城
に
基
づ
く
。
一
旦
廃
墟
と
な
っ
た
も
の
を
一
一
四
七
年
以
降
ア
ス
カ
ニ
ア
家
の
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
熊デ

ア
・
ベ
ー
ア

辺
境
伯
が
再
建
。
ハ
ー
ル
ツ
地
方
で
最
も

強
力
な
要
塞
と
な
り
、
ほ
ぼ
一
三
〇
〇
年
頃
ま
で
居
住
さ
れ
続
け
た
。
現
在
ハ
ー
ル
ツ
ゲ
ロ
ー
デ
の
市
域
に
城
址
が
あ
る
。

 

碧へ
き
ぎ
ょ
く玉

の
巖い

わ
ね根

に　

auf einem
 Jaspisfelsen　

原
文
は
上
記
の
通
り
。「
碧
玉
」
は
宝
石
の
一
種
な
の
で
、
首
肯
し
難
い
が
…
…
。

 

フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士　

D
octor Faustus.　

一
般
的
知
識
と
し
て
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
四
一
注
参
照
。
た
だ
し
、
Ｇ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
プ
『
民
衆
本
フ
ァ
ウ
ス
ト
ゥ
ス

博
士
』Gustav Schw

ab: D
as V

olksbuch vom
 D

octor Faustus. 1888. 

（
民

フ
ォ
ル
ク
ス
ビ
ュ
ー
ヒ
ャ
ー

衆
本
の
再
話
）
冒
頭
に
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
ゥ
ス
博
士
は
ア
ン
ハ
ル
ト

伯
爵
領
で
生
ま
れ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
三
章
で
は
、
唄
を
歌
っ
て
物
乞
い
を
し
て
い
た
若
者
ク
リ
ス
ト
ー
フ
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
を
、
そ
の

機
転
が
利
く
こ
と
、
狡
猾
な
こ
と
を
見
込
ん
で
、
学
僕
（
助
手
）
と
し
て
雇
い
入
れ
た
、
と
あ
る
。

 

空ツ
ヴ
ィ
ン
ガ
ー濠　

Zw
inger.　

中
世
城
郭
の
外
壁
と
内
壁
の
間
の
空
濠
・
空
き
地
。
循
環
道
路
・
闘
技
場
・
練
兵
場
・
猛
獣
飼
育
場
な
ど
多
目
的
に
使
用
さ
れ
た
。

 

フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
の
学
僕
ク
リ
ス
ト
ー
フ
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー　

D
octor Faust ,s Fam

ulus, Christoph W
agner.　

前
掲
注
参
照
。
彼
も
ま
た

黒シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
キ
ュ
ン
ス
ト
ラ
ー

魔
術
師
だ
っ
た
そ
う
な
。

 

皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ　

K
aiser H

einrich.　

神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
数
多
い
。
こ
こ
で
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
四
世
（
在
位
一
〇
八
四
─
一
一
〇
五
）
か
、

そ
の
息
子
ハ
イ
ン
リ
ヒ
五
世
（
在
位
一
一
一
一
─
二
五
）
か
。
両
者
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
一
五
注
参
照
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
話
は
史
実
で
は
あ
る
ま

い
か
ら
、
穿
鑿
は
無
用
で
あ
ろ
う
。

 

こ
れ
ぞ
かデ

ス
・
マ
ン
ス
・
フ
ェ
ル
ト

の
男
の
地
所
な
る　

D
as ist des M

anns Feld.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

 

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト　

M
ansfeld.　

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯
爵
家
は
ド
イ
ツ
最
古
の
貴
族
の
一
つ
だ
っ
た
。
一
七
一
〇
年
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
城
に
居
住
し
て
い

た
最
後
の
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯
ゲ
オ
ル
ク
三
世
が
亡
く
な
り
、
一
七
八
〇
年
男
系
の
末
裔
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
・
ネ
ポ
ム
ク
・
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト

伯
が
馬
車
で
事
故
死
し
、
伯
爵
家
は
絶
え
た
。

 

家
紋　

das W
appen.　

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯
爵
家
の
家
紋
は
二
本
の
羽
根
飾
り
の
付
い
た
冑
（
面
頬
が
下
ろ
さ
れ
て
い
る
）
と
盾
か
ら
成
り
、
盾
に
は
白

地
に
赤
い
菱
型
が
六
箇
描
か
れ
て
い
る
。

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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円
卓
の
騎
士
た
ち　

die Ritter der T
afelrunde.　

「
円
卓
の
騎
士
」
な
る
概
念
は

─
一
一
五
〇
年
頃
か

─
ア
ン
グ
ロ
・
ノ
ル
マ
ン
系
の
司
祭
に
し

て
詩
人
ロ
ベ
ー
ル
・
ウ
ァ
ー
スRobert W

ace （
一
一
一
〇
頃
─
七
四
以
降
）
に
よ
っ
て
「
ア
ー
サ
ー
王
物
語
」
に
導
入
さ
れ
た
由
。

 
聖

ザ
ン
ク
ト

ゲ
オ
ル
ク　

St. Georg.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
四
四
に
も
そ
の
ド
イ
ツ
版
が
登
場
す
る
。
十
四
救
難
聖
者
の
一
人
に
し
て
、
龍
退
治
で
極
め
て
有
名
な
こ
の
聖

者
の
伝
説
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。

 

　

レ
バ
ノ
ン
の
ベ
イ
ル
ー
ト
界
隈
で
の
こ
と
、あ
る
湖
に
恐
ろ
し
い
龍
が
巣
く
っ
て
人
人
を
不
安
に
陥
れ
て
い
た
。
し
ば
し
ば
町
の
外
に
ま
で
や
っ
て
来
て
、

そ
の
吐
く
毒
の
息
吹
で
大
気
を
汚
染
し
た
。
町
の
者
た
ち
は
一
日
に
二
匹
の
羊
を
生
贄
と
し
て
い
た
が
、
ほ
ど
な
く
羊
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
神
託
を
伺

う
と
、
龍
に
人
間
の
生
贄
を
捧
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
だ
れ
が
死
ぬ
か
は
籤
で
決
め
よ
、
と
い
う
始
末
。
あ
る
日
籤
は
王
女
の
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
（
真
珠
）
姫
に

当
た
っ
た
。
姫
が
湖
岸
の
巖
の
上
で
涙
を
流
し
て
い
る
と
、
聖
ゲ
オ
ル
ク
が
そ
こ
を
通
り
掛
か
り
、
嘆
き
の
乙
女
に
理
由
を
問
い
質
し
た
。
さ
て
、
龍
が

湖
中
か
ら
出
現
す
る
と
、
聖
ゲ
オ
ル
ク
は
乗
馬
に
跨
り
、
神
に
祈
念
を
凝
ら
し
、
龍
目
掛
け
て
突
進
、
槍
を
深
深
と
突
き
刺
し
た
。
龍
は
ま
だ
死
ん
で
は

い
な
か
っ
た
が
無
力
と
な
り
、
聖
ゲ
オ
ル
ク
の
言
い
つ
け
で
そ
の
帯
を
龍
の
頸
に
巻
い
た
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
姫
に
牽
か
れ
て
町
へ
連
れ
て
行
か
れ
た
。
か
く

し
て
聖
ゲ
オ
ル
ク
は
民
衆
に
言
っ
た
。「
あ
な
た
が
た
が
神
を
信
ず
る
な
ら
、
わ
た
し
は
こ
の
怪
物
を
完
全
に
殺
そ
う
」
と
。
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
の
父
な
る
王

は
二
万
の
人
人
と
共
に
洗
礼
を
受
け
た
。

 

少
な
く
と
も
あ
の
ク
レ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
の
よ
う
な
所
業
に
及
ん
だ
か
ら
で
あ
る　

thaten ,s dem
 Grafen von K

lettenberg zum
 m

indestens 
gleich.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
九
七
参
照
。

 

こ
の
石　

derselbe Stein.　

拳
大
の
穴
が
一
つ
開
い
て
い
る
か
な
り
大
き
な
こ
の
石
は
「
ホ
イ
ア
ー
石

シ
ュ
タ
イ
ン

」H
oyerstein 

と
呼
ば
れ
、
現
ザ
ク
セ
ン
＝

ア
ン
ハ
ル
ト
州
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
＝
ジ
ュ
ー
ト
ホ
ル
ツ
郡
の
都
市
ゲ
ル
プ
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
町
外
れ
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ス
ホ
ル
ツW

elfesholz

に
残
っ
て
い
る
。

 

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯
爵
家
の
祖
先
ホ
イ
ア
ー
伯　

der A
hnherr der Grafen von M

ansfeld, Graf H
oyer.　

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯
ホ
イ
ア
ー
一
世（
一

一
一
五
年
二
月
十
一
日
陣
没
）。
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
五
世
の
元

フ
ェ
ル
ト
マ
ル
シ
ャ
ル

帥
と
し
て
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ス
ホ
ル
ツ
の
会
戦
で
戦
死
。
こ
の
戦
い
は
ハ
イ
ン

リ
ヒ
五
世
と
叛
乱
を
起
こ
し
た
ザ
ク
セ
ン
の
諸
侯
た
ち

─
統
領
は
ザ
ク
セ
ン
公
ロ
タ
ー
ル
（
後
の
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
。
後
掲
注
参
照
）

─
と
の
抗
争

の
頂
点
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
も
ザ
ク
セ
ン
人
で
は
あ
っ
た
が
皇
帝
に
忠
実
な
将
帥
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯
ホ
イ
ア
ー
が
、
果
敢
な
攻
撃
の
最
中
、
グ
ロ
イ
チ
ュ

伯
ヴ
ィ
ー
プ
レ
ヒ
ト
に
よ
っ
て
斃
さ
れ
た
た
め
、
勝
敗
が
決
し
、
皇
帝
は
逃
亡
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
な
お
、
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ス
ホ
ル
ツ
は
森
で
も
あ
る
が
、

集
落
名
で
も
あ
る
。
ゲ
ル
プ
シ
ュ
テ
ッ
ト
（
前
掲
注
参
照
）
の
一
部
。
Ｄ
Ｓ
四
九
二
は
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯
ホ
イ
ア
ー
を
ザ
ク
セ
ン
軍
の
司
令
官
と
し
て

い
て
史
実
と
は
反
対
。
尤
も
こ
の
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
一
五
の
内
容
も
訳
者
に
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

 

皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
五
世　

K
aiser H

einrich V
.　

ド
イ
ツ
王
（
在
位
一
一
〇
六
─
二
五
）・
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
（
在
位
一
一
一
一
─
二
五
）
ハ
イ
ン
リ
ヒ

五
世
。
父
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
四
世
に
謀
叛
し
て
、
こ
れ
を
追
放
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
四
は
両
者
に
纏
わ
る
伝
説
。

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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グ
ロ
イ
チ
ュ
伯
ヴ
ィ
ー
プ
レ
ヒ
ト　

Graf W
iprecht von Groitsch.　

ホ
イ
ア
ー
伯
の
宿
敵
グ
ロ
イ
チ
ュ
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
ヴ
ィ
ー
プ
レ
ヒ
ト
二
世
（
一
一
五
〇

頃
─
一
一
二
四
）
の
子
息
ヴ
ィ
ー
プ
レ
ヒ
ト
三
世
（
一
〇
八
八
頃
─
一
一
一
六
）
で
あ
ろ
う
。

 
帝
王
切
開
で
世
に
出
た　

aus seiner M
utter geschnitten.　

直
訳
す
れ
ば
「
母
親
の
体
か
ら
切
開
で
取
り
出
さ
れ
た
」。
従
っ
て
、「（
女
に
よ
っ
て
）

生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
」ungeboren

こ
と
に
な
る
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
悲
劇
『
マ
ク
ベ
ス
』
で
、
魔
女
の
一
人
が
、
マ
ク
ベ
ス
は
女
に
よ
っ
て
生
ま

れ
た
者
に
斃
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
意
味
の
予
言
を
す
る
が
、
帝
王
切
開
で
世
に
出
た
マ
ク
ダ
フ
に
殺
さ
れ
る
。

 

我
、
ホ
イ
ア
ー
伯
、〔
女
に
よ
り
〕
生
ま
れ
ざ
り
し
者　

Ich Grave H
oyer ungeborn.　

因
み
に
別
の
伝
説

─
こ
ち
ら
の
方
が
筋
が
通
っ
て
い
る

─
に
よ
れ
ば
、
会
戦
前
夜
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯
ホ
イ
ア
ー
は
配
下
の
騎
士
を
呼
び
集
め
、
こ
の
石
を
握
り
締
め
て
、
こ
う
言
っ
た
由
。「
生
ま
れ
正
し
き

そ
れ
が
し
、
ホ
イ
ア
ー
伯Ich Graf H

oyer echt geboren

は
、
い
ま
だ
か
つ
て
戦
に
敗
れ
し
た
め
し
な
し
。
こ
の
石
を
し
っ
か
と
握
り
し
ご
と
く
、
こ

の
合
戦
も
我
が
も
の
と
な
る
は
必ひ

つ
じ
ょ
う定

」。

 

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
家
の
城
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン　

die M
ansfeldische Burg A

rnstein.　

ア
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城

─
一
三
八
七
年
レ
ー
ゲ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
伯
爵
家
か
ら
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯
爵
家
が
買
い
取
っ
た

─
は
現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
＝
ジ
ュ
ー
ト
ハ
ー
ル
ツ
郡
に
あ
る

山
城
の
廃
墟
。
主

ベ
ル
ク
フ
リ
ー
ト

塔
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
七
九
注
参
照
）
と
居パ

ラ
ス館

（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
九
注
参
照
）
は
残
っ
て
い
る
。

 

皇
帝
カ
ー
ル
五
世　

K
aiser K

arl V
.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
八
五
注
参
照
。

 

ク
ヴ
ェ
ー
ア
フ
ル
ト　

Q
uerfurt.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ザ
ー
レ
郡
の
都
市
ク
ヴ
ェ
ー
ア
フ
ル
ト
に
あ
る
同
名
の
城
は
、
本
質
的
部
分
が
保
存

さ
れ
て
い
る
中
世
の
城
郭
と
し
て
ド
イ
ツ
最
大
の
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

 

ブ
ル
ー
ノ
聖
者　

der heilige Bruno.　

こ
の
名
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
聖
人
は
三
人
い
る
が
、
こ
こ
で
は
ブ
ル
ー
ノ
・
フ
ォ
ン
・
ク
ヴ
ェ
ー
ア
フ
ル
ト
。

ア
ー
ダ
ル
バ
ー
ト
聖
者
に
続
き
プ
ロ
イ
セ
ン
で
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
に
努
め
た
使
徒
。
一
〇
〇
九
年
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
近
郊
で
殉
教
。

 

こ
れ
ま
で
に
も
再
再
、
双
子
と
か
三
つ
子
と
い
っ
た
よ
う
に
一
人
以
上
の
子
を
産
む
女
ど
も
は
け
し
か
ら
ぬ
や
つ
ら
だ
、
と
言
明
し
て
い
た　

hatte 
schon zum

 öftern sich ungünstig über Frauen geäußert. 　

同
時
に
複
数
の
子
を
出
産
す
る
女
性
は
、
夫
以
外
の
男
と
通
じ
た
た
め
だ
、
と
の

荒
唐
無
稽
な
俗
信
が
あ
っ
た
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
四
五
、
Ｄ
Ｓ
五
二
一
、
五
八
四
参
照
。　

 

皇
帝
ロ
タ
ー
ル　

K
aiser Lothar.　

ザ
ク
セ
ン
公
（
在
位
一
一
〇
六
─
三
七
）・
ド
イ
ツ
王
（
在
位
一
一
二
五
─
三
七
）・
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ロ
タ
ー
ル
三

世
（
在
位
一
一
三
三
─
三
七
）。

 

歳ヤ
ー
ル
マ
ル
ク
ト

の
市　

Jahrm
arkt.　

中
世
以
来
の
市
で
数
日
に
亘
る
。「
メ
ッ
セ
」
と
か
「
キ
ル
メ
ス
」
と
呼
ぶ
地
方
も
あ
る
。
後
者
は
「
教
会
堂
開
基
祭
」
だ
が
、

実
際
に
教
会
が
建
立
さ
れ
た
記
念
日
の
祝
祭
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
野
外
に
屋
台
が
出
て
、行
商
人
が
小
間
物
を
始
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
の
品
物
を
売
り
、

旅
回
り
の
香
具
師
が
こ
れ
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
見
せ
物
を
繰
り
広
げ
、
偽
医
師
や
ら
歯
抜
き
や
ら
が
開
業
し
た
。
近
郷
近
在
か
ら
夥
し
い
人
が
集
ま
る
の
で
、

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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こ
れ
を
利
用
し
て
木
材
市
、
家
畜
市
、
ワ
イ
ン
市
等
が
開
か
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
し
、
現
在
で
も
開
か
れ
る
。

 

ヘ
ル
ド
ル
ン
ゲ
ン　

H
eldrungen.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
キ
ュ
フ
ホ
イ
ザ
ー
郡
の
小
さ
な
町
。
町
に
は
水
濠
を
回
ら
し
た
堡
塁
ヘ
ル
ド
ル
ン
ゲ
ン
城
が

あ
る
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
三
二
注
参
照
。

 
ゲ
ホ
ー
フ
ェ
ン　

Gehofen.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
キ
ュ
フ
ホ
イ
ザ
ー
郡
の
小
村
。

 

小フ
ォ
ー
ア
シ
ュ
テ
ュ
ッ
ク
ラ
イ
ン

さ
な
口
許
隠
し　

V
orstücklein.　

顔
の
下
部
を
覆
う
ヴ
ェ
ー
ル
の
一
種
。
十
七
世
紀
の
女
性
風
俗
。

 

ト
レ
プ
ラ　

T
rebra.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
キ
ュ
フ
ホ
イ
ザ
ー
郡
の
小
村
。
ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
郡
の
町
ホ
ー
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
一
部
ト
レ
プ
ラ
で
は

な
い
。「
ト
レ
プ
ラ
一
族
」
に
つ
い
て
は
未
詳
だ
が
、
十
一
─
十
二
世
紀
頃
こ
こ
の
地
名
を
名
乗
る
貴
族
一
門
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
以
降
は
一
九
一
八

年
ま
で
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
＝
ゾ
ン
ダ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
伯
爵
家
→
侯
爵
家
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。

 

メ
ル
ゼ
ブ
ル
ク　

M
erseburg.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
南
部
、
ザ
ー
レ
川
左
岸
、
ク
ヴ
ェ
ー
ア
フ
ル
ト
高
地
に
あ
る
都
市
。
中
部
ド
イ
ツ
最
古

の
都
市
の
一
つ
。

 

テ
ィ
ロ
・
フ
ォ
ン
・
ト
ロ
ー
タ　

T
hilo von T

rotha.　

一
四
四
三
─
一
五
一
四
年
。
メ
ル
ゼ
ブ
ル
ク
の
司
教
に
し
て
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
管カ

ン
ツ
ラ
ー

理
官
。
中
世
後

期
の
最
も
重
要
な
ド
イ
ツ
の
司
教
の
一
人
と
さ
れ
る
。

 

盾
型
の
中
に
指
環
を
嘴

く
ち
ば
し

で
く
わ
え
た
一
羽
の
鴉
を
置
き
、
上
部
の
冠
か
ら
冑か

ぶ
と

飾
り
と
し
て
二
本
の
腕
と
指
環
を
摑つ

か

ん
で
い
る
二
本
の
手
が
上
が
っ
て
い

る
も
の
だ
っ
た　

setzte in das Schild einen Raben, der einen Ring im
 Schnabel trug, und oben aus der K

rone hoben sich als 
H

elm
kleinod zw

ei Ä
rm

e und H
ände, deren Finger einen Ring faßten.　

後
段
は
何
を
言
っ
て
い
る
こ
と
や
ら
。
こ
の
話
の
結
び
に
挙
げ
ら
れ

て
も
い
る
メ
ル
ゼ
ブ
ル
ク
大
聖
堂
内
に
あ
る
青
銅
板
の
紋
章
を
見
る
限
り
、図
柄
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
上
部
に
一
匹
の
狐
、中
央
に
冑
の
面
頬
？
（「
冠
」

に
は
見
え
な
い
）、
面
頬
？
の
下
に
指
環
を
く
わ
え
た
鴉
を
描
い
た
盾
。
こ
れ
ら
の
周
囲
に
は
唐
草
様
の
蔓
が
伸
び
て
い
る
。「
指
環
を
摑
ん
で
い
る
手
」

な
ど
は
ど
こ
に
も
無
い
。

 

ス
ピ
リ
ト
ゥ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
リ
ス　

Spiritus fam
iliaris.　

ラ
テ
ン
語
。「
く
っ
つ
く
魔
物
」
く
ら
い
の
意
。
Ｄ
Ｓ
の
英
訳
者
Ｄ
・
ウ
ォ
ー
ド
は
Ｇ
Ｌ
に

お
い
て
こ
れ
を
「
妖
術
師
の
使
い
魔
」the fam

iliar of sorcerers 
と
意
訳
し
て
い
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
使
い
魔
」
は
魔
女
や
妖
術
師
が
身
近
に
置
い
て

仕
事
を
手
伝
わ
せ
る
小
動
物
（
猫
、
犬
の
よ
う
な
小
家
畜
、
あ
る
い
は
、
蛙
、
鼠
、
鼬
、
梟
な
ど
）
で
あ
り
、
Ｄ
Ｓ
八
五
「
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ

ア
リ
ス
」
の
記
事
に
は
そ
れ
を
窺
わ
せ
る
点
は
皆
無
で
あ
る
。

 

　

Ｄ
Ｓ
八
五
で
グ
リ
ム
兄
弟
は
二
つ
の
印
刷
さ
れ
た
資
料
を
基
と
し
、
適
当
に
繋
ぎ
合
わ
せ
て
、
こ
れ
に
関
す
る
伝
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
記
事
の
過
半
を

占
め
る
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
の
博
労
の
話
は
『
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
奇
譚
』D

er Leipziger A
venturieur. 1756. 

第
二
部
に
、
そ
れ
か
ら
冒
頭
の
三
段
落
は
グ
リ

ン
メ
ル
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
著
『
駁
ジ
ン
プ
リ
チ
ウ
ス
、
あ
る
い
は
、
稀
代
の
女
詐
欺
師
な
ら
び
に
放
浪
者
な
る
ク
ラ
ー
シ
ェ
の
詳
細
に
し
て
世
に
も
珍
し
き
生
涯

）（（（）（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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の
物
語
』H

ans Jakob Christoffel von Grim
m

elshausen: T
rutz Sim

plex oder A
usführliche und w

underseltsam
e Lebensbeschreibung der 

E
rzbetrügerin und Landstörzerin Courasche. 1670. 

の
十
八
章
と
二
十
二
章
に
拠
っ
た
、
と
兄
弟
自
身
の
注
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ

ば
、「
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
リ
ス
」
な
る
伝
説
登
場
形
態
は
、
容
器
に
入
っ
た
正
体
不
明
の
生
き
物
で
、
一
旦
そ
の
所
有
者
と
な
っ
た
人
間
か
ら

離
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
人
間
の
望
む
通
り
の
物
を
与
え
続
け
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
無
理
に
排
除
す
る
と
そ
の
人
間
は
破
滅
す
る
。
ま
た
は
、
こ
れ
を

所
有
し
た
ま
ま
死
ぬ
と
、
地
獄
へ
堕
ち
る
。

 

　

十
九
世
紀
ド
イ
ツ
最
大
の
女
流
作
家
Ａ
・
フ
ォ
ン
・
ド
ロ
ス
テ
＝
ヒ
ュ
ル
ス
ホ
フ
は
Ｄ
Ｓ
八
五
の
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
の
博
労
の
話
に
感
興
を
そ
そ
ら
れ
、

四
二
〇
行
に
及
ぶ
長
大
な
物バ

ラ
ー
デ

語
詩
「
馬
商あ

き
ゅ
う
ど人

の
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
リ
ス
」A

nette von D
roste=H

ülshoff: D
er Spiritus fam

iliaris des 
R

oßtäuschers. 1842. 
を
書
き
上
げ
た
。

 

　

ド
イ
ツ
ロ
マ
ン
派
の
Ｆ
・
ド
・
ラ
・
モ
ッ
ト
・
フ
ー
ケ
に
は
、
望
み
の
物
を
何
で
も
与
え
て
く
れ
る
が
、
そ
れ
を
持
っ
た
ま
ま
死
ぬ
と
堕
地
獄
と
な
る

─
人
に
売
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
買
っ
た
時
よ
り
安
く
売
ら
ね
ば
な
ら
な
い

─
ガ
ラ
ス
壜
に
入
っ
た
黒
い
小
悪
魔
「
絞ガ

ル
ゲ
ン
メ
ン
ラ
イ
ン

首
台
小
人
」
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
小
説
『
絞ガ

ル
ゲ
ン
メ
ン
ラ
イ
ン

首
台
小
人
の
物
語
』Friedrich H

einrich K
arl, Freiherr de la M

otte-Fouqué : Eine Geschichte vom
 Galgenm

ännlein. 1810. 

が
あ
る
。

 

　

Ｒ
・
Ｌ
・
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
『
島
の
夜
噺
』
に
収
め
ら
れ
た
「
壜
の
妖
鬼
」Robert Louis Stevenson: T

he Bottle Im
p. In T

he Island 
N

ights , E
ntertainm

ents. 1893. 

の
ガ
ラ
ス
壜
に
入
っ
た
小イ

ン

プ
妖
魔
も
ガ
ル
ゲ
ン
メ
ン
ラ
イ
ン
と
全
く
同
じ
属
性
だ
が
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
は
フ
ー
ケ
の
作

品
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
わ
け
で
は
な
い
そ
う
な
。

 

　

と
こ
ろ
で
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
紹
介
す
る
こ
の
伝
承
で
は
、
ど
う
し
て
こ
の
猫
が
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
リ
ス
な
の
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
。

こ
れ
は
劫
を
経
た
古
猫
が
魔
物
に
な
っ
た
（
日
本
の
「
化
け
猫
」）
に
過
ぎ
な
い
。

 

ザ
ク
セ
ン
族　

Sachsen.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
八
七
注
参
照
。

 

ウ
ン
シ
ュ
ト
ル
ー
ト
川　

U
nstrut.　

「
ウ
ン
ス0

ト
ル
ー
ト
」
の
よ
う
に
発
音
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、こ
こ
で
は
標
記
の
片
仮
名
表
記
で
統
一
す
る
。
ザ
ー

レ
川
に
注
ぐ
支
流
で
長
さ
ほ
ぼ
一
九
二
キ
ロ
、
支
流
中
最
も
水
量
が
多
い
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
盆
地
の
全
体
が
お
お
よ
そ
そ
の
流
域
で
あ
る
。

 

ア
イ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト　

Eichsfeld.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
南
東
部
、
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
北
西
部
、
現
ヘ
ッ
セ
ン
州
北
東
部
の
歴
史
的
地
域
。
ハ
ー

ル
ツ
山
地
と
ヴ
ェ
ラ
川
の
間
に
あ
る
。

 

デ
ー
リ
ン
ゲ
ン
族　

D
öringer.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
族
。

 

黄デ
ィ
ー
・
ギ
ュ
ル
ド
ネ
・
ア
ウ
エ

金
の
沃
野　

die güldne A
ue.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
〇
八
注
参
照
。

 

シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
伯
ボ
ー
ト　

Graf Botho von Stolberg.　

至
デ
ア
・
グ
リ
ュ
ッ
ク
ゼ
ー
リ
ゲ

福
伯
と
添
え
名
さ
れ
た
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
伯
ボ
ー
ト
三
世Botho III., der 

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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Glückselige, Graf zu Stolberg

（
一
四
六
七
─
一
五
三
八
）
で
あ
ろ
う
。
一
四
九
三
年
渡
海
し
て
エ
ル
サ
レ
ム
に
赴
い
て
い
る
。
彼
は
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ

ル
ク
伯
爵
領
、
ヴ
ェ
ル
ニ
ゲ
ロ
ー
デ
伯
爵
領
、
ホ
ー
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
爵
領
を
治
め
た
。

 
ド
ゥ
ー
リ
ン
ゲ
ン
族　

D
uringer.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
族
。

 
ソ
ル
ブ
人　

Sorben.　

ソ
ル
ビ
ア
人
。
ヴ
ェ
ン
ド
人
と
も
。
現
ド
イ
ツ
に
居
住
す
る
西
ス
ラ
ヴ
系
の
種
族
。
ヴ
ェ
ン
ド
人
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
一
三
注

参
照
。

 

メ
ロ
ヴ
ィ
ヒ　

M
erovig.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
フ
ラ
ン
ク
族
の
王
。
お
そ
ら
く
は
ク
ロ
デ
ィ
オ
の
子
息
。
ト
ゥ
ル
ネ
ー
の
王（
在
位
四
五
七
─
四
五
八
）。

Ｄ
Ｓ
四
二
四
参
照
。

 

ク
ロ
デ
ィ
オ　

Chlodio.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
サ
リ
ー
族
出
身
と
し
て
は
最
初
の
フ
ラ
ン
ク
族
の
王
。
後
に
ト
ゥ
ル
ネ
ー
の
王
（
在
位
四
二
六
─
四
四

七
）
Ｄ
Ｓ
四
二
四
参
照
。

 

ヒ
ル
デ
リ
ヒ　

Childerich.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
フ
ラ
ン
ク
族
の
王
。
メ
ロ
ヴ
ィ
ヒ
の
子
息
。
ト
ゥ
ル
ネ
ー
の
王
（
在
位
四
五
八
─
五
一
一
）。
キ
ル

デ
リ
ク
一
世
。
そ
の
子
息
ク
ロ
ヴ
ィ
ス
一
世
は
最
初
ト
ゥ
ル
ネ
ー
の
王
（
在
位
四
八
一
─
五
一
一
）。
後
に
フ
ラ
ン
ク
族
の
大
部
分
と
ガ
ロ
＝
ロ
ー
マ
、
す

な
わ
ち
ロ
ー
マ
帝
国
支
配
下
に
あ
っ
た
ガ
リ
ア
を
征
服
し
た
。
Ｄ
Ｓ
四
二
五
参
照
。

 

イ
ル
メ
ン
フ
リ
ー
ト　

Irm
enfried.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

 

東
ゴ
ー
ト
族
の
王
テ
オ
デ
リ
ヒ O

stgothenkönig T
heoderich.　

日
本
で
は
「
テ
オ
ド
リ
ッ
ク
」
と
表
記
さ
れ
も
す
る
。
民
族
大
移
動
時
代
の
最
も
重

要
な
人
物
の
一
人
。「
大
王
」
と
添
え
名
さ
れ
た
。
四
五
一
／
五
六
─
五
二
六
年
。

 

あ
る
時
、
夫
の
食
卓
に
半
分
し
か
料
理
を
並
べ
な
か
っ
た
…
…
夫
が
兄
弟
た
ち
の
死
を
惹
き
起
す
気
に
な
る
よ
う
そ
そ
の
か
し
た
の
で
あ
る　

Sie deckte 
einstm

als ihres Gem
ahls T

isch nur halb 

…
…und reizte ihn an, seiner Brüder T

od herbeizuführen.　

Ｄ
Ｓ
五
五
〇
参
照
。

 

コ
ム
ニ
オ　

Com
m

unio.　

ラ
テ
ン
語
。「
共
有
」「
共
同
関
与
」。

 

ザザ

ク

セ

ン

ブ

ル

ク

ク
セ
ン
の
城　

Sachsenburg.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
キ
ュ
フ
ホ
イ
ザ
ー
郡
オ
ル
デ
ィ
ス
レ
ー
ベ
ン
の
一
部
ザ
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
近
郊
に
あ
る
山
城
。

築
城
者
と
し
て
は
、
十
一
世
紀
半
ば
ま
で
の
領
主
オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ
伯
爵
家
、
な
い
し
、
遅
く
と
も
十
二
世
紀
以
降
領
主
と
な
っ
た
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン

方
ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ

伯
家
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
だ
。

 

ザ
ク
セ
ン
宝シ

ュ
ピ
ー
ゲ
ル鑑　

Sachsenspiegel.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
〇
六
注
参
照
。

 

ア
ー
ル
ン
ス
ブ
ル
ク　

A
rnsburg.　

ア
ー
レ
ン
ス
ブ
ル
クA

rensburg 

（
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
の
同
名
の
都
市
で
は
な
い
）
と
も
。

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
キ
ュ
フ
ホ
イ
ザ
ー
郡
ゼ
ー
ガ
村
の
南
西
ほ
ぼ
一
・
五
キ
ロ
に
あ
る
山
城
の
廃
墟
。

 

髭ひ
げ

も
じ
ゃ
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ　

Ludw
ig m

it dem
 Barte.　

下
ニ
ー
ダ
ー

フ
ラ
ン
ケ
ン
の
ラ
イ
ネ
ッ
ク
伯
爵
家
出
身
で
、
近
縁
で
あ
る
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
を
後
ろ

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（



185

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その九）　鈴木　滿　訳・注

盾
と
し
て
、
一
〇
四
〇
年
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地

北
部
に
封
土
を
与
え
ら
れ
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ス
ロ
ー
ダ
近
郊
に
シ
ャ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
城
を
建
設
。
一
〇

五
六
年
没
。
ザ
ー
リ
ア
ー
家Salier

の
一
門
。
中
世
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
豪
族
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ン
グ
家Ludow

inger 

の
始
祖
。

 
皇
帝
コ
ン
ラ
ー
ト
二
世　

K
aiser K

onrad II.　

ザ
ー
リ
ア
ー
朝
初
代
ド
イ
ツ
王
（
在
位
一
〇
二
四
─
三
九
）、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
（
在
位
一
〇
二
七
─
三

九
）。

 

ザ
ン
ガ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
の
町　

Sangerhausen, die Stadt.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
＝
ジ
ュ
ー
ト
ハ
ー
ル
ツ
郡
郡
庁
所
在
地
の

中
都
市
。
同
州
南
西
部
、
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
と
の
州
境
附
近
に
位
置
す
る
。

 

兄
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ　

sein Bruder Ludw
ig.　

「
伯
父
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
」sein O

nkel Ludw
ig 

（
す
な
わ
ち
「
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
二
世
」）
で
な
い
と
お
か
し

い
が
、
原
文
の
ま
ま
。

 

ホ
ー
ン
シ
ュ
タ
イ
ン　

H
ohnstein.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
三
二
注
参
照
。

 

巻ラ

ス

ペ
き
貝　

Raspe.　

従
っ
て
こ
の
人
は
「
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
ス
ペ
」
と
な
る
わ
け
。
こ
の
名
は
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ン
グ
家
に
し
ば
し
ば
現
れ
る
名
だ
が
、
多
く

は
当
主
の
弟
に
附
け
ら
れ
て
い
る
。
後
代
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
ス
ペ
四
世
は
十
字
軍
で
陣
没
し
た
兄
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方

ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ

伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
の
遺
子

で
方
伯
位
を
継
い
だ
甥
ヘ
ル
マ
ン
二
世
の
後
見
人
を
務
め
た
が
、
ヘ
ル
マ
ン
二
世
の
母
、
す
な
わ
ち
兄
嫁
の
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
（
後
世
聖
女
と
さ
れ
る
）
を

居
城
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
か
ら
追
い
、
一
二
四
一
年
ヘ
ル
マ
ン
二
世
が
十
四
歳
で
急
死
す
る
と
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
（
在
位
一
二
四
一
─
四
七
。
最
後

の
方
伯
）
と
な
っ
た
。

 

ラ
ス
ペ
ン
ベ
ル
ク　

Raspenberg. 　
「
ラ
ス
テ
ン
ベ
ル
ク
」Rastenburg 

の
誤
り
。
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
北
東
部
ゼ
ン
マ
ー
ダ
郡
の
小
さ
な
町
。
一

〇
七
〇
年
文
献
に
初
出
。
こ
の
年
数
は
同
地
の
城
ラ
ス
ペ
ン
ブ
ル
クRaspenburg

の
築
工
（
一
〇
七
〇
─
七
一
）
と
同
時
期
で
あ
る
。
築
城
者
は

跳
デ
ア
・
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー

躍
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
か
そ
の
弟
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
ス
ペ
だ
、
と
す
る
説
が
あ
る
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
ス
ペ
三
世
（
一
一
五
五
─
八
〇
）
の
居
城
。

 

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ　

Ludw
ig.　

シ
ャ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
（
一
〇
四
二
─
一
一
二
三
）。「
跳

デ
ア
・
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー

躍
伯
」der Springer 

と
添
え
名
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、「
ザ
ー
リ
ア
ー
」、
す
な
わ
ち
ザ
ー
レ
川
流
域
に
住
む
フ
ラ
ン
ク
族
の
ラ
テ
ン
語
「
ザ
リ
ク
ス
」Salicus 

が ,Springer , 

と
誤
訳
さ
れ
、

そ
の
由
来
と
し
て
伝
説
が
作
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
ザ
ー
レ
河
畔
の
ギ
ー
ビ
ヒ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
に
監
禁
さ
れ
た
こ
と
は
な
い

の
で
は
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
領
の
萌
芽
と
な
っ
た
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
を
築
い
た
の
は
彼
だ
、と
さ
れ
る
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
五
一
参
照
）。
彼
の
子
息
テ
ュ
ー

リ
ン
ゲ
ン
方

ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ

伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
一
世
を
嚆
矢
と
し
て
、
彼
の
後
裔
は
一
一
三
〇
年
か
ら
一
二
四
七
年
ま
で
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
の
称
号
を
帯
び
た
。

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
二
世
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
五
二
、
四
五
四
、
四
五
五
、
四
五
八
参
照
。

 

ザ
ク
セ
ン
宮プ

フ
ァ
ル
ツ
グ
ラ
ー
フ

中
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ　

Pfalzgraf Friedrich zu Sachsen.　

横
死
し
た
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
ま
だ
ザ
ク
セ
ン
宮プ

フ
ァ
ル
ツ
グ
ラ
ー
フ

中
伯
に
な
っ
て
は
い
な

か
っ
た
（
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
称
号
を
冠
し
て
い
る
文
献
は
少
な
く
な
い
）。
こ
の
人
は
ザ
ク
セ
ン
宮プ

フ
ァ
ル
ツ
グ
ラ
ー
フ

中
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
（
？
─
一
〇
八
八
）

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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の
唯
一
の
子
息
プ
ー
テ
レ
ン
ド
ル
フ
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
・
フ
ォ
ン
・
ゴ
ゼ
ッ
クFriedrich III. von Goseck, Graf zu Putelendorf

（
一
〇
六
五

頃
─
八
五
）
で
あ
る
。
一
〇
八
一
年
シ
ュ
タ
ー
デ
伯
に
し
て
ノ
ル
ト
マ
ル
ク
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
ロ
タ
ー
ル
・
ウ
ー
ド
二
世
の
息
女
ア
ー
デ
ル
ハ
イ
ト
（
？
─
一
一
一
〇
）

と
結
婚
。
一
〇
八
五
年
二
月
ウ
ン
シ
ュ
ト
ル
ー
ト
河
畔
の
チ
ャ
イ
プ
リ
ッ
ツZscheiplitz

（
現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
南
部
ブ
ル
ゲ
ン
ラ
ン
ト
郡
フ

ラ
イ
ブ
ル
ク
・
ア
ン
・
デ
ア
・
ウ
ン
シ
ュ
ト
ル
ー
ト
の
一
部
）
近
く
で
狩
猟
中
殺
さ
れ
た
。
犯
行
の
背
後
関
係
は
闇
の
中
で
あ
る
。
同
年
、
彼
の
死
後
少

し
し
て
生
ま
れ
た
彼
の
子
息
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
四
世
は
、
後
に
三
世
の
寡
婦
ア
ー
デ
ル
ハ
イ
ト
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
ー
デ
（
す
な
わ
ち
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
四
世

の
実
母
）
と
結
婚
し
た
跳

デ
ア
・
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー

躍
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
（
す
な
わ
ち
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
四
世
の
継
父
）
を
殺
人
者
と
し
て
糾
弾
し
た
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
の
も

の
だ
っ
た
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
世
襲
領
の
大
半
が
継
父
の
所
有
に
帰
し
た
こ
と
も
疑
惑
を
強
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
が
そ
の
父
よ
り

前
に
死
ん
だ
の
で
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
四
世
は
父
の
称
号
プ
ー
テ
レ
ン
ド
ル
フ
伯
と
そ
の
残
余
の
所
領
の
他
に
、
祖
父
ザ
ク
セ
ン
宮プ

フ
ァ
ル
ツ
グ
ラ
ー
フ

中
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

二
世
の
遺
領
と
称
号
を
継
い
だ
。

 

ヴ
ァ
イ
セ
ン
ブ
ル
ク　

W
eißenburg.　

こ
の
城
は
チ
ャ
イ
プ
リ
ッ
ツ
（
前
掲
注
参
照
）
に
あ
っ
た
。
跳

デ
ア
・
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー

躍
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
再
婚
し
た
フ
リ
ー
ド

リ
ヒ
の
寡
婦
ア
ー
デ
ル
ハ
イ
ト
が
、
一
〇
八
九
年
、
聖

ザ
ン
ク
ト

マ
ル
ツ
ィ
ニ
ウ
ス
山
上
の
聖

ザ
ン
ク
ト

ボ
ニ
フ
ァ
ツ
ィ
ウ
ス
な
る
名
称
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
女
子
修
道
院

に
変
え
た
。

 

ギ
ー
ビ
ヒ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン　

Giebichenstein.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
の
大
都
市
ハ
レ
の
市
区
ギ
ー
ビ
ヒ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
あ
る
海
抜
ほ
ぼ

八
七
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
平
城
。
ザ
ー
レ
川
に
臨
む
。
上

オ
ー
バ
ー
ブ
ル
ク

城
と
下

ウ
ン
タ
ー
ブ
ル
ク

城
か
ら
成
る
。
九
〇
〇
─
一
〇
〇
〇
年
築
造
。
一
三
八
二
年
以
降
マ
ク
デ
ブ
ル

ク
大
司
教
の
居
城
と
な
っ
た
。

 

後
に
跳

デ
ア
・
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー

躍
伯
と
添
え
名
さ
れ
た
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方

ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ

伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ　

D
er Landgraf Ludw

ig von T
hüringen, der Springer zubenahm

t.

前
掲
注
に
記
し
た
よ
う
に
、
初
代
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方

ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ

伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
こ
の
人
で
は
な
く
、
こ
の
人
の
子
息
で
あ
る
。

 

「
処
女
ま
り
あ
ヨ
、
汝ナ

ン
ジ

ノ
僕シ

モ
ベ

ヲ
受
ケ
止
メ
タ
マ
エ
」　suscipe servum

, virgo M
aria!　

ラ
テ
ン
語
。
な
お
聖
書
に
は
以
下
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。

「
汝な

ん
じ

の
し
も
べ
の
中な

か
だ
ち保

と
な
り
て
福さ

い
は
ひ祉

を
え
し
め
た
ま
へ
、
高
ぶ
る
者
の
我
を
し
へ
た
ぐ
る
を
容ゆ

る

し
た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
」suscipe servum

 tuum
 in 

bonum
 non calum

nientur m
e superbi. （

旧
約
聖
書
詩
篇
百
十
九
篇
百
二
十
二
節
）。

 

キ
フ
ホ
イ
ザ
ー
山
上
に　

auf dem
 K

iffhäuserberge.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
終
始
一
貫
上
記
の
よ
う
に
表
記
し
て
い
る
が
、
一
般
に
は
「
キ
ュ
フ
ホ
イ

ザ
ー
」K

yffhäuser 

で
あ
る
。
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
と
現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
の
州
境
に
沿
う
黄デ

ィ
ー
・
ギ
ュ
ル
ド
ネ
・
ア
ウ
エ

金
の
沃
野
と
下ウ

ン

タ

ー

ハ

ー

ル

ツ

ハ
ー
ル
ツ
山
地
の
南
東
に

あ
る
山
の
尾
根
。
Ｄ
Ｓ
二
三
「
キ
ュ
フ
ホ
イ
ザ
ー
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
赤
髭
帝
」
に
よ
れ
ば
、
皇
帝
は
死
ん
だ
の
で
は
な
く
、
最
後
の
審
判
の
日
ま
で
こ
の

山
中
の
洞
窟
で
石
の
円
卓
に
向
か
っ
て
坐
っ
て
い
る
、
と
の
こ
と
。
眠
っ
て
い
る
の
だ
が
、
時
に
は
目
覚
め
る
こ
と
も
。
あ
る
羊
飼
い
が
皇
帝
お
付
き
の

侏
儒
に
案
内
さ
れ
て
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
許
に
行
っ
た
話
で
は
、
赤
髭
帝
は
、
鴉
ど
も
が
ま
だ
山
の
周
囲
を
飛
ん
で
い
る
か
、
と
羊
飼
い
に
訊
き
、
羊
飼
い

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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が
肯う

べ
な

う
と
、
そ
れ
で
は
ま
た
あ
と
百
年
眠
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
言
っ
た
そ
う
な
。

 
　

こ
の
伝
説
は
十
九
世
紀
に
な
る
と
、
強
力
な
君
主
の
下
で
ド
イ
ツ
諸
邦
の
統
一
を
目
指
す
政
治
運
動
と
と
り
わ
け
結
び
付
け
ら
れ
た
。
一
八
七
一
年
プ

ロ
イ
セ
ン
王
国
の
主
導
に
よ
り
ド
イ
ツ
統
一
が
成
し
遂
げ
ら
れ
、
ド
イ
ツ
帝
国
が
誕
生
す
る
と
、
一
八
九
〇
年
か
ら
九
六
年
に
掛
け
て
、
キ
ュ
フ
ホ
イ
ザ
ー

山ベ
ル
ク

山
頂
に
あ
る
古

い
に
し
え

の
キ
ュ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
城
の
廃
墟
に
「
キ
ュ
フ
ホ
イ
ザ
ー
記デ

ン
ク
マ
ー
ル

念
碑
」K

yffhäuserdenkm
al 

─
「
赤バ

ル
バ
ロ
ッ
サ髭

記デ
ン
ク
マ
ー
ル

念
碑
」

Barbarossadenkm
al

と
も
呼
ば
れ
る

─
が
建
立
さ
れ
た
。

 

　

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
伝
説
を
素
材
と
し
た
作
品
の
内
で
最
も
有
名
な
も
の
の
一
つ
は
Ｆ
・
リ
ュ
ッ
カ
ー
ト
の
詩
「
老
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
」Friedrich Rückert: 

D
er alte Barbarossa. 1817. 

で
あ
る
。

 

教
皇
に
破
門
さ
れ
た　

vom
 Papst in den Bann gethan w

ard.　

こ
の
伝
説
は
次
の
二
人
の
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
も

の
、
と
の
指
摘
が
Ｄ
Ｓ
四
九
四
の
原
注
に
あ
る
。。

 

　

赤ロ
ー
ト
バ
ル
ト髭

＝
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
と
綽
名
さ
れ
た
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
（
在
位
一
一
五
二
─
九
〇
）
は
ホ
ー
エ
ン
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ン
家
出
身
の

皇
帝
で
、
歴
代
皇
帝
中
屈
指
の
有
能
ぶ
り
を
発
揮
し
、
ド
イ
ツ
で
は
宿
敵
で
あ
り
従
弟
で
も
あ
る
強
大
な
領
邦
君
主
バ
イ
エ
ル
ン
公
・
ザ
ク
セ
ン
公
ハ
イ

ン
リ
ヒ
三
世
（
獅デ

ア
・
レ
ー
ヴ
ェ

子
公
）
を
無
力
化
す
る
な
ど
諸
勢
力
を
統
御
で
き
た
が
、
イ
タ
リ
ア
政
策
は
失
敗
し
た
、
と
い
え
よ
う
。
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世

か
ら
破
門
さ
れ
た
。
第
三
次
十
字
軍
の
総
司
令
官
と
し
て
一
一
八
九
年
出
征
、
翌
年
イ
コ
ニ
ウ
ム
の
会
戦
で
大
戦
果
を
収
め
た
が
、
同
年
小
ア
ジ
ア
南
東

部
キ
リ
キ
ア
の
サ
レ
フ
川
で
水
死
し
た
。
不
死
伝
説
は
有
名
。
Ｄ
Ｓ
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
に
再
再
登
場
す
る
。

 

　

ま
た
、
一
世
の
孫
の
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
（
在
位
一
二
二
〇
─
五
〇
）・
シ
チ
リ
ア
王
（
フ
ェ
デ
リ
ー
コ
一
世
。
在
位
一
一
九
七
─
一

二
五
〇
）
は
、
極
め
て
開
明
的
な
君
主
で
あ
り
、
治
世
を
イ
タ
リ
ア
統
一
の
た
め
に
費
や
し
た
が
、
教
皇
と
諸
都
市
国
家
の
抵
抗
に
遭
い
、
挫
折
し
て
イ

タ
リ
ア
で
病
死
し
た
。
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
九
世
に
よ
っ
て
二
度
破
門
さ
れ
て
い
る
。
遺
体
は
シ
チ
リ
ア
島
パ
レ
ル
モ
の
司
教
座
聖
堂
に
安
置
さ
れ
て
い

る
が
、
不
死
伝
説
も
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
で
生
ま
れ
、
イ
タ
リ
ア
で
没
し
、
シ
チ
リ
ア
王
と
し
て
パ
レ
ル
モ
に
宮
廷
を
開
い
た
彼
は
フ
ェ
デ
リ
ー
コ
と
し
て

イ
タ
リ
ア
史
に
名
を
残
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
に
赴
き
は
し
た
が
、
母
国
は
む
し
ろ
イ
タ
リ
ア
で
あ
る
。

 

我
は
全
て
の
者
に
同
じ
権
利
を
与
え
、
異
教
諸
国
を
従
わ
せ
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
勢
力
を
決
し
て
再
起
で
き
ぬ
ま
で
打
ち
の
め
し
、
修
道
女
た
ち
が
結
婚
し
、

あ
る
い
は
、
仕
事
に
就
け
る
よ
う
計
ら
お
う
ぞ　

D
as gleiche Recht w

erde er allen bringen, die heidnischen Reiche sich unterw
erfen, die 

K
raft und M

acht der Juden niederw
erfen, daß sie nim

m
er w

ieder aufkom
m

en, die N
onnen verehelichen und zur A

rbeit leiten.　

念
の
た
め
記
し
て
お
く
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
十
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
人
新
教
徒
、
す
な
わ
ち
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
な
ど
の
言
い
そ
う
な
台
詞
。
彼
一
流
の
冗
談

で
あ
る
。

 

シ
ャ
ル
マ
イ　

Schallm
ei.　

普
通 ,Schalm

ei , 

と
綴
る
。
ダ
ブ
ル
リ
ー
ド
の
付
い
た
中
世
の
木
管
楽
器
。
オ
ー
ボ
エ
の
前
身
。

）（（（（）（（（（）（（（（
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リ
ー
ト　

Rieth.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
州
都
エ
ア
フ
ル
ト
の
一
部
。

 

ち
っ
ぽ
け
な
給
仕
が
一
人　

ein kleiner K
ellner.　

皇
帝
の
お
付
き
で
あ
る
道
化
の
侏
儒
に
他
な
ら
な
い
。

 
担
保
遊
び　

Phänderspiel.　
「
罰
金
遊
び
」
と
も
訳
さ
れ
る
。
六
─
十
二
人
程
度
で
や
る
集
団
遊
戯
。
あ
る
競
技

─
た
と
え
ば
注
意
力
を
競
う

─
で

だ
れ
か
が
失
敗
す
る
と
、
担
保
と
し
て
所
定
の
品
（
こ
れ
は
後
で
請
け
戻
せ
る
）
を
提
出
、
も
し
く
は
、
所
定
の
行
為
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

吋ツ
ォ
ル　

Zoll.　

十
分
の
一
脚フ

ー
ス尺

。
イ
ン
チ
。

 

テ
ィ
レ
ダ　

T
illeda.　

キ
ュ
フ
ホ
イ
ザ
ー
山
麓
の
テ
ィ
レ
ダ
城
は
お
そ
ら
く
十
世
紀
前
半
既
に
存
在
し
た
。
一
一
四
二
年
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
赤デ

ア
・
ロ
ー
ト
バ
ル
ト

髭
帝
は
こ

こ
に
滞
在
し
て
い
る
。

 

ジ
ッ
テ
ン
ド
ル
フ　

Sittendorf.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
＝
ジ
ュ
ー
ト
ハ
ー
ル
ツ
郡
の
町
ケ
ル
ブ
ラ
の
一
部
。
キ
ュ
フ
ホ
イ

ザ
ー
山
地
の
北
東
に
あ
る
。

 

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯　

der Graf von Schw
arzburg.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
三
六
で
そ
の
家
門
の
起
源
が
説
か
れ
て
い
る
。
一
族
発
祥
の
城
は
現
テ
ュ
ー
リ

ン
ゲ
ン
州
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
＝
ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト
郡
の
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
西
方
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ァ
谷
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ィ
ン
城ブ

ル
ク

Schw
artzinburg

。

 

荒ダ
ス
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
ヘ
ー
ア

れ
狂
う
同
勢　

das w
ilde H

eer.　

荒デ
ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師
に
率
い
ら
れ
る
魑ち

み
も
う
り
ょ
う

魅
魍
魎
の
群
れ
。

 

ヘ
ー
ル
ゼ
ル
ベ
ル
ク
の
女
た
ち　

H
örselbergerinnen.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
い
か
な
る
伝
説
登
場
形
態
を
考
え
て
い
る
の
か
不
明
。
ヘ
ー
ル
ゼ
ル
ベ
ル

ク
、又
の
名
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
ベ
ル
ク
は
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
西
部
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
郡
の
山
並
み
で
、ア
イ
ゼ
ナ
ハ
近
く
に
あ
る
。
騎
士
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
（
Ｄ

Ｓ
一
七
一
参
照
）
が
誘
惑
さ
れ
て
快
楽
の
時
を
過
ご
し
た
妖
女
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
の
洞
窟
が
こ
こ
に
あ
っ
た
、
と
言
わ
れ
る
し
、
洗
礼
を
受
け
る
前
に
死
ん
だ

赤
児
の
霊
を
連
れ
て
、
あ
る
い
は
数
数
の
妖
魔
を
伴
っ
て
（
Ｄ
Ｓ
七
参
照
）、
空
を
経
巡
る
ホ
レ
夫
人Frau H

olle

は
こ
の
山
地
と
関
係
あ
る
か
も
知
れ
な

い
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
五
七
に
「
ヘ
ー
ル
ゼ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
の
話
」V

on dem
 H

örseelenberg

（
Ｄ
Ｓ
一
七
四
「
ヘ
ー
ゼ
ル
ベ
ル
ク
」D

er H
öselberg 

に
相
当
）

が
あ
り
、
魂
が
啼
き
叫
ぶ
声
が
聞
こ
え
る
、
と
す
る
。

 

例
の
ユ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
の
鍛
冶
屋　

der Schm
ied von Jüterbogk.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話

集
』
所
収
七
「
ユ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
の
鍛

冶
屋
」7. D

er Schm
ied von Jüterbogk. In Ludw

ig Bechstein: D
eutsches M

ärchenbuch. 1857. 

─
邦
訳
。
鈴
木
滿
訳
・
注
・
解
題
・
ル
ー

ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話

集
』（
一
八
五
七
）
試
訳
（
そ
の
一
）、「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
巻
第
四
号
、
平
成
二
十

一
年
三
月

─
の
主
人
公
。
名
前
は
ペ
ー
タ
ー
。
洗
礼
名
で
あ
や
か
っ
て
い
る
守
護
聖
人
ペ
ト
ル
ス
に
庇
護
さ
れ
、
三
つ
の
願
い
を
叶
え
ら
れ
た
の
は
よ

い
が
、
そ
の
結
果
死
ぬ
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
生
き
る
の
に
飽
き
て
こ
ち
ら
か
ら
出
向
い
た
天
国
に
も
地
獄
に
も
入
れ
て
も
ら
え
ず
、
し
か
ら
ば
、
と

昔
仕
え
た
ご
主
人
様

─
武
具
師
と
し
て
奉
公
し
た
の
は
実
は
二
世
の
方
だ
か
ら
、
間
違
い
な
の
だ
が

─
で
あ
る
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
呪
封
さ
れ
て

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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い
る
キ
ュ
フ
ホ
イ
ザ
ー
へ
赴
い
た
御
仁
。

 
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
人　

V
enetianer.　

中
近
東
と
の
中
継
貿
易
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
群
を
抜
く
先
進
国
家
だ
っ
た
中
世
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
共
和
国
の
住
人
ヴ
ェ
ネ

チ
ア
人
の
中
に
は

─
良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も

─
山
師
と
し
て
ド
イ
ツ
の
鉱
山
地
帯
を
跋
渉
し
た
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ド
イ

ツ
の
伝
説
に
し
ば
し
ば
登
場
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
九
四
最
後
の
話
と
注
参
照
。

 

ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク　

Rothenburg.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
キ
ュ
フ
ホ
イ
ザ
ー
郡
シ
ュ
タ
イ
ン
タ
ー
ル
エ
ー
ベ
ン
村
に
あ
る
山
城
の
廃
墟
。
十
五
世
紀
に

城
は
最
後
に
補
修
・
拡
張
さ
れ
た
が
、こ
の
時
崩
壊
し
て
い
た
城
の
礼
拝
堂
か
ら
謎
め
い
た
像
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
れ
は
ゾ
ン
ダ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
の
シ
ュ
ヴ
ァ

ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
爵
家
に
収
納
さ
れ
、「
ゾ
ン
ダ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
の
ピ
ュ
ス
ト
リ
ヒ
」der Püstrich von Sondershausen 

と
呼
ば
れ
る
。

 

ピ
ュ
ス
テ
リ
ヒ　

Püsterich.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
が
、
前
掲
注
に
あ
る
よ
う
に
「
ピ
ュ
ス
ト
リ
ヒ
」Püstrich 

な
る
綴
り

も
あ
る
。
そ
の
他
「
ピ
ュ
ス
ト
リ
ヒ
ェ
」Püstriche

、「
ポ
イ
ス
タ
ー
」Peuster 

と
も
。
中
空
で
、
腹
の
突
き
出
た
男
な
い
し
少
年
の
像
。
陶
製
ま
た
は

青
銅
製
。
二
世
紀
後
半
以
降
の
物
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
使
用
は
お
そ
ら
く
紀
元
前
に
遡
る
と
思
わ
れ
る
。
ゲ
ル
マ
ン
人
の
一
部
族
が
崇
め
た
神

の
像
で
は
な
い
か
と
の
説
が
あ
る
。
ス
コ
ラ
哲
学
者
に
し
て
神
学
者
ア
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
マ
グ
ヌ
ス
も
十
三
世
紀
に
そ
の
著
作
『
デ
・
メ
テ
オ
リ
ス
』

A
rbertus M

agnus: D
e M

eteoris
で
言
及
。
最
も
有
名
な
の
は
「
ゾ
ン
ダ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
の
ピ
ュ
ス
ト
リ
ヒ
」
で
、
一
五
九
一
年
以
降
無
数
の
書
き
物

で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

 

ゾ
ン
ダ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン　

Sondershausen.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
の
中
都
市
で
キ
ュ
フ
ホ
イ
ザ
ー
郡
郡
庁
所
在
地
。
宗
教
改
革
と
農バ

ウ
エ
ル
ン
ク
リ
ー
ク

民
戦
争
ま
で
こ

の
都
市
は
イ
ェ
ヒ
ャ
ブ
ル
ク
修
道
院
が
あ
る
の
で
北
部
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
宗
教
的
中
心
だ
っ
た
。
一
九
一
八
年
ま
で
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
＝
ゾ
ン
ダ
ー

ス
ハ
ウ
ゼ
ン
侯
爵
領
の
首
邑
。

 

殻
棹　

D
reschflegel.　

「
殻フ

レ
ー
グ
ラ
ー
ク
リ
ー
ク

棹
使
い
戦
争
」Fleglerkrieg 
は
一
四
一
二
年
か
ら
一
四
一
五
年
に
及
ん
だ
農
民
蜂
起
で
あ
り
、
ハ
ー
ル
ツ
山
地
地
方
の
貴

族
間
の
武
装
抗
争
で
あ
る
。
根
本
的
要
因
は
農
民
の
権
利
剥
奪
が
ま
す
ま
す
強
化
さ
れ
た
か
ら
で
、
農
民
、
草
刈
り
労
働
者
、
打
穀
労
働
者
、
木
樵
、
日

雇
い
人
夫
お
よ
び
そ
の
他
の
田
舎
の
民
衆
が
、
殻
棹
を
武
器
と
し
て
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
旗
印
と
し
て
立
ち
上
が
り
、
賦
役
・
貢
納
の
撤
廃
を
求
め
た
も
の
。

次
い
で
彼
ら
は
私
闘
を
行
っ
て
い
る
貴
族
た
ち
の
道
具
と
さ
れ
、
抗
争
に
組
み
込
ま
れ
た
。

 

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ル
ド
ル
ン
ゲ
ン　

Friedrich von H
eldrungen.　

ヘ
ル
ド
ル
ン
ゲ
ン
の
殿
一
門die Edlen H

erren von H
eldrungen 

は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
古
い
下ミ

ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ

級
貴
族
の
一
族
。
そ
の
根
城
で
あ
っ
た
水
濠
を
回
ら
し
た
堡
塁
ヘ
ル
ド
ル
ン
ゲ
ン
城
は
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
バ
ー
ト
・

フ
ラ
ン
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
南
東
、
黄ゴ

ル
デ
ネ
・
ア
ウ
エ

金
の
沃
野
の
南
縁
、
ヘ
ル
ド
ル
ン
ゲ
ン
の
町
に
あ
る
。
一
四
一
三
年
農
民
に
刺
殺
さ
れ
た
ヘ
ル
ド
ル
ン
ゲ
ン
の
殿
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
、
あ
る
い
は
そ
の
子
息
た
ち
が
こ
の
一
族
の
最
後
に
な
ろ
う
。

 

ホ
ー
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
城
塞　

die V
este H

ohnstein.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
二
四
に
初
出
。
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
郡
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
近
郊

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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に
こ
の
山
城
の
廃
墟
が
残
っ
て
い
る
。
ホ
ー
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
爵
家
の
根
城
だ
っ
た
が
、
殻
棹
戦
争
の
折
、
攻
囲
・
占
領
さ
れ
た
（

─
た
だ
し
焼
か
れ

て
破
壊
さ
れ
る
の
は
一
六
二
七
年
に
な
っ
て
か
ら
）。
こ
れ
は
一
族
間
の
抗
争
に
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ル
ド
ル
ン
ゲ
ン
率
い
る
殻
棹
使
い
が
介
入

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
ホ
ー
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
爵
領
は
荒
廃
し
、
伯
爵
家
の
没
落
に
繋
が
る
。

 
一
八
四
八
年
と
い
う
年
数　

die Jahrzahl 1848.　

一
八
四
八
年
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
革
命
が
起
こ
っ
た
年
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
首
都
パ
リ
で
は
二

月
に
労
働
者
主
体
の
革
命
が
起
こ
り
、
国
王
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
退
位
、
第
二
共
和
制
が
開
始
さ
れ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
三

月
革
命
の
結
果
宰
相
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
は
英
国
に
亡
命
、
ウ
ィ
ー
ン
体
制
は
崩
壊
し
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
の
ベ
ル
リ
ン
で
は
暴
動
が
起
き
、
自
由
主
義
内

閣
が
成
立
し
た
。イ
タ
リ
ア
統
一
運
動
も
こ
の
年
が
起
点
と
い
え
よ
う
。Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
四
三
で
も
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
の
年
数
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
。

 

「
曩さ

き

に
有
り
し
者
は
ま
た
後
に
あ
る
べ
し
曩さ

き

に
成
り
し
事
は
ま
た
後
に
成
る
べ
し
日
の
下
に
は
新
し
き
者
あ
ら
ざ
る
な
り
見
よ
是こ

れ

は
新
し
き
者
な
り
と
指
し

て
言
ふ
べ
き
物
あ
る
や
其そ

れ

は
我わ

れ
ら等

の
前さ

き

に
あ
り
し
世よ

よ々

に
既
に
久
し
く
在あ

り
た
る
者
な
り
」　„W

as ist ,s, das geschehen ist? Eben das hernach 
geschehen w

ird. W
as ist ,s, das m

an getan hat? Eben das m
an hernach w

ieder tun w
ird, und geschieht nichts N

eues unter der 
Sonne. Geschieht auch etw

as, davon m
an sagen m

öchte: Siehe, das ist neu? Es ist zuvor auch geschehen in den langen Zeiten, die 
vor uns gew

esen sind. ,,　

上
記
ド
イ
ツ
文
は
現
行
ル
タ
ー
訳
に
従
っ
た
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
原
典
に
は
明
ら
か
な
誤
記
あ
る
い
は
誤
植
が
散
見
す
る

の
で
。
旧
約
聖
書
伝
道
之
書
一
章
九
─
一
〇
節
。

 

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ　

Ludw
ig, Graf von T

hüringen.　

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
跳

デ
ア
・
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー

躍
伯
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
邦
の
伯
爵
の
一
人
に
は
違
い

な
い
が
、
シ
ャ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
伯Graf von Schauenburg

な
の
で
あ
っ
て
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
伯
で
は
な
い
。 

 

聖カ
ー
ル
フ
ラ
イ
タ
ー
ク

金
曜
日　

Charfreitag.　

普
通 ,K

arfreitag

, 
と
綴
る
。
キ
リ
ス
ト
受
難
記
念
日
。
復
活
祭
前
の
金
曜
日
。
復
活
祭
の
四
十
六
日
前

─
カ
ー
ニ
ヴ
ァ

ル
直
後

─
か
ら
聖カ

ー
ル
フ
ラ
イ
タ
ー
ク

金
曜
日
翌
日
の
土
曜
日
ま
で
が
四
旬
節
だ
が
、
中
世
キ
リ
ス
ト
教
社
会
で
は
四
旬
節
中
厳
格
な
節
食
・
素
食
が
行
わ
れ
た
。
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
で
は
現
代
で
も
四
旬
節
中
の
「
灰ア

ッ
シ
ャ
ー
ミ
ッ
ト
ヴ
ォ
ッ
ホ

の
水
曜
日
」A

scherm
ittw

och 

と
「
聖カ

ー
ル
フ
ラ
イ
タ
ー
ク

金
曜
日
」
に
は
大
斎jejunium

（
一
日
三
回
の
食
事
の
内
一
回
は
充

分
に
摂
る
が
、
後
の
二
回
は
少
な
く
す
る
）
と
小
斎abstinentia
（
食
べ
て
よ
い
も
の
は
鳥
獣
肉
、
卵
、
乳
製
品
以
外
と
す
る
摂
食
規
制
。
一
九
六
六
年

以
降
は
鳥
獣
肉
の
み
が
規
制
対
象
）
を
行
う
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
中
世
ド
イ
ツ
で
あ
っ
て
み
れ
ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
、
こ
の
日
肉
料
理
を
食
べ
る
の
は

大
い
に
戒
律
に
背
く
わ
け
で
あ
る
。

 

教
皇
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス　

Papst Stephan.　

最
後
の
教
皇
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
は
十
世
（
在
位
一
〇
五
七
─
五
八
）。
尤
も
シ
ャ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ

ヒ
（
一
〇
四
二
─
一
一
二
三
）
は
こ
の
時
期
ま
だ
成
年
に
も
達
し
て
い
な
い
。

 

ラ
イ
ン
ハ
ル
ツ
ブ
ル
ン
修
道
院　

das K
loster Rheinhardsbrunn.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ゴ
ー
タ
郡
の
小
さ
な
町
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ロ
ー
ダ
に
あ
り
、

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
家
菩ハ

ウ
ス
ク
ロ
ス
タ
ー

提
修
道
院
に
し
て
代
代
の
奥
津
城
の
所
在
地
。
一
〇
八
五
年
シ
ャ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
跳

デ
ア
・
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー

躍
伯
に
よ
り
、
そ

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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の
根
城
シ
ャ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
城
の
近
く
に
建
立
さ
れ
た
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
修
道
院
。
現
在
は
そ
の
廃
墟
の
上
に
一
八
二
七
年
に
建
て
ら
れ
た
ラ
イ
ン
ハ
ル

ツ
ブ
ル
ン
の
館
が
あ
る
。
こ
の
修
道
院
の
縁
起
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｓ
五
五
五
に
詳
し
い
。

 
オ
ル
デ
ィ
ス
レ
ー
ベ
ン
修
道
院　

das K
loster O

ldisleben.　

ク
ー
ノ
・
フ
ォ
ン
・
バ
イ
ヒ
リ
ン
ゲ
ンK

uno von Beichlingen

の
奥
方
ク
ニ
グ
ン
デ
・

フ
ォ
ン
・
オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デK

unigunde von O
rlam

ünde

に
よ
っ
て
一
〇
八
九
年
に
建
立
さ
れ
た
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
修
道
院
を
も
っ
て
嚆
矢
と
す
る
。

バ
イ
ヒ
リ
ン
ゲ
ン
家
は
十
八
世
紀
に
湮
滅
し
た
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
貴
族
一
門
（
バ
イ
ヒ
リ
ン
ゲ
ン
殿
→
男
爵
→
伯
爵
）。

 

更
に
は
仕
返
し
を
す
る
墓
石
が
あ
っ
て
…
…
五
行
証
書
の
授
与
〔
＝
平
手
打
ち
を
喰く

ら
わ
せ
る
こ
と
〕に
よ
っ
て　

und rächende　

Grabsteine ......durch 
Ertheilung fünfzeiliger D

iplom
e.　

因
み
に
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
依
拠
し
た
で
あ
ろ
う
資
料
と
同
様
の
も
の
に
従
っ
た
と
覚
し
き
他
の
伝
説
の
該
当

箇
所
を
参
照
す
る
と
、
こ
ん
な
文
章
で
あ
る
。

 

　
「
修
道
院
附
属
教
会
に
は
か
つ
て
二
つ
の
墓
石
が
あ
っ
た
。〔
生
前
〕
お
互
い
に
侮
辱
し
合
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
バ
イ
ヒ
リ
ン
ゲ
ン
伯
ヨ
ー
ハ
ン

と
一
修
道
士
の
も
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
あ
る
者
が

─
う
っ
か
り
し
て
だ
が

─
修
道
士
の
墓
を
損
傷
し
た
と
こ
ろ
、
白
昼
、
姿

も
見
え
ず
音
も
聞
こ
え
な
い
の
に
し
た
た
か
に
平
手
打
ち
を
喰
ら
わ
さ
れ
、
目
も
見
え
ず
耳
も
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
」（
Ｊ
・
Ｇ
・
Ｔ
ｈ
・

グ
レ
ッ
セ
『
プ
ロ
イ
セ
ン
国
伝
説
集
』
所
収
五
二
五
「
仕
返
し
を
す
る
墓
石
」Johann Georg T

heodor Grässe: Sagenbuch des preußischen 
Staates. 2 Bde-1. Glogau 1868/71. S.473. 525. D

ie rächenden Grabsteine. 

）。

 

　

右
の
文
で
は
仕
返
し
し
た
墓
石
は
一
つ
な
の
だ
が
、ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
で
は
複
数
形
と
な
っ
て
い
る
。
尤
も
前
掲
伝
説
の
タ
イ
ト
ル
は
奇
妙
な
こ
と
に
複
数
。

 

フ
ラ
ン
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン　

Frankenhausen.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
キ
ュ
フ
ホ
イ
ザ
ー
郡
の
保
養
地
バ
ー
ト
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
。

 

ト
ー
マ
ス
・
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー　

T
hom

as M
ünzer.　

,M
üntzer , 

と
も
綴
る
。
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
伯
爵
領
の
首
邑
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
に
一
四
八
九
年

頃
生
ま
れ
、
一
五
二
五
年
帝
国
直
属
都
市
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
郊
外
で
処
刑
さ
れ
る
。
聖
職
者
。
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
バ
ウ
エ
ル
ン
ク
リ
ー
ク

イ
ツ
農
民
戦
争
の
指
導
者
。
一
五
二
五
年
五
月
十
五

日
フ
ラ
ン
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
の
会
戦

─
彼
が
糾
合
し
た
農
民
軍
は
完
全
に
撃
破
さ
れ
た

─
後
捕
虜
と
な
り
、
ヘ
ル
ド
ル
ン
ゲ
ン
城
に
禁
錮
、
ザ
ク
セ
ン

公
に
し
て
ザ
ガ
ン
公
ゲ
オ
ル
ク
（
添
え
名
し
て
髭デ

ア
・
ベ
ル
テ
ィ
ゲ

も
じ
ゃ
公
）
立
ち
会
い
の
下
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯
エ
ル
ン
ス
ト
二
世
の
命
令
で
拷
問
を
受
け
、
五
月

二
十
七
日
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
の
市
門
外
、
諸
侯
軍
陣
営
内
で
斬
首
、
そ
の
首
は
杭
に
刺
さ
れ
て
曝
さ
れ
た
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
九
五
注
を
も
参
照
。

 

ギ
デ
オ
ン
の
戦
士
た
ち　

Gideonstreiter.　

こ
こ
で
は
「
民
衆
か
ら
召
集
さ
れ
た
兵
士
」
く
ら
い
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
旧
約
聖
書
士
師
記
七
章
参
照
。

 

そ
っ
く
り
野
牛
の
革
に
縫
い
込
ま
れ
た
勇
者　

der ganz in Büffelleder eingenähte H
eld.　

も
と
よ
り
ト
ー
マ
ス
・
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
を
指
し
て
い
る

の
だ
が
、
譬
喩
的
表
現
な
の
か
実
際
そ
う
だ
っ
た
の
か
不
明
。
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
。

 

ゲ
リ
ン
ゲ
ン　

Göllingen.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
キ
ュ
フ
ホ
イ
ザ
ー
郡
の
キ
ュ
フ
ホ
イ
ザ
ー
村
の
一
部
。

 

シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
フ
ィ
リ
ッ
プ　

Philipp von Schw
aben.　

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
子
。
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
公
。
選
出
さ
れ
た
の
は
一
一
九
七
年
で

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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は
な
く
て
一
一
九
八
年
。

 

ド
イ
ツ
皇
帝
に　

zum
 deutschen K

aiser.　
「
ド
イ
ツ
王
・
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
に
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

 
ベ
ル
ン
の
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ　

D
ietrich von Bern.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
一
一
注
参
照
。

 
ク
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
カ
ウ
フ
ン
ゲ
ン　

K
unz von K

auffungen.　

下
ニ
ー
ダ
ー

ザ
ク
セ
ン
の
貴
族
。
一
四
一
〇
─
五
五
年
。
ザ
ク
セ
ン
＝
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
史

で
有
名
な
「
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
の
公
子
誘
拐
」der A

ltenburger Prinzenraub

─
十
四
歳
と
十
一
歳
の
二
人
の
公
子
拉
致
事
件

─
の
首
唱
者
。
一

四
五
五
年
七
月
八
日
早
暁
、
ク
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
カ
ウ
フ
ン
ゲ
ン
騎
士
ら
は
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
城
か
ら
エ
ル
ン
ス
ト
と
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
ザ
ク
セ
ン
両
公

子
を
誘
拐
し
た
。
た
だ
し
既
に
初
日
か
ら
ま
ず
い
こ
と
に
な
っ
た
。
公
子
た
ち
は
結
局
あ
る
炭
焼
き
に
救
わ
れ
た
し
、
ク
ン
ツ
は
逮
捕
さ
れ
て
フ
ラ
イ
ベ

ル
ク
（
現
ザ
ク
セ
ン
州
中
央
部
の
大
学
都
市
）
へ
連
行
さ
れ
、
早
く
も
一
週
間
後
の
七
月
十
四
日
斬
首
さ
れ
た
。
現
在
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
市
庁
舎
の
張
り
出

し
窓
の
先
端
に
彼
の
石
造
の
頭
部
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

 

ヨ
ー
ス
ト
・
ハ
ー
ケ　

Jost H
ake.　

未
詳
。
後
掲
注
参
照
。

 

シ
ュ
マ
ー
ル
カ
ル
デ
ン
戦
争
中　

im
 Schm

alkaldischen K
riege.　

「
シ
ュ
マ
ー
ル
カ
ル
デ
ン
戦
争
」der Schm

alkaldischer K
rieg 

（
一
五
四
六
─

四
七
）
と
は
、新
教
諸
侯
が
結
成
し
た
シ
ュ
マ
ー
ル
カ
ル
デ
ン
同
盟
と
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
と
の
戦
い
。
戦
い
は
当
初
南
ド
イ
ツ
で
行
わ
れ
た
が
、

や
が
て
ザ
ク
セ
ン
・
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
地
域
に
も
波
及
し
た
。
同
盟
の
二
人
の
旗
頭
、
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
と
ヘ
ッ
セ
ン
方
伯
フ
ィ

リ
ッ
プ
が
捕
虜
と
な
り
、
戦
争
は
カ
ー
ル
五
世
の
勝
利
で
終
了
。
敗
北
後
同
盟
は
解
散
し
た
。

 

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯
フ
ー
ゴ
ー　

H
ugo, Graf von M

ansfeld.　

教
育
の
た
め
ゾ
ン
ダ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
城
に
い
た
幼
い
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
＝
フ
ォ
ル
ダ
ー

オ
ル
ト
伯
フ
ー
ゴ
ーH

ugo, Graf von M
ansfeld-V

orderort

（
一
五
三
六
─
五
八
。
在
位
一
五
四
六

─
五
八
）
は
、
ヨ
ー
プ
ス
ト
・
ハ
ッ
ケJobst 

H
acke 

な
る
男
に
誘
拐
さ
れ
、
巨
額
の
身
代
金
を
要
求
さ
れ
た
と
か
。

 

聖
ザ
ン
ク
ト

ウ
ル
ズ
ラ　

St. U
rsula.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
一
二
注
参
照
。

 

朝
マ
ト
ゥ
テ
ィ
ー
ネ

課　

M
atutine.　

ラ
テ
ン
語
「
マ
ト
ゥ
テ
ィ
ヌ
ス
」m

atutinus 

か
ら
。
聖
務
日
課
の
一
つ
。
元
は
夜
半
、
後
に
は
午
前
二
時
に
挙
げ
る
祈
り
。

 

ド
ゥ
ー
ダ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト　

D
uderstadt.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
郡
の
都
市
。
中
世
の
面
影
濃
い
美
し
い
町
で
、
木フ

ァ
ッ
ハ
ヴ
ェ
ル
ク
ハ
ウ
ス

骨
家
屋
が
多

い
。
周
辺
地
域
は
豊
饒
な
土
地
で
中
世
以
降　
「
黄デ

ィ
ー
・
ゴ
ル
デ
ネ
・
マ
ル
ク

金
の
国
境
地
域
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

 

ト
イ
ト
ブ
ル
ク
山ヴ

ァ
ル
ト地　

T
eutoburger W

ald.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
と
現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
に
拡
が
る
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ

ン
・
ベ
ル
ク
ラ
ン
ト
の
高
い
中
級
山
岳
地
帯
。
紀
元
九
年
、
ゲ
ル
マ
ニ
ア
総
督
・
ラ
イ
ン
方
面
軍
総
司
令
官
プ
ブ
リ
ウ
ス
・
ク
ィ
ン
ク
テ
ィ
リ
ウ
ス
・
ウ
ァ

ル
ス
の
率
い
る
ロ
ー
マ
の
三
個
軍
団
が
、
ケ
ル
ス
キ
族
の
族
長
ヘ
ル
マ
ン
（
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ス
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
九
一
注
参
照
）
指
揮
下
の
ゲ
ル
マ
ン
諸
部
族
連

合
軍
に
破
れ
、
壊
滅
し
た
戦
い
の
舞
台
と
し
て
有
名
。
日
本
で
は
「
ト
イ
ト
ブ
ル
ク
の
森
」
な
る
訳
語
が
普
通
。

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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三ド
ラ
イ人

ア
ン
ナ
な
る
修
道
院　

ein K
loster, das hieß zu den drei A

nnen.　

未
詳
。

 
聖ハ

イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト

者
の
町　

H
eiligenstadt.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ア
イ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト
郡
郡
庁
所
在
地
で
保
養
地
で
あ
る
ハ
イ
ル
バ
ー
ト
・
ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ

ト
。
そ
の
名
の
由
来
は
九
六
〇
年
頃
建
立
さ
れ
た
聖

ザ
ン
ク
ト

マ
ル
テ
ィ
ン
修
道
院
に
拠
る
。

 

フ
ラ
ン
ク
王
国
国
王
ダ
ゴ
バ
ー
ト　

der Frankenkönig D
agobert.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
に
登
場
。

 

ア
ッ
テ
ィ
ラ　

A
ttila.　

も
と
よ
り
す
ぐ
前
の
「
エ
ッ
ツ
ェ
ル
王
」
の
こ
と
。
不
統
一
だ
が
原
典
に
従
う
。

 

ル
ス
テ
ベ
ル
ク　

Rusteberg.　

ル
ス
テ
ン
ベ
ル
ク
と
も
。
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ア
イ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト
郡
に
あ
る
山
城
の
廃
墟
。

 

釘
シ
ュ
タ
ッ
ヒ
ェ
ル
シ
ュ
ー
エ

靴

Stachelschuhe.　

中
世
の
拷
問
用
具
の
一
つ
。
内
側
に
釘
の
突
き
出
た
靴
状
の
物
。

 

ゲ
ル
マ
ー
ル
マ
ル
ク　

Germ
arm

ark.　

,Germ
ar-M

ark

, 

。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
と
ヘ
ッ
セ
ン
の
一
部
で
、
ウ
ン
シ
ュ
ト
ル
ー
ト
川
と
ヴ
ェ
ラ
川
に
挟
ま

れ
た
地
域
に
対
す
る
呼
称
。
十
世
紀
、
十
一
世
紀
に
登
場
。

 

ハ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
一
門
発
祥
の
城　

der Stam
schloß H

anstein.　

ハ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
家
は
ア
イ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト
を
発
祥
の
地
と
す
る
古
い
貴
族
一
門
。

や
が
て
ヘ
ッ
セ
ン
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
、
ポ
ン
メ
ル
ン
に
も
拡
が
り
、
今
日
ま
で
血
統
が
続
い
て
い
る
。
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ア
イ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト
郡

ボ
ル
ン
ハ
ー
ゲ
ン
近
郊
に
ハ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城Burg H

anstein 

の
廃
墟
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
中
部
ド
イ
ツ
最
大
の
城
址
の
一
つ
。

 

ブ
ロ
ッ
ケ
ン
山
の
夜
会　

Blocksbergnacht.　
,Blocksberg

, 

は
「
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
山
」Brocken 

（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
〇
〇
注
参
照
）
の
異
名
。
そ
こ
で
直
訳
す

れ
ば
「
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
山
の
夜
」
と
な
る
。
普
通
「
ヴ
ァ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
」W

alpurgisnacht 

（
四
月
三
十
日
か
ら
五
月
一
日
に
か
け
て
の
夜
）
を
指
す

は
ず
だ
が
、
悪
魔
の
辿
る
行
程
が
途
中
凍
り
つ
い
て
い
る
、
と
の
叙
述
か
ら
す
る
と
そ
う
し
た
時
期
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
土
曜
の
夜
、
玉
座
に
就
い
た
悪

魔
（
黒
い
牡
山
羊
の
姿
に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
）
を
主
人
役
と
し
て
、
魔
女
た
ち
が
集
ま
っ
て
催
す
「
サ
バ
ト
」（
魔
女
の
夜
宴
）
か
。
ま
あ
、
ど
う
で

も
い
い
こ
と
だ
が
…
…
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
〇
〇
注
参
照
。

 

国
会
議
員　

Reichsparlam
enter.　

こ
こ
で
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
「
国
会
」Reichsparlam

ent

と
表
現
し
て
い
る
の
は
い
わ
ゆ
る
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

国
民
議
会
」Frankfurter N

ationalversam
m

lung 

（
一
八
四
八
─
四
九
）
の
こ
と
か
、
と
思
わ
れ
る
。
憲
法
を
制
定
し
、
自
由
主
義
的
ド
イ
ツ
統
一
を

目
指
し
た
が
、
流
産
に
終
わ
っ
た
。

 

元
祖
臭く

さ

牡お

山
羊　

U
r=Stinkbock.　

前
掲
注
「
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
山
の
夜
会
」
で
記
し
た
よ
う
に
、
悪
魔
は
し
ば
し
ば
黒
い
牡
山
羊
の
姿
に
描
か
れ
る
。
ま
た

種
牡
で
あ
る
牡
山
羊
の
歳
を
喰
っ
た
の
は
体
臭
が
ひ
ど
い
。

 

極
左
連
中
て
え
の
は

─
そ
れ
、
な
に

0

0

に
そ
う
書
か
れ
て
お
る
な

─
山や

ぎ羊
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
け
で
、
永
久
に
、
お
れ
様
、
つ
ま
り
元
祖
臭く

さ

牡お

山
羊
と
お
れ

様
の
使
い
ど
も
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
と
る
の
だ　

der äußersten Linken ......, von denen geschrieben stehe, daß sie als Böcke ihm
, dem

 
U

r=Steinbock, und seinen Engeln, für ew
igen Zeiten angehören sollten.　

悪
魔
は
聖
書
に
こ
う
書
か
れ
て
い
る
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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「
人
の
子
そ
の
栄
光
を
も
て
、
も
ろ
も
ろ
の
御み

使
い
を
率
ゐ
た
る
時
、
そ
の
栄
光
の
座く

ら
ゐ位

に
坐
せ
ん
。
斯か

く

て
、
そ
の
前
に
も
ろ
も
ろ
の
国
人
あ
つ
め
ら
れ
ん
、

之こ
れ

を
別わ

か

つ
こ
と
牧ひ

つ
じ
か
ひ

羊
者
が
羊ひ

つ
じ

と
山や

ぎ羊
と
を
別わ

か

つ
如
く
し
て
、
羊
を
そ
の
右
に
、
山
羊
を
そ
の
左
に
置
か
ん
。（
中
略
）
斯か

く

て
ま
た
左
に
を
る
者
ど
も
に
言

は
ん
『
詛の

ろ

は
れ
た
る
者
よ
、
我
を
離
れ
て
悪
魔
と
そ
の
使
ら
と
の
た
め
に
備
へ
ら
れ
た
る
永と

こ
し
へ遠

の
火
に
入
れ
。（
後
略
）』」（
マ
タ
イ
伝
二
十
五
章
三
十
一

─
四
十
一
節
）。

 

　
「
左
翼
」
を
こ
の
よ
う
に
地
獄
落
ち
の
輩
と
し
て
い
る
の
は
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
一
流
の
諷
刺
。
彼
は
若
く
し
て
、
ザ
ク
セ
ン
＝
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
公
ベ
ル
ン

ハ
ル
ト
・
エ
ー
リ
ヒ
・
フ
ロ
イ
ン
ト
（
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
二
世
。
在
位
一
八
〇
三
─
六
六
）
の
眷
顧
を
蒙
り
、
公
爵
家
の
司

ビ
ブ
リ
オ
テ
カ
ー
ル

書
を
務
め
、
公
爵
を
畏
敬
し

て
い
た
の
で
、
身
贔
屓
も
あ
っ
て
、
十
九
世
紀
半
ば
に
澎
湃
と
し
て
起
こ
っ
た
西
欧
の
自
由
主
義
的
思
潮
に
反
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
四
三
、

三
八
四
、
四
三
二
、
四
四
一
お
よ
び
こ
れ
ら
の
注
を
も
参
照
）。
因
み
に
公
爵
は
歴
史
的
に
は
毀
誉
褒
貶
相
半
ば
す
る
人
物
。
端
麗
な
容
貌
で
、
あ
ら
ゆ
る

階
層
の
人
間
と
親
し
み
、
臣
民
に
愛
さ
れ
、「
臣
民
の
友

フ
ロ
イ
ン
ト

」Freund seiner U
ntertanen 

と
呼
ば
れ
た
。
し
か
し
彼
の
政
治
的
決
定
は
し
ば
し
ば
軽

率
か
つ
失
敗
だ
っ
た
。

 

ヘ
ッ
セ
ン
の
マ
イ
ス
ナ
ー　

M
eisner in H

essen.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
普
通 ,M

eißner , 

。
現
ヘ
ッ
セ
ン

州
北
東
部
ヴ
ェ
ラ
＝
マ
イ
ス
ナ
ー
郡
の
町
。

 

あ
る
い
は
飛
ん
で
行
っ
た　

oder flog.　

と
こ
ろ
が
次
に
、
道
が
悪
い
、
と
の
話
に
な
る
。
は
て
さ
て
、
飛
行
し
た
の
で
あ
れ
ば
道
路
事
情
な
ど
関
係
あ

る
ま
い
に
。

 

ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン　

W
itzenhausen.　

現
ヘ
ッ
セ
ン
州
ヴ
ェ
ラ
＝
マ
イ
ス
ナ
ー
郡
の
小
都
市
。

 

大
シ
ュ
テ
ュ
ッ
ク
フ
ァ
ス

樽　

Stückfaß.　

一
二
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
入
り
の
大
樽
。

 

夜
会
の
客
人
た
ち
は
件く

だ
ん

の
葡ワ

イ

ン
萄
酒
を
飲
ん
で
身
震
い
し　

D
ie Gäste schauderten, als sie selben W

ein tranken.　

ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
産
ワ

イ
ン
は
よ
ほ
ど
風
味
が
悪
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
皮
肉
っ
た
ラ
テ
ン
語
の
論
述
も
あ
る
ら
し
い
。
中
世
盛
期
に
は
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
の
許
へ
租
税

と
し
て
毎
年
ワ
イ
ン
が
納
め
ら
れ
て
い
た
が
、
近
世
に
は
ワ
イ
ン
栽
培
は
途
絶
え
、
近
近
二
〇
〇
八
年
に
至
っ
て
漸
く

─
気
候
変
動
の
た
め

─
栽
培

再
開
が
試
み
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
か
ら
、
無
理
を
し
て
ワ
イ
ン
を
作
っ
て
い
た
時
期
に
は
お
そ
ら
く
酸
っ
ぱ
く
て
ど
う
し
よ
う
も
な
い
代
物
だ
っ
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
現
今
よ
り
ず
っ
と
寒
か
っ
た
ら
し
い
の
で
、
そ
の
不
味
さ
は
察
す
る
に
あ
ま
り
あ
る
。

 

ド
ゥ
ー
ダ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト　

D
uderstadt.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
三
八
参
照
。

 

お
手
長
女　

die langfingerige Frau.　

直
訳
「
盗
癖
の
あ
る
女
」。
唐
突
で
分
か
ら
な
い
。

 

ラ
イ
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
い
う
修
道
院　

ein K
loster, des N

am
ens Reifenstein.　

一
一
六
二
年
、
ト
ン
ナ
＝
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
エ
ル
ン
ス
ト
（
二

世
）
が
建
立
、
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
近
郊
の
フ
ォ
ル
ケ
ン
ロ
ー
ダ
修
道
院
か
ら
シ
ト
ー
会
派
の
修
道
士
を
何
人
か
呼
び
寄
せ
、
定
住
さ
せ
た
の
が
起
源
。

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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ドド
イ
チ
ャ
ー
・
バ
ウ
エ
ル
ン
ク
リ
ー
ク

イ
ツ
農
民
戦
争
中
の
一
五
二
四
年
、
農
民
軍
が
修
道
院
を
取
り
壊
し
、
元
同
修
道
院
修
道
士
で
農
民
軍
の
幹
部
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
プ
フ
ア
イ
フ
ァ
ー
（
後
掲

注
参
照
）
が
基
礎
に
至
る
ま
で
焼
却
し
た
。

 
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
＝
ト
ン
ナ
伯
爵
家　

die Grafen zu Gleichen und T
onna.　

こ
れ
ま
で
に
も
た
び
た
び
そ
の
名
が
Ｄ
Ｓ
Ｂ
に
登
場
し
た
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン

伯
爵
家
だ
が
、
こ
こ
で
詳
し
く
記
し
て
お
く
。
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
家
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
豪
族
の
家
系
。
ゴ
ー
タ
と
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
間
に
あ

る
三
つ
の
互
い
に
近
接
し
て
い
る
城
山
、
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ス
レ
ー
ベ
ナ
ー
（
あ
る
い
は
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ス
レ
ー
バ
ー
）・
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
、
そ
の
南
の
ミ
ュ
ー
ル
ベ

ル
ク
、
ミ
ュ
ー
ル
ベ
ル
ク
の
東
の
ヴ
ァ
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
を
三ド

ラ
イ

グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ンdie drei Gleichen 

と
称
す
る
が
、
そ
の
一
番
目
の
城
山
に
因
ん
で
名
づ
け

ら
れ
た
。
こ
の
城
が
お
そ
ら
く
一
〇
八
八
年
に
そ
の
名
が
文
献
に
挙
が
っ
て
い
る
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
城
で
あ
り
、
ト
ン
ナ
伯
爵
家
の
分
家
が
こ
こ
の
城
主
と

な
っ
て
、
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
と
名
乗
っ
た
の
で
あ
る
。
一
五
三
九
年
に
は
既
に
完
成
し
て
い
た
二
人
妻
を
持
つ
伯
爵
の
伝
説
で
有
名
に
な
っ
た
。
こ
の
伝

説
は
エ
ア
フ
ル
ト
の
大
聖
堂
に
あ
る
墓
石
と
結
び
付
い
て
い
る
。
尤
も
史
実
の
ど
の
伯
爵
が
「
重
婚
」（
教
皇
の
特
別
認
可
は
得
て
い
る
）
し
た
の
か
、
伝

説
は
示
し
て
い
な
い
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
文
人
Ｊ
・
Ｋ
・
Ａ
・
ム
ゼ
ー
ウ
ス
は
、
民
話
を
素
材
と
し
た
物
語
集
『
ド
イ
ツ
人
の
民
話
』Johann K

arl 
A

ugust M
usäus: V

olksm
ärchen der D

eutschen. 1782-86. 

に
収
め
た
物
語
「
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ
」M

elechsala （
邦
訳
。
鈴
木
滿
訳
『
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ

　

ド
イ
ツ
人
の
民
話
』、
国
書
刊
行
会
、
平
成
十
九
）
に
こ
の
伝
説
を
用
い
、
主
人
公
の
名
を
エ
ル
ン
ス
ト
と
し
て
い
る
。
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
エ
ル
ン
ス
ト

は
三
人
い
る
。
一
世
は
一
一
五
二
年
、
二
世
は
一
一
七
〇
年
に
没
し
て
い
る
。
三
世
は
二
世
の
甥
に
し
て
後
継
者
で
あ
り
、
一
二
四
六
年
以
降
グ
ラ
イ
ヒ
ェ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
爵
家
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
分
家
を
も
創
始
し
た
。
在
世
の
時
期
を
考
え
る
と
ム
ゼ
ー
ウ
ス
は
こ
の
人
を
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。

な
お
、
エ
ル
ン
ス
ト
で
な
く
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
す
る
伝
説
も
あ
り
、
グ
リ
ム
兄
弟
が
Ｄ
Ｓ
五
八
一
「
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
」D

er Graf von Gleichen

で
紹

介
し
て
い
る
の
は
こ
の
名
で
あ
る
。

 

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー　

H
einrich Pfeifer.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
が
、,Pfeiffer , 

が
普
通
。 

一
五
〇
〇
以
前
─

二
五
年
。
生
ま
れ
名
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ア
ト
フ
ェ
ー
ガ
ーSchw

ertfeger

（「
刀
剣
研
ぎ
師
」
＝
「
武
具
師
」
の
意
。
こ
の
家
系
の
職
業
が

通
り
名
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
）。
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
市
民
。
シ
ト
ー
会
派
の
修
道
士
と
な
り
、
後
改
革
派
教
会
の
説
教
師
。
ト
ー
マ
ス
・
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー

と
並
び
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
バ
ウ
エ
ル
ン
ク
リ
ー
ク

イ
ツ
農
民
戦
争
の
指
導
者
。
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
と
共
に
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
市
郊
外
の
諸
侯
軍
陣
営
内
で
斬
首
さ
れ
た
。

 

ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン　

M
ühlhausen.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
北
東
部
ウ
ン
シ
ュ
ト
ル
ー
ト
＝
ハ
イ
ニ
ヒ
郡
郡
庁
所
在
地
。
中
世
に
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン

地
方
で
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
に
次
ぐ
強
力
な
都
市
だ
っ
た
。
一
五
二
五
年
農バ

ウ
エ
ル
ン
ク
リ
ー
ク

民
戦
争
の
際
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
は
、
説
教
師
ト
ー
マ
ス
・
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
と
彼

の
戦
友
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
の
た
め
彼
ら
の
過
激
な
改
革
運
動
の
中
心
と
さ
れ
た
。
叛
乱
農
民
と
諸
侯
同
盟
軍
と
の
間
に
戦
わ
れ
た
フ
ラ
ン
ケ

ン
ハ
ウ
ゼ
ン
の
会
戦
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
三
四
参
照
）
に
は
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
市
民
軍
も
参
加
し
た
。
農
民
軍
の
敗
北
後
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
は
諸
侯
同
盟
軍

か
ら
莫
大
な
賠
償
金
を
課
さ
れ
、
管
下
の
村
村
を
失
い
、
一
時
的
に
帝
国
直
属
都
市
の
自
由
を
も
奪
わ
れ
、
ザ
ク
セ
ン
や
ヘ
ッ
セ
ン
の
諸
侯
が
領
主
と
な
っ

）（（（（）（（（（）（（（（
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た
。
ト
ー
マ
ス
・
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
は
同
市
郊
外
の
諸
侯
軍
陣
営
内
で
斬
首
さ
れ
た
。
現
在
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
の
記
念
碑
が
最
後
に
残
っ
た
市
門

「
聖マ

リ
ー
エ
ン
ト
ー
ア

母
マ
リ
ア
門
」
の
傍
に
あ
る
。

 
共コ

ム

ニ

ス

ト

産
主
義
者
ら　

K
om

m
unisten.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
〇
二
注
参
照
。

 
キ
リ
ス
ト
は
仰
せ
ら
れ
た
、渇
け
る
者
と
「
分
け
合
え
」　Christus habe geboten,......m

it den D
ürftigen „zu theilen. ,,　

新
約
聖
書
出
典
箇
所
未
詳
。

識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
。

 

ラ
ン
ゲ
ン
ザ
ル
ツ
ァ　

Langensalza.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ウ
ン
シ
ュ
ト
ル
ー
ト
＝
ハ
イ
ニ
ヒ
郡
の
保
養
地
バ
ー
ト
・
ラ
ン
ゲ
ン
ザ
ル
ツ
ァ
。

 

あ
る
い
は
心
臓
そ
の
も
の
が
膝
の
裏
に
落
っ
こ
ち
て
い
た　

theils das H
erz selbst in der K

niekehle haben.　
「
心
臓
を
膝
裏
に
持
つ
」das H

erz 
in der K

niekehle haben. 

な
る
慣
用
句
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。「
臆
病
者
の
心
臓
は
ズ
ボ
ン
の
中
に
落
ち
る
（
滑
り
込
む
）」D

em
 Feigling fällt 

（rutscht

） das H
erz in die H

osen. 

を
援
用
し
て
、「
臆
病
で
膝
が
が
く
が
く
す
る
」
の
意
を
表
し
た
も
の
か
、
と
思
う
が
…
…
。
識
者
の
ご
高
教
を
俟

つ
。

 

バ
ル
ト
ロ
ッ
フ
へ
走
り
、
そ
こ
か
ら
火
を
取
っ
て
来
る
と　

lief nach Bartloff, holte Feuer allda.　

バ
ル
ト
ロ
ッ
フ
は
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ア
イ

ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト
郡
の
小
村
大

グ
ロ
ー
ス

バ
ル
ト
ロ
ッ
フ
と
小

ク
ラ
イ
ン

バ
ル
ト
ロ
ッ
フ
。
現
小

ク
ラ
イ
ン

バ
ル
ト
ロ
ッ
フ
は
ラ
イ
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
修
道
院
が
あ
っ
た
場
所
の
す

ぐ
近
く
。
点
火
具
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
火
種
を
取
り
に
行
く
他
は
な
い
。

 

聖
ザ
ン
ク
ト

ゲ
オ
ル
ク　

St. Georg.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
一
四
注
参
照
。

 

小
人
の
野

ヴ
ィ
ル
ダ
ー
・
マ
ン

男　

ein kleiner w
ilder M

ann.　
「
ヴ
ィ
ル
ト
マ
ン
リ
」W

ildm
annli

、「
ヴ
ィ
ル
デ
ス
・
メ
ン
レ
」W

ildes M
ännle 

な
ど
と
称
え
る

地
方
も
あ
る
。
若
木
を
根
扱
ぎ
に
し
て
杖
に
す
る
よ
う
な
身
の
丈
の
大
き
い
「
ヴ
ィ
ル
ダ
ー
・
マ
ン
」W

ilder M
ann 

も
い
る
。
大
小
に
関
わ
ら
ず
各
各

の
一
族
に
は
女
も
子
ど
も
も
存
在
す
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
毛
む
く
じ
ゃ
ら
で
半
人
半
獣
の
容
姿
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
森
や
山
野
の
精
霊
で
あ
る
。
ギ

リ
シ
ア
神
話
の
サ
テ
ュ
ロ
ス
の
類
か
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
七
七
に
も
登
場
。

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（


